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			神眼の勇者①・②合本版

			ファースト

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			前日譚（地球での日常）

			プロローグ

			女神リアナ

			ゾンビ

			丸太

			古井戸の奴隷三姉妹

			生存者

			迷宮都市ラナ

			宿屋にて

			ガルドの末路

			正当防衛

			魔法

			闇の暗黒魔女

			爆弾石(ストーンボム)

			丸太無双

			奉仕

			勇者アベル

			ログマスター・ギース

			古城の吸血鬼

			走馬灯

			古城の決戦

			帰還

			時空の女神再び

		

	
		
			前日譚（地球での日常）

			　

			「――丸(マル)太(タ)職(シヨク)人(ニン)の朝は早い」

			　とあるテレビ番組で、そうナレーションされていた。

			　日曜の夜、自宅の部屋でだらけながらテレビをつけているとやっていた、テレビ番組だ。どうやら、スポーツ、演劇、音楽、学術などで活躍している人物を紹介する人間密着ドキュメンタリー番組のようだな。

			　今回は、丸太職人の中村一郎さんという人物に密着しているようだった。

			　吸血鬼相手に、丸太が活躍する漫画をちょうど読み終わったところでもあったので、丸太職人とやらに興味を持った。視聴してみることにする。

			「中村さんは、世界的に有名な磨き丸(マル)太(タ)職(シヨク)人(ニン)で、重要無形文化財保持者（人間国宝）に選ばれた名人でもあります。そもそも磨き丸太とは、杉や檜(ヒノキ)などの丸太の皮をはぎ、磨いたもので、床柱などに用いて――」

			　世界的に有名とテレビでは紹介されていたが、俺はちっとも知らなかった。

			　というか、磨き丸(マル)太(タ)職(シヨク)人(ニン)などという職業があることすら知らなかったが。丸太椅子職人という職業の存在は、昔、偶然ネットで発見したけど。

			「お兄ちゃん、漫画貸～して♪」

			　自室のドアが開き、妹のまる子が部屋に入ってきた。

			　本名は丸(マル)田(タ)麻(マ)子(コ)、愛称は『まる子』の小学生の妹だ。漫画が好きな小学５年生でもあった。

			　丸顔の可愛らしい女の子であり、そこから『まる子』という愛称がついた。

			「今日、ネットで買ったあの漫画の最新刊、届いたでしょ。まるっとお見通しだよ」

			　以前貸してやった漫画に、この妹はハマっていた。

			「ああ、うん。ほら」

			　すでに読み終わっていたし、貸してやっても良かったので手渡してやる。

			「わぁい、ありがとう♪　お兄ちゃん最高♡」

			　頭を動かしているわけでもないのに、まる子のポニーテールが、犬の尻尾(しつぽ)のように激しく横に揺れた。

			　……どうなっているのだろう、この妹の髪は？　髪に骨でも入っているのか？

			「お前って、こういうときだけ兄を褒(ほ)めるよな……現金な妹だよ、まったく」

			「でへー♪」

			　ペロっと可愛らしく舌を出す妹まる子。

			　そして、悪戯(いたずら)っぽく笑いながら、

			「漫画貸してもらえることだし、お兄ちゃん、ちょっと〝サービス〟してあげようか」

			　などと、言ってきた。

			　小学生のくせに、どこか小悪魔っぽい感じで。

			「サービス？」

			　おうむ返しに聞いた俺の耳に、妹のまる子は唇を近づけ、

			「うん、可愛くてキュートな妹によるサービス――ご奉仕、だよ」

			　などと囁(ささや)く。さらに「フッ」と俺の耳に息を吹きかけてきた。

			　正直、背中に悪寒が走ったぞ。

			　…………最近、妹の様子がおかしいんだが、どうすればいいのだろう？

			　まる子が読んでいる少女漫画雑誌に、対象読者の年齢が高めな作品が増えた影響なのか、妙に小悪魔系女子っぽい真似をしてくる。

			　童貞かつ彼女いない歴＝恋人の俺をからかって、妹は遊んでいるだけだとは思うが。

			　それに、身近にいる兄をちょうどいい練習台にしているのだとも思う。少女漫画雑誌に特集されていた〝激カワ小悪魔系女子になる方法〟などの。

			「お兄ちゃん…………ベッドに寝て」

			　誘うように言われ、俺は素直にベッドに移動した。背中を天井に向け、うつ伏せになる。

			　妹の〝サービス〟とやらの内容を察(さつ)したからだ。

			　マッサージでもしてくれるのだろう。

			　むろん、性的なモノではなく普通のマッサージだ。当然である。

			　まる子が俺の背中に馬乗りになってきた。

			　体重が軽いから、別に苦ではない。

			　ちなみに、部屋にある鏡から馬乗り状態で大股を開いている妹のパンツが見えたけど、別にどうでもよい。

			　シマパンだったが、本当にどうでもよい情報(ステータス)だ。

			　まぁ、小学生の妹が穿(は)いているパンツが子供っぽいシマパンだったことに、少しホッとしたけど。これが大人向けの黒い下着だったら、兄としていろんな意味でショックを受けているところだ。

			「お客さん、凝ってますねェ」

			　などと適当なことを言いながら、俺の背中をマッサージする妹・まる子。

			　まる子には、マッサージ技術などモチロンない。

			　正直、大(たい)して気持ち良くなかった。だが、そのたどだとしくも熱心なサービス＝ご奉仕に、精神的な満足感を俺は覚える。

			　…………。

			　妹は数分でマッサージに飽(あ)きたのか、テレビを見ながらの雑なサービスになってきた。

			　丸(マル)太(タ)職(シヨク)人(ニン)・中村さんの密着ドキュメンタリー番組をさほど興味なさそうに見つつ、適当なマッサージを続けていたまる子が、

			「そういえばさぁ、お兄ちゃん」

			「ん？」

			「あたしの友達に、親がヨガのインストラクターをしている子がいてさ。その子が言っていたんだけど、ヨガに丸太を使うこともあるんだって」

			「へ、へぇ」

			　神秘的なイメージもあるヨガと、丸太の組み合わせに不思議なモノを感じた。

			「なんでも、丸太の上に寝転がりながらヨガをすることで、コリをほぐしたり、リラックス効果もあるんだって。〝丸太ヨガ〟って名前でそれなりに有名みたい。お兄ちゃん、どうせ毎日、暇だろうし、興味があったら習ってみたら？　体験レッスンもあるようだしさ」

			「暇と決めつけるな…………暇だけど」

			　さらに数分が経過し、完全に飽(あ)きたまる子は、マッサージの手を止めていた。

			　それどころか、俺の背中に乗ったまま座り込み、貸してやった漫画を読みだしてやがる。

			　…………いい加減、どいて欲しいぞ。

			　俺が文句を言おうとしたとき、つけっぱなしにしていたテレビ番組のエンディング曲が流れてきた。

			「この番組のエンディング曲を聞くと、日曜日の終わりを感じるよね………………ふぅ」

			　10歳のまる子が物(もの)憂(う)げに溜(ため)息(いき)をつく。

			　しかし、日曜日・夕方にやっている国民的アニメ・サザエさんならまだしも、情熱大陸のエンディング曲で日曜日の終わりを感じるとは。

			　渋い小学生だ。

			　物(もの)憂(う)げ、かつ憂(ゆう)鬱(うつ)そうな目で黄昏(たそが)れている小学５年生の姿が、そこにはあった。

			　…………というかさ、妹よ、早く兄の背からどいてくれないかな？

			「でも、お兄ちゃんはいいなぁ」

			「なにがだよ」

			「ニートだから、毎日が日曜日で」

			　俺、丸(マル)田(タ)真(マコト)・17歳は本来なら高校生なのだが、現在、絶賛不登校中だった。毎日が日曜日であり休日のニートでもあった。

			　いまだ俺の背に馬乗り状態の妹・まる子。

			　その妹が、まるで乗馬マシーンにでも乗っているかのように、身体をリズミカルに揺らしはじめた。さらに、楽しげに歌うように、

			「エブリディ♪　ニートライフ♪　マ・コ・ト♪」

			「兄を呼び捨てにしつつ、ディスった変な歌をつくるなっ」

			　俺はちょっと怒ったふりをして、うつ伏せになったままイキナリ腕立てをした。

			　背に乗っていた妹を振るい落とそうとしたのだ。しかし、あいにくながら運動神経と反射神経の良いまる子は、素早く俺の背から飛び降りていた。

			　さらに「ばいばいき～～ん☆」などと捨て台詞(ぜりふ)を吐いて、妹は部屋から出て行った。しっかり、俺の漫画は手に持ったまま。

			　…………たく。最近、ちょっと生意気だぞ、アイツは。

			　いや、今でもまる子は可愛いけどさ。ただ、この妹は、兄である俺をおちょくる機会が増えている。かなり歳の離れた兄である俺を正直、舐めている。

			　半ひきこもり、かつ、不登校である俺からは、兄としての威(い)厳(げん)が、日に日に失われているのが原因かもしれないけど。

			「あ、でも、心配しなくていいよ、お兄ちゃん」

			　部屋から出て行ったはずの妹が、ドアの隙間からひょこっと顔を出してきた。

			「……なにが」

			「社会性のない残念なお兄ちゃんが、将来どうしようもないダメダメ人間になったら、仕方ないからアタシが養ってあげるし。でも、主夫として家事はよろしく～」

			「誰が残念なお兄ちゃんだっ！　誰の将来がダメダメ人間だっ！」

			　俺は、そばにあった本を投げつける真似をした。

			「コマンド・逃げるっ☆」

			　笑いながら、今度こそ自分の部屋に逃げ帰る、まる子。

			　…………まったく、なにが『養ってあげる』だ、馬鹿馬鹿しい。

			　確かに、不登校である俺の将来は、マジでどうしようもなさそうだけどさ。

			　でも、妹に養ってもらうなどありえん。兄としてのプライドが許さない。病気でもないのに、兄が妹に養ってもらうことなど、あってはならない。

			　――などと思いつつも、ちょっぴり期待してしまう駄目人間な俺であった。

		

	
		
			プロローグ

			　

			　数日後。

			　今日も、学校に行かず昼間から家にいた。いつもと変わらない退屈な日になる――そう思って過ごしていた。だが非日常的なことが起きた。

			　部屋で漫画の単行本を読んでいると、突(とつ)如(じよ)、頭上が輝(かがや)きだしたのだ。天井を見あげたら、幾(き)何(か)学(がく)模様の魔法陣が浮いていて、俺は絶句した。

			　そして次の瞬間、意識がフッと…………闇(やみ)に沈んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――…………う……ん？

			　意識が戻ると、知らない建物の中にいた。床や壁、天井が白い大理石でできている広い建物だ。まるで、昔、映画で見た古代ギリシャや古代ローマの建築物――それも神殿――の内部みたいだった。

			　さらに、目の前には20歳前後の驚くほど美しい女性が立っていた。古代ギリシャの女神が身につけるような衣服を着た、金髪碧(へき)眼(がん)の凄(すご)い美人だ。まさに女神のように美しい。

			　気高く、厳(おごそ)かな雰囲気――まさに神(こう)々(ごう)しいオーラ――のようなものまで出ていた。

			　そして、よく見るとその女性は、床から十数センチほど足が宙に浮いている。

			　――夢でも見ているのだろうか？

			「…………どうやら、また失敗したみたいだな」

			　美女は俺を見下ろしながら、不機嫌そうな口調で言った。その視線は、つまらないモノを見ているかのようだった。

			「あ、アンタ誰だ？　それにココは一体？」

			　狼狽(うろた)えながらも、俺は口を開く。

			「私は〝時空〟を司(つかさど)る女神アステナ。そして、ここはお前からすれば異世界。異世界マナステシア。私がお前を召(しよう)喚(かん)した」

			　め、女神……異世界……召(しよう)喚(かん)……？　き、きっと俺は夢を見ているんだ。そうに違いない。

			「勢力拡大のため、英雄・勇者としての力を持つ者、あるいは英雄や勇者になれる素質ある者を召(しよう)喚(かん)したつもりだったが…………またしても、くだらない人間を召(しよう)喚(かん)してしまった」

			　そう言って、首を振りながら溜(ため)息(いき)をつく女神アステナ。

			　さっきから、俺、ディスられているのか？

			「基礎的ステータスは、この世界に住む一般の人間よりは多少優れている。しかし、それだけだ。特別な能力もなければ、戦闘技量に秀(ひい)でているわけでもない。ましてや、お前は〝魂の輝き〟が鈍い。とても英雄や勇者になれる人間ではない」

			「………………」

			「お前のような屑(くず)など不要。いらぬわ」

			　今の言葉は胸に刺さった。

			　屑(くず)呼ばわりもそうだが、不要とか、いらない、などと言われたのがショックだった。

			「…………そうかよ。だったら、早く元の世界に俺を帰してくれ」

			　俺は、拗(す)ねたような口調で言った。

			「あいにくだが、それは聞けぬ相談だ」

			「な、なに？」

			「異世界からの召(しよう)喚(かん)は、時空を司(つかさど)る女神たる私でも相当な〝力〟を消費する。そして、異世界へ戻すことは、より〝力〟の消費が激しい。なにより、お前のような屑(くず)のために使ってやる〝力〟などはない」

			　勝手に召(しよう)喚(かん)しておいて、元の世界に帰さない、だって？

			「ふ、ふざけ――」

			「目障りだ。消え失せろ屑(くず)」

			　俺が抗議の声をあげる前に、女神アステナが片手を振るった。

			　瞬間、目の前の景色が歪(ゆが)む。そして――俺の意識がまた闇(やみ)に沈んだ。

		

	
		
			女神リアナ

			　

			　――月が２つある。

			　――空を羽が生えた馬が飛んでいるけど天馬(ペガサス)ってやつかな？

			　――ここは本当に異世界……なのか？

			　

			　次に目が覚めたら、燃えるような夕日やどこまでも高い空が目に飛び込んできた。夕焼けの空には、うっすらと見える２つの月と、天を駆(か)ける天馬(ペガサス)の群れもいた。

			　どうやら俺は、異世界の見知らぬ草原の上で、仰向けに倒れていたようだ。

			　身勝手な女神アステナにより、この草原へ飛ばされたのだろうか？

			　自分の頬をつねってみた…………痛い。

			　痛みがあるということは――ま、まさか夢じゃないのか？

			　現実であることに気付きはじめた俺は途方にくれた。この先、どうすればいいのかわからない。不安でたまらない。だが、じっとしていても事態が好転するとも思えない。だから、人のいそうな場所まで、とりあえず移動してみることにした。

			　幸い、近くに街道がある。道に沿って歩いていけば、町か村につくかもしれない。

			　俺はとりあえず、沈みかかっている夕日の方向へ足を進めた。

			　――数十分ほど歩いたら、街道の端に、誰かがしゃがんでいるのが見えた。

			　老婆だ。それも、かなり汚れた格好の老婆だ。よく見ると、老婆は目を瞑(つむ)っていた。眠っているわけではなさそうなのに。

			　俺は声をかけるか迷った。

			　このまま街道を進んで、人のいる町か村にたどり着けるのか、老婆に尋ねたくはある。しかし、コミュ症気味の俺は、見ず知らずの人間に話しかけるのが苦手だ。

			　それに、ここは異世界のようなのだ。〝言葉が通じるのか〟という懸(け)念(ねん)もあった。

			　だが、迷っていた俺が話しかける前に、老婆が声をかけてきてくれた。

			「もし……そこのお方」

			　俺は老婆から数歩のところで立ち止まる。老婆は目を瞑(つむ)ったままだ。ひょっとして、目が悪いのだろうか？

			「街道を歩いていなさるなら、旅人かね？　どうか、この目の見えない哀れな老婆に、食料を恵んでくださらんか…………２日前から、何も食べていないのですじゃ。腹が減って死にそうなのです」

			　老婆は憐(あわ)れみを誘う声で、俺に食べ物をねだってきた。

			　食料……か。俺は着ているパーカーやジーパンのポケットを探る。後で食べようと入れておいたカロリーメイトの箱が見つかった。一箱に４ブロック入っているタイプだ。

			　この老婆にカロリーメイトをあげるべきか？

			　しかし、町や村までどのぐらい歩くか、わからない状況だ。貴重な食料を見ず知らずの他人に差し出すのは…………。

			　俺は迷った。

			　迷ったが…………結局、半分の２ブロックを老婆にあげることにした。

			　２日前から何も食べてないなんて言われたら、人としてあげないわけにいかないからね。

			　ところで俺は今、鼻が詰まり気味で匂いに鈍感だ。その俺でも、老婆にカロリーメイトを手渡そうと近づいたさい、あまりの〝悪(あく)臭(しゆう)〟に鼻が曲がりそうになった。老婆からは凄(すさ)まじい〝悪(あく)臭(しゆう)〟がしていたのだ。

			「おお、なんと美味(おい)しい食べ物ですじゃ。ありがたやありがたや」

			　俺があげたカロリーメイトを食べ、感謝の意を示してくる老婆。

			　良いことをしてお礼を言われるのは、悪い気分ではない。

			「なあ、お婆さん。俺、町か村まで行きたいんだけどさ。このまま、この街道を進んでいけばいいのかな？」

			「ええ、この街道に沿って、半日も歩けばルーアという小さな町がありますぞ」

			　半日も歩く必要があるのか。俺はうんざりした。

			　町の存在を知ったことで、もっと前向きになり、明るい気分になるべきかもしれない。だが、あいにく俺はあまりポジティブ思考な人間ではない。

			「教えてくれてどうもです。じゃあ、俺はこれで」

			　俺は老婆に別れを告げて歩きだそうとした。

			「待ってくだされ」

			　老婆に声をかけられ、後ろを振り向く。

			「実は儂(わし)もルーアの町に向かっていましてな。途中で足を悪くして動けなくなってしまい、途方に暮れていましたのじゃ…………本当に本当に、申し訳ないのですが、町までこの老婆をおぶってくれませんかのぉ」

			　老婆は俺に縋(すが)るような声で頼んできた。

			　…………どうする？

			　老婆の体重は軽そうとはいえ、人一人背負って半日歩くのはツライ。

			　それにこの老婆、こう言っては悪いが、見た目が汚すぎる。悪(あく)臭(しゆう)も酷(ひど)い。この老婆を背負って半日も歩くのは、流石(さすが)に――。

			「お願いします。このままでは、儂(わし)はここで野たれ死にですじゃ。どうか、お慈(じ)悲(ひ)を。どうか、どうか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、俺は老婆を見捨てられず背負うことにした。だって仕方がない。見捨てて、本当に野垂れ死にされたら目覚めが悪すぎる。

			　老婆を背負いながら街道を十数分、歩いた。

			「すいませんのぉ……本当に助かりますじゃ」

			　老婆は恐縮して、何度も礼を言ってくれた。

			　その老婆を背負いながら、俺は声をかけた。

			「ほぅほぅ、地球という場所から女神アステナに召(しよう)喚(かん)されたと。しかも、不要と判断され、草原に飛ばされたですと…………なんと、気の毒なお人じゃ」

			　俺が自分の身に起こったことを話したら、老婆はアッサリと信じてくれた。

			　老婆の話では、どうもこの世界では、『女神』を含めた『神』というものは、結構、頻(ひん)繁(ぱん)に人間の前に姿を現す存在らしい。

			　神々は、人間より優れた〝力〟を持った存在でありながら、驕(おご)りや油断などでわりと失敗したりもするようだ。それに神々同士で権力争いをしたりする権勢好きな者や、人間の異性にも手を出すほど好色な者も多いらしい。

			　ギリシャ神話の神々のように、人間臭い神様たちのように思えた。

			　女神アステナも、性格の悪い人間のように傲(ごう)慢(まん)かつ身勝手な性格だったし。

			　クソ。あの女のことを思い出したら、また腹が立ってきたぞ。

			　…………いつの日か、あの女に借りを返してやる。

			「本当にあの女神は、どうしようもなく性根の腐った奴ですじゃ。そのくせ、信者の数は多く非常に〝力〟を持っているので、タチが悪い」

			「…………」

			「確かにあのビッチ女神は、自分の使(し)徒(と)として利用するために異世界から人間を召(しよう)喚(かん)しているわ。そして、さほど見込みがない人間を呼び出した場合は、貴方(あなた)にしたように、《転移》の魔法をかけて適当な場所に放り出すようですね」

			「…………」

			「本当にあのクサレビッチ女神は最悪…………」

			　俺の背で老婆が女神アステナの悪口を言いつづけている。まるで、個人的な恨みでもあるかのように辛(しん)辣(らつ)だった……………………なんだか、口調が後半から変わったな。

			　声質も老婆のかすれた声から、若々しい声に変わったような？

			　それに、あの吐き気を催(もよお)すほど臭かった体臭が消えた。今では、むしろ、バラの香りのような良い匂いが俺の鼻(び)腔(こう)をくすぐってきている。どういうことだ？

			「もういいわ。降ろしてちょうだい」

			「え？　あ、ああ」

			　俺は老婆を背から降ろすべく、しゃがみ込んだ。背から老婆が降りた後、俺は首を傾げながら後ろを振り向く。

			　そして――絶句した。

			　老婆ではなく、美少女が立っていたからだ。10代後半に見える、銀髪の美しい少女だった。

			　左右の目の色が、金色と銀色で違っている。いわゆるオッドアイだ。

			　それに足が、地上から十数センチほど浮いてもいた。

			　着ている服も、先ほどまでの薄汚れた灰色の麻製・長衣(ローブ)から、まさに、神話の女神が着るような、汚れ一つない純白の絹(きぬ)に変わっている。

			「私は〝神々の目〟を司(つかさど)る女神リアナ」

			「…………」

			「《神(しん)眼(がん)》の女神リアナ〟とも呼ばれています」

			　宙に浮くオッドアイの美少女が、自己紹介をしながら俺に微笑(ほほえ)んだ。

			「私の〝使(し)徒(と)〟に欠員ができたから、良い人を探していたの。薄汚れて醜(みにく)く、哀れな老婆に変身をしてね。私の使(し)徒(と)は、他人を思いやれる優しさと博愛の心を持っていることが、第一の条件だから」

			　このオッドアイ銀髪美少女が、さっきの老婆……なのか？

			　彼女もまた……女神？　足が宙に浮いているし、それに雰囲気がとても神(こう)々(ごう)しい。確かに――女神なのかもしれない。

			「この数日、街道を旅する人間のうち、醜(みにく)く汚れた老婆に、食料をくれたのは数人だけだった。貴方(あなた)は優しい人ですね」

			「は、ハァ」

			「そして背負ってくれたのは、貴方(あなた)が初めてだったわ。本当に優しく親切な人」

			　女神リアナと名乗った女性はニコリと微笑(ほほえ)み、

			「異世界からこの地に呼ばれた優しき者よ。女神として貴方(あなた)に〝力〟を授けてあげましょう」

			「ち、〝力〟を俺に？」

			　善行を褒(ほ)められ、女神から〟力〝を授かる――ギリシャ神話などの英雄物語、あるいはＴＶゲームや漫画にありそうな展開に思えた。

			　俺にとってはありがたい話だが、なにか〝裏〟があるかもしれない。

			　騙(だま)されないように気を付けないと。

			「ええ、神である私の〝力〟の一部をね」

			「…………」

			「ただ、私の使(し)徒(と)になれるかどうかで、授けられる〝力〟にも大きく差はあるの」

			「…………」

			「まず、私の使(し)徒(と)にはならない場合だけれど――遠くのものを良く見えるようにしたり、戦闘などで、相手の動きをしっかり見えるようにしてあげるわ」

			「……それって、動体視力を含めて、目が良くなるってだけですか？」

			　そこまで大層な能力ではない気がしたので、拍子抜けしてしまった。

			「まぁそういうことね。使(し)徒(と)ではない人間には、あまり強い〝力〟は授けられないの」

			「じゃあ、使(し)徒(と)っていうのに、俺がなった場合は？」

			「使(し)徒(と)になってくれるなら、もっと大きな〝力〟を授けてあげられるわ。そう――《神(しん)眼(がん)》すらも」

			「《神(しん)眼(がん)》？」

			《神(しん)眼(がん)》……神の目……なんだか凄(すご)そうだ。

			「《神(しん)眼(がん)》があれば、自分だけでなく他者の情報(ステータス)を知ることが可能なの。また、過去に起きたことや、不確定(ランダム)ながら未来に起きることまでも〝視(ミ)る〟ことが可能」

			「そ、それは凄(すご)い」

			「どう、貴方(あなた)は、私の使(し)徒(と)になってくれるのかしら？」

			「いきなり言われても。使(し)徒(と)って、具体的にどんな存在なんだ……ですか？」

			　奴(ど)隷(れい)のように隷(れい)属(ぞく)するような立場になることを、俺は警戒していた。

			「神や女神によって、使(し)徒(と)のありようは様(さま)々(ざま)です」

			「…………」

			「ちなみに、私はむやみに人間の運命(さだめ)に神が干(かん)渉(しよう)しないほうが良い、とする主義なの。だから自分の使(し)徒(と)に対しても、何かを強制はしません。自由に生き、それぞれの運命(さだめ)を享(きよう)受(じゆ)してもらえればいいわ」

			「…………」

			「英雄的・勇者的行いをした場合は、私の使(し)徒(と)であることを他(ほか)の人間たちにアピールはして欲しいけれど」

			　使(し)徒(と)とやらになっても、別に義務は発生しないようだ。

			　それなら、デメリットはなさそうだが…………。

			「迷っているわね。いいわ、こうしましょう」

			　女神リアナは指を１本立て、

			「一カ月の間、仮の使徒になるのはどうかしら。その間、《神(しん)眼(がん)》を貸し与えてあげるわ」

			「仮、の？」

			「ええ、仮の使徒よ。私としても、性格だけで、正式な使(し)徒(と)にするわけにもいかないし、時間が欲しいわ。貴方(あなた)のことを〝この眼〟で見極めるためにもね」

			　試用期間みたいなものだろうか？

			　俺は少し考えたのち――仮の使(し)徒(と)とやらになってみることに同意した。《神(しん)眼(がん)》という凄(すご)そうな〝力〟に興味はあったのだ。それに、彼女は悪い人には、思えなかったので。

			「では、右目を瞑(つむ)ってちょうだい」

			　女神リアナから、目を瞑(つむ)るように言われ、俺は素直に従った。

			　彼女はその美しい手で、瞑(つむ)っている俺の右目の瞼(まぶた)をそっと撫でる。

			「これで、貴方(あなた)の右目に《神(しん)眼(がん)》の〝力〟が宿ったわ。そうね……まずは自分の【情報(ステータス)】を知りたいと強く念じて見なさい」

			　俺は言われた通りに念じてみる。

			　っ！

			　目の前に半透明の枠が浮かんできたぞっ。

			　これは…………コンピューターＲＰＧなどによくある〝ステータス画面〟に近いな。

			　枠の中に書かれている俺＝丸(マル)田(タ)真(マコト)の【情報(ステータス)】は、

			　

			【名前：　マコト・マルタ

			　種族：　人間(ヒユーマン)

			　年齢：　17歳

			筋　力：20　器用度：16　敏(びん)捷(しよう)度：18　知　力：20

			生命力：20　精神力：16　魔　力：22

			ジョブ　：　ノージョブ（レベルゼロ）

			スキル　：　神(しん)眼(がん)

			習得魔法：　なし

			　ソウルランク：１】

			　

			　能力が数値化されているが、高いのか低いのか俺にはよくわからん。

			「筋力や器用度、魔力などは一般の人間で、数値としては10が標準よ。20あれば、その能力は人よりかなり優れているわ」

			　俺の心を読んだように、女神リアナが教えてくれた。

			「数値的に、俺は平均して、10どころか20近くありそうなのだが…………」

			　おかしい。

			　俺は自分に自信がない。自分の才能や能力は平均以下だとも思っている。腕力や知能は人並みだとしても、かなり不器用で鈍くさい人間だという自覚もある。

			　俺の能力――ステータス――がこんなに高いわけがない。

			「貴方(あなた)の基本ステータスは、なかなかに優秀よ。千人に一人、と言ったところです」

			「俺なんかが、千人に一人の優秀さだって？　俺は元いた世界だと平凡以下の人間だったのに」

			「腐れビッチ女神こと時空の女神アステナは、この世界の一般人より、〝基本ステータスがずっと優れている異世界の住人〟を、呼びだしているようなの。その世界からどんな人間が呼ばれるかは、不確定(ランダム)みたいですけれど」

			　平均的な地球人なら、能力値も俺と同等かそれ以上なのか。そして、地球では平均以下だった俺でもこの世界なら、そこそこ優秀のようだ。

			　…………ここって良い世界かも。

			　俺にとって素晴らしい世界かも。

			「ステータスの詳(しよう)細(さい)な説明などは、その部分を知りたいと願えば、ある程度は知ることができるわ」

			　ヘルプ機能みたいなものかな？

			「じゃあ…………やらなければいけないこともあるので、そろそろ、私は天界に帰ります。貴方(あなた)のこと、私の《神(しん)眼(がん)》で、天界からなるべく様子を見ておくことにしますからね」

			「え？　ちょ、ちょっと待ってくれ……ください」

			　天に向け、空高く浮かんでいく女神リアナを呼び止めた。

			「貴方(あなた)の力で、俺を元の世界に帰してもらえませんか？」

			　ステータス上の数値は悪くないようなので、俺はこの異世界ならそこそこ優秀なのかもしれない。ココは、俺にとってそう悪い世界ではないのかもしれない。

			　それでも…………俺は地球に帰りたかった。

			　地球には、妹も含めて〝家族〟がいるのだから。

			　だが――。

			「あいにくだけれど、私には貴方(あなた)を元の世界に帰してあげられるような〝力〟はないの…………ゴメンなさい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　女神リアナは天に昇って行った。

			　残された俺は、やむをえず、町に続くと教えてもらった街道を一人で歩いた。

			　しかし、何だって俺がこんな目に。

			　地球で、つまらない日常を過ごしていた俺は、異世界に勇者として召(しよう)喚(かん)されたいとは確かに思っていた。異世界で勇者や英雄として活躍し、人々から必要な人間だと思われたかった。

			　異世界に召(しよう)喚(かん)されること自体は、空想したりして、望んでいた部分も確かにある。

			　でも…………今の状況は、空想していた物語とはまるで違う。

			　召(しよう)喚(かん)と同時に不要と判断されたりなどしたくはなかった。見下ろされ、不要なモノのように捨てられたくはなかった。

			　時空の女神アステナの、俺に向けた冷たい目を思いだす。

			　あのゴミを見るかのような、見下しきった目を。

			「……チクショウ」

			　チクショウ……チクショウ……チクショウ。

			　いかん。

			　どんどん、陰(いん)鬱(うつ)な気分になってきた。少しは前向きに考えよう。

			　俺を不要と判断した『時空の女神アステナ』とは別に、『神(しん)眼(がん)の女神リアナ』という他(ほか)の女神に俺は出会えたんだ。

			　そして女神リアナから、《神(しん)眼(がん)》という特殊な力を授かったみたいなのだ。

			　神や女神から特殊な力を授かる――これって凄(すご)いことだと思う。

			　まるで英雄物語の主人公みたいではないか。

			　うん。

			　これは俺が主役の英雄物語だ。そうだ、そうに違いない。きっとそうなのだ。そう思うことにしよう。

			　だって…………そう思わないとやってられないので。

			　そうでも思っていないと、ネガティブな考えに押しつぶされてしまう。

			　それに、どうやら俺はこの異世界なら、基礎能力がなかなか優れているようだ。不安は物凄くあるが、なんとか生きていけるかもしれない。いや、生きていかないと。

			「野垂れ死になんて……ごめんだ」

			　女神により、異世界に召(しよう)喚(かん)された自分は〝主人公〟のはずだ。

			　だから、そう簡単に死にはしない。きっと、なんとかなる――そう思い込むことで、重い足をなんとか前に出し、歩き続けることができた。

			　だって、そう思わないと、その場にへたりこみそうになったから。

		

	
		
			ゾンビ

			　

			　――７、８時間ほど街道を歩き、やっと町が見えてきた。

			　夜になり、あたりはすっかり暗くなっている。夜空には星々と〝２つの月〟が輝(かがや)いていた。

			　…………しかし、長時間歩いたわりには、さほど疲れなかったな。これほど歩いたのに、足が棒のようになってもいない。筋力や体力が人より優れている自信は、まるでないのだが、これほどの距離と時間、歩き続けてもほとんど疲れていない。

			　ひょっとして、この異世界では、ステータスにおいて俺の【生命力】とやらが結構高いから――かな？

			　標準が10らしいのに、俺は倍の20も【生命力】がある。

			　この異世界では、俺は体力的に相当優れているのかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　町は、俺の背よりも高い木の柵で囲まれているようだ。

			　野生動物、あるいは盗(とう)賊(ぞく)の侵入を防ぐための柵かな？

			　ひょっとしたら、モンスターを防ぐためかもしれないが。

			　そういえば、天馬(ペガサス)がいるなら、人を襲うモンスターがいてもおかしくはない気もするのに、ここまで１匹も遭(そう)遇(ぐう)しなかった。まぁ、安全そうな街道を歩いたからかもしれないけど。

			　人間がよく通行し、人により踏み固められた街道。そのような街道は、モンスターの遭(そう)遇(ぐう)率（エンカウント率）も低いのだろう。多分。

			　……そういえば、この町の名前はなんだったかな？

			　お？

			　

			【ルーアの町　神聖ガープ帝国領　人口：５人　特産：材木】

			　

			　柵越しに町を覗(のぞ)いていたら、こんな情報(ステータス)が書かれた半透明の枠が浮かんできた。

			　これも《神(しん)眼(がん)》の力なのだろ。知りたい情報(ステータス)を容易(たやす)く知れるなら、この力、かなり利便性は高そうだ。《神(しん)眼(がん)》って、かなり役に立つスキルに思える。

			　しかし、神聖ガープ帝国領というのは、この町を領土している国の名前だろうか？

			　おそらく、俺が今いる場所も、神聖ガープ帝国の領内だと思う。

			　それはいいのだが、町の人口がたったの５人とは、少なすぎではないだろうか？　中世ヨーロッパの村や小さな町は人口が１００人以下の場合も結構あったらしいけど、いくらなんでも５人は少なすぎだ。

			　町に何かあったのだろうか？

			　いや…………おそらくは大多数の住民の転住などによって、残っている住民が少ないだけ、だとは思うが。

			　そうであって欲しい。

			　俺は不安を感じつつも、開いていた門を通り町の中に入った。

			《神(しん)眼(がん)》には暗視効果があるようで、灯りが消えている夜中の町でも、ある程度は視界が利いていた。

			　中世欧州っぽい、レンガ造りの建物が多い町のようだ。夜中ということもあり、町の中は静まり返っている。どこかもの哀しい雰囲気が町には漂ってもいた。

			　５人の住民は、どこかの家にいるのだろうか？

			「数十軒はある建物のどれかに、住んでいる？」

			　癖である独り言を呟(つぶや)きつつ、俺は明かりのついている家を探して、石畳で舗(ほ)装(そう)されている町の中をウロついた。途中、材木（丸太）が山のように積まれているのを見つける。

			「丸太……か。そういえば、丸太を武器にして吸血鬼と闘う漫画があったな」

			　俺は、山と積まれた材木――〝丸太〟――を見て、呟(つぶや)いた。

			　ちなみにその漫画が俺は大好きなので、丸太を見て、今、連想してしまったのだ。

			　また、《神(しん)眼(がん)》で視えた情報(ステータス)によると、この町の特産が材木だったことも思い出す。

			　裏手にある山から、町の樵(きこり)が切ってきたのだろうか？　では、残っている５人の住人のうち、少なくとも１人は樵(きこり)なのだろうか？

			　なんにせよ親切な人だと、ありがたいのだが。見知らぬ人間に食事を用意して、家にも泊まらせてくれるほどの親切さを期待したい。

			　まぁ、空き家が多い廃村のようなので、住むところはなんとでもなりそうだけど。

			　空き家とはいえ、勝手に寝泊りしていいかは、別にしても。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらく町の中を歩いた俺は、広場を見つけた。小さな噴水のある広場だ。

			　噴水の近くに…………誰かが立っている。背中を向けているが、おそらく女性だ。

			「ようやく人を見つけた」

			　俺はほっと安心しながら、その女性に近づく。

			「あ、あの……すいません」

			　警戒させないように、なるべく優しげな声を俺は出した。コミュニケーション能力が不足気味であるコミュ障の俺なので、多少ドモってしまったけど。

			　女性が振り向いた――っっっっっ!?

			　し、心臓が止まりかけた。

			　女性の顔が…………腐っていたからだ。顔にウジ虫が数匹湧(わ)いている。右目の眼球は垂れ、今にも落ちそうだ。頭部に大きな裂(れつ)傷(しよう)があり、そこから……脳みそが……飛び出ていた。

			　それに、近づいてみて気付いたのだが、肉の腐ったような匂いもしている。

			　女性は……そう、まるで〝ゾンビ〟のようだった。ゾンビ映画に出てくる、動く死体(リビングデツド)とも呼ばれている〝ゾンビ〟のようだったのだ。

			　な、何者だ？

			　そう思った俺の目の前に――半透明の枠が見えた。

			　

			【ゾンビ（マイナーゾンビ）

			　レベル：１

			　弱　点：陽光・塩（特に清められた塩）・聖属性攻撃全般】

			　

			　――と、枠には書かれている。

			　ゾンビ……この女性が？

			　ここが魔物(モンスター)もいる異世界なら、有名モンスターの代表格であるゾンビがいても、不思議ではないのかもしれないが…………。

			「あぁあぁ……うぅううう……あぁ～……」

			　女性――いやゾンビは、人のものとは思えない呻(うめ)き声をあげ、俺に近づいてきた。

			　本能的に俺は危険を感じた。

			　このままでは、このゾンビ女に……殺される……かもしれない。心臓がバクバクと鳴りだした。足の震えが止まらない。

			　恐慌に陥(おちい)りつつも俺はその場にしゃがみ、手ごろな大きさの石を拾った。

			　そしてゆっくりとだが、しかし確実に近づいてきたゾンビの、腐った顔面に――俺は全力で石を投げつける。思っていた以上に、俺が投げた石は威力があった。

			　ガンっ！

			　コントロールなど自信がない俺だが、距離が近かったこともあり、見事に命中した。それも、残っている左目に当たったのだ。

			　投石のダメージのせいか、その場でうずくまるゾンビ。

			「い、今のうちに〝コマンド・逃げる〟だ！」

			　俺は慌てて広場から走り去った。近づいてトドメを刺すという考えなど、少しも浮かばなかった。とても傍(そば)まで近づけないほど、ゾンビが怖かったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　かなりの距離を走った気がする。

			　気付けば、丸太が山のように積まれている場所まで逃げて来ていた。荒い息を整えるためにも、俺は、丸太の１つに腰をかけて状況を整理することにした。

			「まさか……ゾンビが本当にいるなんて」

			　この異世界では、ゾンビも、やはりモンスターの一種なのか？

			　それにしても、町の中をゾンビがうろついているなんて…………この町に何が起こったんだ？

			　ん!?

			　突(とつ)如(じよ)、俺の脳(のう)裏(り)にある映像が、〝画質の悪い白黒(モノクロ)〟で浮かんできた。

			　かなり昔の古典映画のようなモノクロによる動画が、早送りで浮かんできたのだ――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜中、町の共同墓地にある墓から、ゾンビが数匹這い出てきた。

			　寝入っていた住民たちのうち数人が、そのゾンビたちに襲われた。

			　そして、ゾンビに噛まれた人間のうち何割かはゾンビ化し、次々と他(ほか)の人間を襲ったのだ。

			　一夜にして…………街中がゾンビで溢(あふ)れていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まるで古典的ゾンビ映画のような映像だった。

			　な、なんだこれは？　ひょっとして…………これも《神(しん)眼(がん)》の力か？

			　女神リアナは、《神(しん)眼(がん)》により過去も〝視(ミ)る〟ことができると言っていた気がする。

			　では、いま俺の頭に浮かんできたのは、過去、実際にこの町に起きた出来事なのか？

			　この町に過去、起きてしまった惨(さん)劇(げき)…………。

			　バタンっ！！！！

			「ヒッ!?」

			　俺は思わず叫び声をあげた。

			　数十件の家の扉が一斉に開き、ゾンビらしき死体が大量に出てきたからだ。空き家だと思っていた家々から、動く死体(リビングデツド)がゾロゾロと姿を現しやがった。

			「な、何だよ、この状況」

			　……洒落(しやれ)になってない……。

			　俺は顔を引きつらせる。《神(しん)眼(がん)》で視たら、全員、本当にゾンビだった。数十体のゾンビに、俺は……包囲……されていた。

			「恐怖で失禁しそうだよ……ハハ……」

			　このまま、俺は数十匹のゾンビたちに襲われるだろう。そして、喰い殺されるか、あるいは噛まれたことで、同じようにゾンビ化する――かもしれない。

			「――冗談じゃないっ！」

			　その場でへたり込みそうになった俺だが、なんとか自分を奮(ふる)い立たせた。

			　逃げないと…………いや、今さら無理だ。もう完全に囲まれている。

			「ならば――倒す？　そんなの……俺には無理だ……武器もないのに」

			　小さな石はいくつか落ちているが、石程度では、とても数十体のゾンビを相手にできそうにない。

			　何体かに石をぶつけているあいだに、他(ほか)のゾンビに噛まれてしまいそうだ。

			　せめて……せめて、まともな武器でもあれば。それも、リーチのある長(ナガ)物(モノ)系の武器があれば。

			　このとき、俺の目に――丸太の山――が留まった。

		

	
		
			丸太

			　

			「俺の好きな〝あの漫画〟でも、丸太を武器に闘っていた……な」

			　その漫画で主人公が戦っていた相手はゾンビではなく、吸血鬼や邪(オ)鬼(ニ)だったけど。

			　正直言って、このときの俺は、恐慌にかられ錯(さく)乱(らん)状態に近かった。だから丸太を武器にしようととっさに考えた。もし、このとき冷静だったら、丸太を武器にしようなどと判断しなかったであろうけど。

			　人の胴体ほどもある丸太など、重すぎて、普通の人間が武器として振り回せるわけがない――きっと、そう思ったはずだ。

			　俺なんかが、こんなに太くて重そうな丸太を持ち上げられるわけがないと即座に判断し、武器とすることを諦(あきら)めたであろう。

			　だが、このときの俺は、本当に混乱していた。

			　冷静な判断ができず、丸太を抱えた。

			　そして――俺は丸太を担ぎ上げることができた。

			　さらには、無茶苦茶にだが丸太を振り回せた。

			　長さ２メートルを遥(はる)かに超える丸太は、俺の体重よりも重そうだったのにもかかわらず、だ。

			　日本刀や西洋の剣でも数キロの重さしかないと、どこかで聞いたことがある。だというのに、数十キロはある丸太を振り回し、武器とすることができた。

			　ステータス的に俺の【筋力】が、この世界の一般人とくらべて倍もあるから……か？

			　あるいは、火事場の馬鹿力的なものかもしれないが。

			　とにかく、俺は近づいてくるゾンビどもを追い払うため、やたらめったらに丸太を振り回した。それこそ必死に振り回し続けた。

			　ゴキィンッ!!!

			　俺が振り回した丸太が、ゾンビたちの一体に命中する。

			　ほとんど偶然だったが、ゾンビの測頭部を痛烈にヒットして――一撃で倒した。

			　頭が半分以上潰れ、脳みそがほとんど飛び散ったそのゾンビは、地面に倒れたままビクンビクンと痙(けい)攣(れん)し続けている。

			　起き上がっては…………こない。

			　ひょっとしてこれは――いけるか？

			　

			◆　◆　◆

			　

			　…………――――どのぐらいの時間、丸太を振り回しただろう。

			　息が切れ、立っているのもしんどくなった。もう、丸太を振り回す余力は残っていない。地面に突き立てた丸太で身体を支え、肩で荒い息をしていた。

			　だが――ゾンビどもを全滅させることもできた。

			　俺の周りには、少なくとも50体を超えるゾンビが横たわっている。ほぼすべてのゾンビは頭が潰れていた。完全に動かなくなったモノが半分、ピクピク痙(けい)攣(れん)しているモノが半分だ。

			「ん？　痙(けい)攣(れん)しているゾンビの中に、妙な女のゾンビがいるな」

			　服装が平民っぽい他(ほか)のゾンビと違い、中世ヨーロッパ貴族の着そうな衣服を身につけている。手足は細いのに、なぜか腹が妙に膨らんでいる。

			「食事をしたばかりだったりして、な」

			　この女ゾンビが何を食べたのかは、あまり考えたくはないが。

			　女ゾンビは他(ほか)のゾンビと比べて頭部の損(そん)傷(しよう)が浅い。ダメージは比較的少なそうでもあった。

			　しかしながら、このまま放置しておいても遅かれ早かれくたばるだろう。そう判断し、俺は虫の息である女ゾンビを放置しておいた。ゾンビに虫の息という表現も変かもしれないが。

			「この女ゾンビを含めて他(ほか)のゾンビも、俺が町を回ったあと、戻ってきたときにまだ生きていたらトドメを刺せばいいや…………今は本気でしんどいし」

			　万が一にだがゾンビが起き上がってきても、どうせ簡単に倒せる。

			　もう俺は、ゾンビに対しての恐怖が、だいぶ薄れていた。

			　いや、まだ怖いことは怖いけど。

			　生理的におぞましいとも感じてはいる。

			　だが、モンスターとしてのゾンビは、闘ってみたらさほどの強さではなかったのだ。

			　まず、動きが非常に遅い。それに、防御的な動き――たとえば、丸太から頭部を腕で守るような、防御的行動――もほとんどしなかった。知能がないのか、ただただ、ゾンビとしての本能に従い、俺を噛もうとゆっくり向かってくるだけだったのだ。

			　動きが遅い上に単調すぎて、正直、〝弱い〟とすら感じた。

			　俺は闘いに関して完全な素人(しろうと)だ。人間同士の喧(けん)嘩(か)だってむしろ弱いほうだろう、しかし、そんな俺ですら、数十体のゾンビどもを駆(く)逐(ちく)できたのだ。

			　おそらくゾンビは、この異世界では下から数(かぞ)えたほうが早い雑(ざ)魚(こ)モンスターなのだろう。

			「ステータス的にも、【レベル１】とか書いてあったしなぁ」

			　恐怖に負け、身体が硬直して動けなくなったりしなければ、なんとでもなる相手に思えた。

			〝丸太というリーチに優れ破壊力もある強力な武器〟を手に入れたことも、今回、俺がゾンビ相手に無(む)双(そう)できた理由だとは思うけどね。

			　素手では、とてもこうはいかなかっただろう。

			　いや、雑(ざ)魚(こ)とはいえ、ゾンビはあれほどの数いたのだ。たとえ、ナイフや木刀、あるいはバットなどで闘ったとしても、数の力にはかなわず、組み伏(ふ)せられ、押しつぶされる形になり、ゾンビにやられていた気はする。

			　リーチがあり、一撃でゾンビを倒す威力もある丸太だからこそ、俺は生きのびられた。

			　もし、あの場に剣や槍(やり)が落ちていても、やはり俺はゾンビにやられていたと思う。

			　そもそも、一度も振るったことがない剣を俺が拾ったところで、武器として役にたつか疑問だ。

			　普通の高校生（しかも不登校）であった俺は、剣術も槍術も学んでいない。普通の高校生なら当たり前だが、日本刀など一度も握ったことはない。その上、俺は不器用で運動神経も大(たい)したことがない。そんな俺が、刃のついた剣など、イキナリ握っても、まず使いこなせないであろう。

			　練習もせずに素人(しろうと)が真剣を振るっても、まともに使いこなせず、剣先で自分の手や足を切ったりするだけ――なんて話も聞いたことがある。

			　特に、動揺しまくり、焦(あせ)りと混乱の最中であった俺では、剣など、まず使いこなせたとは思えない。

			　また、剣の場合、数匹斬ったところでまともに斬れなくなったり、あるいは素人(しろうと)による無茶苦茶な使い方により、へし折れたりした気がする。

			　一度も練習したことがない槍(やり)が落ちていても、やはり武器としてまともに使いこなせなかったと思う。それに、槍(やり)を無茶苦茶に振るったり闇雲に突いたりして、ゾンビを数匹は倒せたとしても、槍(やり)の場合、途中で柄(え)が折れた気がする。

			　だがしかし。

			　長く重く威力のある〝丸太〟は、無茶苦茶に振るうだけでも十分に武器として役立った。

			　人間の胴体のように太い丸太は折れぬまま、50匹のゾンビを倒しきれた。

			　あの場に、丸太が置いてなかったら――そう思うと、ゾッとしてくる。

			　丸太を手に入れられたのは、まさに幸運であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして呼吸が落ち着いてきた。

			　町の探索を続けようか、俺は迷っている。

			　本音を言うと、今すぐこの町から立ち去りたい。まだ、ゾンビが町のどこかに潜(ひそ)んでいるかもしれないので。

			　大(たい)して強くはなかったゾンビでも、集団による不意打ちをくらえば、どうなるかわからないし。

			「だけど…………生きている人間も、この町にはいる可能性がある。多分、５人」

			《神(しん)眼(がん)》で〝視(ミ)た〟町の情報(ステータス)では、住人が５人と書いてあったのだ。可能ならば、見つけ出し保護してやりたい。町から一緒に脱出してやりたい。

			　俺はゾンビ数十体を自力で倒したことで、多少、自信がつき、気も大きくなっていたこともあった。

			　結局、俺は町の探索を続けることに決める。

			　ゾンビがまた出ても、なんとかなりそうなので。

			「…………この丸太さえあれば」

			　使いこなせるならば、武器として丸太はかなり有効だと気付きはじめていた。

			　そういえば、俺の【ステータス】は今、どうなっているのだろう？

			　ゾンビどもをこれだけの数、倒したのだ。コンピューターゲームのようにレベルか何かが上がって、能力値が上昇しているかもしれない。

			　俺は期待しつつ、自分のステータスを確認した。

			　

			【名前：　マコト・マルタ

			　種族：　人間(ヒユーマン)

			　年齢：　17歳

			筋　力：22　器用度：16　敏(びん)捷(しよう)度：18　知　力：20

			生命力：21　精神力：17　魔　力：22

			ジョブ　：　蛮族戦士(バーバリアン)　レベル１

			スキル　：　神(しん)眼(がん)

			習得魔法：　なし

			ソウルランク：５】

			　

			　おぉ、上がっているっ。

			【筋力】が20から22に、【生命力】が20から21、【精神力】が16から17に、それぞれ上昇していた。

			　それに【ソウルランク】とやらが１から５に上がってもいた。

			　ソウルランクとは何かと疑問に思った瞬間――『魂の輝(かがや)き。英雄や勇者としての〝強さ〟を表す。また〝経験〟によってその輝(かがや)きは増す』という情報(ステータス)が頭に流れてきた。

			　そのソウルランクが一気に４上がり、筋力など基礎能力が合計で４上がった。ソウルランクが１つ上昇するごとに、基礎的な能力値も１ポイント、上昇するのだろうか？

			　上昇する基礎的な能力値はランダム？　それとも、それまでの行動が影響するのだろうか？

			　なんとなく、後者の気がする。

			　体力が尽きかける寸前まで、重量のありそうな武器（丸太）を振り回してゾンビどもを倒しまくったのだ。【器用度】や【知力】ではなく、【筋力】や【生命力】が上昇しているのも頷ける。

			【精神力】も上がっているのは、おぞましいゾンビ相手に闘い続けたことで、俺の脆(もろ)い精神も多少は鍛えられたから――かもしれない。

			　そういえば【ジョブ】が【蛮族戦士(バーバリアン)】になっている、な。

			　ゾンビと戦闘するまで、ジョブは【ノージョブ】だったのに。

			　無職(ノージヨブ)のままなのも嫌だけど、蛮族戦士(バーバリアン)はちょっと酷(ひど)い。

			　未開の地の野(や)蛮(ばん)人(じん)みたいで、何か嫌だぞ。

			　それは、まぁ、剣や槍(やり)ではなく、丸太を振り回して必死に闘う様子は、確かに蛮(ばん)族(ぞく)系の戦士みたいだったかもしれんが。

			　でもどうせなら、ジョブが勇者とかだったら、よかったのになぁ…………。

		

	
		
			古井戸の奴(ど)隷(れい)三姉妹

			　

			　ミリア・ラスリアーンは、妹２人とともに酷(ひど)く怯(おび)えていた。

			　彼女たちは全裸でもあった。

			　奴(ど)隷(れい)の彼女たちは、主人からの〝罰(ばつ)〟として、下着も脱がされ全裸のまま、町にある涸(か)れた古井戸に昨晩から入れられていた。

			　また、古井戸に入れられる前に、全裸で町を歩かされてもいた。それも、紐(ひも)付きの首輪をつけられて。

			　――悔(くや)しかった。

			　いかに奴(ど)隷(れい)とはいえ、人間の尊(そん)厳(げん)を踏みにじられたのだ。

			　――恥ずかしかった。

			　女性、それも16歳の多感な乙女であるミリアにとって、羞(しゆう)恥(ち)のあまりその場で舌を噛み切りたいほどの苦痛でもあった。

			　美しい三姉妹の裸体を、町の住民、特に男たちは好奇と好色の目で眺めていた。

			　耐え難い恥(ち)辱(じよく)だったが、妹たちを残して自殺などはできない。股間や胸を手で隠し、泣きながら町を一周した…………紐(ひも)付きの首輪を、主人に引っ張られながら。

			　しかも、〝罰(ばつ)〟はそれで終わらなかった。

			　命じられて古井戸に入ったあと、石の蓋(ふた)を閉(し)められたことにより、視界は闇(やみ)に閉ざされている。夜になるにつれ、裸の彼女たちは寒さに震えた。闇(やみ)の中、三姉妹は身を寄せ合ってお互いの体を温めた。

			　自分はよく働き、主人に尽くしてきた自負がミリアにはある。それだけに、主人のこのような慈(じ)悲(ひ)のない仕打ちが悲しかった。

			　祖国が戦争で負け、奴(ど)隷(れい)に落ちたとはいえ、元は貴族だ。ミリアには教養があり、文字の読み書き、それに計算もできた。識字率の低いこの世界では貴重な人材である。

			　ミリアの主人は、彼女に帳(ちよう)簿(ぼ)付けや家政の一部を任せてもいた。

			　頭がよく、有能なうえに努力家のミリアは、文句のつけどころのない仕事ぶりだった――にもかかわらず、このような仕打ちを主人から受けたのだ。

			　高価な皿を割ってしまった末妹のマリーをかばった結果、連帯責任として罰(ばつ)を受けるのはいい。しかし、人間としての尊(そん)厳(げん)を踏みにじられ、このような動物扱いはあまりに酷(ひど)い。

			　自分たちは、しょせん奴(ど)隷(れい)であることをあらためて思い知らされた。

			　だが、ミリアたちの苦難はさらに続く。

			　古井戸で震えながら身を寄せ合っていると、町の住民たちの悲鳴が聞こえたのだ。

			「ぞ、ゾンビだ！　ゾンビが町に侵入したぞ！」

			「ジェイドの一家や、バルク一家が皆殺しにされたっ!!」

			「ゾンビに噛まれたバルクが死人(ゾンビ)化して襲ってき…………ヒィィィィ!!!」

			　住民たちの悲鳴が聞こえたミリアは、血が凍(こお)る思いだった。

			　アンデッドモンスターの中では一番弱いゾンビといえども、戦闘経験のない住民たちでは撃退が難しい。街には、モンスターとまともに戦える人間など、ほとんどいないのだ。しかも、正式に剣を習った人間といえば、ミリアの主人である領主(ロード)ぐらいしかいない。

			　その領主(ロード)も近頃はでっぷりと肥(こ)えており、まともに剣が振るえるとは思えない。

			　人口百数十人程度の小さな町には、帝国から正規の兵士が派遣されてもいなかった。

			　それにゾンビは、見た目があまりにもおぞましい。普通の人間なら、見ただけで相当な恐怖を感じる。そんなゾンビ相手に、ただの一般人である町の住民たちが、勇気を出して立ち向かっていくのは非常に困難だ。

			　また、ゾンビには、噛んだ相手を一定確率でゾンビ化させる恐ろしい特殊能力がある。

			　加速度的に増えていくゾンビにより、町は全滅寸前だった。

			「ザックたちのところもやられた！」

			「ロイの一家もだ！　しかも、夫婦そろってゾンビ化してやがるっ！」

			「やめてジェイ！　私は恋人のアンナよ！　お願い、噛まないで…………嫌……イヤァァァァァァアっ！！！！」

			「こ、この町はもう駄目だぁ！」

			　住民たちが泣き叫びながらあげる悲鳴を、古井戸の中で聞いていたミリアたち三姉妹は、生きた心地がしなかった。町がゾンビにより全滅し、ゾンビ化した元・住民たちにより溢(あふ)れかえったら、自分たちもまず助からない。

			　このまま古井戸の中で震えつづけ餓(が)死(し)するか、それとも、ゾンビたちに見つかり――食い殺されるか、あるいは…………ゾンビ化…………するのか。

			　どちらにせよ、絶望的な未来しかなかった。

			　ガリっ！　ガリっ！

			　古井戸を閉ざしている石の蓋(ふた)を、爪で引っ掻く音が聞こえた。蓋(ふた)を引っ掻くゾンビたちの姿を想像し、ミリアは震えあがる。口に手を当て、必死に悲鳴が漏(も)れそうになるのに耐えた。

			　幸い、そのゾンビは石の蓋(ふた)を壊すことも開けることもできず、そのまま去ってくれたが。

			「ミ……ミリアお姉ちゃん………マリーたち、助からないの？　し、死んじゃうの？」

			　普段は明るい末妹のマリーが、泣きじゃくりながらミリアに抱きついてきた。

			　また、憔(しよう)悴(すい)が酷(ひど)い次女のカチュアは、諦(あきら)めきった顔だった。虚(うつ)ろな目のまま、三角座りでじっとしている。

			「大丈夫、大丈夫よ。小さなマリー」

			　長女のミリアは、末妹を落ちつかせようと頭を優しく撫でながら励ました。

			「でも……でも……」

			「きっと、勇者様が助けてくれるから」

			「勇者……様？」

			「ええ、勇者様が助けてくれる……きっと……」

			　ミリアは〝現実〟が非情かつ残酷であることを知っている。とても厳しいことは知っている。

			　創作物語でもあるまいし、都合よく『勇者』が窮(きゆう)地(ち)に現れ、助けてくれる可能性などほぼ皆(かい)無(む)だ。

			　それでも、ミリアはその一筋の希望に縋(すが)りたかった。

			　ミリアは、幼いころから『勇者』という存在に憧(あこが)れていた。自分がモンスターや暴漢などに襲われたとき、颯(さつ)爽(そう)と登場し助けてくれる――そんな〝勇者〟との出会いを夢想していた。憧(あこが)れていた。

			　だからこそ、絶望的なこの状況で『勇者』の登場という希望に縋(すが)った。

			　

			　お願いします。私たちをお助けください勇者様。

			　どうか、どうか、お願いします勇者様。

			　……私の勇者様……。

			　妹たちと一緒に震えながら、ミリアは祈りつづけていた。

		

	
		
			生存者

			　

			「誰か生きている人間はいませんか～」

			　俺は大声をあげながら、町を歩き回った。

			　声を聞きつけゾンビが出てくる可能性もあるが…………まぁ、出ればまた倒せばいい。

			　俺がかついでいる強力な武器――丸太――で。

			「ゾンビたちは俺が倒した。多分、全滅している。隠れている人間がいるなら出てきてくれっ」

			　外で大声をあげるなど、本当に久しぶりだ。

			　地球では気弱かつシャイなほうであり、無気力でもあった俺は、普段は声が小さかった。

			　しかし、この状況で、恥ずかしがってなどいられない。

			「誰か生きているなら、出てきてくれっ！　ゾンビは倒したからっ」

			「ほ、本当にゾンビを全滅させてくれたのですかっ!?」

			　突然、背後から大声がして、身体がビクっと震えた。俺は根が小心者なのだ。

			　振り返ってみたが――人の姿はない。石製の蓋(ふた)がしまった古井戸は、俺のすぐ後ろにあったけど。まさかとは思ったが、俺は念のため蓋(ふた)を開けて古井戸の中を覗(のぞ)きこむ。

			《神(しん)眼(がん)》には、夜目が利く効果もあるようだ。

			　月の明かりに照らされているだけの暗い古井戸の中ですら、なかの様子がハッキリわかった。

			　深い涸(か)れた古井戸の中には――３人の美しい少女が身を寄せ合っていた。それも全裸で。

			「ああ、良かった……私たち、助かったみたいよ、カチュア、マリー」

			　古井戸を覗(のぞ)き込んでいた俺を見て、１人の少女が、彼女よりも幼い少女たちを抱きしめた。

			　この少女たちはゾンビから逃れるため、古井戸に逃げ込んだのだろうか？　しかし、なぜ全裸なのだ？

			　…………とにかく、助けてやらないと。

			　井戸の近くにあった長い縄(ロープ)を俺は垂らしてやった。

			「このロープで昇ってこられるかい？」

			「私とカチュアは何とか……でも、この幼いマリー……末妹には難しそうです」

			　一番年上だと思える亜麻色の髪をした少女が、答えてくれた。

			　残りの２人は、中学生くらいの少女と小学生くらいの幼い少女だ。一番年下の子は、ロープを使い、自力で昇ってくるのは確かに無理そうだ。

			「あの……領主(ロード)様の御屋敷に、梯子(はしご)があると思いますので」

			　遠慮がちに亜麻色の髪の少女が俺に言った。梯子(はしご)を持ってきて欲しいというのだろう。

			　だが、あいにく領主(ロード)の館がどこにあるのか俺は知らない。

			　それに、館は見つけられても、梯子(はしご)を探しだすのはかなり時間がかかりそうだ。

			　とにかく、まずは…………俺は念のため、《神(しん)眼(がん)》で彼女たちの情報(ステータス)を知ろうとした。彼女たちのステータスを知りたいと念じながら、見つめてみる。

			　３人の前に、半透明の枠が表示された。

			【ミリア・ラスリアーン　（奴(ど)隷(れい)　レベル10）】

			【カチュア・ラスリアーン（奴(ど)隷(れい)　レベル５）】

			【マリー・ラスリアーン　（奴(ど)隷(れい)　レベル３）】

			【ジョブ】が【奴(ど)隷(れい)】となっている、な。彼女たちは奴(ど)隷(れい)…………なのか。

			　現代日本に住んでいた俺は、奴(ど)隷(れい)という言葉に忌(き)避(ひ)感を覚えた。まぁ今は、彼女たちが奴(ど)隷(れい)であろうとなかろうと、関係はない。人間のフリをした、ゾンビではないことが重要なのだ。

			　これで安心して、彼女たちに近づける。

			　俺は、地面から１メートル近く突起している井戸入口の近くに丸太を置いた。そして重石の代わりにするため、その丸太にロープを巻き、固く結ぶ。さらにロープをつたい、古井戸の中に降りていくことにした。

			　丸太って便利だなぁ、などと思いながら。

			「あ、あの……どうしてわざわざ降りてこられたのですか？」

			　亜麻色の髪を持つ美しい少女が、恥ずかしがりながら胸や股間を手で隠しつつ俺に尋ねる。

			　近くで見ると、かなりの巨乳だった。

			「君(きみ)たちを、少しでも早くこの井戸から助けだしてあげたくなったから」

			　美少女の胸から頑張って目を逸らしつつ、俺は答える。

			　今の言葉は嘘(うそ)ではない。

			　少女たちを背負うことで、その身体と触れ合いたかった――という邪(よこしま)な欲望からではない。断じてない。誓ってない。

			　彼女たちの胸から目を逸らすためにも、俺は巨乳美少女の顔を見つめることにした。

			　裸体の巨乳美少女は、ますます顔を赤くする。

			　裸の状態で、男から顔を見つめられ、恥ずかしいのだとは思う。

			「俺が君(きみ)たちを一人ずつ背負って、ロープを昇るよ」

			　今の俺は、筋力や体力が相当あるようなのだ。少女たちを背負ってロープを昇るぐらい、可能なはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　少女たちを一人ずつ背負い、都合三回、上り下りを繰り返した。

			　そして――俺は彼女たちを全員、古井戸から救い出せた。

			　背中ごしに感じた、少女たちの柔らかい肌（特に胸）の感触を、俺は一生忘れないだろう。

			　救いだした美少女たちのうち、一番年上で亜麻色の髪を持つ少女ミリア、それに真ん中の黒髪少女カチュアは、手で股間や胸を隠して、とても恥ずかしそうにモジモジしている。

			　暗かった古井戸の中と違って、月明かりの下で一糸まとわぬ裸体を男に晒(さら)しているのだ。

			　さっきよりも、さらに恥ずかしがるのも頷ける。

			　一番年下のマリーは、思いっきり裸体を晒(さら)していたけど。異性の傍(そば)で裸になっていることに対して、まだ恥ずかしさを感じる年齢ではないようだ。頭髪と同じく金髪の、ほんの少しだけ生えかけている薄い恥毛を、平気で俺の前に晒(さら)している。

			　幼女の裸体や恥毛を見ても別に興奮など俺はしないけどね。ロリコンではないので。

			　ちなみにだが、中学生ぐらいに見える小柄な黒髪美少女の次女カチュアは、まだ恥毛が生えていなかった。小学生ぐらいのマリーより、女としては、発育が遅いのかもしれない。

			　俺は、少女たちの裸を見ないようにすべく、全精神力を費やし視線を宙に彷徨(さまよ)わせながら、

			「どうして、古井戸の中にいたの？　それも裸で」

			　と、疑問に思っていたことを彼女たちに聞いてみた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どうやら、彼女たちの〝主人〟でもあるこの町の領主(ロード)による、折(せつ)檻(かん)の一環だったようだ。

			　姉たちと同じく奴(ど)隷(れい)の幼いマリーは命じられて、屋敷の厨(ちゆう)房(ぼう)で皿洗いをしていたが、うっかり高価な皿を割ってしまった――らしい。

			　末妹のマリーが、領主(ロード)と領主(ロード)夫人により鞭(むち)に打たれるのを必死に庇(かば)った２人の姉。

			　嗜(し)虐(ぎやく)的で変態的趣味を持つ領主(ロード)は鞭(むち)打ちの代わりに、罰(ばつ)として奴(ど)隷(れい)三姉妹に裸体で町を一周するように命じた。さらに涸(か)れて使われなくなった古井戸に、裸体のまま一晩入って反省するようにも命じたようだ。

			　…………その領主(ロード)、外道かつ変態としか思えんな。

			　いくら奴(ど)隷(れい)とはいえ、人の尊(そん)厳(げん)を踏みにじる扱いに、俺は領主(ロード)に対して怒りを覚えた。

			　出会ったら、顔面を殴ってやりたいぐらいだ。顔面パンチしてやりたい。グーで。

			　確かに、変態領主(ロード)の鬼畜な命令が結果的には少女たちの命を救ってはいた。石の蓋(ふた)が閉(し)まった古井戸に入れられていたおかげでゾンビたちに見つからず、姉妹は、今まで襲われることもなかったのだ。

			　しかし、そんなことは偶然の結果なのである。

			　やはり、領主(ロード)に顔面パンチをしてやりたい気持ちに変わりはない。

			「お、お屋敷に戻っても良いでしょうか？　私たちの服もありますので」

			　上目遣いで俺の顔色を窺(うかが)いながら、遠慮がちに、三姉妹の長女ミリアが俺に聞いてきた。

			「あ、うん、どうぞ行ってきなよ」

			　よく考えずにした俺の返事を聞いて、ミリアは困りきった顔をする。

			「丸太のお兄ちゃんに、お屋敷まで一緒についてきて欲しいの。お兄ちゃん強そうだし」

			　末妹のマリーが、丸太をかついでいる俺を見あげながら、物(もの)怖(お)じしない態度でお願いしてきた。

			　なるほど、そういうことか。まだ、町にはゾンビが残っているかもしれないのだ。領主(ロード)の屋敷にゾンビがいる可能性もある。

			　戦闘力のありそうな俺に、安全のためにもミリアたちはついてきて欲しかったわけだ。

			「わかった。屋敷まで一緒に行くよ。案内してくれ」

			「あ、ありがとうございますっ！　心強いです……とても」

			　俺がそう請(う)け負うと、ミリアは心底ホッとした顔で礼を言ってくれた。

			「し、心配しないでね。ゾンビが出ても俺が君(きみ)たちを、ま、守るから」

			　ミリアたちをさらに安心させてあげたくて、そう口にした。

			　言ってみたかったのだ。勇者、あるいは騎士のようなこんな台詞(せりふ)を。

			　言い慣れない言葉であり、少々照れもあったので、ドモってしまったし、声が上(うわ)擦(ず)ってもいたけど。ここでドモらず自信満々に言えたら、それなりに格好良かったかもしれない。だが、俺にはこれで精一杯だった。

			「………………」

			　無言のままミリアは、俺の顔を見つめている。なんとなく、彼女の瞳が潤(うる)んでいる気がする。

			　クイ……クイッ。

			　服の裾(すそ)を軽くだが、何度も引っ張られた。引っ張ったのは三姉妹の次女である黒髪の美少女カチュアだった。

			　年齢に比べて小柄なカチュアは、三姉妹の中で、一番、気弱な性格でもあるようだ。

			　オドオドとしている様子が、小動物のような印象でもある。男の保護欲をそそるところもある美少女だった。

			　俺と目が合うと、慌ててカチュアは顔を下に向けた。

			「……あり……がと……です。す、すごく……嬉しい、です」

			　俯(うつむ)きながら、たどたどしくも懸命にお礼の言葉を言ってくれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは、他(ほか)に生存者がいないか大声で呼びかけつつ、領主(ロード)の屋敷に向かった。

			　だが、町の中にも屋敷の中にも生き残っている人間は見つからなかった。

			　この町にはまだ、三姉妹の他(ほか)に２人、生き残りがいるはずなのだが…………しかし大声を出して呼びかけても、誰も返事をしてくれなかった。

			　ひょっとして、返事のできない状態なのかもしれない。もしくは、耳が聞こえないのかも。

			　だとしたら、探し出すのはかなり困難だな。

			　俺は誰もいない領主(ロード)の屋敷で、高級そうなソファーに座りながら、生存者のことを考えていた。

			「おまたせしました」

			「……お……おまたせ……しました……です」

			「おまたせなの」

			　屋敷にあった〝メイド服〟を着た三姉妹が俺の前に姿を現した。奴(ど)隷(れい)として屋敷で働いていたときの格好らしい。正直、３人とも――非常に可愛かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷の壁に飾ってあった高級そうな剣を、俺は拝借することにした。

			　柄(え)や鞘(さや)に凝った細工が施されている両刃の剣(ブロードソード)だ。持ち主である領主(ロード)に無断で持っていっていいのか、迷いはしたけど、ね。でも、許可をとろうにも領主(ロード)は町からすでに逃亡しているか、死亡しているか…………もしくは、もうゾンビになっているか、のどれかであろうから、許可のとりようがない。

			　ゾンビがまだいるかもしれない町で、生存者を助け出すのには武器が多いにこしたことはない。生き残っている住民を救うための、人命救助的行動をしている大義名分もある。この剣は借り受けておこう。

			　剣を差すためのベルトのような革(かわ)紐(ひも)もあったので、それも借りることにした。

			　腰に剣を差すと、なんだか剣士になった気分だ。

			　剣士、か。

			　フッ、悪くない――な。

			　…………。

			　もっとも、現在、俺の【ジョブ】は…………【蛮族戦士(バーバリアン)】…………なんですけど…………ね…………。

			　それに剣を手に入れても、結局、丸太もかつぐけど。正直なところ剣より丸太のほうが（使いこなせるなら）ずっと強力な武器に思えるので。不器用かつ、剣の素人(しろうと)である俺にとっては、ね。

			　リーチ、破壊力ともに、丸太はそこいらの剣よりも、遥(はる)かに優(まさ)っている気がする。

			　また、ゾンビ相手なら、剣で〝斬る〟より丸太で〝叩き潰す〟ほうが有効な攻撃手段に思えるのだ。それに重量のある丸太と比べて、この剣はどうにも軽くて…………正直、頼りない。

			　俺は鞘(さや)から剣を抜き、刀(とう)身(しん)を眺めてみた。

			　この剣、実際のところ、どれほどの攻撃力なのかなぁ。

			　顔が映るほど磨かれた刃の切れ味は、悪くなさそうなのだが。抜き身の剣をじっと見つめていると――半透明の枠が表示された。

			　

			【装(そう)飾(しよく)された両刃剣（ブレードソード）

			斬撃：90

			突き：60

			打撃：40

			　価格：金貨20枚】

			　

			　両刃剣の情報(ステータス)だった。

			《神(しん)眼(がん)》は武器などのアイテムの鑑定にも有効なのか。鑑定効果もあるとは、《神(しん)眼(がん)》はますます便利な特殊技能(スキル)だな。

			「あの、マコト様。私たちは、これらを武器にしようと思います」

			　長女ミリアは農具である《ピッチフォーク》を手にしていた。

			　ピッチフォークは、農作物や干し草など柔らかいものを持ち上げたり投げたりする農具だ。また、高価な剣や銃を持たない中世ヨーロッパの農民が、反乱時に武器代わりとして持つイメージもある。農民の反乱を描いた絵画などにも、登場しているし。

			「……わ、私は……これ……」

			　次女のカチュアは、牧草や麦刈り用に使う大型の鎌(サイズ)を持っていた。また、しゃがんだり、中腰で、草刈りや収穫などに用いる小型の鎌(シツクル)も、腰に２本差してもいる。

			　顔は綺(き)麗(れい)だけど性格は陰気な感じの彼女には、大鎌が妙に似合っていた。

			　似合いすぎて、なんか怖い。

			「マリーは、普段、お料理に使っている包丁を使うのっ」

			　末妹マリーの小さな手には不釣り合いなほど長い包丁を、彼女は両手で持っていた。

			　そういえば…………純粋な武器とはとてもいえない《丸太》の【情報(ステータス)】はどうだろう？

			　俺は、興味本位で丸太の情報(ステータス)も見てみることにした。

			　

			【丸太

			斬撃：ゼロ

			突き：２００

			打撃：５９０

			　価格：銀貨20枚】

			　

			　ま、丸太、強ぇ（ゴクリ）。

			　思わず、息を呑んでしまった。

			【突き】の数値も高いが、【打撃】は数字的には５００を超えている。純粋な武器である両刃剣(ブレードソード)の【斬撃】より数倍、数値が高い。

			　丸太って、ひょっとして最強武器？

			「ミリア。君(きみ)たちも丸太を武器にしたらどうだ？　リーチがあって、威力も非常に高いし」

			　俺は思わず提案した。

			　丸太で戦う美少女たち――想像したらシュールだが、それはそれで見てみたい気もする。

			　しかし、ミリアたちは首を慌てて横に振り、

			「ま、丸太なんて重そうなモノ、私たちの力ではとても武器として扱えません」

			　と、申し訳なさそうに断ってきた。

			「ん？　そうか？　そこまで、重たいかな？」

			　俺にとっては、適度な重さなのだが。むしろ、この重量感が頼もしい。

			「そのような丸太を武器にするなど、マコト様のように、膂(りよ)力(りよく)が非常に優れた逞(たくま)しい方でないと、とても無理です」

			　女性から逞(たくま)しいなんて言われると、照れるな。地球では、一度も言われたことがなかったし、結構、嬉しい。

			　俺を頼りきっているように見つめる三姉妹。彼女たちに、必要とされている気がして、そのことも嬉しかった。

			　地球では………周りからあまり必要とされていなかっただけに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それぞれの武器を手にし、俺たちは町の捜索を再開した。

			　しかし、どれだけ捜しても生存者は見つからない。

			「あぁ～～～、うぁ……うぁああぁぁ～～～」

			　代わりに、ゾンビが５体、街外れの家から出てきたけど。

			「ヒッ！」

			「……い、いや……こ、こないで……ヒィィ」

			「こ、こ、怖いよぉ…………」

			　ゾンビたちを見て、三姉妹が震えあがった。

			　武器代わりの農具や包丁こそ持っていても、三姉妹がゾンビに立ち向かうのは難しそうだな。

			　目に涙を溜め、足をガクガクさせて震えながらも長女のミリアは、妹たちを守るように前に出ているけど。気(き)丈(じよう)なうえに、とても妹思いの優しい少女だ。

			　――彼女たちを守るためにも、俺がっ！

			　俺は丸太を振るってゾンビ５体と戦った。相変わらずゾンビの動きはすこぶる遅い。ゾンビとの闘いに慣れてきたこともあり、丸太を一振りするごとに一体は倒せた。

			　グチャっ!!

			　丸太を横(よこ)薙(な)ぎに払い、吹き飛ばせたが、頭を完全に壊しきれてはいなかったゾンビ。その後頭部を、最後に、丸太で突き潰す。

			「……ふぅ」

			　俺は、額に軽くかいていた汗を腕で拭(ぬぐ)った。

			　…………結局、腰の剣は一度も抜かなかったな。丸太が使いやすくて、そのまま丸太だけで戦ってしまったぞ。勝てたし、まぁいいけどさ。

			　でも、少しは剣でも戦ったほうが格好良かったかも――などと少し後悔する。

			　ミリアたち三姉妹の俺を見る目が、気にはなっていたので。

			　彼女たちの目に、丸太を振るって闘う野蛮人に俺が映っていたら、やっぱし…………嫌だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘後、ステータスを確認してみた。

			【ジョブ】が【バーバリアン（レベル２）】になっている。

			　着実に〝蛮族戦士(バーバリアン)〟としての道を歩んでいる気がするな…………ハハハ……ハハ……ハァ（溜(ため)息(いき)）。

			　しかし、最初の戦闘でゾンビ50体以上倒しても、バーバリアンのレベルが【１】になっただけなのに、今度は５体倒しただけで【２】に上がっていた。

			　経験値的なモノが最初の戦闘で溜まっていて、レベルアップ寸前だったのかも。

			　それから、【筋力】などの基礎能力値やソウルランクは変わっていないな。【ジョブ】として【バーバリアン】のレベルが上がっても、基礎能力は変わっていない。

			　やはり、ソウルランクが上がると、基礎能力も同じ数値だけ上がる仕組み(システム)なのか？

			「マコト様……凄(すご)い……」

			　三姉妹長女のミリアが、頬を染めながら見つめていることに、俺は気付いた。

			　片手を頬にあて、ウットリとした様子だ。美少女だけにその仕草はとても可愛い。

			　ほとんど俺一人で闘ったゾンビとの戦闘。ゾンビが弱かっただけに、俺の〝無(む)双(そう)状態〟でもあった。その姿を見て、俺のことを多少は格好良いと彼女は思ってくれた――のもしれない。だとしたら、照れるけど嬉しい。

			　剣ではなく丸太で戦った姿を見られても、格好イイと思ってもらえるなら、本当に嬉しい。彼女たちの目にどう映るか、不安だっただけに、ね。

			「………素敵……です」

			　次女のカチュアも、顔を赤くさせ、モジモジしながら俺を褒(ほ)めてくれた。

			　これほど可(か)憐(れん)かつ綺(き)麗(れい)な女の子から素敵なんて言われたのは、初めての経験だ。

			　それに――丸太で戦う姿を見られても素敵だと言ってもらえた。

			「お兄ちゃん、超強いのっ！　すっっっっごく　格好よかったの！」

			　末妹のマリーまで、目をキラキラさせて俺を称(しよう)讃(さん)している。

			　格好よかった、か。

			　強ければ、丸太による戦闘スタイルでも。無(む)双(そう)すれば、どんな武器だったとしも。格好良く見える――のかも。

			　美しい三姉妹から褒(ほ)め称(たた)えられて、とても気分が良かった。

			「そこまで褒(ほ)められたら照れくさいよ。それに俺が強いのではなく、相手が弱かっただけだから。ゾンビは動きも単調かつ遅いし。それこそ欠伸(あくび)が出るほどスローだ」

			「え？　そこまでゾンビの動きが遅いとは、私たちにはとても思えませんでしたが……」

			「そう？　俺の目にはとても遅く見えているけどなぁ。完全に動きが見えるし、それに動きが単調だから次の行動も簡単に読める」

			「それは、マコト様だからです…………本当に凄(すご)いお方…………」

			　ミリアたちが、さらに尊敬の色が濃くなった目を、俺に向けてきた。

			「べ、別に凄(すご)くないって」

			「……強いし勇気もある……やっぱり……素敵」

			〝勇気〟があるなんて、カチュアが褒(ほ)めてくれているけど、俺は否定した。、

			「カチュア、俺のことを勇気もあるって言ってくれたけど、そんなことも全(ぜん)然(ぜん)ないから。むしろ、俺は気弱なほうだよ」

			　彼女たちに尊敬されることは、とても気分はいい。

			　しかし、怖くもなってきた。後で、ボロが出てヘタレなところを見られてしまい、失望されたくない。だからこそ、今のうちに自分が気弱な小心者であることを告白しておいた。

			「……でも、あんなに恐ろしいゾンビたちに……立ち向かった……です」

			「だからゾンビは俺からしたら弱いからだって。まぁ、確かに俺も最初はゾンビがとても怖かったけどな。初めて見たゾンビには正直、無茶苦茶ビビった。でも必死で戦っていくうちに、だんだん恐怖は薄れてきたけどね」

			　雑(ざ)魚(こ)にしか思えないゾンビ相手なら、俺でも無(む)双(そう)できることがわかったし。

			　とはいえ…………よく考えると、確かに不思議だな。

			　ゾンビは、見た目のビジュアルが非常におぞましい。そんなゾンビに、本来は気弱な小心者である俺が立ち向かえていることは、俺自身、信じがたい。

			　本来なら、最初にゾンビを間近で見たとき、恐怖のあまり気絶（失神）していてもおかしくないのに。

			　少なくとも恐ろしくて、身体が固まり、動かなくなってしまっても、おかしくない。

			　ひょっとしたら…………バイオハザードやゾンビ映画などで、ゾンビのビジュアルに多少は慣れていたおかげで、〝本物〟相手にも、多少の耐性があった、のかもしれない。

			　それに――ステータス的に俺は【精神力】も、この世界の標準よりは高くなっている。そのことが、恐怖で気絶したり、身体が固まったりせずに済んだことと、関係ある気もする。

			　この世界では、俺は〝心の強さ〟も多少、強化されている――かも。

			　恐怖心が薄れる〝補正効果〟みたいなものが、自動的に働いているかもしれないのだ。

			　だとしたら、本来はヘタレで小心者である俺には、非常にありがたいことなのだが。

			「お兄ちゃんが傍(そば)にいてくれたら安心なの！」

			　はしゃぎながら俺に抱き着いてくるマリー。

			「もうなにも怖くないの！」

			　恐怖心が薄れるのは結構だが、ゾンビに対して警戒心まで薄れるのはまずいと思うぞマリー。

			　幼いマリーを特に優先して守ることに集中しようと、あらためて思った。油断したマリーがゾンビに頭を丸かじりされて、某魔法少女のようにマミらないように気を付けないと。

			　さっきマリーは、死亡フラグみたいな台詞(せりふ)、言っちゃったし。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後も、生き残りを捜して町を歩き回った。

			　だが俺たちの呼びかけに、答える生者は、一人もいない。

			「マコト様。もう、誰も生きては……いない……のかも」

			「いやミリア。あと２人は生きている住人がいるはずだ」

			「あっ！」

			　ミリアが何かに気付いたかのように、ハッとして顔をあげた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数時間前、50体以上のゾンビたち相手に、俺が無(む)双(そう)した場所まで移動した。

			　頭部を破壊されたゾンビのほとんどは、すでに動かなくなっている。だが、地に伏(ふ)したまま、かろうじてピクピクと動いているゾンビもまだ何体かいた。流石(さすが)はゾンビ。雑(ざ)魚(こ)でも生命力だけは凄(すご)い。

			「こ、この数のゾンビをマコト様お一人で…………」

			「……す、凄(すご)い……です……」

			「お兄ちゃん、超強いのっ！」

			　三姉妹が、地に倒れている50体を超すゾンビたちを見て、とても驚いていた。

			「！　あ……あの人はっ」

			　ミリアが、倒れている一体のゾンビに近づく。

			　比較的ダメージの少なかった貴族ふうの女ゾンビだ。

			　女ゾンビの周りにいる他(ほか)のゾンビは、ピクリとも動いていない。しかし、この女ゾンビだけは、まだ、わずかにだが痙(けい)攣(れん)を続けている。

			　ゾンビとしての死＝活動停止はまだ迎えていないようだ。

			　なにか〝生きる〟ことへの執(しゆう)念(ねん)のようなモノすら感じた。

			　そういえばこの女ゾンビは妊婦のように腹は膨(ふく)らんでいるが、まさか――。

			「領主(ロード)様の正妻である奥さまは、いつ、子が生まれてもおかしくない妊婦でした」

			　やっぱりか。ミリアの言葉を聞き、俺は呻(うめ)いた。

			　では、残り２人の生存者のうち、１人はこの女ゾンビの腹の中に…………。

			「マリー。包丁を貸して」

			「う、うん、ミリアお姉ちゃん」

			　末妹のマリーから、包丁を受け取る長女ミリア。

			「……は、腹を裂くのか？」

			「はい。お腹にいる赤ん坊がまだ生きている可能性もありますから」

			　ミリアは凛(りん)とした確固たる意志を持って、俺に答えた。

			　芯の強い女性だと、俺はミリアに尊敬の念さえ抱いた。

			　もはや動けそうになかった女ゾンビの腹を、ミリアは本当に包丁で斬り裂こうとした。

			　そのときっ！

			　女ゾンビが勢いよく上半身を起こし、ミリアの首筋に噛み付こうと――　グチャンっ!!

			　起き上がりかけた女ゾンビの顔面を、俺は丸太で完全に突き潰す。ミリアの危機に気付き、咄(とつ)嗟(さ)に身体が動いていた。彼女を守るため、女ゾンビにトドメを刺していた。

			「………………………………………………………………………………奥方様」

			　ミリアが顔の潰れた女ゾンビを見つめ、哀しそうに一言呟(つぶや)いて……いた。

			　――完全に活動を停止した女ゾンビの腹を、今度こそ包丁でミリアは切り裂いていく。

			　腹には〝赤子たち〟がいた。双子だったのだ。２人とも――まだ生きていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あの女ゾンビの反応。

			　ミリアが包丁を持って腹部に近づいたときにみせた、あの鬼(き)気(き)迫る反応。

			　ゾンビになりながらも、母親として本能的に赤子を守ろうとしていたのかも――しれない。

			　生存への執(しゆう)念(ねん)も、体内に宿る赤子を少しでも長く生き延びらせるため――だったのかもしれない。

		

	
		
			迷宮(ダンジヨン)都市ラナ

			　

			　その夜は、領主(ロード)の館で過ごすことにした。

			　バラバラの部屋だと何かあったときに危ないので、念のため、同じ部屋で全員眠ることにした。

			　もちろん、交代で見張り番は立てたけどね。

			　領主(ロード)の寝室には、キングスサイズながら、ベッドは１つしかなかった。

			　そのため、交代による見張り番を除き、全員が同じベッドで寝ることにする。美しい少女たちと一緒のベッドで寝ることは、とても嬉しいことだ。かなり緊張をしたし、美少女たちと同じベッドで、ちゃんと眠れるか心配だったが。

			　でも、三姉妹のほうから、とても不安なので一緒に寝て欲しいと頼まれれば、断れなかった。

			　まだ幼すぎるマリーはまだしも、カチュアやミリアと一緒のベッドで寝ることは、ある種の苦行でもあったけど。

			　自分の欲望を抑えるのが、大(たい)変(へん)だった。女の子特有のとても良い匂いがする美しい少女たちとの同(どう)衾(きん)。その状況は童貞の俺にとって、天国と地獄が同居していた。

			　かろうじて、この日は本能より理性が勝ったけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜が明けた。

			　幸いなことに、その夜、ゾンビが襲ってくることはなかった。

			　やはり、もうゾンビを全滅させたのだと思う。

			　そういえば、俺が最初に倒したゾンビたちの中に領主(ロード)がいたようだ。頭部が半ば潰れているゾンビを見て、ミリアたちが、複雑な感情が籠(こも)った目で教えてくれた。

			　領主(ロード)に会ったらグーパンチで殴ってやろうと思っていたが、すでに俺は丸太で殴っていたようだ。それも頭部が半壊するほど、強烈にぶん殴っていたようなのである。合(がつ)掌(しよう)。

			「おはようございます、マコト様」

			　最後の見張り番だった長女ミリアが、朝の挨(あい)拶(さつ)をしてくれた。

			「……ああ、おはよう」

			　俺は挨(あい)拶(さつ)を返したあと、周りを確認した。

			　次女カチュアと三女マリーは、俺の横でまだ寝ている。

			　また、双子の赤ん坊はゆりかごの中で、すやすやと寝ていた。

			　昨夜、屋敷に置いてあった大きめのゆりかごを寝室に運んで、その中に赤子たちを入れておいたのだ。ミリアは慈(じ)愛(あい)に満ちた聖母のような顔で、赤ん坊たちを見つめている。

			　さて…………これからどうしよう。

			　食料の問題もあるので、ずっとこの屋敷で暮らすわけにもいかない。幸い、備(び)蓄(ちく)されていた小麦やミルクなどがあるので、数日は問題ないとはいえ、その食料もいずれ尽きる。

			「やはり、他(ほか)の町に移動すべきだ」

			　俺は、今日中に他(ほか)の町へ向かうことを決めた。

			　午前中に、屋敷を探索して金目の物を見つけ、それらを持って別の町へ移動する。そして町に着いたら売り払い、手に入れた金で生活する。

			　うん、これだ。

			　泥(どろ)棒(ぼう)のような気もしないではないが、まぁ、持ち主の領主(ロード)や夫人は死んでいるし。

			　俺が生きていくためだけでなく、赤ん坊２人を育てるのにも金が要(い)る。双子の赤ちゃんたちのためにも当座の生活資金がいるのだ。

			　親である領主(ロード)とその夫人が死んだ以上、双子の赤ちゃんに遺産は相続されるはずだ。ならばそれこそ、双子を育てるためにその財産を使うのは、問題ないであろう。多分ね。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミリアたち三姉妹が作ってくれた朝食を食べた。

			　蜂(はち)蜜(みつ)が塗られた柔らかいパン、それにキノコなどが入ったスープは、とても美味(おい)しかった。

			　特にスープは、高級食材である白トリュフが入っていた、贅(ぜい)沢(たく)な一品だった。領主(ロード)が、自分の誕生日用に都市から仕入れ、大切に保管していた高級キノコとのこと。もっとも、死んだ領主(ロード)に誕生日が来ることはもうない。

			　腐らせてももったいないので、俺が美味(おい)しくいただきました。

			　

			　朝食後、屋敷で金目の物を探した。

			　残念ながら、金貨などの現金は見つからなかったけど。しかし、代わりに宝石類、それに金の燭(しよく)台(だい)や銀の皿など価値のありそうな物をいくつか見つけた。

			《神(しん)眼(がん)》のおかげで、物の価格が俺にはわかるのが、とても便利だった。

			　２頭の馬、それと大きな馬車もあったので、有難く借りることにする。返す予定はないけど。

			　ふと気になって、自分の【ステータス】を俺は確認してみる。

			　…………【ジョブ】に【盗(とう)賊(ぞく)】が追加されていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「マコト様。なんでもしますので、私たちも連れて行ってください」

			　縋(すが)る様な視線を俺に向け、ミリアたちが懇(こん)願(がん)してきた。

			　彼女たちを連れて行くのは、別に構わない。むしろ、一緒に来て欲しい。

			　俺が頷こうとしたとき――必死な様子でミリアが、

			「マコト様の奴(ど)隷(れい)として、なんでもします。ですから、どうか、どうか、お願いします」

			　俺の、ど、奴(ど)隷(れい)になるだって？

			「い、いや、奴(ど)隷(れい)になんかなる必要はないだろう。君(きみ)たちはもう、自由の身なんだし」

			　動揺しつつ、俺は答える。

			　ミリアは哀しそうな表情で顔を横に振った。

			「私たちは、長年、奴(ど)隷(れい)としてこの町で過ごしていました」

			「…………うん」

			「市民権を持たない奴(ど)隷(れい)身分の私たちが他(ほか)の町に行っても、まともな職につくことはできません」

			「…………」

			「いえ、そもそも、一度、奴(ど)隷(れい)に落とされた私たちに自由などありません。所有者が死亡した場合で、相続者がいないなら、法により奴(ど)隷(れい)は国家の財物扱いされますし」

			「自分の所有者が死んでも、奴(ど)隷(れい)は自由にはなれないのか」

			「……はい」

			　暗い顔でミリアが俯(うつむ)いた。続けて、

			「それに、主人が死んだからといって屋敷を勝手に抜け出し、他(ほか)の町に行けば逃亡奴(ど)隷(れい)となります。そうなれば、私たちは何もしていなくても官(かん)警(けい)に捕まる可能性があるのです」

			　逃げたら逃亡奴(ど)隷(れい)扱いで、官(かん)警(けい)に捕まってしまうのか。それなら確かに、彼女たちだけで、この町から離れることは難しいだろうな。

			　かといって、他(ほか)の人間が全滅した町にこのまま留まっても、先はないだろうけど。

			「しかも〝主人なしの逃亡奴(ど)隷(れい)〟として国家に捕まれば、ほとんどの場合、即座に奴(ど)隷(れい)市場で売られます。そして、新しいご主人様にやはり奴(ど)隷(れい)としてお仕えさせられるでしょう。たとえそれが、どのように酷(ひど)い……ご主人様でも」

			　この国では、奴(ど)隷(れい)に関してそういう決まりなのか。一度、奴(ど)隷(れい)落ちしたら人生、厳しそうだなぁ。

			「お願いします、マコト様っ」

			「…………」

			「ぜひ、私たちを貴方(あなた)様の奴(ど)隷(れい)にしてください。そして、私たちをどうか〝保護〟してください。懸命にお仕えしますので、どうか、どうか」

			　両膝(ひざ)を床につけ、顔の前で祈るように手を組み懇(こん)願(がん)してくるミリア。

			　カチュアとマリーも、姉にならって同様の仕草をした。

			　ミリアの話では、奴(ど)隷(れい)は自由を持たない代わりに、所有者から一定の保護を受けられるようだ。生きていくうえで、最低限の衣食住なども保障されるとのこと。

			　ミリアは「裕福で優しいご主人様にお仕えさせていただいている奴(ど)隷(れい)は、危険なスラムに住み、いつ、飢(う)え死にするかもわからない貧民や浮浪者より、よほど幸せです」とも言った。

			　仕えることになる主人によっては、生き地獄のようにもなる――とも口にしたけど。

			　奴(ど)隷(れい)の幸福は、仕える主人次第らしい。

			「俺なんかの奴(ど)隷(れい)に本気でなりたいのかい？」

			　念のため、俺は確認した。

			「はい……だって、マコト様は、お優しい方ですし」

			　少し頬を染めて、ミリアが言ってくれた。

			「……それに……頼もしい……です。凄(すご)く」

			　カチュアが、ボソボソとした声で呟(つぶや)く。

			　確かに昨日は、数十匹のゾンビを一人で俺が倒したうえ、古井戸に入れられていた彼女たちを助け出した。そのことで、ミリアたちの俺に対する株は、爆上げしているのかもしれない。

			「お兄ちゃんは超強いのっ！　だから、国の役人に逃亡奴(ど)隷(れい)であるマリーたちが捕まって売られそうになっても、お兄ちゃんが守ってくれたら安心なのっ！」

			　マリアが、キラキラした目で俺を見ながら言った。

			　逃亡奴(ど)隷(れい)となる彼女たちを、自分の奴(ど)隷(れい)として仕えさせる――これも、一種の窃(せつ)盗(とう)行為に当たる気がする。いや、今さら……か。俺は屋敷から剣、それに金目の物や馬付きで馬車まで持っていこうとしているのだ。この時点ですでに犯罪行為は十分している。

			　ステータス的にも【ジョブ】に【盗(とう)賊(ぞく)】が加わっているし。

			　屋敷から金目の物を持っていくのは、双子の養育費が必要だから――という名目は一応あるけどね。しかし、窃(せつ)盗(とう)行為が国の役人にばれ、逮(たい)捕(ほ)されたさい、裁判などで正当な理由として認めてもらえる気は、正直あまりしない。

			　換金した金を、少しは自分の生活費としても使う気だし。

			「わかった。お前たち、俺の奴(ど)隷(れい)になってくれ」

			　俺の言葉に、三姉妹は花が咲いたような満面の笑みを浮かべた。

			　奴(ど)隷(れい)という言葉には忌(き)避(ひ)感はまだある。しかし郷に入れば郷に従え。この世界では、奴(ど)隷(れい)が普通に存在するならば、俺も受け入れるべきだろう。

			　それに、ミリアたちと俺の関係は、ギブアンドテイクとも言える。

			　家事もまともにできなくて、生活力に劣る俺の身の回りの世話を、彼女たち奴(ど)隷(れい)がする。俺は、自分の奴(ど)隷(れい)である彼女たちを保護する。

			　一種の契約関係と思えば、抵抗感は薄まった。

			　俺などに果(は)たして彼女たちを守っていく力があるのか、疑問だが。まぁ、俺はこの世界なら、それなりに身体能力も高くなっている。なんとかなるだろう。多分。

			　

			　なにより――俺を頼ってくれている彼女たちを、見捨てるわけにはいかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺には馭(ぎよ)者(しや)として馬車に乗る技能(スキル)などない。そもそも、馬にも乗れない。

			　しかし、ミリアとカチュアが馬車を操ることができた。身の上話を聞いたところ、どうも三姉妹の父親は敗戦国の元・貴族らしい。彼女たちは貴族の子として、乗馬のたしなみもあるようだ。

			　５歳になってすぐ、奴(ど)隷(れい)に落されたマリーは、馬に乗れないようだったが。

			　ミリアが馭(ぎよ)者(しや)となった馬車は俺、カチュア、マリー、それに双子の赤ん坊の〝ゆりかご〟を乗せて、街道を進んだ。

			　食料、それに俺が選んで、屋敷からパクッてきたいくつかの品々も一緒にだ。

			　俺の相棒とも言える〝丸太〟も載せている。それも一本と言わず、十数本。住人のいなくなった町に放置しても仕方ないし、他(ほか)の町で材木として売れるかもしれないので持ってきた。

			　窃(せつ)盗(とう)行為や横領罪うんぬんに関しては、このさい、気にしないことにする。

			　家主の目の前でタンスや壺(つぼ)、宝箱から中身をパクッていく、コンピューターゲームの勇者たちに比べれば、些(さ)細(さい)な行為――だと思うことにしておく。

			　そうそう、俺が倒したゾンビたちの懐に手を突っ込み、三姉妹は財布などを奪い取っていた。ミリアによると、倒したモンスターから勝者が金品を奪い取り、素材を剥(は)ぎとるのは、この世界では当然の権利であり、常識らしい。

			　昨日まで町に住む人間だったゾンビにも、その常識を適応して良いのか俺は疑問に思ったけどね。もっとも「全(ぜん)然(ぜん)かまいませんっ！」と、力強くミリアに断言されたけど。

			　三姉妹は、集めた財布をすべて俺に献(けん)上(じよう)してくれた。

			　俺が倒したモンスターなので、俺に当然、所有権が移るらしい。

			　合計で金貨７枚、銀貨５５０枚、銅貨９００枚が手に入った。銀貨１００枚で金貨１枚、銅貨１００枚で銀貨１枚らしいので、金貨にして12枚以上、俺は現金を持つこともできていた。

			　また、ミリアによると、金貨10枚で、人間１人が半年は暮らせるようだ。結構な大金を俺は手に入れたことになる。

			　馬車の行先は、神聖ガープ帝国でも有数の大都市らしい迷宮(ダンジヨン)都市ラナ。

			　俺がルーアの町に向かって歩いてきた街道を、今度は逆走して馬車で進む。馬車に乗ることにより、１日で１００キロ以上進めたと思う。

			　夜は馬車の中で、美少女三姉妹（プラス赤ちゃんズ）と、一緒に寝たのだが――これまた、天国と地獄が同居していた。理性と本能の狭間で揺らぐ、苦しい戦いであったが、なんとか、勝利できた。自分で自分を褒(ほ)めてあげたい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の夕方には、目的地に到着していた。

			　ミリアの話では、

			「迷宮(ダンジヨン)都市ラナは、いまだ最奥部まで誰も未到達である『古代の大迷宮』が存在することで有名な大都市です」

			　とのことだ。

			　古代の大迷宮に挑む、命知らずの冒険者たち。その冒険者たちが迷宮(ダンジヨン)から持ち帰ってくる財宝や魔法道具(マジツクアイテム)。それに、魔物(モンスター)を倒したさいに手に入れる素材など。

			　それらを目当てに、商人や職人が集まってできた街とのこと。

			「迷宮(ダンジヨン)……か」

			　俺も一(いつ)攫(かく)千(せん)金(きん)を目指して潜ってみようかな？

			　でも、俺なんかすぐに死んでしまいそうだ。迷宮(ダンジヨン)には、危険な魔物(モンスター)がウジャウジャいて、即死級の罠(わな)もたくさん設置されているらしいし。

			　まぁ、冒険者ギルドがあるようなので、登録ぐらいはしてもいい気はする。

			　冒険者ギルドにはあとで訪ねることにして――まずは、屋敷からパクッてきた金目の物を換金しようと思う。

			　なるべく高く買い取ってもらいたい。

			　双子の赤ん坊たちを入れたら、６人もいる。食費など、生活費も相当かかるだろう。今、現金は金貨12枚相当分あるけど、６人ともなれば、宿屋で何ヶ月も生活できるわけではないのだ。

			　そもそも金はあるに越したことはない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは馬車に乗ったまま街の大通りを進み、交易所に向かった。

			　交易所には複数の商人がいた。材木を取り扱っている商人を探しだし、馬車に載せている荷物のうち、10本以上ある丸太を見てもらうことにする。

			　頭にターバンを巻き、口ひげを生やした中年の商人が、ニヤリと笑った。

			「品質的には、それなりの材木ですねぇ」

			　ニコリではなく、ニヤリである。商行為において、素人(しろうと)丸出しの若造である俺を見て、イイカモがきたと思われたかもしれない。

			　いや、俺の被害妄(もう)想(そう)的な見間違いの可能性はあるけど。

			「丸太は15本ありますが、まとめて銀貨２００枚でいかがですかな？」

			　確か、《神(しん)眼(がん)》で視た丸太の価格は１本銀貨20枚だった。15本なら合計３００枚のはずだ。

			　なのに、この商人は銀貨２００枚で買い取ろうとしている。

			　素人(しろうと)だと思われて、安く買いたたかれているのだろうか？

			　それとも、《神(しん)眼(がん)》で視た丸太の価格とは店先での販売価格であり、交易所における買い取り価格としては、銀貨２００枚が適切なのだろうか？　コンピューターゲームでも、買い取り価格は、販売価格の半額とか75％とかの場合がよくあるし。販売価格が銀貨３００枚ならば、７割近い銀貨２００枚は、買い取り価格として妥(だ)当(とう)なのかも。

			　判断に迷った俺だが、一応、値段交渉をしてみるつもりになった。

			「銀貨３００枚。それで買い取って欲しい」

			「それは厳しいですねぇ」

			　今度は、商人が鼻で笑った気がした。小馬鹿にされたかも。

			　いや、これも俺の見間違いかもしれんが。

			　なんにせよ、海千山千であろうプロの商人相手の値段交渉など、素人(しろうと)の俺にはやはり無理だ。口下手で交渉ごとに向いていない俺は、商人の言い値で丸太を売るしかないかな、と、早くも諦(あきら)めかけていた。

			　そのとき、俺の横に立ち、それまで黙っていたメイド姿のミリアが、口を開いた。

			「私たちの町まで引き取りにきていた行商人の方たちは、材木を管理する町の領主(ロード)から同品質の材木を、１本、銀貨15枚で買いとっていました。買い取った木材をもっと大きな街の交易所などで卸(おろ)し、差額により利益を得るために」

			　と、口を挟(はさ)んできた。さらに、

			「当然、行商人の方からは銀貨15枚以上の値でコチラの〝交易所〟では買い取っているのでしょうから、私たちからも同額で買い取っていただきたいですわ。確か、行商人の方たちからこの街の商会が買い取る価格は、輸送費込みで銀貨22枚が相場、ですよね」

			　微笑(ほほえ)みながら、淀(よど)みなくスラスラと喋(しやべ)るミリア。

			「おや、参りましたね。こちらのメイドさんは、ずいぶんと材木の相場や流通に関してお詳しいようで」

			　商人が苦笑をする。

			「私、材木が特産品の、ある町の領主(ロード)様にお仕えしていましたの。文字の読み書きや計算ができるので、帳(ちよう)簿(ぼ)付けも任されていました」

			「ほぅ？　その若さで大(たい)したものだ」

			「それに、町の特産である品質の良い材木が、行商人の方からいくらで買い取られ、いくらで卸(おろ)されているかも知っておりましたの。行商人の方から、お聞きしたことがありますので」

			「それはそれは」

			「ちなみに、店先での小売価格も知っています。小売店での一般販売価格は、この品質なら１本で銀貨30枚、10本まとめてなら、１割引きの銀貨２７０枚で販売されていたと記憶していますわ」

			「そこまでご存知とは、参りました。ええ、参りましたよ」

			　おどけながら両手を上げ、降参するかのような仕草を商人がした。

			　そして、微苦笑しながら、

			「では、行商人から買い取っているのと同額である丸太１本銀貨22枚、15本の合計で銀貨３３０枚にて買いとらせていただきます」

			「手形ではなく、現金一括のお支払いでお願いしますね」

			　ニッコリ微笑(ほほえ)みながら、ミリアが条件を追加する。

			「はいはい、一括ニコニコ現金払いですね。そんな笑顔で手形が駄目と先に言われては仕方ありません、ええ、すべて現金でお支払いします」

			「それから、お支払いはこのあたりでもっとも銀の含有率が高いゴルドバ銀貨でお願いします」

			　商人の微苦笑が、やや引きつってきた。

			「…………ゴルドバ銀貨は、人気が高いので、今、手元にあまりないのです。半分はゴルドバ銀貨、もう半分は他(ほか)の銀貨でもよろしいですか？」

			「では、残り半分はゴルドバ銀貨の次に良貨とされている、リュルミス銀貨かミリネ銀貨で。混ぜ物の多い悪貨であるラバス銀貨やミード銀貨でのお支払いは申し訳ありませんが、お断りさせていただきますわ」

			「………………」

			「それから、縁を削ったりして、銀の含有率が減っている銀貨は絶対に混ぜないでくださいね」

			「…………………………」

			　商人の顔から笑顔が完全に消え、凍(こお)りついている。

			　ミリアさん、やりすぎではないですか？

			　商人が怒りだしはしないか、俺が心配していると――ミリアが微笑しながら、そっと商人の手を握った。包み込むような優しい握り方だ。

			　そして商人の目を見つめ、

			「ラスクさんのような誠実そうな男性が、そんな卑(ひ)劣(れつ)な真似するわけないと私、信じていますから」（ニコッ）

			　ラスクと名乗っていた中年商人は、魅(み)入(い)られたようにしばらくミリアを見つめていた。

			「え……あ……も、もちろんですよ。当然じゃないですか。ハハハ。ぜ、全部、正式な重量の良質な銀貨でお支払いしますともっ！」

			　言質をとることに、成功したようだ。

			　ミリアさん、やり手すぎるっ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　丸太をできる限り高値で売り、現金に換えることは上手くいった。

			　全部売らず、１本ぐらいは武器として手元に置いていても、良かったかもしれないけど。まぁ、丸太なんて、どこでも買えるだろう。必要なら、また手に入れればいい。

			　ピンチになったら、そのあたりに都合よく落ちているかもしれないし、手に入れやすい気はする。なんとなく、そんな予感がするのだ。

			　それに、いくら強力でも《丸太》を主武器(メインウエポン)にするのは、やっぱり見た目がよろしくない。正直、格好悪い。やはりどう考えてもダサイ。

			　どうせなら《剣》を使っていくことにしたい。

			　イメージの悪そうな蛮族戦士(バーバリアン)から脱却するためにも、丸太を封印し、剣で戦っていきたいのだ。剣を主武器(メインウエポン)に戦闘経験を積めば、【ジョブ】も【剣士】にクラスチェンジするかもしれないし。

			　――このときの俺は、思いもしなかった。

			　今後、人生に丸太が深く関わってくることなど。

		

	
		
			宿屋にて

			　

			　交易所の次は、ある貴族の屋敷に向かった。

			　ミリアに、「ご主人様。金の燭(しよく)台(だい)や銀の皿などは、必要とする貴族や聖職者に直接買い取ってもらうことを、お勧めさせていただきます」と、アドバイスされたからだった。

			　ここでも、ミリアは俺の代わりに交渉力を発揮してくれた。彼女のおかげで金の燭(しよく)台(だい)が金貨１２０枚、銀の皿20枚は全部で金貨25枚にて、買いとってもらえたのだ。

			《神(しん)眼(がん)》では、芸術的価値もある金の燭(しよく)台(だい)が金貨１００枚、精(せい)緻(ち)かつ美しい模様が描かれている銀の皿は、20枚の合計で金貨20枚と、値段が〝視(ミ)〟えていたのに。

			　より高く売れたのはミリアの交渉力、それから〝女性的魅力〟によるものだろう。

			　とても可(か)憐(れん)な巨乳美人である彼女の魅力に、鼻の下を伸ばした男性貴族や聖職者たちが、相場より高値で買い取ってくれたのだ。

			　それから、宝石類は、売らずに手元に置いておくことにした。

			　ミリアから、迷宮(ダンジヨン)都市ラナより、さらに上級貴族の多い〝帝都〟のほうが宝石類は高く売れる――とアドバイスを受けたからだ。

			　宝石類は贈り物などにも向いているとのこと。かさばる物でもないし、宝石のまま持っていても良いかもしれない。

			　現金にして、金貨１６０枚以上。それに、現金化すれば合計で金貨１００枚以上になるであろう宝石が十数個。一生働かないで済む――とまではいかないが、贅(ぜい)沢(たく)をしなければ、６人が数年は暮らしていけるだけの財産を、俺は手に入れていた。

			　いや、双子の赤ちゃんのために、財産の大部分を使うつもりだけどね。もともとは、赤ちゃんたちの親が持っていた財物が大半なのだし。

			　しかし、赤ん坊たちについて、そろそろ真面目に考えないと、な。

			　どうするか、とか。

			　17歳の俺には、このまま他人の赤ちゃんを育てる自信も知識もない。いずれは孤(こ)児(じ)院(いん)に預けるのが妥(だ)当(とう)だとは思う。それに、それなりの財産つきなら孤(こ)児(じ)院(いん)でも優(ゆう)遇(ぐう)され、大切に育ててもらえる気もする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬車も預かってくれる宿屋で、俺は広めの部屋を一室借りた。

			　部屋の中で、俺は三姉妹に、赤子たちを孤(こ)児(じ)院(いん)に預けることを提案してみる。

			「そんな…………私たちで育てるのは駄目なのですか？」

			　巨乳娘のミリアが、その豊満な胸で双子の片割れを抱き締めながら、潤(うる)んだ瞳で俺を見つめてきた。

			「…………私たちの手で……赤ちゃん、育てたい……です……」

			　貧乳娘カチュアがその真っ平らな胸で、赤ちゃんたちのもう片割れを抱きしめながら、縋(すが)るような目で俺を見あげてきた。

			　どうやらこの２人、赤子の世話をしているうちに母性本能的なモノに目覚めたようだ。

			「お願いなの。マリーたちに育てさせてほしいのっ。赤ちゃん、捨てたくないのっ！」

			　目をウルウルさせて、末妹マリーまで俺に頼んできた。幼女のくせに、マリーまで母性本能的なモノに目覚めているようだ。

			　３人からそこまで必死に頼まれては、断れないよなぁ。

			　結局、俺は赤子２人をしばらくこのまま育てることを了承した。

			　ミリアから、この世界の孤(こ)児(じ)院(いん)は捨て子たちにとって、非常に厳しい環境のところもある――と、教えられたので、俺も孤(こ)児(じ)院(いん)に預けるのは避けたくなっていたし。

			　それに俺は、この赤ん坊たちに負い目がある。

			　ゾンビとなり、襲ってきたとはいえ――この２人の両親を、俺は……この手で……殺して……いる。

			　ミリアが、「ゾンビ化したら元に戻れないので、この世界の常識・倫(りん)理(り)観に照らし合わせれば、ご主人様の行動はなんら非難されることはありません」とは、言ってくれたけど。

			　それでも、俺は双子の赤ちゃんたちに〝負い目〟を感じてしまっているのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日はそのまま、宿屋の一室に皆で泊まることにした。

			　男女別――というか、俺と三姉妹（＋赤子たち）で分けるべきかなと、一応提案した。しかし、ミリアから「節約のため、全員一室で泊まりませんか」と言われた。

			　美しい少女たちと一緒の部屋で過ごせることに、俺も不満はない。むしろ大歓迎だ。

			　赤子たちの夜泣きには辟(へき)易(えき)したが、これも子供を育てる経験だと思い、我慢した。双子なのでステレオで泣かれて、キツかったけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――翌日の朝。

			　奇妙なことが起きていた。

			　人数分のベッドがあったので、それぞれのベッドで、別々に寝ていたはずだった。なのに、なぜかカチュアが俺のベッドに潜りこんでいた。俺が目を覚ましたとき、ベッドの上のすぐ横にカチュアがいたのだ。

			　しかも、先に目を覚ました彼女は、じっと俺の寝顔を見ていたようだ。

			　目を開けたら、思いっきりカチュアと目が合ってしまった。

			「……トイレに行ったあと、寝ぼけてご主人様のベッドに入っちゃった。ごめんなさい……です」

			「いや、別に謝らなくてもいいけど。むしろ、嬉しいぐらいだ」

			　実際嬉しかった俺がそう言うと、カチュアの頬が赤く染まった。

			　彼女はモジモジしながら、

			「……ほんと？　じゃ、じゃあ……これからも……寝ぼけることにする……です」

			　その告白は、ベッドに侵入したのが、確信犯的行動だと暴露したのと同義であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大浴場付きである宿屋に泊まっていた俺は、朝から風呂に入った。

			　広い浴室での朝風呂は実に気持ち良い。

			　風呂から出たあと、宿屋で用意してくれていた朝食を、部屋に運んで食べることにした。

			　スープとパン、それにゆで卵がついていたのだが、飽(ほう)食(しよく)の日本に住んでいた俺としては、質素すぎてちょっと物足りない。この世界では、卵は結構、貴重品らしいけど。

			　これでもこの世界において、一般的には豪華な朝食のようで、ミリアたちは喜んでいた。

			　スープを飲んだあと、「悪くない味だけど、ミリアたちの作ってくれたスープのほうがもっと美味(おい)しかったよ」と素直に感想を述べたら、三姉妹はとても喜んでくれた。

			　栄養価も高いバナナを別料金で買っておいたので、食後のデザートとして、食べることにする。

			　この地域では、かなり珍しい果物のようで結構高かったけど。バナナひとふさ（５本）で銀貨１枚半だった。銀貨１枚は日本円にして１０００円ぐらいだと思うので、やはり高い。バナナなんて、日本で買ったら１００円ぐらいだ。

			　まぁ、三姉妹がとても嬉しそうに食べていたので、良しとするけど。

			「南方の果物であるバナナなんて初めて食べましたけど――美味(おい)しい」

			「…………美味(おい)しい、です……ングング」

			「超美味(おい)しいのっ！」

			　ミリア、カチュアも気に入ってくれていた。特に末妹マリーは、バナナが大のお気に入りになったようだ。

			　三姉妹と俺で平等に分けても余っており、俺の手元には１本バナナが残っていた。

			　日本に住んでいて、バナナなど別に珍しくなかった俺は、１本食べれば十分だ。まだ食べたそうな末妹のマリーにもう１本、くれてやることにしよう。

			「マリー、俺のバナナを食べるか？」

			「え！　いいのお兄ちゃん！　本当にお兄ちゃんのバナナをマリーが食べてもいいの！」

			　マリーの顔が、輝(かがや)いた。

			「ああ」

			「わーい！　お兄ちゃん大好きっ!!　チュ」

			　マリーが俺に抱き着いてキスした。頬にだけど。

			　たかがバナナでここまで喜ぶとは、チョロイ幼女だ。なんとなくだけど、マリーは食い意地が張っている気がする。小さい身体のくせして、結構、食べるし。

			「無邪気に甘えられるマリーが羨(うらや)ましい」

			「……ご主人様に抱き着いてチューまで……私も幼女になりたい」

			　ミリアとカチュアが、なにかをボソボソ呟(つぶや)きながら、末の妹マリーを羨(うらや)ましそうに見ていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食事を終えたあと、食器を返しに皆で１階に行ったのだが――。

			「隣の部屋の赤ん坊が五月蠅(うるさ)くて、ろくに眠れなかったぞ！　どうしてくれるっ！」

			　宿屋のフロントで、大柄な男が怒鳴り声を上げていた。

			　宿屋の受付に怒鳴り散らしているようだ。

			　普段ならクレーマーかよ、と、呆れるところである。また、他人事なら、それ以上の関心は特に持たなかったと思う。しかし、ビクッと俺は身体を震わせた。

			　なにせ今回は、〝心当たり〟があったから。

			「２人でオギャアオギャアと泣き叫びやがって！　おかげで寝不足だ！」

			「それは…………申し訳ありませんでした」

			「謝ってすむかよ！　前払いした宿代、返しやがれ！」

			「そ……そんなこと、言われましても……」

			　ゴツイ大男に怒鳴られ、気弱そうな青年がしきりに恐縮していた。

			「金返せよ！　オラっ！」

			　大男が、青年の胸(むな)倉(ぐら)を掴むにいたっては、ほうっておけなくなった。

			　大男の怒りの原因は、俺たちにあるようだ。それに、目の前の気弱そうな青年は、他人事のように思えない。地球では俺も社会的立場の弱い、気弱な人間だったのだ。

			「あ、アンタの隣の部屋を借りたのは俺だ。双子の赤ん坊のせいで、寝不足になったのなら、謝る。申し訳なかった」

			　俺はフロントに行くと、大男に頭を下げた。

			　大男に胸(むな)倉(ぐら)を掴まれていた青年は、やっと手を離してもらえてホッとしている。

			「ああぁ！　テメェのせいかよ！　宿屋に夜泣きの糞(くそ)ウルサイ赤子なんかと泊まりやがって！　この落とし前、どうつけてくれるんだっ！」

			　俺を睨(にら)みつけて、すごまないでほしい…………怖いので。

			「本当に申し訳ない。あ、アンタの宿代は、俺が払うから」

			　宿屋の受付には、双子の赤子と一緒に泊まることを了承してもらっていた。

			　しかし、双子の夜泣きが酷(ひど)かったのは確かだ。この大男に迷惑をかけたのなら、謝罪し、それなりの誠意を示すべきだろう。

			　角部屋に泊まったので、幸い、迷惑をかけたのはこの大男だけのようだし、一部屋分の宿代ぐらいなら、今の俺は余裕で払える。

			「宿代だぁ？　おい、それで済むと思っているのかぁ、餓(が)鬼(き)ぃ」

			「…………どういう意味？」

			「多大な迷惑をかけてくれた俺に、慰(い)謝(しや)料(りよう)払えって言ってんだよ」

			「い、慰(い)謝(しや)料(りよう)？」

			「俺は今日、あの大迷宮に挑むつもりだったんだぜ。ソレが寝不足で体調(コンデイシヨン)が最悪になっちまった。慰(い)謝(しや)料(りよう)を払ってもらうのも当然だ」

			　理不尽なことを言われている気がする。

			「…………ちなみにいくら？」

			　大男はニヤッと笑い、右手を開いた。

			　銅貨５枚、ではないよな。

			「銀貨５枚？」

			「あぁっ!?　馬鹿言ってんじゃねェぞ、餓(が)鬼(き)が！　金貨で５枚に決まっているだろっ！」

			　こっちが下手に出たら、どこまでも調子に乗る男だな。

			　金貨５枚あれば、上等な部屋が食事つきで１ヶ月は借りられるではないか。

			　どうやら、相手が気弱だと見たら、徹底的に脅(おど)しつけてくるタイプの男のようだ。嫌いだな、こういう人間は。

			「なんだその目は！　テメェ、ぶっ殺すぞっ！」

			　ドンっ!!

			　大男がその巨大な手でフロントの机を叩いた。根が小心者である俺は、思わずビクッと身体を震わせた。その様子を見て、大男は馬鹿にしきったような笑いを浮かべる。

			　くそ…………言いかえしたいけど、コイツ強そうだな。

			　これだけの体格だ、俺よりもずっと強いに違いない。

			【ガルド　　戦士　　レベル21】

			　俺の目に、大男の情報(ステータス)が視えた。

			　戦士レベル21というのが、この世界でどの程度の強さかは、わからない。しかし、【バーバリアン・レベル２】と【盗(とう)賊(ぞく)・レベル１】の俺より、ずっと強いことは容(よう)易(い)に予想できる。

			　…………相手は俺より確実に強いはず。ここは、言う通りに金を払うべきか？

			「へ、こいつブルッてやがるぜ。なっさけねぇ」

			　足が震えている俺を指差し、大男が嘲(ちよう)笑(しよう)した。他(ほか)の客たちの中にも、一緒に笑う連中がいる。いや、大男や他(ほか)の奴らはどうでもいい。

			　ミリアたちの目に、今の俺はどれほど情けなく映っているだろうか？

			　それだけが、心配だった。

			「へへへ、やっぱ、金だけじゃ済ませられねぇなぁ。おい、チキン野郎。お前、床を這って俺の股(また)倉(ぐら)を通りな」

			「な、なんで俺がそこまで……」

			「あぁんっ!?　この俺に迷惑かけたんだっ！　謝罪としてそれぐらいやれよっ！　やらねぇなら、テメェの顔、俺の拳(こぶし)でぶん殴ってやるぞ、オイッ!!」

			　大男は、俺の顔より大きい巨大な拳(こぶし)を見せつけてきた。

			　デカい。

			　あんな拳(こぶし)で殴られたら、大(おお)怪(け)我(が)するだろう。

			　前歯が欠け、鼻の骨が折れた自分を想像して、本当に怖くなった。

			「俺はこの拳(こぶし)で人間を殴り殺したこともあるんだ。相手は盗(とう)賊(ぞく)だったから、御(お)咎(とが)めなしだったけどな」

			　ひ、人を殴り殺した、だって？

			「お前の顎(あご)なんざ、軽く殴っただけで粉々に粉(ふん)砕(さい)できるぜぇ。一生、柔らかいモノしか食べられないようにされたくなかったら…………オラ、誠意を見せて慰(い)謝(しや)料(りよう)を払えや。それから、芋(いも)虫(むし)みたいに床を這って、俺の股を通ることも忘れるなよ」

			　怖い。人を殴り殺したこともあるというこの大男が、とてつもなく怖い。怖い……けど。

			　もし、俺一人だったら、脅(おど)しに屈していたかもしれない。

			　でも、今は俺を三姉妹が見ている。俺のことを「素敵」だとか「強い」とか言ってくれたり、頼りにしてくれている彼女たちの前で、これ以上、情けない姿を晒(さら)せない。

			　俺は勇気を振り絞った。俯(うつむ)いていた顔を上げる。

			「なに睨(にら)んでんだ、ゴラァっ!!!」

			　ドスゥっ！

			　大男の顔を見あげていたら、いきなり腹を殴られた。

			　殴ってくる動作こそ見えたが、恐怖で強(こわ)張(ば)っていた身体は、突然のことに反応できなかった。それでも咄(とつ)嗟(さ)に身体を捻り、急所である鳩尾(みぞおち)をモロに殴られることだけは、かろうじて回避できたが。

			　腹に痛みが走る。痛い。痛いが――それほどでもない、な。

			　ひょっとして…………この大男、見かけほど強くはない…………のか？

			　少し、余裕が出てきた。

			「へ、手加減しすぎたぜ。オラ、もう一発っ！」

			　また、大男が俺の腹を殴ってきた。

			　今度は、大男の動きがさっきよりもさらにハッキリ見える。ゾンビよりはマシだが――かなり遅い動きだ。突然の不意打ちでもなければ、こんな遅い拳(こぶし)は躱(かわ)せる気がする。

			　後ろに半歩下がり、躱(かわ)すことに――成功した。

			「チッ！　生意気に避けてんじゃねェぞ！」

			　激(げつ)昂(こう)した大男が、何度も拳(こぶし)で殴りかかってきた。

			　俺はそれを全部避けた。大男の動きが俺の目にはハッキリ見えているので、躱(かわ)すのは容(よう)易(い)だった。しかし、喧(けん)嘩(か)慣れしていそうな大男の動きが、ここまでスローモーに見えるなんて。

			　ひょっとして……これも《神(しん)眼(がん)》の効果か？

			　それにこのタイミング――今、手を伸ばせば絶妙な〝カウンター〟が決まる気がする。

			　ガンっ!!

			　あまりに好機だったので、つい、カウンター気味に大男の顎(あご)を拳(こぶし)で打ち抜いてしまった。

			　そういえば、人間を思いっきり殴ったことなんて、これが初めてだった。

			　俺に反撃されるとは思っていなかったのか、大男はそのまま尻(しり)餅(もち)をつく。

			「こ、こ、こ、この餓(が)鬼(き)っ！　殺すっ！　もう殺すっ!!!」

			　怒りで顔を真っ赤にさせ、大男は立ち上がろうとした。だが――足がふらつき、またも尻(しり)餅(もち)をつく。

			　俺の拳(こぶし)が…………効いている？

			　思わず、自分の拳(こぶし)を見つめた。

			「殺す、殺す殺す殺す殺す……殺す……ぶち殺すっ!!!」

			　木製のカウンターに手をかけて、大男は何とか立ち上がろうとした。しかし、ダメージが残っているのか、その足はさっきの俺よりも、よほど酷(ひど)く震えていた。

			　バシィッッ!!

			　つい、ローキックを入れてしまった。格闘技など習ったことのなかった俺は、本格的な蹴(け)りなど放てない。それでも、思ったよりもイイ音が鳴った。

			「がぁぁぁあっ!!」

			　大男は立っていられず、三(み)度(たび)、尻(しり)餅(もち)をついた。俺が蹴(け)った左足を押さえて、苦痛に呻(うめ)く大男。

			　やりすぎたか？

			　大男への怒りが冷めてきた俺は、痛みに呻(うめ)いている彼が可哀想(かわいそう)な気すらしてきた。

			「大丈夫か？　すまない、やりすぎた」

			　大男を立たせてやろうと、手を差し伸べる。だが「ペッ!!」っと、大男に唾(つば)を吐きかけられた。

			　男が唾(つば)を吐く動作がハッキリ見えたので、完全に躱(かわ)すことはできたけど。

			「どうみても貴方(あなた)の負けよ、ガルド。それ以上、醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)さないで」

			　凛(りん)とした声が背後から聞こえた。

			　振り返ってみると――白銀の鎧(よろい)、それに純白のマントを身につけた、美しい女性が立っていた。20代前半で金髪碧(へき)眼(がん)の美女だ。

			「あ、アリア。お、俺はまだ負けて………………」

			　そう言って立ち上がろうとした大男だが、またも途中で尻(しり)餅(もち)をついた。

			「本当に情けない姿……無様ね。見損なったわ」

			「ま、待ってくれよ。アリア。今のは、ゆ、油断しただけ――」

			「とにかく。これほど情けない貴方(あなた)とは、もうコレっきりだから。私のＰＴ(パーテイ)からも外れてもらうわよ」

			「そんなっ！　お、俺の気持ちは知っているだろ、アリアっ！」

			　大男は悲鳴のような声をあげた。

			「貴方(あなた)がしつこく告白してくるたびに、私は何度もキチンと断ったはずよ。そうね、このさいだからハッキリ言うわ。貴方(あなた)のしつこさは、正直言ってとても迷惑なの。街で見かけても、二度と話しかけてこないでね」

			「そんな……そんな……」

			「だいたい貴方(あなた)、酒場の看板娘であるアリーナにも言い寄っているじゃない」

			「し、知っていたのか」

			「ええ。他(ほか)の女性に言い寄っていながら私にも告白するなんて、あまり女を馬鹿にしないことね。じゃあ、ガルド――さようなら」

			「ま、ま、待ってくれアリア！　頼むっ！」

			　アリアという名の女性は、踵(きびす)を返して宿屋を去っていった。

			　美人だけど、ちょっとキツイ性格の女性だなぁ。などと俺が思いながら、窓越しに見える彼女の背中を見ていると――頭に映像が浮かんできた。

			　今の女性が――強(ごう)姦(かん)――されている映像だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　女性は「イヤァっ！　中で出すのだけは止めて！」と、泣き叫びながら懇(こん)願(がん)していた。

			　彼女をレイプしているのは――ガルドだ。

			　粗(そ)野(や)で下(げ)劣(れつ)な笑みを浮かべたガルドは、その巨大な手で女性の細い首を締め上げた。女性はしばらく痙(けい)攣(れん)し――泡を吹いて白目を剥(む)きガクっとなる。そのまま、ピクリとも動かない。

			　ガルドが愉(ゆ)快(かい)そうに「へへ……死んじまったか。ケッ、俺をコケにしやがるからだ」と笑った。

			　ガルドの言うように、女性は窒(ちつ)息(そく)死(し)したようだ。

			　ただのレイプではなくこれでは…………強(ごう)姦(かん)殺人…………じゃないか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　映像が浮かんだのは数秒の間だけだった。

			　ハッとした俺は、さっきより遠くに見える彼女の背中を、しばらく見つめた。

			　たった今、彼女に別れを告げられたガルドは、床にへたり込み屈(くつ)辱(じよく)に震えている。

			　な……何だったんだ、今の映像は？　《神(しん)眼(がん)》によって過去が視えた――のか？

			　いや、さっきの女性と大男の関係性から、過去に今のようなレイプ事件があったようには思えない。そもそも、あの映像では女性が死んでいたのだ。

			　それに、以前ルーアの町で見た過去の惨(さん)劇(げき)のように、画質の悪いモノクロによる映像でもなかった。今さっき見えた映像は色がちゃんとついて、画質も悪くなかった。

			　まさか〝未来視〟のほうか？　だとすれば、将来、さっきの女性を大男(ガルド)が襲う？　その映像が、未来視として視えた？

			　――確証はないが、しかし可能性はある。

			《神(しん)眼(がん)》には過去だけでなく、未来も視える能力があるようなのだ。

			　

			「マコト様。とても、か、格好良かったです」

			「……やっぱり……ご主人様は……素敵……です」

			「お兄ちゃんは最強なのっ！」

			　呆(ぼう)然(ぜん)としていた俺は、三姉妹に囲まれていた。

			「優しさと強さ、両方を兼ね揃えているマコト様は、ゆ、勇者様みたいなのです」

			「え……お、俺が勇者？」

			　頬を染めながら褒(ほ)めてくれたミリアの言葉に、反応してしまった。

			　ミリアはさらに頬を赤くさせ、潤(うる)んだ瞳で俺を見つめながら

			「はい。私にとって、マコト様は、勇者様です。私の……勇者様」

			　い、今の言葉はかなりグッときた。やばい、心臓がドキドキしてくる。

			「……ズルい姉さん……１人でご主人様のポイント稼いで……」

			「ポ、ポイントって。私、そんなつもりじゃありません」

			　カチュアの非難するような声と目に、ミリアが慌てた。

			「ねぇねぇ、お兄ちゃん」

			「なんだよ、マリー」

			　俺の手を引くマリーは、ニパッと笑顔を向け

			「お兄ちゃん強くて優しいから好きっ。将来、マリーと結婚してほしいのっ！」

			「駄目ですっ！！！！！！！！！！」

			　俺が何か言う前に、ミリアが大声を上げた。物凄(すご)く真剣な表情だった。

			　幼い子の言う結婚の約束なんかに、そんなムキにならなくても。

			「ど、どうしてミリアお姉ちゃんが否定するの？　それにどうして駄目なの？」

			　若(じやつ)干(かん)怯(おび)えつつ、マリーが尋ねる。

			「私たちは、マコト様の奴(ど)隷(れい)なのです。奴(ど)隷(れい)が、ご主人様と結婚するなんて、そんなの……そんなの……駄目……です」

			　ミリアはチラチラ俺を見てきた。胸を押さえ、表情は苦しそうだ。

			「そんなぁ、マリー、奴(ど)隷(れい)だからお兄ちゃんと結婚できないの？」

			　目をウルウルさせ泣きそうな顔で、マリーが俺を見あげた。

			「いや、俺は相手が奴(ど)隷(れい)とか、そういうことにはこだわらないけどな」

			「本当っ！　やったぁなのっ！」

			　マリーが顔を輝(かがや)かせた。ミリアとカチュアも顔をパァァァと輝(かがや)かせている。まさか、彼女たちは、俺と結婚したい――のか？

			　い、いや、まさかな。俺なんかがモテるわけない。そう、俺なんかが……あ。

			　し、しまった。大男(ガルド)は？

			　いつの間にかガルドの姿が宿屋から消えている。

			　……どうしよう。

			　もし、さっき視た強(ごう)姦(かん)殺人事件が、本当に未来視によるものだったら。このまま放置して、本当にあの女性がガルドにレイプされ、しかも殺されたら。め、目覚めが悪すぎる。罪悪感が半端ないぞ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はまず、三姉妹とともに部屋に戻った。

			　事情を説明して、彼女たちにもさっきの女性を捜す手伝いをしてもらうつもりだ。

			　まず、俺が《神(しん)眼(がん)》の力で、未来が視えたことを話さないと。

			　俺はすでに、元は地球という別世界に住んでいたことや時空の女神アステナによりこの世界に召(しよう)喚(かん)されたこと、それにアステナとは別の女神リアナから《神(しん)眼(がん)》という力を授かったことなどは、三姉妹に説明済みだ。

			　女神から召(しよう)喚(かん)されたと明かしたら、俺のことをより強い尊敬の目で三姉妹は見てきた。

			　もっとも、召(しよう)喚(かん)主である時空の女神アステナから俺が不要と判断されたことに関しては、あえて喋(しやべ)っていないけど。三姉妹をガッカリさせてしまいそうで、真相を話しづらかったのだ。

			　それはともかくとして――。

			「実は女神リアナから授かった《神(しん)眼(がん)》で、過去にあったことや未来に起こることを、俺は〝視(ミ)る〟こともできるんだ」

			　三姉妹は目を見開いて驚いた。

			「で、今さっき、俺はある未来を視てしまったのだが――」

			　俺は三姉妹に、先ほど視た、未来に起こるであろう強(ごう)姦(かん)殺人事件に関して説明した。

			「放置しておくことはできない。女性か大男を探すのに協力して欲しい」

			「はいっ！　マリーも協力するのっ」

			　マリーが元気よく手を上げた。

			「いや、マリーはこの宿に残って、双子たちの世話をしていてくれ」

			「プー」

			　マリーは留守番が不満なのか、プクーと頬を膨(ふく)らませた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミリア、カチュアとともに俺は宿屋を出た。向かう先は冒険者ギルドだ。

			　もともと、登録するために冒険者ギルドには行くつもりだったし、あの女性や大男の喋(しやべ)っていた内容から、彼女たちも冒険者と推定できる。

			　この街の冒険者ギルドに行けば、２人の情報(ステータス)が手に入るかもしれない。

		

	
		
			ガルドの末路

			　

			　俺たちは、街の人に場所を聞いて冒険者ギルドにたどり着いた。

			　３階建てのかなり大きいレンガ造りの建物だった。〝一角馬(ユニコーン)と盾(たて)〟を描いた旗が掲げられている。

			　博識なミリアが旗を見ながら、

			「〝冒険者の守護神〟ともされている女神イリーナ様の紋(もん)章(しよう)です。イリーナ様はよくユニコーンに変身しておられるのと、最強の盾(たて)イージスを持っておられるので、このような紋(もん)章(しよう)となっているようです」

			　と、教えてくれた

			「へぇ。しかし、ミリアは本当に物知りだな」

			　俺が褒(ほ)めると、はにかみながらミリアは、

			「そ、それほどでもありません」

			　と、謙(けん)遜(そん)しつつも嬉しそうだった。

			「……女神イリーナは処女神とも言われているです……乙女の守護者ともされている、です……だから女冒険者の中には……処女のまま貞(てい)操(そう)を護って……女神イリーナの加護をより強く受けようとしている者もいるです」

			　カチュアが小さい声で、ボソボソと喋(しやべ)った。喋(しやべ)ることが苦手らしい彼女だが、懸命に説明してくれた。そして、なにかを期待する目で俺をチラチラ見てくる。

			「カチュアも博識だな」

			「……そ、そんなことないです」

			　俺が褒(ほ)めるように言ったら、カチュアは俯(うつむ)きつつも嬉しそうにモジモジと照れていた。姉妹仲は良いみたいだけど、なんとなく、カチュアは姉のミリアに対抗心を持っている気がする。

			　俺たちは、木造の玄関を開け、ギルドの中に入った。

			「あ、ご新規の方ですか？」

			　冒険者ギルドの受付嬢らしい若い女性が、俺たちを見て微笑(ほほえ)んだ。

			　耳が長くて尖(とが)っているから、ひょっとしてエルフか？

			【アンナ　エルフ　市民　レベル15】

			《神(しん)眼(がん)》により受付嬢の情報(ステータス)が視えた。

			「そんなに見つめないでください♥　妊娠しちゃいます」

			　クスっと笑いながら、受付嬢のアンナが冗談を飛ばした。きわどいジョークだ。

			「…………死ね…………」

			　カチュアが非常に昏(くら)い目で受付嬢を睨(にら)みながら、ボソッと呟(つぶや)いた。

			　じょ、冗談だよな？

			　――冒険者ギルドへの登録は簡単に済んだ。

			　どうもこの世界は、魔物(モンスター)たちへの脅威に比べて、兵士数が足りないようだ。そのため、兵士の代替的な戦力にもなる傭(よう)兵(へい)や冒険者への登録に関して、国が規制緩和しており、結構、誰でも簡単になれるらしい。

			　特にこの街では、冒険者としての登録が容(よう)易(い)とのこと。

			　ここが巨大迷宮のある〝迷宮(ダンジヨン)都市〟ラナであることも、関係はしているそうだ。

			　簡単な質問に答え、書類にサインするだけで登録完了した。

			　

			　冒険者ギルドの受付嬢アンナに、冒険者アリアの居場所をそれとなく聞いてみる。

			　アリアの落し物と思われる財布を拾ったと嘘(うそ)をついてみたら、アッサリと話してくれた。もっとも受付嬢アンナが教えてくれたのは、冒険者アリアは今、巨大迷宮に潜っているはず――という、教えても差し障りのない情報でしかなかったが。

			　ガルドの居場所に関しては、よくわからないようだ。ガルドはギルド内でもあまり評判がよくないのか、アンナはガルドの名前を聞くと、一瞬、眉(まゆ)をひそめた。

			　とりあえず、財布を直接届けたいので、冒険者アリアがギルドに顔を出したら俺に連絡をもらえるよう頼んでおく。

			　宿屋の名前と場所を教えたので、小間使いの少年が知らせにきてくれるだろう。

			　さて。

			　せっかく冒険者ギルドに来たのだ。掲示板に張っている〝依頼(クエスト)〟とやらでも、覗(のぞ)いてから帰るか。巨大迷宮関係以外の依頼(クエスト)もあるようなので、受けようと思えば、今すぐにでも受けられるようだし。

			　冒険者として登録したばかりの俺では、規制により、今はまだ入れない巨大迷宮とは関係ない依頼(クエスト)は、３つあった。

			　

			―――――――――――――――

			　

			《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》

			　隣町ルーアンにいる木工師ガストンに大至急、追加用の丸太を届けて欲しい

			依頼(クエスト)主・材木商ケインズ

			　報(ほう)酬(しゆう)　銀貨50枚

			　

			《ＱＵＥＳＴ　Ⅱ》

			　吸血鬼退治に欠かせない、聖なる杭(くい)を作る材料となる清められた材木が、大量に必要だ。丸太を聖なる湖で清めにいくのに、護(ご)衛(えい)を頼む。

			依頼(クエスト)主・ルーアンの木工師ガストン

			　報(ほう)酬(しゆう)　金貨２枚　＋　聖なる杭(くい)（一本）

			　

			《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》

			　町の近くにある古城に、吸血鬼が棲(す)みついているみたいなのです。大至急退治をお願いします。吸血鬼退治にも有効な〝聖なる丸太〟および〝聖なる杭(くい)〟は当方でご用意します。

			依頼(クエスト)主・ルーアン町長エンリケ

			　報(ほう)酬(しゆう)　金貨50枚　＋　滞在中・町の名物料理である豚汁食べ放題。

			　

			―――――――――――――――

			　

			　お使い、護(ご)衛(えい)、退治、か。

			　コンピューターＲＰＧなどでも基本となる依頼(クエスト)だ。

			　それによく見ると、３つとも密接に関連している。普通、こういうのは順番に依頼(クエスト)され、順にこなしていくのがセオリーだと思うのだが。

			　それはそれとして。

			　なんで、３つとも丸太が関係しているんだよっ!!

			　特に３つ目のクエストに書かれている聖なる丸太って何だソレは!!

			　ちょっと興味が涌いてしまったぞっ!!!

			　…………まぁ、いきなり吸血鬼退治はハードルが高そうだ。受けるとしたら、まずは《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》のお使いからだろう。

			　俺は〝丸太〟との運命的なものを感じつつ、《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》の説明を聞くために、かなり広いギルド内フロアを歩き、受付に向かう。

			「なぁなぁ、いいじゃねぇか、アンナちゃんよぉ。仕事が終わったら、ちょっと食事に付き合ってくれるだけでいいからよぉ」

			「あ、あの私、今日、書類整理もあるから遅くまで残業する予定でして」

			「だったら、アンナちゃんの仕事が終わるまで何時でも俺は待つからよぉ」

			「いえ、あの……」

			「他(ほか)の人間に聞いたけど、アンナちゃんが住んでいるのは、東地区のアパートだよな。最近、強(ごう)姦(かん)殺人事件が連続で起きていてかなり物騒だし、夜遅くなるなら、俺が護(ご)衛(えい)してやるかよぉ。〝剛(ごう)腕(わん)のガルド〟と呼ばれている俺様がぁ」

			「お、お気持ちは嬉しいですけど、私、一人でも大丈夫ですから。気を付けて帰りますし」

			「そんなつれないこと言うなよぉ。大丈夫だって、送り狼になんかならねーから。俺はこう見えて紳士なんだぜぇ」

			「で、ですから……」

			「あ、そういえば、隣町で小さい女の子が神隠しに遭う事件が、多発しているらしいよなぁ」

			「っ！」

			「アンナちゃん、５歳になる妹がいただろ。〝気をつけないと〟なぁ」

			「リ、リアに何かしたら許しませんよ」

			「おいおい、俺はなにも言ってないだろ。ま、あんまり男につれなくしていると、誰に、どんな逆恨みを買うか、わからんけどよぉ」

			「…………」

			「で、今日、仕事が終わるのは何時ぐらいになりそうだい？」

			　嫌がっている女性に脅(きよう)迫(はく)じみたことを言いながら、強引に迫っている最低な男がいると思ったら――捜していたガルドだった。

			　掲示板を眺めている間に、いつのまにかギルドに入ってきたようだ。

			　そして、速攻、受付嬢のアンナを口説いている。明らかに嫌がられているのに、しつこく。しかも、小さな妹をネタにした脅(きよう)迫(はく)じみた言葉を吐きながら。

			　どれだけ最低な男なんだ。

			「…………ちょ、ちょっとアンタたち、止めてきなさいよ。男でしょ」

			「…………む、無理だって、相手はあのガルドさんだぜ」

			「…………冒険者になりたての俺らじゃ、束になっても敵わない……」

			「…………〝剛(ごう)腕(わん)のガルド〟は、素手で簡単に人間を殴り殺せるほどの膂(りよ)力(りよく)と体格に恵まれた、歴戦の戦士だしな。正直、俺らじゃ…………」

			「…………こんなときに限って、あの人を何とかできる他(ほか)のベテラン冒険者が一人もいないなんて」

			「…………自分より強そうな人間がいないからこそ、傍(ぼう)若(じやく)無(ぶ)人(じん)に振る舞っているんだよ。アイツはそういう人間だ」

			　近くのテーブルに座っている冒険者たちの、囁(ささや)き声が聞こえてきた。

			　装備が真新しいところを見ると、本人たちが言っているように冒険者になりたてなのだろう。どうも、大男の先輩冒険者ガルドに、彼らはかなりビビっているようだ。

			「…………」

			「…………」

			　なんだか、ミリアとカチュアの視線を背中に感じる。彼女たち、期待を込めて俺の背中を見つめている気がする。

			　まぁ、見てみぬ振りするわけにもいかない。もともと、ガルドには用事があったし。

			　しかし、どういうふうに対処すればよいだろうか？

			　いきなり殴りかかるのは、流石(さすが)に駄目だよな。

			　未来視を視た俺の中では、ガルドは将来、強(ごう)姦(かん)殺人を犯す可能性のある危険人物だ。

			　しかし今はまだ、罪を犯しているわけではない。少なくとも、俺が〝視(ミ)た〟強(ごう)姦(かん)殺人犯罪は、まだ起きていない。それに、そもそもアレが本当に未来視なのか確証がないのだ。俺の幻覚に過ぎない可能性もある。

			　やはり、イキナリ殴りかかるのは人として駄目だと思う。

			　まずは、話し合いでなんとかしよう。

			「アンタ、いい加減にしなよ」

			「あぁぁっん!!　なんだ俺様に文句あ…………て、テメェっ！！！！」

			　振り向き、俺の顔を見た途端、ガルドが激(げつ)昂(こう)してイキナリ殴りかかってきた。

			　いくら宿屋でのことがあったからといっても、暴力的すぎるぞ、コイツ。もっとも、やはり俺にはガルドの動きが非常に遅く見えたが。正当防衛としてカウンターパンチを顎(あご)にでも入れてやろうかな――んっ!?　俺の目に、ガルドの左胸が赤く光って見えた。

			　なんだ？　ひょっとして、これも《神(しん)眼(がん)》の力か？

			　相手の弱点や急所が光って見える的な。

			　俺は反射的に、ガルドの左胸に右ストレートを叩き込んだ。カウンターによる心臓打ち(ハートブレイクシヨツト)になったと思う。

			　手応えはバッチリだ。最高のタイミングで、カウンターがガルドに入った。

			　まさに〝会心の一撃(クリテイカルヒツト)〟だ。

			　左胸を押さえ、前のめりに倒れるガルド。床にうつ伏せで倒れ、一度ビクンと身体を震わせた。その後は、ピクリともしない。

			　きっと、俺の〝クリティカル〟なベストショットで気絶したのだろう。

			「す、凄(すご)ぉいっ！」

			「……芸術品みたいなカウンターだぜ」

			「あの剛(ごう)腕(わん)ガルドを、一撃で…………」

			「俺にはわかる。彼は相当な経験を積んだ、名うての冒険者に違いない」

			　新米冒険者ふうの男女が、目を丸くし俺を褒(ほ)めてくれた。

			　俺は一度も迷宮(ダンジヨン)に潜ったこともなければ、依頼(クエスト)をこなしたこともないド素人(しろうと)なのになぁ。多分、あんたたちよりも経験はないぞ。

			「……ああ、マコト様……」

			「……ご主人様……素敵すぎ……です……」

			　背中に、奴(ど)隷(れい)少女たちの熱い視線を感じた。

			　さらに、正面からは、俺に濡れた瞳を向けてくる受付嬢アンナ。

			　図(はか)らずも、ヒーロー的な活躍をしてしまったようだ。

			「へ、ガルドの野郎、普段威(い)張(ば)りやがってよぉ。忘れてねーぞ、俺がギルドに入った直後に、冒険者の洗礼だといって、俺の顔が変わるほどボコッてくれたの」

			　そんなことを口にしながら新米っぽい冒険者の青年が、気絶しているガルドに近づいた。

			「ケッ。情けなく白目向いて気絶しやがって。オラッ！」

			　革鎧を着た青年は、ここぞとばかりにガルドの腹や胸に蹴(け)りを入れまくる。

			　普段の行いのせいかもしれないが…………ほんの少しだけガルドが可哀想(かわいそう)だな。気絶した人間に蹴(け)りを入れまくる青年を、俺が止めようと思ったそのとき。

			　その青年は何かに気付いたように、青ざめはじめた。

			　慌ててガルドの呼吸を確認し、脈を計る青年。

			　そして震える声で一言、

			「し、死んでるっ!!」

			　…………………………………………………………………………………………………え？

		

	
		
			正当防衛

			　

			◆《迷宮(ダンジヨン)都市ラナ・自警団東地区詰所》◆

			　

			　俺は、この街の治安維持に努める自警団の詰所に、出頭していた。

			　大男ことガルド・マキシマ（34歳、冒険者／戦士）の殺人を自首した。

			　実際に俺の攻撃でガルドが死んだのかは、ハッキリとしていないけど。革鎧を着た新米冒険者の青年ジェイク（19歳、冒険者／盗(とう)賊(ぞく)）の蹴(け)りが、トドメになった可能性もあるし。

			　なんにせよ、この世界、この街での法律・慣習的に正当防衛が十分に成り立つ案件のようだ。

			　仮に正当防衛とまでは認められなくても、このケースなら罪は相当軽くて済むらしい。

			　逃亡・隠(いん)蔽(ぺい)せずに、早期の自首ならなおさらとのこと。

			　受付嬢アンナや、ギルドの奥から出てきた中年のギルドマスターからそう説得され、共犯関係とも言えるジェイクとともに、俺は自警団に出頭した。

			　共犯と言っても別にガルドの殺害を、ジェイクと共(きよう)謀(ぼう)したわけでもないけど。

			　そもそも、あれはまったくの事故なのだ。俺に殺意などなかった。とはいえ事故でも、俺の殴(おう)打(だ)により人を死なせてしまった可能性があるわけで、良心は痛んだけど。

			　救いとしては、ガルドが本当にどうしようもない糞野郎の凶悪犯であったことが判明したことだ。良心の呵(か)責(しやく)にも、それほど悩まされないで済みそうなぐらいに。

			　結論から先に言うと――俺は無罪となった。

			　正当防衛が成立したのだ。

			　俺としては、軽くても過失致死傷罪ぐらいは覚悟していたのだが、罰金刑すらなかった。

			　この世界では日本と比べて、人の死が遥(はる)かに軽いというのが理由の一つ。

			　また多数の証言から、

			　●先にガルドが俺に殴りかかってきたこと

			　●それも、ガルドが嫌がるアンナに、脅(きよう)迫(はく)まがいの言葉を交えながらしつこく言い寄っていたのを俺が止めようとしたら、いきなり殴りかかってきたこと

			　●俺が自己の防衛のために、一発だけ反撃し、二発、三発と追(つい)撃(げき)はしなかったこと

			　などが証明されたからだとは思う。

			　また、自警団の幹部だという取調役のオッサンが、

			「実はガルドの糞(くそ)野郎は、最近多発していた〝連続婦女暴行殺人事件の犯人〟でまず間違いなさそうでねぇ。ガルドの遺体を調べたら、特殊かつ強力な吸引タイプの痺(しび)れ薬が懐から出てきたんだ。それに、今までの被害者を検死した結果、どの女性の遺体からも、同じ痺(しび)れ薬を嗅(か)がされたであろう跡が、検出されていてねぇ。

			　ガルドのアリバイなども調べたのだが、そこからも犯人と強く推定できる。

			　なにより、ガルドが宿泊していた部屋にあった持ち物を調べたら、犯人だと断言できるほどの証拠が多数見つかった。その一つは手帳でね。ガルドの奴、今までレイプして殺害した女性に関して、こと細かに調べ上げていたようなんだ。しかも、殺害後、その女性の身体に関して、感想や点数評価したりもしていた……………………本当に最低な糞(くそ)野郎だったよ」

			　と、説明してくれた。

			　ガルドが最悪の凶(きよう)悪(あく)犯(はん)であったであろうことは、俺が、無罪放免になったことにも大きく関係ある気はする。

			　それから、取調役のオッサンは、

			「手帳によると、どうもガルドは次の獲物として冒険者仲間だったアリアか、ギルド受付嬢のアンナ、もしくは、これもしつこく言い寄っていた酒場の看板娘であるアリーナを狙(ねら)っていたようなんだ。マコト氏のおかげで、彼女たちがガルドの凶(きよう)牙(が)から救われたとも言える。君(きみ)がガルドを始末してくれたことは、むしろ表彰ものだよ、うんうん」

			　などと、俺を褒(ほ)めてくれた。

			　後日、金一封まで支給される可能性すらあるらしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　形式的な取調べが終わったので、俺は自警団詰所の出口に向かって、長い廊下を歩く。

			　詰所で同じく取調べを受けていた新米冒険者のジェイクが、盛んに話しかけてきた。

			「マコトの兄貴っ！　アンタは本当にすげぇやっ!!」

			　俺のことを兄貴と呼んでいいかと聞いてきたから頷いたら、本当に兄貴呼ばわりしてきた。

			　年齢は、ジェイクのほうが２歳上なんだけどね。

			「俺、マコトの兄貴に弟分としてついていきてぇ。今度一緒にＰＴ(パーテイ)組んで冒険しましょうやっ」

			　ジェイクの意(イ)図(ト)がイマイチわからない。自分たちより戦闘力の高い俺をおだてあげ、利用するつもりだ――というのなら納得はできるが。

			「ほんと、俺、マジ感動しているから。マコトの兄貴が、取調べで俺を庇(かば)ってくれたことっ！」

			「別に庇(かば)ったつもりはないけど」

			「なに言ってんだよ、兄貴っ！　取調べで『ガルドは俺の一撃ですでに死んでいた可能性は高い。その場合、ジェイクはすでに死んでいたガルドの死体を蹴(け)ったにすぎない』なんて言ってくれたじゃないっすか！　俺、あのとき、一生この人についていこうと思ったんだっ！」

			　確かにそのようなことは言った。もっともアレは、別にジェイクを庇(かば)うつもりで言ったわけじゃない。少しでも取調官の印象を良くしようと思ってのことだ。

			　自首したうえに、自分の罪を素直に認めて反省しているふうに見せれば、印象が良くなるからね。

			「取調べでのことは気にしないでくれ。別に…………アンタのために言ったことじゃない」

			「くぅぅぅうっ！」

			　感極まった様子で、ジェイクが自分のふとももをパンっと叩いた。

			　そして、俺に憧(あこが)れすら混じってそうな視線を向けて、

			「マコトの兄貴はどこまで格好イイんだ！　痺(しび)れて憧(あこが)れちまうぜっ!!」

			「いや、だから――」

			　ジェイクが内緒話をするように俺の耳に口を近づけてきた。

			「……それに兄貴、ガルドの糞(くそ)が万が一にでも息を吹き返してこないよう、キッチリ、トドメ刺したじゃないっすか。あのときは俺、マジ、この人ハンパねぇと思ったっすよ」

			　トドメなんて刺してねーよ。人聞きの悪いことを言うな。

			　心臓が停止したガルドの奇跡的な蘇(そ)生(せい)に期待して、心臓マッサージをしただけである。焦(あせ)っていたせいで、加減が上手くいかなかったけど。

			「あれは蘇(そ)生(せい)を願っての心臓マッサージだ。胸(きよう)骨(こつ)圧(あつ)迫(ぱく)による心(しん)肺(ぱい)蘇(そ)生(せい)法(ほう)ってやつだ」

			「またまたぁ。心(しん)肺(ぱい)蘇(そ)生(せい)法(ほう)なんてそんなの聞いたことないっすよ」

			　この世界には心臓マッサージが一般的に広まっておらず、ジェイクも知らないようだ。

			「…………」

			「ガルドの死体、非常に強い力で何度も押されたので、胸骨が折れまくって心臓に突き刺さりまくりのうえ、心臓も破裂していたって取調役のオッサンも言っていたじゃないっすか。まったくマコトの兄貴はマジぱねぇや」

			「……だからそれは。胸(きよう)骨(こつ)圧(あつ)迫(ぱく)による心(しん)肺(ぱい)蘇(そ)生(せい)法(ほう)の加減が上手くできなくてだな」

			「またまたぁ」

			　結局、ジェイクの誤解は解けないまま、詰所の出入り口に着いてしまった。

			　迎えにきてくれていた奴(ど)隷(れい)のミリアとカチュアに、無罪放免だったことを伝える。

			　彼女たちは心底ホッとした顔になっていた。

			　さて。

			　不幸な〝事故〟でガルドが死んでしまったことだし、この先、あの男が原因による婦女暴行殺人事件はもう起こりえない。ガルドに犯されたうえに殺されるはずだったアリアの未来も、変わったはずだ。

			　これで憂いなく迷宮(ダンジヨン)に潜ったり、依頼(クエスト)も受けられる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者ギルドに戻ると、受付嬢のアンナが俺の無罪放免を祝ってくれた。

			　ギルドマスターの中年男性や、ギルド館にいた、見ず知らずの冒険者たちも祝ってくれた。

			　仮にも、このギルドに所属していた冒険者であるガルドを俺が死なせてしまったのだから、ある程度は責められ、非難される覚悟もあったのだが。

			　しかし、非難されるどころか、

			「俺たちはお前を責める気はまったくないからな」

			「ガルドは死んで当然の男だし」

			「むしろよくやった」

			「アンタがやらなきゃ、いつか俺が殺っていたぜ」

			　などと先輩冒険者たちに言われた。

			　どれだけガルドは嫌われていたのだろう。ちょっとだけ同情してしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者としての登録をすでに済ましている俺は、《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》の丸太運びを、正式に引き受けることにした。

			　妙に俺を慕(した)っているジェイクのＰＴ(パーテイ)も、この依頼(クエスト)を受けるつもりだったようだ。

			　ジェイクたちに頼まれたこともあり、彼らのＰＴ(パーテイ)に俺も臨時で入り、一緒に依頼(クエスト)を受けることにした。なにせ、このクエストは１ＰＴ(パーテイ)用らしいので。

			　ジェイクたちと組めば、クエスト達成報(ほう)酬(しゆう)は減るが、まぁそれは別にいい。

			《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》の報(ほう)酬(しゆう)、銀貨50枚などたかが知れている。

			　俺の本命は《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》の吸血鬼退治による報(ほう)酬(しゆう)、金貨50枚（＋豚汁）なのだ。もっとも、いきなり《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》を受けられるようだが、それは避けておく。

			　受ける前に、この世界においての吸血鬼の強さや弱点など、イロイロ調べておきたいし。

			　それに、こういったクエストは順番にこなしたほうが良い気もする。順にクエストをこなさないと、吸血鬼退治に必要っぽい《聖なる丸太》や《聖なる杭(くい)》の数が足りなくて依頼(クエスト)失敗――なんてことがあるかもしれない。

			　なんにせよ、冒険者として最初の依頼(クエスト)なのだ。報(ほう)酬(しゆう)は気にせず、手頃なモノからこなしていこう。

			　――ギルド館を出て、材木商ケインズに会いに行った。

			　俺、ミリアにカチュア、ジェイクたち６人の合計９人という結構な大所帯で。

			　だが一足遅かった。別の冒険者ギルド『太陽と不死鳥亭』で同じ依頼(クエスト)を同日に受けたらしい他ＰＴ(パーテイ)が、すでに丸太を運んでいったとのこと。

			　いきなりクエスト失敗である。

			　どうやら、俺が所属している冒険者ギルド『女神の盾(たて)』に、冒険者ギルド『太陽と不死鳥亭』からの、クエスト請負者確保済みの連絡は、まだだったようだ。

			『女神の盾(たて)』は北地区の中央にあり、『太陽と不死鳥亭』の所在地は南地区、それも、かなり南の端らしい。

			　広い街の北地区と南地区でいくら場所が離れているとはいえ、冒険者ギルド同士、もっと連絡を迅(じん)速(そく)かつ密にとりあって欲しいものだ。

			　この世界にはまだ電話などはないようだから、迅(じん)速(そく)な相互連絡は難しいとは思うけどさ。

			　まったく…………無駄足になったではないか。

			　いや、完全な無駄足ということもなかった、けどさ。

			　申し訳なさそうにしていた材木商ケインズの話では、数日中に、追加で《丸太》を隣町ルーアンに運ぶ依頼(クエスト)を、ギルドに申請する見込みらしい。そしてそのときは、俺たちを指名してくれるとのことだった。

			　今日は依頼(クエスト)を受けられなかったこともあり、ジェイクたちとは再会を約束して一度別れた。

		

	
		
			魔法

			　

			　さて、これからどうしよう。

			　数日後にあるであろう依頼(クエスト)を待って、街でなにもせずにダラダラ過ご――いや、街で待機して、英気を養っておこうかな？

			　今すぐ金が必要で、即刻なにか仕事をして稼がなければいけないわけでもないし。

			　よし、ダラダラ過ご――いや、英気を養おう。

			　元の世界で不登校かつ引きこもりがちだった俺は、もともとあまり勤勉な性格ではなかった。基本、無気力かつめんどくさがりだ。なるべく、働きたくない。

			　可能ならば、この世界でもなにもせず、部屋に引きこもって生きていきたいぐらいである。

			　ミリア、カチュアと一緒に東の大通りを歩いて宿屋に戻ることにした。行きとは別の道だ。

			「あ……魔導大学です」

			　ミリアがある建物を見て呟(つぶや)いた。木製校舎っぽいかなり大きな建物だった。

			「魔導大学？」

			「はい、魔法を学びたい人間が通う学校です。さすが迷宮(ダンジヨン)都市ラナ、かなり規模の大きい街にしかない魔導大学も存在しているなんて」

			　魔法か。

			　可能なら使えるようになりたい。

			　しかし、まったくの素人(しろうと)が魔法を使えるようになるまで、何年、あるいは何十年も勉強する必要があるのではないだろうか？

			　俺がそのことをミリアに聞いてみたら、

			「高難度の大魔法でしたら通常はその通りです。でも、一部の上級魔法と、中級以下の魔法は、ごく短時間で身につけることも可能です。相応のお金さえ魔導師たちに支払えれば、ですが」

			「へぇそうなんだ。金さえ払えばすぐに魔法が使えるのか」

			「はい。ほとんどの魔法は悪魔、あるいは精霊たちなどと《契約》しさえすれば、すぐに使えるようにもなります」

			「ずいぶんお手軽だね」

			「それに、魔導師たちはそれぞれの研究に多額の研究費が必要なので、お金さえ積めば《契約》の協力・支援をしてくれます」

			　猛勉強などしなくても、金さえあれば魔術が短時間で使えるようになるとは。勤勉とはいえない俺には有難い世界だ。素晴らしい。

			　俺はさっそく、《契約》とやらをするために、魔導大学の門をくぐった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「《契約》してあげるの！」

			　魔法陣により呼び出された風精霊(シルフ)が、交渉により《契約》に応じてくれた。

			「私の名前は風精霊(シルフ)のシィルなの！　今後ともよろしくなのっ！」

			　アホ毛の生えた、アホの子っぽい風精霊(シルフ)が、両頬に左右の人差し指を当てつつ、

			「ニコニコ[image: p_139gaiji.png]ニパァ☆」

			　などと、無邪気な笑顔を俺に向けている。

			　精霊は、通常、姿が見えないようだが、魔法陣に入っているので、バッチリ視認できた。

			　また、《契約》を結んだことにより、今後、この風精霊(シルフ)の姿は、魔法陣の外でも、俺には見えるようになるらしい。

			　もっとも、この風精霊(シルフ)は特殊で、どうやら〝異世界の精霊〟らしい。普段は、元の世界にいて、魔法使用時のみ、こっちの世界に来てくれるとのこと。

			　上級魔導師の爺さんによる助言・協力で成功させた《契約》により、俺は風精霊(シルフ)の力を借りて発動させる《風精霊(シルフ)の矢》や《沈黙》も使えるようになった。

			　――今回、俺は12個もの魔法が、使えるようになっていた。

			　魔導大学の事務員からお勧めされた『初級・黒魔術＆初級・精霊魔術　契約パック』の10個、それとは別に、上級魔導師の爺さんに勧められた『中級・黒魔術』が２つ。

			　

			　俺が使えるようになった魔法は、

			　●《魔法の矢》《眠りの雲》《明かり》の初級・黒魔術３個

			　●《火弾》《炎属性付与》《風精霊(シルフ)の矢》《沈黙》《水浄化》《優しき水》《転倒》の初級・精霊魔術７個

			　●《アポート》《爆弾石(ストーンボム)》の中級・黒魔術２つだ。

			《アポート》は別の場所にある物質を、術者の手元に〝呼び寄せる〟魔法。

			《爆弾石(ストーンボム)》は、石をかなり破壊力と爆発力のある〝爆弾化〟させる魔法。

			　この２つを組み合わせれば、《アポート》で掌(てのひら)に出現させた小石を《爆弾石(ストーンボム)》で爆弾化させて、敵に投げつけるというコンボ技ができるらしい。

			　上級魔導師の爺さんは、このコンボ技で強モンスターである竜(ドラゴン)すら倒したこともあるとか自慢していた。《アポート》で掌(てのひら)に出現させた小石に《爆弾石(ストーンボム)》を発動させておき、ブレスを吐こうとしたドラゴンのデカイ口の中に、爆弾化した小石を放り投げて、胃の中で大爆発させた――らしい。

			　俺は、この世界には、おそらくまだないであろう〝手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)〟をお手軽に取り寄せられるイメージを持った。

			　確かに使える気がするので、この２つの中級魔法も身に付けることにしたのだ。

			　特に《アポート》は、今後、役に立つと思う。

			　ただ、魔法を身に付けるのには、かなり金がかかった。

			『初級・黒魔術＆初級・精霊魔術　契約パック』は金貨10枚。

			　中級・黒魔術にいたっては１個で金貨10枚、２個で金貨20枚も必要だった。

			　この値段は魔術師組合とやらで厳格に決められていて、値段交渉にも応じてくれなかった。

			　まぁ、魔法は迷宮(ダンジヨン)探索や依頼(クエスト)達成で金を稼ぐためにも役立つだろうし、魔法取得の費用は先行投資だ。

			　そうそう、ミリアとカチュアにも『初級・黒魔術＆初級・精霊魔術　契約パック』を申し込ませた。

			　俺の奴(ど)隷(れい)である彼女たちも魔法が使えたほうが、今後なにかと便利なので。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔法を身につけた俺たちは、魔導大学を出て宿屋に向かった。

			　宿屋に戻り、部屋に入ると――末妹マリーが目に涙を浮かべていた。

			「お、おい、なにかあったのか、マリーっ!?」

			「あうううぅ、お兄ちゃぁぁぁああんんん」

			　マリーが俺に駆(か)け寄ってきた。そして、俺の腹に顔を押し当てながら泣く。

			　マリーの姉であるミリアとカチュアも、マリーをとても心配そうに見ている。

			　涙声で訴えるようにマリーが、

			「……赤ちゃんがぁ…………赤ちゃんがぁぁぁ……」

			　っ!?　まさかっ!?

			　泣きじゃくるマリーの頭を優しく撫でてやりつつ、俺はゆりかごに目を向けた。双子の赤ちゃんが入っている、大きめのゆりかごだ。

			　ミリアとカチュアが急いでゆりかごに駆(か)け寄っている。

			　俺は――最悪の事態を想像し顔が青ざめた。

			「だ、大丈夫です。ちゃんと生きています！」

			「……よかった…………うぅ……よかったよぉ……」

			　ミリアとカチュアの声に、俺は心底安(あん)堵(ど)した。

			「マリー、びっくりさせないでくれよ」

			　俺は苦笑いしながら、マリーの頭を少し乱暴に撫でた。髪をくしゃくしゃにしてやったのだ。性質(タチ)の悪い冗談の罰(ばつ)として。

			「違うのっ。プンプンと怒りながら、赤ちゃんがマリーを叱ってきたの」

			　ん？

			「プンプカ怒った赤ちゃんが、『臓器がまだできていない新生児に牛乳(ミルク)ばっかり与え続けるなんて、貴様ら、我(ワレ)ら姉妹を殺す気かっ！』って、マリーを叱りつけてきたのぉ。グスングスン」

			　え？　え？

			「激おこプンプン状態で、赤ちゃん、『乳を飲ませるのだ、乳を！』ってマリーを怒鳴るように叱ってきたの。ううぅ……怖かったの」

			　…………。

			　へぇ、よく知らなかったけど、赤ちゃんに牛乳(ミルク)は良くないみたいだな。それなら、粉ミルクを買ってきて――いや、この世界に粉ミルクはまだない気がするな。だとしたら授乳しかない。

			「ミリア、赤ちゃんにおっぱいをあげてくれ」

			「えっ!?　い、いえ、私まだお、おおおおっぱいはで、出ません。赤ちゃん、産んだ経験ありませんし」

			「そうか。ならカチュア、頼む」

			「…………む、無理無理……処女の私には無理のムリムリ、です」

			「仕方ない、マリー頼む」

			「で、出るわけないの。マリーはまだ幼女なの」

			　このときの俺は、頭がかなり混乱していた。頭がパニックだった。メダパニ状態であった。メダパニっていた。

			「あ、あの、マコト様。私もあ、赤ちゃんを産めば、お、おっぱいが出るようにはなると思います。あ、赤ちゃんを産むためには、お、男の人の、ご、ご協力も必要ですけど」

			　ミリアが恥ずかしそうに俯(うつむ)きながらも、チラチラと俺の顔を見ながら言った。

			　オイオイ、なにを言っているんだよ、ミリア。仮に今から俺が協力してミリアに赤ちゃんを産ませようとしても、出産なんて、10ヶ月は先ではないか。ミリアが、双子の赤ちゃんに飲ませるための乳が出るようになるのも、ずっと先だ。まったくミリアはなにを言っているのだ。

			　彼女もまた、俺同様に混乱しているからだとは思うけどさ。

			　――そう、俺たちは混乱していた。

			　生まれて間もない赤ちゃんが言葉を喋(しやべ)って意思表示した、とマリーからありえないはずの出来事を伝えられて。

			「………………で。本当にしゃ、喋(しやべ)ったのか、マリー？」

			「う、うん。ほんの数秒の間だけど」

			「……信じがたい話だが」

			「本当なの！　なんかもう我慢できないといった感じで、片方の赤ちゃんが怒鳴ってきたのっ！　本当の本当なのっ！　うぅぅ、信じてよぉ」

			　涙ながら訴えるマリーが、嘘(うそ)をついているとはとても思えなかった。彼女が嘘(うそ)をつくメリットもない。

			「わかった、信じるよマリー」

			「本当っ!!」

			　マリーの顔が喜びで輝(かがや)いた。

			「ああ。マリーは嘘(うそ)をついていないと、信じる」

			「やっぱり、お兄ちゃん大好きっ!!」

			　俺はまた抱きついてきたマリーの頭を、再び優しく撫でてやった。

			「で、赤子のうち、どっちが喋(しやべ)ったんだ」

			「ラーたんのほう」

			　マリーは、ゆりかごで右側に寝ている赤ちゃんを指さした。

			　双子の赤ちゃんに正式な名前はまだつけていないのだが、便(べん)宜(ぎ)上(じよう)、『ラー』と『レー』と呼んでいる。右側で眠らせているのがラーで、左側で眠らせているのがレーだ。

			（とりあえず適当につけた呼び名がこのまま、２人の名前になるかもしれないけど）

			　しかし、生まれて間もないラーが喋(しやべ)ったとは、な。それも、単語ではなく結構な長文を。しかも怒鳴るような声で。

			　俺は様(さま)々(ざま)な可能性を思い付きながら、ゆりかごを覗(のぞ)きこむ。

			　

			　●可能性１　　――赤子ラーは生後すぐに喋(しやべ)れるほどの〝超天才児〟である。

			　●可能性２Ａ　――赤子ラーは前世の記憶がある〝転生者〟だった。

			　●可能性２Ｂ　――赤子ラーは転生者の中でも、〝神様の生まれ変わり〟だった。

			　

			　…………この中でなら、一番可能性がありそうなのは〝超天才児〟説か。

			　その場合、単純に頭が良いだけでなく、喉の器官などが常識より遥(はる)かに早く発達していることにもなるけど。赤子は普通、器官が未熟なこともあって生後すぐには喋(しやべ)れないはずだから。

			　俺としては〝転生者〟説に期待をしたい。それもできれば、この世界の転生者ではなく〝地球からの転生者〟だと嬉しい。それなら、俺はラーと地球の話などもできるので。

			　異世界に一人で来て、やはり心細いところもある俺は、地球出身者に会いたいと願っていた。

			　俺は奴(ど)隷(れい)三姉妹と一緒に、ゆりかごを覗(のぞ)きこんでラーの様子を見続ける。

			　なにか反応があるかもと、ずっと見続けた。

			　ピクッ。

			　ラーの瞼(まぶた)が動いた。

			　ピク、ピク。

			　大勢からじっと見られているのが、気になっている様子にも見え――。

			　

			　スクッ。

			　た……立った!?

			　ラーが立った！　立った！　立ったよ、おじいさん！　ラーが立ったよっ!!!　クララ……じゃなくてラーが立ったよ!!

			　生まれたての新生児が、２本足で立つという、常識外の現象をこの目で見てしまい、俺はまたも頭が混乱した。

			　ラーは自分の足でしっかりと立っただけではなかった。右手で天井を差し、左手で地を指さしたのだ。

			　そして美しくも凛(りん)とした声で――

			「天界魔界唯(ゆい)我(が)独(どく)尊(そん)!!」

			　と、宣言したのだ。

			　赤子のくせに。

			　しかも…………ドヤ顔…………だった。

		

	
		
			闇(やみ)の暗黒魔女

			　

			「え、パクリ？」

			「パクリではないわっ！」

			　不(ふ)遜(そん)にもお釈(しや)迦(か)様の名台詞(ぜりふ)をパクッたかのようなラーの宣言に、俺は思わずツッコンだ。

			　それを、即否定する新生児ラー。

			　新生児ラーは２本脚で立ったまま、

			「コレは転生に成功したら格好よく言い放とうと、前世の頃(ころ)から我(ワレ)が用意し温めていた言葉である！　まったく失礼なことを言うではないぞっ、人間風情がっ!!」

			　と、傲(ごう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)に言い放つ。

			　まさか…………まさかの〝神様の生まれ変わり〟説なのか？

			　俺たち全員が呆(あつ)気(け)にとられているなか、腰にその小さな小さな手を当て、まったくない胸を張るラー。新生児なのに、ふんぞり返っていた。

			「我(ワレ)の名はラーナリア・レイミル・アマリリアス。天界も魔界も冥(めい)界(かい)も含め全世界を支配し、絶対的最強国家を創り出す運命にある、絶対無敵の暗黒神聖大皇帝――となる定めの星に生まれた、偉大なる〝闇夜の暗黒魔女(ダークナイトウイツチ)〟である」

			「…………」

			「我(ワレ)を前にして、人間風情の分際で頭が高いっ、控えいっ、控えるのだ！」

			「…………」

			「我(ワレ)は〝すべて〟をこの手で握る〝絶対者〟になる運命の王ぞっ！」

			　その小っちゃい手で小っちゃい握り拳(こぶし)を作りつつ、頭上に掲げて俺たちに見せつけながら、自信に満ち溢(あふ)れた声で言い放つ新生児・ラー。

			　な、なにを言っているのかよくわからんが、とにかく凄(すご)い自信だ。

			　この超展開についていけていないのは、俺だけではない。奴(ど)隷(れい)三姉妹も、目を丸くして呆(あつ)気(け)にとられていた。というか、ポカーン[image: p_149gaiji.png]としている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一体、コイツは何者だ？　まさか本当に人間以外のなにか――なのか？

			　以前、双子の赤ん坊を《神(しん)眼(がん)》で視たときは、普通の人間だった。ゾンビ化した母親の腹から生まれた双子が、ゾンビだったときのことも考えて、《神(しん)眼(がん)》によるチェックはしておいたのだ。そのときは、双子のステータスは人間だと表示されたけど。

			　俺はもう一度、《神(しん)眼(がん)》でチェックすることにした。

			　ラーナリアと名乗って仁王立ちしている新生児を注視してみる。

			　

			【名前：　ラーナリア・レイミル・アマリリアス

			　種族：　人間(ヒユーマン)

			　年齢：　０歳

			筋　力：１　器用度：１　敏(びん)捷(しよう)度：１　知　力：39

			生命力：３　精神力：38　魔　力：40

			ジョブ　：　ノージョブ（レベルゼロ）

			スキル　：　成長促進および体質変化

			その他９９８個取得済み

			※　ただし、成長促進を除きすべて封印中

			習得魔法：　黒魔術オール（忘却中）

			精霊魔術オール（忘却中）

			竜語魔術オール（忘却中）

			古代魔術オール（忘却中）

			ラーナリア式・超絶暗黒神聖究極極限魔術（忘却中）

			※ラーナリア・レイミル・アマリリアスが編み出した

			　完全オリジナルの超・究極魔法

			　ソウルランク　　　91】

			　

			　うぉっ!?

			　一部の【ステータス】が異常に高いっっっっ。

			　それに…………俺がまだ一桁(けた)である【ソウルランク】が91もある。

			【種族】は人間のようだが…………本当に何者なんだ、この新生児は？

			　ステータスやソウルランクの上限は知らないが、限界値に近い気もする。魔力の40とソウルランクの91という数字が〝青字〟だったので、おそらく、限界値に到達しているのだろう。

			　ジョブのレベルこそゼロだが、９９９ものスキル保持者と書かれている。

			　それに、よくわからん名前のオリジナル魔法も含めた、全魔法の習得者、だと？

			　い、一体何者？

			　俺はこの新生児のことをより知りたくなった。この子の秘密を知りたくなったのだ。

			　俺はさらになにか情報(ステータス)を知ることができないかと、ラーをじっと見つめた。

			「ま、マコト様の右目の色が、あ、蒼(あお)く、それに――」

			「……み、右目から、蒼(あお)い炎が燃え盛っている、です…………」

			「び、びっくりなの」

			　ミリア、カチュア、マリーの三姉妹が俺の右目に視線を向けて騒ぎだした。

			「ほぅ。ソレ、なかなか格好良いではないか。今度、我(ワレ)もパク……真似てやろう。『蒼炎眼(そうえんがん)』……いや『邪炎蒼眼(じやえんそうがん)』、あるいは『邪王真炎眼(じやおうしんえんがん)――蒼(アオ)ノ(ノ)焔(ホムラ)』とでも名付けて…………クク、悪くない」

			　謎の新生児まで、俺の右目を見て、なにか呟(つぶや)いている。

			　俺の右目になにか起きているのか？　気にはなるが、今はこのラーのことを知ることを優先したい。俺はそのまま、ラーを見つめ続けた。

			　あと少しで、何かが見えそうだったからだ。

			　――【転生者】――。

			　その３文字が、ラーのステータスに追加で表示された。

			「……転生者……だ……と……」

			　俺の呟(つぶや)きに、ラーが反応した。

			「ほおっ！　我(ワレ)が転生者であることを見破ったか！　クク、いかにも我(ワレ)は転生者である。輪(りん)廻(ね)の秘密を解き、禁(きん)呪(じゆ)中の禁(きん)呪(じゆ)である転生の秘儀を行い、自らの意志で転生した、な。クク……ククク…………クハハハハハハ」

			　ラーが、胸を大きく張って高笑いをした。

			　そして――。

			「クハハハハハ……ほむんっ!?」

			　――後ろにひっくり返った。

			　頭がデカく手足が短い新生児ゆえ、バランスが不安定なのだろう。柔らかい毛布を敷いているゆりかごの中なので、後ろに倒れても怪我はなさそうだけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……で、お前、本当に転生者なのか？」

			「クク。さっきから何度もそう言っているではないか」

			　ゆりかごを覗(のぞ)きこみながら問うた俺に、寝そべりながら得意気な顔でラーが答える。

			　転生者などと、信じがたいが…………しかし、信じるしかない。本人も言っているし、なにより、俺は視てしまったからな。ラーのステータスに表示された【転生者】の３文字を。

			　俺と三姉妹は、いくつかの質問をし、ラーがそれに答えてくれた。

			　ラーに関して、ある程度のことがわかった。

			　

			　●ラーは、転生の副作用により前世に関して大部分の記憶が欠(けつ)如(じよ)している。

			　●しかし、前世が偉大な（闇(やみ)の暗黒）魔女であることや名前は覚えている。

			　●『崇(すう)高(こう)なる使命』も覚えている。

			　●覚(かく)醒(せい)したのは数時間前。

			　●ほとんどのスキルを自ら封印したのは、覚(かく)醒(せい)前に〝力〟が暴走するのを防ぐため

			　※新生児ラーの話では、真の力が暴走すれば、世界が滅びかねないらしい――それはさすがに眉(まゆ)唾(つば)ものだと俺は思ったけど。

			　●ラーとラーナリアという名前は偶然の一致。

			　※新生児ラーは「クク……あるいはこれもまた運命(さだめ)なのかもしれぬ、な」などと意味ありげに呟(つぶや)いてはいた――多分、意味はないと思うが。

			　●双子で生まれたのはラーも予想外だった。

			　●双子の妹レーが、ただの新生児（平凡な人間）なのかどうかはラーにもわからない。

			　

			　など、だ。

			　ラー自身に記憶が欠(けつ)如(じよ)しているので、曖(あい)昧(まい)な部分が多かった。そのうち、〝力〟とともに記憶も完全に蘇(よみが)るはずだと、自信満々に言っていたが。

			「記憶が曖(あい)昧(まい)なうえ、今の我(ワレ)は、身体面においては脆(ぜい)弱(じやく)な赤子とさほど変わらん。《成長促進》のスキルにより、並みの赤子より遥(はる)かに成長は速いであろうがな。ゆえに、マコト、ミリア、カチュア、マリーよ。我(ワレ)を守り、育てるのだ。そのこと、偉大なるラーナリア・レイミル・アマリリアスが――――――――赦(ゆる)す」

			　えっらそうな口調でゼロ歳児本人から、育児を命じられた。否、育てることを赦(ゆる)された。まぁ、別に腹は立たなかったが。

			　なにせ、相手は転生者といえど、ゼロ歳児。見た目は非常に愛らしい新生児。腹を立てたくても、どうにも立ってこない。

			「それはそうと、貴様ら」

			「う、うん」

			「我(ワレ)らのような赤子に牛の乳(ミルク)を与え続けるとは、何事だっ。猛(もう)省(せい)しろ猛(もう)省(せい)っ！」

			　ゼロ歳児に叱りつけられ、猛(もう)省(せい)を促されてしまった。

			「あ、で、でも…………魔法の牛乳(ミルク)ですけど」

			　ミリアが遠慮がちに口を開く。

			　俺はミリアのほうに顔を向け、

			「魔法の牛乳(ミルク)？」

			「はい、そうなのです、マコト様。亡くなられた奥様が屋敷に用意させていたのは〝腐らず長期保存ができ、また生まれたての赤ちゃんでも負担なく飲める魔法〟がかかった特殊な牛乳(ミルク)です。値は張りますが人気の品でもあります。赤ちゃんに与えるための母乳が、十分に出ない母親もいますし」

			「奥様……ああ、領主(ロード)の妻で、ラーとレーの母親か」

			　一瞬、ゾンビ化した母親の頭部を、丸太で突き潰したときの映像が浮かんでしまった。俺はラーとレーにとって、やはり〝両親の仇(かたき)〟にもなるのかな――そんな考えが脳(のう)裏(り)をよぎる。

			　今は、あまり深く考えたくはないが。

			「魔法の牛乳(ミルク)なので、飲んでも大丈夫ですよ。心配しないでくださいね」

			　ミリアがゆりかごを覗(のぞ)きこみながら、ラーに微笑(ほほえ)む。

			　尊大な新生児に戸(と)惑(まど)いは隠せないものの、ラーに対する母性愛は失っていないのだろう。

			「そ、そうか。いや、でも………………や、やはり、赤ちゃんには母乳のほうが良いと、我(ワレ)は考えるぞ」

			　魔法の牛乳(ミルク)ではなく、授乳を求めるラー。

			　俺はピーンと来た。

			「何だお前、牛乳(ミルク)が苦手なのか？」

			「ば、馬鹿者っ！　そ、そそそんなわけあるかっ！　あ、あのような〝白き水〟は〝常闇の暗黒魔女(エターナルダークウイツチ)〟たる我(ワレ)の身には有害なのだ。う、嘘(うそ)ではないぞ」

			　嘘(うそ)臭い。

			　あと、どうでもいいが、二つ名が微妙に変わっているぞ。『闇世』が『常闇』と微妙に変わっている。まるで、まだ『設定』が固まっていない中二病患者の妄(もう)言(げん)のようだ。

			「まぁ、どうしても母乳が飲みたければ、用意はしてやるけどな。これだけ大きな街なら、乳(う)母(ば)もかねた召使いの職を、探している女性もいるだろう」

			　ある程度裕福な家庭なら、乳(う)母(ば)を雇(やと)うことも多かっただろうし。

			「は、はい、マコト様っ！」

			　ミリアがサッと手を挙げた。

			「ん？　なにミリア」

			「雇(やと)うなら、経験豊富な中年女性のほうが良いと思いますっ！」

			「まぁ……そうだね」

			「マコト様のストライクゾーンからも大きく外れているぐらい、年齢の高い人が望ましいですっ！」

			　乳(う)母(ば)を雇(やと)うのに、俺のストライクゾーンは関係ないと思うが。

			「…………40……ううん、50代以上にすべき……美熟女も駄目」

			　カチュアが乳(う)母(ば)として雇(やと)う女性の年齢条件などを呟(つぶや)いた。

			　50代以上に限定したら、非常に探しづらくなると思うが。そもそも、乳(う)母(ば)を雇(やと)うのに美(び)醜(しゆう)は関係ないだろ。

			「クク、新しく乳(う)母(ば)を雇(やと)う必要はない」

			　新生児ラーが、含み笑いをしながら言った。

			「我(ワレ)が今、唯一使えるスキル《成長促進および体質変化》。これは他人にも効果を及ぼせる」

			　ほぉ。成長、ね。

			　身長１７０センチを超える前に成長が止まってしまった俺は、かなりの興味を持った。もう少し背が欲しいのだ。せめて、１７０センチは超えたい。

			「それって、他人を成長させられるってことか？」

			「その通りだ、マコトよ。それも、部分的な成長も可能だ。たとえば、胸だけ成長させることも、な。さらには、出産経験がないにもかかわらず、母乳が出る体質にもできるのだ。クク」

			「ほぉ、胸だけ成長ねぇ」

			　ピクンッ！

			　乳なし娘であるカチュアが大きく反応した。

			　だが、

			「この中で一番胸のデカイ娘。ミリア、お前の胸をさらに成長させ、子を産んでなくても乳が出る体質にも変化させてやろう。クク、遠慮はいらぬ…………ムンっ!!!」

			　一瞬、新生児ラーの両眼が赤く光った。

			「わ、わわわわ、む、胸が、胸が…………」

			　おおっ！　ほ、本当にミリアの胸が成長したっ。

			　もともと大きかった胸が、さらに大きくなったのだ。もはや爆乳といえるほどだった。

			　あ、胸のボタンが弾け飛んだ。

			「……姉さんばっかり…………ズルい…………」（ギリッ）

			　貧乳娘カチュアが、親指の爪を噛みながら本気で悔(くや)しがっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残念ながら、すでに自然な成長が止まっている場合、スキル【成長促進および体質変化】の効果はないようだ。

			　ラーに頼んで試してもらったが、すでに身長は伸びなくなっていた俺の背は…………伸びなかった。

			　１６０センチ後半である俺は、将来的にもそれ以上、背が伸びないことが確定したようなものであり、地味にショックだった。

			　ちなみに、新生児ラーに頼み込み【成長促進および体質変化】をかけてもらったのに、胸がまったく成長しなかった貧乳娘カチュアも、酷(ひど)くショックを受けていたけど。

			　元々暗い性格の彼女が、さらに暗くなった。

			　部屋の隅で三角座りしながら、昏(くら)い目で虚空を見つめていた根暗美少女カチュア。

			「……巨乳は……爆発……して欲しい……」

			　などと呟(つぶや)きながら、ダークなオーラを纏(まと)っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――俺たちがこの街に来てから５日が経過した。

			　双子の片割れである新生児のラーが転生者であったことには驚かされたが、それ以外はこの５日、特に大きな出来事はなかった。

			　街で買い物中に三姉妹が捨て猫を拾ってきた――というような、些(さ)細(さい)なことがあったぐらいだ。

			　ちなみにその子猫は飼うことにした。宿屋は別にペット禁止でもなかったので、特に問題なかったし。

			　愛らしい子猫と戯れている美少女三姉妹は、実に〝絵〟になっていた。

		

	
		
			爆弾石(ストーンボム)

			　

			　一応、冒険者ギルド『女神の盾(たて)』に俺は毎日、顔を出していた。

			　そしてこの日、受付嬢アンナから俺を指名した依頼(クエスト)が入っていることを知らされた。

			　前回、他(ほか)の冒険者に先を越されてしまった、丸太輸送の依頼(クエスト)である。材木商ケインズの読み通り、丸太の再追加注文があったようだ。

			　俺は、冒険者として初めて行う依頼(クエスト)に心躍った。

			　怠(たい)惰(だ)で無気力な俺だけど、コンピューターＲＰＧのキャンペーン・イベントみたいな依頼(クエスト)の遂行は、結構ヤル気になっていた。俺、ゲームは好きだし。

			　まぁ、ヤル気を出す必要はあまりない気もするけど。なにせ今回のクエストはいわゆる〝お使い〟クエストに過ぎないので。それも結構、近場の。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　迷宮(ダンジヨン)都市ラナの北門から、隣町ルーアンに向け出発した。

			　材木商ケインズが用意していた荷台に、山のように丸太を積んだ荷馬車の運送業務――いわゆる〝お使い〟クエスト――への出発だ。

			　合流したジェイクたち６人は徒歩だが、俺、それから一緒に連れてきたミリアとカチュアは、自前の馬車で移動している。

			　俺が馬車を自前で持っていることを知り、ジェイクたちはとても羨(うらや)ましそうにしていた。

			　どうもこの世界では、自前の馬車を持っていることは、日本で自家用車を持っているよりも珍しい気がする。

			　馬車は馬の餌代や駐輪代など維持費もかかる。ものにもよるが、馬車自体かなり値が張る。なので、それなりに財力のある人間でないと馬車を保持できない。

			　馬車を持つことは、地球なら、高級車を持つようなものだと思う。

			「もっとも、この馬車は、本来なら俺のモノではないけど、ね」

			　馬車の中で俺は、苦笑しながらそんなことを呟(つぶや)いていた。

			　本来ならこの馬車は、ゾンビに溢(あふ)れていた町・ルーアの領主(ロード)の所有物だ。

			　俺はそれを一時的に〝借りている〟だけである。ゾンビ化していた故人（というか俺が倒した）には、貸(たい)与(よ)の許可を一言もとっていないが。返す予定もないが。

			　見解によっては、窃(せつ)盗(とう)行為と言えるかもしれない。

			　もっとも、領主(ロード)とその夫人の子供であり、馬車を含めた財産の正当な相続人である新生児ラーから、事後承(しよう)諾(だく)ではあるが、使用の許可を貰っているので問題はないはずだ。多分。

			　ちなみに、この馬車にも丸太は積んでいる。

			　俺が自前の馬車を持っていることを知った材木商ケインズが、追加の運搬料金（銀貨30枚）を払うというので、この馬車にも丸太を積んだのだ。材木商ケインズからすれば、追加料金を払っても、より多くの丸太を一度に運送したいのだろう。

			　また、馬車には丸太だけでなく迷宮(ダンジヨン)都市ラナで仕入れた様(さま)々(ざま)な遊具・娯楽小説系の本を積んでいる。娯楽の少ない田舎(いなか)町ルーアンなら、飛ぶように売れるかもしれないというミリアの提案(アイデア)だ。

			　商売人としての素質がありそうなミリアらしい〝機に敏な〟発想だった。

			　そのミリアは。今、馬車の馭(ぎよ)者(しや)をしている。

			　カチュアは荷台で恋愛物らしき小説を読んでおり、俺も彼女の横で娯楽小説を読んでいた。

			　幼い末妹マリーは、赤ちゃんたち、それに、拾った子猫と一緒に宿屋でお留守番だ。

			　双子の赤ちゃんたちは、今も宿屋のゆりかごで眠っているだろう。

			　胸がさらに大きくなったミリアが、出発前の昼にたっぷり母乳をあげたら満足して眠ったので、今もそのままだと思う。

			　ただの赤ん坊と変わりなさそうなレーだけでなく、双子の片割れ、転生者にして喋(しやべ)る新生児ラーも「クク……眠い」といって、満足そうな笑顔で眠った。

			　やはり、身体はまだゼロ歳児。

			　体が欲するお昼寝の時間には、逆らえないのだろう。

			　母乳を飲んで眠気が襲ってくるまでは、自分も冒険についていきたいなんて言っていたけど。まだ〝はいはい〟すらできないゼロ歳児のくせに。

			　俺におんぶさせて冒険についていくつもりだったようだ。無茶を言うゼロ歳児である。俺が断ると、存外アッサリとラーは引き下がってくれたけど。

			「フ。我(ワレ)は寛大な〝王〟であるからな。そう、初代にして唯一である暗黒神聖大皇帝ラーナリア・レイミル・アマリリアスは大海よりも深き慈(じ)悲(ひ)と大空よりも広き心を持つ、偉大なる〝絶対王〟になるべき宿命を背負っている。将来の臣(しん)民(みん)からそのように懇(こん)願(がん)されれば、その望み、聞いてやらんこともないぞ。今回は、この地にて英気を養っておくことにしよう――来るべき〝宿命の闘い〟に備えて、な」

			　などと、尊大な口調で長台詞(ぜりふ)を言っていた。よく喋(しやべ)るゼロ歳児である。

			　ちなみに俺は別に懇(こん)願(がん)したつもりはない。それに、ラーがいずれ必ず築き上げると宣言している絶対的最強国家ムーレシアなる王国の臣(しん)民(みん)に、将来なるつもりもまったくない。

			　ラーは左目にちっちゃい右手を当てて、片目を隠しながら

			「それに、我(ワレ)はむやみに動かぬほうがよい身でもあるから、な。〝千年機関〟こと《円卓の神魔聖騎士団》が我(ワレ)の存在を抹消(デリート)すべく、すでに動いているはずゆえ。〝真の力〟を取り戻すまでは奴らが配下に持つ６６６体の《聖魔人》に捕捉されるわけにもいかぬ。今は深(しん)淵(えん)の底で息を潜(ひそ)め、〝真なる力〟を取り戻す時期――そう、いずれ高く高く、どこまでも高く飛翔するためにも必要な〝雌(し)伏(ふく)の時(トキ)〟であるのだ。ク…………ククク…………クククククククク」

			　なんてことを、ゆりかごの中で呟(つぶや)いていた。本当に良く喋(しやべ)るゼロ歳児である。

			　俺はラーの呟(つぶや)きを聞き、また始まったよ、と苦笑していたけど。

			　この数日、ラーの喋(しやべ)る内容を聞いていて、俺は、コイツが話すことの九割以上は――ただの〝妄(もう)想(そう)〟であると結論付けていた。

			　確かに、ラーは普通ではない。

			　ゼロ歳児にして異常なほど喋(しやべ)る。転生者でもある。一部の【ステータス】は凄(すご)い。

			　しかし、コイツの喋(しやべ)る内容はなんというか…………思いついた『設定』をドンドン追加して喋(しやべ)っているだけの気がしてならない。典型的中二病患者の気がしてならない。

			　前世に関して、本人にほとんどの記憶がないらしいが、それをいいことに〝ボクの思いついた凄(すご)い設定〟的なことを口にしながら、記憶を捏(ねつ)造(ぞう)している気もする。

			　ちなみに、

			「雌(し)伏(ふく)ねぇ。〝伏(ふく)竜(りゆう)〟みたいだな」

			　と、なにげなく俺が漏(も)らしたら、ラーが思いっきり喰いついてきた。どうやら〝伏(ふく)竜(りゆう)〟という単語がラーの心の琴(きん)線(せん)に触れたらしい。

			「クク……そうよ、我(ワレ)は〝伏(ふく)竜(りゆう)〟でもあるのだ。なにせ、我が右手には、暴走すればその巨大な咢(がく)で天地を喰らう〝原初の暗黒竜〟が封印されているゆえ。…………クッ、沈まれ我が右手に封印されし暗黒竜よ！　まだだ！　まだ目覚めの〝刻(トキ)〟ではない」

			　右手を押さえながら、そんな小芝居もしていた。ゆりかごのなかで。

			　俺の一言がきっかけで、また新しい『設定』がラーに追加されたのだろう。

			　…………よく見たら、ラーの右腕に竜(ドラゴン)に見えないこともない黒い痣(あざ)はあったが、それはただの偶然に決まっている。まず間違いなく、ラーは自分の腕に痣(あざ)があることに気付いて、暗黒竜などという『設定』をその場で思いついただけだろう。そうに違いない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　何事もなく俺たちは石畳の街道を進んだ。

			　途中、真っ直ぐ進めば王都、右に曲がれば田舎(いなか)町ルーアンにと分かれている道があった。当然、右に曲がって進んだけど。

			　だんだん、街道が狭く、舗(ほ)装(そう)も悪くなってきている。

			　途中から、石畳ではなく、土を人が踏みならしただけの道に変わってもいた。茂みが多く、丈の長い草の多く生えた地帯にくると、あぜ道を行く馬車の揺れがさらに酷(ひど)くなる。

			　あまりの揺れで、酔いそうになってしまった。

			　田舎(いなか)町ルーアンはそれほど迷宮(ダンジヨン)都市ラナと離れているわけではないので、今日中に着くらしいが――退屈だった。

			　この揺れでも気にせず本を読んでいるカチュア。読書中である彼女の邪魔もしたくない。カチュアに話しかけるのを躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			　外の景色でも眺めようと、俺はミリアの座る馭(ぎよ)者(しや)台に移った。ミリアの隣に座る。

			　俺が隣に座ったら、手(た)綱(づな)を握る美しい少女は、嬉しそうに微笑(ほほえ)んでくれた。

			　しかし、馬車の揺れが酷(ひど)い。そして、ミリアの胸も揺れが凄(すご)い。母乳が出るようになり、さらに大きく育ったミリアの爆乳が、揺れまくっている。まさに〝ド迫力〟だった。

			「あ、あのマコト様……」

			　う、しまった。俺がミリアの胸をチラチラ見てしまったことが、ばれたようだ。

			　……軽(けい)蔑(べつ)されたかな。

			　内心で結構心配したのだが、

			「わ、私の胸で良ければ、いくらでも見ていただいて結構ですので。そんなふうに遠慮しながらではなく、ど、どうぞ、堂々と見てください」

			　軽(けい)蔑(べつ)されるどころか、本人からガン見する許可が出てしまった。

			　せっかくなので、揺れまくるミリアの爆乳をじっと見つめてみよう。

			　やはり――凄(すご)い（ゴクリ）。

			「か、顔から火が出そうなほど、恥ずかしい…………でも………………マコト様にじっと見つめられて…………あぁ……」

			　耳まで赤いミリアが、顔を上気させながら喘ぎだした。

			　できればもっと眺めていたいが――俺は全精神力を消費して、視線を逸らした。俺が見つめていることで、ミリアの集中力が乱れては困るので。

			　ミリアはこの馬車を運転しているのだ。彼女の注意が散(さん)漫(まん)になって事故が起きては困る。

			　それに、荷台から、怨念交じりの視線をカチュアが送ってきているし。あまり彼女のヘイトを貯めすぎるのは、ヤバい気がするのだ。

			　実のところ俺は、カチュアの嫉(しつ)妬(と)心をかなり恐れている。そしてそれは、奴(ど)隷(れい)にもかかわらずミリアにいまだ俺が手を出していない理由の、一つでもあった。

			　出すとしたら、先にカチュアに手を出したほうが良いのだろうか？

			　しかし、それはそれで、よりカチュアの独占欲を強めてしまうかもしれない。いっそ、ミリアとカチュア、同時に手を出すのは――ん？

			　なにか、嫌な感じがした。

			　理屈では説明できない勘(かん)のようなものだが。嫌な胸騒ぎがしていた俺の目に――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　空を飛ぶ水鳥の列が急に乱れたのが、〝映った〟。

			　さらに――突然、両脇の茂みから無数の矢が飛んでくるのが、視えた。

			〝俺〟には、警告の声をあげる間もなかったようだ。荷馬車の馬、それに周りを固めて歩いていたジェイクたち、新米冒険者が次々と矢に倒れていく。

			　そして、狼(ろう)狽(ばい)する俺の隣に座っていたミリアの白く細い喉に――矢が突き刺さった。

			　深々と。明らかに致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。

			　ミリアのその美しい瞳からは光が消え――彼女は馭(ぎよ)者(しや)台から転げ落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「マ、マコト様、大丈夫ですか？　顔色が悪いようですが…………」

			　ミリアが心配そうに俺の顔を覗(のぞ)きこんできた。

			「いや、大丈夫だ」

			　そう答えつつ、ミリアの白い喉を横目でみる。

			　もちろん、喉に矢が刺さっては――いない。さっき、俺の目に映った〝映像〟は《神(しん)眼(がん)》による〝未来視〟のはずなのだから。

			「本当に大丈夫ですか？　馬車に酔われたのなら、お停めしますが――」

			「……ああ、そうだな、停めてくれ」

			　ミリアが馬の手(た)綱(づな)を操り、馬車を留める。

			　俺たちの馬車が停止したことに気付き、ジェイクたちも歩みを止めた。ジェイクたちが周りを固めている別の荷馬車も停止する。馭(ぎよ)者(しや)であり、また、材木商ケインズの下で働く手代（営業上の代理権をもつ使用人）でもある、中年男のパックスが停めたのだ。

			　俺は空を見た。

			　空を飛ぶ水鳥の列が急に乱れたのが目に映る。

			　未来視と同じ状況だ。

			　ならば――あの茂みに。

			　俺の胸騒ぎは酷(ひど)くなる。

			　そういえば…………昔、歴史小説で読んだことがあった。鳥の突然の行動は、伏兵の存在を示す――孫子の兵法書の教えだとか、その小説には書いてあった気がする。

			　旅人や行商人などの身ぐるみを剥(は)ぎ金品を奪うために、盗(とう)賊(ぞく)の類(たぐい)が隠れているはずだ。未来視の通りならば。おそらく盗(とう)賊(ぞく)たちは、この茂みが多くて身を隠しやすい場所に潜(ひそ)み、獲物を待ち構えているのであろう。

			　まだ１００メートル以上離れている先にある、左右の茂みに注意を向ける。妙なところがないか見極めるため、集中してじっと見つめた。

			《神(しん)眼(がん)》を持つ俺の右目に――両サイドの茂みに隠れている武装集団が視えた。茂みが透けて、後ろに隠れている男たちの姿が視えてきた。

			　まるで透視であったが、これも《神(しん)眼(がん)》の力……だろう。

			《神(しん)眼(がん)》には、精神を集中させることで透視能力や遠視能力が備わるようだ。今まではこんな能力は使えなかったが。発動可能になったのは、俺がスキル《神(しん)眼(がん)》の使用に慣れてきているから――かもしれない。

			　弓矢を手に武装している男たちは、右の茂みに４人、左の茂みに３人いた。

			　盗(とう)賊(ぞく)団だろう。おそらくは冒険者崩れの。

			　冒険者ギルドなどで聞いた話なのだが、迷宮(ダンジヨン)都市ラナおよびその周辺には、冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)がかなりいるらしい。なかには、冒険者と盗(とう)賊(ぞく)の二足のわらじを履いている奴もいるようだ。戦争がないときは傭兵団が盗(とう)賊(ぞく)団に変わるのと同じぐらい、タチの悪い冒険者が盗(とう)賊(ぞく)になるのは、珍しくない話とのことだ。

			　迷宮(ダンジヨン)都市ラナの周辺地域は、結構、危険地帯でもあるみたいだ。だからこそ、隣町への商品輸送にも、依頼(クエスト)料を払ってまともな冒険者を雇(やと)うのだろうけど。

			　盗(とう)賊(ぞく)連中は戸(と)惑(まど)っているようだ。

			　獲物である俺たちが、弓矢の射程距離からあと少しのところで停まったからだろう。まだ弓矢が届く距離ではない。ただ矢を飛ばすだけならともかく、正確かつ威力のある矢を届かせるには、難しい距離だと思う。

			　さて、どうする？

			　Ｕターンして別の道を進むか？　いや…………その選択はありえない。迷宮(ダンジヨン)都市ラナから田舎(いなか)町であるルーアンに通じる道は、この一本しかないのだ。そもそも、盗(とう)賊(ぞく)たちに背中を見せたら、それこそ背後から襲われる可能性も高い。

			　それに、盗(とう)賊(ぞく)たちを野放しにしたら、今後、他(ほか)の人間にも被害が及ぶだろう。

			　なにより――盗賊たちはミリアを殺した。

			　未来で。

			　俺が《神(しん)眼(がん)》で未来視を〝視(ミ)て〟なかったら、今頃、ミリアはこいつらに殺されているはずなのだ。

			　それに、ジェイクたちも殺されたであろう。

			　俺のなかで盗(とう)賊(ぞく)たちに対する、言いようのない怒りが湧(わ)き上がる。

			　――やはり許せない。

			　また、盗(とう)賊(ぞく)たちは今も、俺たちを殺し、荷物や金品を奪おうと待ち構えてもいるのだ。正当防衛――になるかは知らんが、俺は先制攻撃を仕掛けるつもりだ。

			　服のポケットから、左手でメモを取り出す。呪文を書いたメモだ。まだ全部は覚えきっていないので、メモに書いている呪文を小声で読む。

			　所有物を呼び寄せる《アポート》の呪文。

			　俺の右手に石が出現する。テニスボールほどの大きさだ。

			　街を出発する前に、俺は手ごろな大きさの石を外で拾い、宿屋の部屋の机に並べておいた。

			　その石を、《アポート》の魔法で呼び寄せたのだ。

			　さらに、メモを裏返し、別の呪文を唱える。

			　石を爆弾に変える《爆弾石(ストーンボム)》の呪文。

			　唱え終えたあと――爆弾化した石を右側の茂みに放り投げた。

			　ステータス上、俺の筋力や器用度は人並み以上になっている。そのおかげなのか、石は相当な速度で飛び、狙(ねら)い通りの場所に当たった。我ながら、いい肩だと思う。

			　歴史小説によると、１００～１５０メートルの先に立つ敵に、投石の名人は器具（投弾帯など）なしの素手でも、石をぶつけることができたらしい。

			　俺もそれに近い芸当ができていた。

			　１００メートル以上先の茂みに潜(ひそ)んでいる盗(とう)賊(ぞく)たち。俺はその男たちの足元を狙(ねら)って石を投げ、見事、狙(ねら)い通りの場所に当てた。

			　…………盗(とう)賊(ぞく)たちのうち、誰かの身体、あるいは頭部に直接ぶつけたほうが、より効果は大きかったかもしれない。だが、人間の身体に直接、爆弾化した石をぶつけるのは流石(さすが)に躊(ちゆう)躇(ちよ)した。まだ、そこまでの覚悟はできていなかった。

			　もっとも、すぐそばで爆弾化した石が爆発しただけでも、ただでは済まないだろうけど。

			　――爆発音とともに、盗(とう)賊(ぞく)たちの悲鳴があがる。

			「ひぃぃぃぃっ！！？？？」

			「足が、俺の足がぁああぁぁぁぁぁあぁっ！！！！」

			「バドルっ!?　お、おいバドル………………し、死んでるっ！！？？？？」

			「腕……俺の両腕…………あ……あああああ……………………」

			　右側の茂みは、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄絵図だった。

			　どうやら…………死人も出たようだ。俺の投げた爆弾化した石は、予想以上に、損害(ダメージ)を与えていた。殺す覚悟で攻撃したわけではなかったが――いや、人を殺したことにショックを受けるのは、あとでいいっ!!

			　右側には４人いたが、比較的軽傷な１人を除き、戦闘力を奪った。だが、左側の茂みに潜(ひそ)んでいた３人はまだ無傷なのだ。

			「チクショォ！　な、なんでバレたんだっ!!」

			「俺たち、みな《潜伏》のスキル持ちだってのにっ!!」

			「それに何だよ、今の爆発っ！　呪文っ!?　それとも爆弾かっ!?」

			　左側の３人も浮き足だってこそいるが、戦意喪(そう)失(しつ)したわけではない。

			「チ……こうなりゃ白兵戦だっ！　行くぞ、お前らっ!!」

			　リーダー格らしい髭(ひげ)面(づら)の大男が号令をかけ、一斉に茂みから飛び出してきた。

			　左の茂みから３人、右からは１人だ。

			　相手は合計４人。

			　まともな戦闘経験のないミリアにカチュア、それに一般人である手代のパックスを除いても、こちらは俺とジェイクたちで７人。数の上なら有利――だったのだが。

			「う、うわっ!?　うわわわわわわっ！！？？？？」

			「く、くるなくるなくるなぁぁぁぁぁっ！！！！」

			「わ、我が声に応じ……て、て、敵を射る風の矢とな――ひぃっ!?」

			　俺より先に盗(とう)賊(ぞく)団と接敵したジェイクたち６人は、数の少ない４人相手に押されまくる。

			　ジェイクたちの実戦経験はまだ浅く、彼らは、低レベルモンスターのゴブリンやゾンビとしか戦ったことはないらしいが――あまりにお粗末だ。人との斬り合いは初めてなのだから仕方ないとは思うけど、腰が引けまくっている。

			　唯一の魔法使い、マークは緊張と焦(あせ)りのため、呪文をドモリまくりの噛みまくりだ。

			　しかも、顔面に飛んできたナイフを躱(かわ)すのに精いっぱいで、途中まで唱えていた呪文の詠(えい)唱(しよう)を中断(キヤンセル)してしまった。

			　ジェイクたちに、盗(とう)賊(ぞく)が潜(ひそ)んでいることを伝えるべきだったかと、俺はほぞを噛んだ。ただ、その場合、俺の爆弾石(ストーンボム)による先制攻撃は上手くいかなかった可能性も大きいけど。

			　とにかく、俺も白兵戦に参加すべく、ジェイクたちのところに行こう。

			　ミリアとカチュアには、馬車の中で隠れておくように指示しておいた。街で買っておいた小型の木盾(スモールシールド)で、自分たちの身を守ることを優先しておくようにも指示した。

			　馬車に引っ込んでいれば、流れ矢が当るなどの事故はそうそう起きないだろう。

			　万が一、盗(とう)賊(ぞく)どもに馬車の中まで侵入されても、初級とはいえ彼女たちも攻撃魔法が使える。俺が戻るまで身を守るぐらいはできるだろう。

			　今は、できる限り早くジェイクたちの救(きゆう)援(えん)に駆(か)けつけないと。

			　６対４だが、このままではジェイクたちのほうが斬り刻まれそうだ。冒険者崩れらしき盗(とう)賊(ぞく)たちのほうが、新米冒険者ジェイクたちより数段腕が立つようなのだ。

			　混戦になっているので、攻撃範囲の広い爆弾石(ストーンボム)やその他(ほか)の攻撃魔法は、使用が難しい。

			　やはり、俺も白兵戦に参加しないと。

			　俺だって人との斬り合いは初めてだし、どこまでやれるかわからない。それに正直怖い。しかし――やるしかない。

			　まずは盗(とう)賊(ぞく)たちのリーダー格らしい髭(ひげ)面(づら)の大男を狙(ねら)う。

			　ジェイクたち２人を相手に圧倒している大男だ。俺は、背後からその大男に一撃を入れようとした。

			　大男は板金鎧(プレートメイル)を身につけ、頭部には鉄(てつ)兜(かぶと)を被っている。

			　その大男の後頭部を目掛けて、俺は両刃の剣(ブロードソード)を横(よこ)薙(な)ぎで振るった。

			　この数日、剣の稽(けい)古(こ)として真剣での素振りはしていたので、それなりの剣速は出た。

			　ガキィンっ！　と鈍い音がした。俺の剣と大男の鉄(てつ)兜(かぶと)がぶつかった金属音だ。

			「ぐぁッ!?」

			　大男は前のめりに倒れかけるが、すぐさま体勢を整えた。

			　頭を振ったあと――怒りに燃える目で俺を睨(にら)む。

			　現代地球の日本人には、金属バットで人の後頭部を全力で振り抜けられる人間など、そうはいないと思う。

			　頭部への〝金属バットフルスイング〟など、普通はできない。

			　まして、重量のある剣を人間の後頭部に全力で振り抜くには、相当な覚悟がいる。いくら、相手が鉄(てつ)兜(かぶと)を被っていてもだ。

			　この一撃で、相手を殺すという明確な殺意と覚悟がなければ、無理だろう。

			　異世界での殺し合いとはいえ、俺は今、無意識に手加減してしまった――と思う。全力での攻撃ではなかった。だからこそ、命中したのに、鉄(てつ)兜(かぶと)を被った大男を一撃で仕留めることまではできなかったのだろう。

			「痛ぇだろうがぁぁぁっ！！！！！！」

			　背後から一撃を受け、怒り狂う大男。

			　両手で握る大剣を俺に振るってきた。明確な殺意と覚悟を込めた、全力の攻撃だ。膂(りよ)力(りよく)のありそうな大男による振りおろしの一撃は、剣速も相当だった。

			　だが《神(しん)眼(がん)》を持つ俺なら、剣の動き自体は見える。

			　両刃の剣(ブロードソード)で受け止め、返す刀でがら空きの脇(わき)腹(ばら)を薙(な)ぐ――つもりだった。

			　ガキィンッ!!

			　受け止めようとした俺の剣が、真っ二つに折れた。しかも、止めきれなかった大剣の刃が右肩に…………食い込んだ。

			　威力をかなり削(そ)いでいたので、傷自体は浅そうだ、が。

			　興奮し、脳内麻薬(アドレナリン)が大量放出されているせいか、痛みはそれほどではない。

			　しかし、かなりマズイことになったぞ。

			　唯一の武器である剣が折れたのだ。戦闘中なのに武器がない。イチかバチか素手で闘うか？　いや、そんなのは自殺行為だ。

			　重量と破壊力のある大剣を持ち、実戦経験も豊富そうなこの大男と、素手で戦うのは無(む)謀(ぼう)すぎる。勝てる気がしない。

			「マ、マコトの兄貴、あぶねぇ！」

			　ジェイクが小剣(シヨートソード)で、大男の背中を切りつけた。俺にトドメの一撃を入れようとした大男の、無防備な背中に命中する。

			　しかし、牽(けん)制(せい)にこそなったようだが、厚いプレートメイルを着ている大男には、ダメージはないだろう。

			「邪魔だっ、雑(ざ)魚(こ)がっ！」

			「ひぃぇっ!?」

			　大男が、ジェイクのほうを振り向きながら横(よこ)薙(な)ぎに大剣を払う。その一(いつ)閃(せん)で、ジェイクが持つ２本の小剣(シヨートソード)が叩き折られた。

			　さらに、ジェイクと一緒に闘っていた戦士ロイに、大男は蹴(け)りを放った。

			　戦士ロイは、大男の丸太のように太い足で腹を痛烈に蹴(け)られて吹っ飛ぶ。やはりこの２人では、大男の相手は荷が重すぎるようだ。俺がなんとかしてやらないと。

			　しかし…………この折れた剣では。

			　なにか武器を探さないと。折れた剣の代わりになる武器を探し、俺はあたりを見回す。

			　そして俺の目が――丸太――を捉えた。荷馬車に積んでいた丸太だ。

			　俺の頭に、丸太でゾンビたちに無(む)双(そう)した記憶が蘇(よみが)る。

			　――よしっ！

			　運送を請(う)け負った荷物ではあるが、今は緊急事態だ。１本、武器として使わせてもらおう。

		

	
		
			丸太無(む)双(そう)

			　

			「ハッ！　仲間を置いて逃げ出しやがったぜっ。なっさけねぇ」

			「あ……兄貴？」

			　大男の嘲(ちよう)笑(しよう)する声とジェイクの不安げな声を背に、俺は荷台に走った。荷台に飛び乗り、固定用の縄(ロープ)を、折れた剣の根元で切る。そして丸太を１本担ぎ、飛び降りた。

			「おおおおおおおっ!!!」

			　丸太を担ぎながら声を出して走る。今まさに、大男の大剣でジェイクがトドメを刺されそうだった。だが、俺のあげた声で、大男の注意がこちらに向く。

			　ザっ！

			　俺は地を跳ねた。

			　そして大男に向け、跳躍(ジヤンプ)しながら――丸太を振り下ろす。

			　跳躍(ジヤンプ)からの、剣ならぬ〝丸太〟に全身全霊を込めた、振り下ろしの一撃だ。

			　大男は驚(きよう)愕(がく)しながらも素早く反応した。両手で握っている大剣で、丸太の一撃を防ごうとしたのだ。

			　――その大剣をへし折ってやる！

			　自分の剣が折られたように、今度は、俺が大男の大剣を折るつもりだった。

			　ボキィイイイイ――――メキァァァァァャッ！！！！！！！！

			　狙(ねら)い通り、大男の大剣を一撃で折ることに成功した。それどころか、勢いが止まらず、そのまま大男の頭部を…………粉(ふん)砕(さい)し、首の骨も折った。

			　鉄(てつ)兜(かぶと)越しに大男の頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)を粉(ふん)砕(さい)する感触と、首の骨を折る感覚が、丸太から伝わってきた。

			　し、死んじゃったかな？

			　殺す気も覚悟もなかったの……だ……が……。

			　戦闘力を奪うため、大剣を折ったついでに、肩の骨か鎖(さ)骨(こつ)を折る。あるいは、鉄(てつ)兜(かぶと)を被った頭部に当て衝撃で気絶させる。そのくらいできれば、上出来だと思っていた。

			　…………だが、この感触は…………。

			「スゲェ！　スゲェよ兄貴っ！」

			　ジェイクの声に俺はハッとした。そうだ、今は敵の生死を気にしている場合じゃない。

			「今の、マジでとんでもねぇ破壊力の一撃だったぜっ！　兄貴も丸太もマジ、スゲェェェェっ!!!」

			　ジェイクがあげる称賛の声はとりあえず無視して、俺は周りの状況を確認する。

			「っきゃぁぁぁっ!!」

			　女性の悲鳴があがった。仲間である女剣士サラの声だ。

			　３人の盗(とう)賊(ぞく)相手に、女剣士サラ、神官戦士クリフ、魔法使いマーク、弓使いアルの４人で闘っていた。数の上では有利だったが、こちらも非常に苦戦しているようだ。

			　魔法使いマークの左手は斬り落とされ、手首から先はない。出血多量で、今にも意識は飛びそうだ。神官戦士クリフにいたっては、盗(とう)賊(ぞく)の槍(やり)が腹に深々と刺さっている。

			　……クリフは……致(ち)命(めい)傷(しよう)かもしれない。

			　女剣士サラの上げた悲鳴は、仲間が致命的な攻撃を受けたせいだろう。普段は男勝りの部分もあるサラだったが、今は目に涙を浮かべ、ガクガクと震えていた。

			　また、性別は男、らしいのだが、女だと言われても信じてしまいそうなほど、顔の綺(き)麗(れい)な、弓使いアル。そのアルは、折れた弓を持ってへたり込んでいる。中性的な美少年アルは、恐怖のあまり失禁もしていた。

			「へへへへ、剣士のねぇちゃん、なかなかの美人じゃねぇか。いいぜ、お前は殺さないでやる。もっとも、死ぬより辛(つら)い目にあうだろうけどよぉ」

			「なら、そっちの金髪弓使いも生け捕りにしようぜ」

			「あ、俺、そっちの金髪娘を先に味見してぇな」

			　盗(とう)賊(ぞく)たちが下(げ)卑(び)た笑い声を上げた。

			　女剣士サラと、その美(び)貌(ぼう)から女と勘(かん)違(ちが)いされているのであろう弓使いアルは殺さず、慰(なぐさ)み者にするつもりのようだ。下(げ)種(す)い盗(とう)賊(ぞく)どもであった。

			「ねぇ、頭目。それでいいですよね――なっ!?」

			　盗(とう)賊(ぞく)の１人が驚きの声をあげた。彼が頭目と呼んだ大男が、すでに倒されていることに気付いたからだろう。それに、丸太を担いで向かってくる俺の存在にも、気付いたようだ。

			「と、頭目がやられたっ!?」

			「馬鹿なっ!?　羆(ひぐま)殺しのバズゥと恐れられている頭目がっ!!」

			「ち、畜(ちく)生(しよう)、バズゥさんの仇(かたき)だっ！」

			　盗(とう)賊(ぞく)３人がそれぞれの獲物を手に俺を迎え討とうとした。

			　だが――。

			「邪魔だっ!!!」

			　俺は全力で丸太をフルスイングする。盗(とう)賊(ぞく)たち３人を吹き飛ばす勢いで丸太を振るった。

			「「「ぐぼぁっ！！？？？」」」

			　俺自身も驚いたことだが、本当に３人とも一撃で吹き飛んだ。盗(とう)賊(ぞく)たちは剣や槍(やり)で防ごうとしたようだが、ことごとく丸太によって武器は折られてもいた。

			　うん。

			　やっぱり丸太はスゲぇぜっ！！！！

		

	
		
			奉仕

			　

			　吹き飛んだ盗(とう)賊(ぞく)たちに生存者は――いなかった。

			　３人とも打ちどころが悪かったのだろう。１人など、首が１８０度以上、回転していた。後の２人は、内臓破裂で死んだ模様。

			「デ…………破壊者(デストロイヤー)…………」

			　震えながら女剣士サラが、丸太を持つ俺に畏(い)敬(けい)を込めて呟(つぶや)いた。

			　爆弾石(ストーンボム)で負傷し、左の茂みに潜(ひそ)んでいたままの盗(とう)賊(ぞく)たちは、いつの間にか逃げ去ったようだ。逃げたのは２人。

			　爆弾石(ストーンボム)の一番近くにいて、腹をやられ内臓を撒き散らしていた男の死体は、放置されていた。

			　戦闘は終わった――ようだ。

			　俺はホッと安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)を吐く。

			　……今さら、身体が震えてきたな。

			〝人を殺した〟のは初めてではないとはいえ、やはり恐怖で身体が震えた。事故のようなガルドの死とは、わけが違う。戦闘のなかで、実際に俺はこの手で人を殺したのだ。

			　それも、１度に５人も――。

			〝人を殺した〟実感が涌いてくると…………吐きそうなほどに、気分が悪くなってきた。

			「マコト様、大丈夫ですかっ!?」

			「……ご主人様の肩が…………い、今、治(ち)癒(ゆ)する、です」

			　青い顔の俺を見て、ミリアとカチュアが飛び出してきた。待機しておくよう命じていたのだが、２人は馬車を飛び出して俺の下に駆(か)け寄ってくる。

			　精霊魔術系統の治(ち)癒(ゆ)魔法である、《優しき水》を俺にかけようとする２人。

			「いや、俺はいい。肩の傷は軽傷だし」

			「で、でも」

			「それより、神官戦士のクリフを２人で治(ち)癒(ゆ)してくれ。かなりヤバいくらいの深手なんだ」

			　腹から大量の血を流し、死にかけているクリフを俺は指さした。

			　ミリアとカチュアは、２人がかりで交互に《優しき水》をかけ、懸命にクリフを治療する。

			　俺はその間に、左手首を斬り落とされた魔法使いマークと、肋(ろつ)骨(こつ)がなん本も折れていそうな戦士ロイの２人を、治(ち)癒(ゆ)魔法《優しき水》で治療してやった。

			　残念ながら初級・精霊魔術に過ぎない《優しき水》では、斬り落とされたマークの手首をもとに戻してやることは到底無理だったが。それでも、マークたちは俺に感謝してくれた。

			　この戦闘で、ジェイクを含めた彼ら６人は、ますます畏(い)敬(けい)の念を俺に対して抱くようになったと思う。

			　なにせ、冒険者崩れであろう盗(とう)賊(ぞく)どもを、ほぼ１人で蹴(け)散(ち)らしたのだ。ジェイクたちでは、ほとんど歯が立たなかった盗(とう)賊(ぞく)たちを。

			　特に、女剣士サラは、濡れた熱い視線を俺に送っている気がする。

			　なぜか、美少年弓使いのアルも、似たような目を俺に向けている気がするけど。

			　それはまぁいいのだが――。

			　ミリアとカチュアが必死でかけた《優しき水》により、一命を取りとめた神官戦士クリフ。彼はミリアに対して、なにか特別な感情を持っていそうな目を向けてきていた。

			　…………気にはなる、な。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　盗(とう)賊(ぞく)どもの襲撃は一度だけだった。

			　そのあとは、無事にルーアンの町までたどり着けた。

			　ちなみに、馬車の荷物は出発時より増えている。勝者の権利として、盗(とう)賊(ぞく)どもの死体から剥(は)ぎとった武器や鎧(よろい)、各種アイテムなどだ。

			　俺も折れた両刃剣(ブレードソード)の代わりに、爆弾石(ストーンボム)で最初に死んだ盗(とう)賊(ぞく)が持っていた長剣(ロングソード)を腰に差している。

			　また、予備武器(サブウエポン)として短剣も手に入れていた。大男が持っていた短剣だ。

			《神(しん)眼(がん)》で鑑定したところ、

			　

			【鋼の長剣(ロングソード)

			斬撃：95

			突き：60

			打撃：80

			　価格：金貨10枚】

			　

			【銀の短剣

			斬撃：30

			突き：55

			打撃：５

			　価格：金貨50枚】

			　

			　と、情報(ステータス)が視えた。

			　

			　長剣(ロングソード)は、俺が持っていた両刃剣(ブレードソード)より、攻撃力が高いようだ。

			　貴族である領主(ロード)のモノだったであろう、華(か)美(び)な装(そう)飾(しよく)がされていた両刃剣(ブレードソード)。実用より芸術性に重きを置いていそうな剣だったので、無(ぶ)骨(こつ)だが実戦向けに思える長剣(ロングソード)のほうが、武器としての性能に関して優れていても納得がいった。

			　短剣のほうは、材質が銀だけに非常に価格は高い。また、銀の武器なら、普通の武器では傷つけられない不死系モンスターにも有効――な気がする。吸血鬼とか銀製の武器に弱いというイメージもある。

			　これらの武器や防具など、ジェイクたちと山分けしようと最初は提案した。

			　しかし、ジェイクたちは遠慮しているようだった。

			「盗(とう)賊(ぞく)たちを倒したのは実質、兄貴一人だけですから」

			「僕たちは、盗(とう)賊(ぞく)たちが持っていた現金を山分けしてもらえただけで十分です」

			「盗(とう)賊(ぞく)たちの所持金は全部で金貨51枚あったから、あたしたち、１人あたり、金貨５枚半も、手に入れられたもの」

			　などと言ってくれた。

			　うん、いい奴らだ。盗(とう)賊(ぞく)たちに折られたジャイクの小剣(シヨートソード)（２本）やアルの弓矢、盗(とう)賊(ぞく)の槍(やり)で穴が開いたクリフ鎖帷子(チエインメイル)など、武具の損(そん)耗(もう)を考えると、赤字か、せいぜいトントンの気もするのに。

			　そうそう、盗(とう)賊(ぞく)たちが懐に持っていた『冒険者証明書』も一応、保管している。

			　冒険者証明書は、冒険者ギルドで発行される書類で、俺も持ってはいる。名前と所属ギルドなども書かれたこの書類は、一応の身分証明書になるのだ。

			　冒険者でもあった盗(とう)賊(ぞく)たちの『冒険者証明書』を、俺が保管しているのには理由がある。

			　法に触れた悪事を働いている冒険者を発見・討(とう)伐(ばつ)すれば、冒険者ギルドから報(ほう)奨(しよう)金(きん)が出るようなのだ。また、場合によっては街周辺の盗(とう)賊(ぞく)を退治したということで、自警団あるいは役所からも金一封が出るかもしれない。

			　迷宮(ダンジヨン)都市ラナに戻ったら、冒険者ギルドや自警団・役所に行ってみるつもりではある。

			　そのさい、盗(とう)賊(ぞく)たちを退治した証拠として『冒険者証明書』が役に立つだろう。

			　…………盗(とう)賊(ぞく)たちの生首を斬り落とし、それを証拠として持っていくという手もあるかもしれない。でも、それは遠慮したかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おお、再追加した丸太を届けてくれたんじゃな」

			　ルーアンの町で木工師をしているガストンの工房まで、丸太を無事に届けられた。

			　ガストンは人間ではなく、土妖精(ドワーフ)のようだ。土妖精(ドワーフ)の男は人間より背はだいぶ低いが非常に筋肉質で、立派な髭を蓄(たくわ)えている――というイメージ通りのドワーフだ。

			　この世界のドワーフは、指が太くて無(ぶ)骨(こつ)なのに、手先は器用なので職人にも向いているらしい。

			　俺は初めて見る亜人種＝土妖精(ドワーフ)に、興味が結構涌いていた。失礼にあたらないよう気をつけていたので、無遠慮にジロジロ見たりはしなかったけど。

			　でも、どうせなら初めて見る亜人種は、むさい男ドワーフより、女エルフが良かったなぁ――などと、失礼なことを内心では思っていたのは、秘密だ。

			「これで、聖なる杭(くい)の制作を再開できるわい。材料となる丸太を使いきってしまって、困っておったのじゃよ」

			　土妖精(ドワーフ)ガストンが、丸太をそのゴツイ手で撫でながら言った。

			　しかし、聖なる杭(くい)って、追加の丸太でもなお足りなくて、再追加するほど大量生産しているのかな？

			　それに〝製作〟ではなく〝制作〟か。聖なる杭(くい)を、芸術品扱いしているのかな？

			「で、お前さん方、《丸太》を『聖なる湖』で清めにいく護(ご)衛(えい)もしてくれるらしいの。よろしく頼むわい。明日の朝、出発じゃぞ」

			　俺とジェイクたちは《ＱＵＥＳＴ　Ⅱ》の〝護(ご)衛(えい)〟も、冒険者ギルドで請(う)け負っていた。《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》の丸太運びと連続して受けたら、効率が良さそうだったからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この日は、街の宿屋に泊まることにした。

			　俺とミリア、カチュアは、宿屋で一番良い部屋を一室借りた。一応〝ロイヤルスイート〟だ。

			　田舎(いなか)町の宿屋なので、一番上等な〝ロイヤルスイート〟でもそれほど大(たい)した設備のある部屋ではなく、完全に名前負けしていたけど。

			　部屋代は、１人、一泊銀貨50枚と、それほど高くはなかった。都会ゆえ物価が高い迷宮(ダンジヨン)都市ラナなら、並みの部屋とさほど変わらない宿泊代である。

			　しかし、俺と違い金欠気味のジェイクたち新米冒険者には、厳しい価格のようだ。倒した盗(とう)賊(ぞく)の所持金は山分けしたものの、武具の購入・修(しゆう)繕(ぜん)費でほぼ消えるだろうし。彼らは宿泊料が無料の馬小屋に泊まることにしていた。馬小屋の掃除をすることが条件だが、タダで泊まらせてくれるらしい。

			　彼らだけ馬小屋に泊まらせるのは、少々心苦しかったが、

			「気にしないでくださいよ、兄貴っ。俺たち、馬小屋で寝泊まりするのは慣れていますからっ！」

			　と、ジェイクは親指を立て、いい笑顔で言った。

			「ぼ、僕たち、迷宮(ダンジヨン)都市ラナでも、ずっと馬小屋で寝泊まりしていますし。エヘヘ」

			　美少年の弓使いアルも、そんなことを言いながら照れ笑いしていた。

			　コイツラも結構、苦労しているなぁ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もう日が暮れて夜になっていたし、明日は出発が早い。

			　早めに寝ることにした。

			　部屋にベッドは２つある。が、１つしか使わない。俺はミリアやカチュアと、１つのベッドで一緒に寝ている。もはや、彼女たちと俺は、１つのベッドで寝るのが当たり前のようになっていた。

			　きっかけは、カチュアが〝寝ぼけて〟いつも俺のベッドに潜りこんでくることを、姉のミリアが叱ったからではあるが。

			　妹を叱るミリアを、別に迷惑していないから、と、俺は止めた。さらに、「いっそみんなで寝ようか」と冗談っぽく提案した。

			　そうしたら真っ先に末妹マリーが、

			「大賛成なのっ！」

			　と両手を上げて賛同した。

			　さらにミリアやカチュアも、賛成した。

			　そして、迷宮(ダンジヨン)都市ラナの宿屋では、３つのベッドを動かして並べ、１つの巨大ベッドとし、俺と奴(ど)隷(れい)三姉妹の４人で寝るようにしていたのだ。

			　また、今日、泊まっている田舎(いなか)町ルーアンの宿屋では、３人一緒に眠れるほどベッドが大きかった。

			　美少女たちと一緒のベッドで寝るのは天国であり、また地獄でもあるが。欲望に負けないよう、理性を総動員するのは、毎回、大変なのだ。いっそ、彼女たちを抱いてしまおうかと、肉欲に負けそうになることは何度もあった。

			　しかし、今のところギリギリで踏みとどまっている。

			　責任もとれないのに女性を抱けないからね。俺は、妹や両親のいる地球に、いつか帰るつもりだから、この異世界の女性に対して、責任はとれない。

			　だから、今日も耐えるつもりだった。

			「あの……マコト様」

			　ろうそくの火を消し、真っ暗な部屋で、同じベッドの右隣に横たわっていたミリアが、耳元で囁(ささや)いてきた。

			　なんだか声が艶(つや)っぽい。

			「マコト様。その……く、苦しそうなので……も、もし、よろしければ」

			　お、おいっ!?

			　俺は思わず、ベッドから跳ね起きそうになる。ミリアがその美しく華(きや)奢(しや)な手で、俺の下半身を触ってきたのだ。

			「み、ミリアっ!?」

			「お、お、お静かにお願いします。か、カチュアが起きてしまいますので」

			「え……あ、うん。で、でも、い、いきなりどうしたんだよ」

			　俺は左隣ですやすやと寝息を立てているカチュアを起こさないように、小さい声で囁(ささや)く。

			「だって。マコト様、いつも我慢されているようで…………今も……お辛(つら)そうですし…………」

			「いや、それは、まぁ」

			「だから、も、もし、よろしければですが…………わ、私の……」

			「…………」

			　ミリアが消え入りそうなくらい、小さな声で恥ずかしそうに、こう囁(ささや)く。

			「私の……お、お、お口で」

			　ゴクっ。

			　俺は、自分の喉が鳴るのがハッキリわかった。

			「そ、それってつまり」

			「は、はい。お、お口で……ご、ごご、ご奉仕します」

			　……ご奉仕……。

			「い、いえ、私にどうかご奉仕させてください」

			　ミリアは潤(うる)んだ目で俺を見つめながら、懇(こん)願(がん)するように言ってきた。

			「だ、駄目……ですか？」

			「…………」

			「私では、駄目ですか？」

			　今にも泣き出しそうな声だった。

			「だ、駄目じゃない……よ」

			「っ！」

			「むしろその……ミリアにしてもらえたら、凄(すご)く、う、嬉しい」

			　俺は心臓をバクバクさせながら、正直に言った。

			　口での奉仕など、童貞である俺は当然初めての経験である。

			　それも、ミリアのようなとびっきりに美しく清(せい)楚(そ)な少女に、してもらえるなんて…………。

			「わ、私、初めて……ですけど、でも、せ、精一杯頑張って、ご、ご奉仕させてもらいますから」

			「う、うん」

			「……し、失礼しま……す」

			　ミリアがベッドの上をモゾモゾと移動しているのがわかった。

			　やがて――彼女は俺のズボンを降ろしてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その夜、俺は３回も、ミリアに奉仕してもらった。

			　初めてだけにミリアの奉仕はぎこちなかったけど、十分気持ち良かった。それこそ、脳や腰がとろけるかと思ったぐらいだ。

			　最後は口だけでなく、彼女の豊かな胸も使って奉仕してもらった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――朝。

			　まともにミリアの顔が見られなかった。なんというか、非常に照れくさかったのだ。それに、恥ずかしくもあった。

			　それはミリアも同様だったようで、彼女も俺とまともに顔を合わすことができていない。

			　偶然、俺と目が合ったときなど、顔から火が出るほど真っ赤になって俯(うつむ)いていた。

			　俺はつい、ミリアの可(か)憐(れん)な唇をチラチラ見てしまう。昨日、あの愛らしい薄桜色の口で――

			「……………………怪しい………………………………」

			　俺たちの様子を見て、カチュアがボソッと呟(つぶや)く。

			　思わず、ギクリっ！　としてしまった。

			「…………じ～～～～～～」

			　俺とミリアを交互に見るカチュア。非常に疑い深そうな目だった。

			　こ、怖い。カチュアの目が怖い。

			「……姉さん……まさか……ひょっとして……」

			「な、なぁに、カチュア？」

			　ミリアは狼狽(うろた)えながらも、妹に向け笑顔を作る。

			「…………抜け駆(か)け……した？」

			「ギクリっ！　え……あ……そ、それは…………」

			　ここで妹には嘘(うそ)をつけないのが、ミリアだった。

			「……したんだ……」

			「か、カチュア、落ちついて」

			「そうだ、落ちついてくれ、カチュア。な、なぜ蝋(ろう)燭(そく)を手に持つ!?」

			　思わず俺は口を挟(はさ)んでいた。

			「………………」

			　カチュアは無言で、蝋(ろう)燭(そく)に火をつけた。

			「朝で明るいのに、なぜ蝋(ろう)燭(そく)に火をつけるっ!?」

			　燃やす気かっ!?　その火をつけた蝋(ろう)燭(そく)でなにかを燃やす気かっ!?

			　カチュアは無言で、さらにもう一本、蝋(ろう)燭(そく)を手に持った。

			「………………」

			　２本目っ！　２本目の蝋(ろう)燭(そく)に火をつけた！

			　そして、それぞれ両手に持ち――カチュアが俺に迫ってきたっ！　物凄(すご)く思いつめた顔でっ!!!

			　やだ、なんだか、超怖いっ!!

			「……ご主人様……正直に答えて」

			「こ、答えるから、蝋(ろう)燭(そく)を手から離せっ！　今すぐっ!!」

			「………………」

			　コトッ。

			　よ、良かった。俺が命じると、素直に蝋(ろう)燭(そく)を机の上に置いてくれた。

			「…………どこまで…………」

			「え？」

			「……姉さんと……どこまで、した……ですか？」

			　――俺は正直に答えた。

			　ここで誤魔化して、あとでバレた場合、カチュアがどのように暴走をするか本気で怖かったからだ。

			　そして正直に話した結果――。

			「……わ、私も……する、です」

			「か、カチュア」

			「……お、お口で……ご奉仕……す、する、です」

			　ベッドに腰掛けている俺の前で、ひざまずくカチュア。

			「いや、無理しなくてもいいから。お前、物凄(すご)く震えているじゃないか」

			　カチュアのか細い肩は、ガタガタと震えている。

			　上目遣いで俺を見る目にも、涙が溜まっていた。

			「……お願い、です…………私にも、ご主人様に……ご奉仕させて……ください」

			　俺は困った顔で、横目でミリアを見る。

			　ミリアは複雑そうな表情だったが、やがて――コクッと小さく頷いた。

			　姉のお許しが出てしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は、美少女奴(ど)隷(れい)三姉妹の長女に続き――次女からもその可(か)憐(れん)な口による奉仕を受けた。

			　４回も。

			　昨夜、ミリアの奉仕回数が３回であることを知ったカチュアは、どうしても４回すると言い張った。

			　計７回という回数に、自分はこれほど精力絶(ぜつ)倫(りん)だったのかと、驚いた。

			　こちらの世界では、【生命力】の数値が高いことが、関係あるかも。それに、やはり、ミリアもカチュアが、非常に美しい少女であるのも、大きいと思う。

			　カチュアは懸命に〝ご奉仕〟してくれたが――口による奉仕自体、初めてだと言っていただけに、やはり彼女もぎこちなかった。

			　だが、どこで覚えたのか、最後はその濡れたように艶(つや)やかで美しい黒髪を使っての奉仕まで、してくれた。

			　また奉仕中のカチュアが、

			「……ごめんなさい……私、胸が小さいから……ご主人様の……挟(はさ)めなくて……」

			　などと、言いながら申し訳なさそうに謝ってきたのは、妙に可愛かった。

			　貧乳美少女カチュアによる、薄ピンク色の可愛い乳首を使っての懸命な奉仕は、それはそれで――とても気持ち良かった。

		

	
		
			勇者アベル

			　

			　――太陽が黄色い。

			　朝、宿屋から出て最初に思った感想だった。

			　宿屋に隣接した馬小屋から、仲間たちとともに出てきたジェイクと顔を合わせたら、

			「あ、おはようございまっス、マコトの兄貴。…………って、ど、どうしたんですかっ!?　なんか足元がフラフラしていますよっ！！？？」

			　俺を見て、彼はビックリしていた。

			「……いや、大丈夫だジェイク。問題はないから」

			「そ、そうすか。でも、なんか頬がこけているし、ミイラみたいに肌もカサカサっすよ」

			　心配してくれているジェイクに、再度、大丈夫だと答えてはおく。

			「…………っ」（ギリッ！）

			　なぜか、女顔の美少年弓使いアルが、涙目で親指の爪を強く噛んだ。

			　なぜ、彼が悔(くや)しがっているのだろう？

			　アルの隣に立っていた、男と付き合ったことが一度もないらしい女剣士サラが、ポンッと手を打ち、

			「わかったわっ。昨夜、宿屋を抜け出し、一人で猛トレーニングしたのね。それで体力を消費しすぎ、疲れも残っているのよ。あれほど強いのに稽(けい)古(こ)を怠(おこた)らないなんて、流石(さすが)マコトさんねっ！」

			　と、勘(かん)違(ちが)いして俺のことを尊敬していた。

			「なるほど、な。できる人はやはり違う」

			「昨日、冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)たち相手に、あれほど激しい戦闘をしておきながら、稽(けい)古(こ)を休まないとは……それもこれほど疲労する猛稽(けい)古(こ)を」

			「流石(さすが)、です」

			　サラの勘(かん)違(ちが)いを真に受け、他(ほか)の仲間たちも俺を称(しよう)讃(さん)していた。

			　やめて、それ以上、勘(かん)違(ちが)いして褒(ほ)めないでっ！　なんか、後ろめたい気分になってしまうからっ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿屋で朝食をとったあと、ルーアンの町を出た。

			　丸太を聖なる湖に清めに行く、ドワーフの木工師ガストンの〝護(ご)衛(えい)〟として町を出発したのだ。木工師ガストンが所持する大型の荷馬車に、積み替えが完了していた丸太とともに。

			　湖は町から近い森の中にあるらしい。

			　近場なので、俺はミリア、カチュアとともに今度は歩いていくことにした。

			　たくさんの木に囲まれた森に入った俺は、

			「わざわざ迷宮(ダンジヨン)都市ラナから丸太を運んでこなくても、この森にたくさんある木を切れば良いのになぁ」

			　と、小声で呟(つぶや)いた。

			　俺の疑問を察(さつ)したのか、木工師ガストンは、

			「この森の木々では駄目だ。質が悪いし、それに脆(もろ)くて軽い。やはり、固く重い紫(シ)檀(タン)、それも上質な紫(シ)檀(タン)の丸太でないとな」

			　職人らしいこだわりを見せて答えてくれた。

			　紫(シ)檀(タン)とは、この世界の木々でもトップクラスに重く、そして〝固い〟材木らしい。その他(ほか)の特徴としては、緻(ち)密(みつ)で光沢が良く、非常に耐久性にも優れているようだ。

			　そして――紫(シ)檀(タン)の丸太は、そこらの丸太とは質が〝違う〟ようだ。

			《神(しん)眼(がん)》で視たステータスも

			　

			【上質の丸太（紫(シ)檀(タン)）】

			斬撃：ゼロ

			突き：３５０

			打撃：１０００

			　価格：銀貨１２０枚】

			　

			　と、性能・価格とも以前視た、普通の丸太より数段上だった。

			　しかし武器として判断した場合、やはりチートな性能だ。この世界の丸太は、なにかオカシイ気がする。

			　盗(とう)賊(ぞく)たちの槍(やり)で腹を貫(つらぬ)かれた神官戦士クリフ。ミリアとカチュアの治(ち)癒(ゆ)系魔法で、彼の傷はかなり塞がった。だが、クリフは大事をとって、今日はルーアンの町で療養中である。

			　その神官戦士クリフは、武器として殴(おう)打(だ)用武器の《鎚矛(メイス)》を所持している。

			　特殊警棒などよりもゴツイ、鉄製の《鎚矛(メイス)》だ。

			　彼が所持している片手で扱う殴(おう)打(だ)用武器の《鎚矛(メイス)》を《神(しん)眼(がん)》で視たところ、【打撃：95】だった。

			　上質の丸太（紫(シ)檀(タン)）の【打撃】は【１０００】なのに。数値上は、ダブルスコアどころか、10倍以上の性能差である。文字通り桁(けた)が違う。それも２桁(けた)。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森にはモンスターである小鬼(ゴブリン)や狼が、多数生息しているようだ。

			　湖に着くまでに、何度か襲われた。特にゴブリンの襲撃は４回もあった。ジェイクたちが毎回追い払ってくれたけど。

			　昨日、冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)たちにやられかけた汚名返上とばかり、ジェイクたちは奮(ふん)闘(とう)していた。

			「マコトの兄貴っ！　俺たち、ゴブリン退治は得意なんですっ！」

			　襲撃してきた７匹のゴブリンたち（ゴブリンソルジャー・ゴブリンアーチャーの混合部隊）を難なく蹴(け)散(ち)らし、ジェイクは親指を立て得意がった。

			　他(ほか)のＰＴ(パーテイ)メンバーも、ちょっと誇(ほこ)らしげに

			「ぼ、僕たち、低レベル冒険者向けの依頼(クエスト)ばかりしているから、ゴブリンと戦う機会が多かったんです」

			「ギルドでは、俺たち、《ゴブリンスレイヤー》って言われているッす」

			「まっ、《ゴブリンスレイヤー（笑）》って感じだけど」

			「正直、馬鹿にされている感じもするし、その称号は早く返上したいわ」

			　少し気弱で女顔の美少年弓使いアル。巨体だがやや肥満で、気の優しい性格の戦士ロイ。片手を失ったばかりなのに、冒険に参加している、見かけより根性がある魔法使いマーク。顔は整っているが、ちょっと気が強く、言葉遣いがややぞんざいな、赤毛の女剣士サラ。

			　彼らも、相手がゴブリンなら余裕がありそうだ。

			《神(しん)眼(がん)》で視たところ、モンスターとしてのレベルは１～２しかなく、雑(ざ)魚(こ)モンスターの代表であるゴブリン相手とはいえ、たいしたものだと思う。

			　おかげで、俺の出番は今のところない。楽できるから、そのほうがいいけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よし、この聖なる湖の底に１日沈め、明日、回収するぞい」

			　湖についた俺たちは、木工師ガストンの指示通り、丸太を底に沈めた。

			　普通、丸太は水に浮く。しかし重量のある紫(シ)檀(タン)の丸太は、湖の底に沈んでいった。

			　ちなみに、この湖は、大昔、とある偉大な聖人の遺体を本人の遺言で沈めたことがある――と伝えられている、とのこと。

			　それ以来、湖の水が聖水と化したので、聖なる湖と呼ばれているようだ。眉(まゆ)唾(つば)ものの話に思えるが、実際、湖の水は聖属性の聖水になっているらしい。

			　聖水なら役に立つ気がするし、大量に汲んで持っていきたいところだ。

			　もっとも、残念ながら湖から汲んだら、短時間で聖属性の効果がなくなり、ただの水になってしまうらしい。なので、汲んで持っていくのは諦(あきら)めた。

			　ただ、聖なる湖の底に長時間沈めることで、木などに聖属性がつくらしい。

			　剣を沈めたら、聖属性の〝聖剣〟になるかも、と期待した。

			　が、そう上手くはいかないようだ。

			　この湖に遺体を沈められた偉大な聖人は、生前、武具を非常に嫌っていたらしい。そのせいか、剣や槍(やり)、あるいは鎧(よろい)などの武具を沈めても、聖属性にはならないようなのだ。

			　それどころか、

			「金属製の剣など沈めたら、錆びて使いモノにならなくなるから、やめたほうが良いぞい」

			　と、ガストンに警告された。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルーアンの町には、無事、戻れた。

			　帰り道もゴブリンたちの襲撃は受けたが、ジェイクたちがまたも奮(ふん)闘(とう)してくれたので。

			　もっとも、ゴブリンシャーマン（レベル５）が３匹も混じっていたときは、非常に手こずったけど。

			　ゴブリンシャーマンが操る精霊魔法に大苦戦していた。しかし、俺、ミリア、カチュアが風系統の精霊魔法《沈黙》で、ゴブリンシャーマンの呪文を封じたら形勢は逆転した。

			「ゴブシャー（ゴブリンシャーマン）たん、シャラップなの！　黙れなのっ！　お口チャックなのっ！」

			　そんなことを、俺が呼び出した《契約》中の風精霊(シルフ)が、叫んでいた気はする。なかなか、ユニークな風精霊(シルフ)であった。嫌いじゃない。

			　ココとはまた別の世界から呼び出しに応じて来てくれた風精霊(シルフ)は、戦闘が終わったら、

			「お仕事終了なの！　ばいばいき～ん☆」

			　などと、口にしながら、もともといた別の世界に帰っていったけど。本当に、ユニークな精霊である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　明日の朝、湖に沈めた丸太を回収するので、この日もルーアンの町に泊まることにした。

			　だが、まだ日は高かったし、休むには早い。町の広場に俺たちの馬車を移動させる。

			　そして、迷宮(ダンジヨン)都市ラナで仕入れた様(さま)々(ざま)な遊具・娯楽小説系の本を、広場で販売してみた。

			　ミリアの言う通り、この町の人間は娯楽に飢(う)えていたようだ。それに、ルーアンの町に住む人間たちは、それなりに裕福であったのだろう。遊具や本は飛ぶように売れた。

			　街道に冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)どもが増え、他(ほか)の街から商品を運ぶ行商人の出入りが減っているのも、俺たちの商品が売れた理由だとは思う。

			　大抵の生活必需品は、自分たちで自給自足し、なんとかなる。しかし、娯楽系のモノとなると、自分たちでは用意することが難しい。

			　田舎(いなか)町ルーアンでは娯楽系の品物が売れそうだという、ミリアの読み通りであった。

			　流石(さすが)、ミリアさんっ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――夜。

			　昨日と同じ部屋で、俺が木製の椅子に座っていたら、

			「マコト様、今夜は私たち、し、姉妹一緒に」

			「……お、お口……で……ご奉仕……させてください、です」

			　床に両膝(ひざ)をつけたミリアとカチュアの姉妹に、潤(うる)んだ瞳で見つめられながらそう言われた。

			　拒む理由はない。

			　というか、こんな美少女たちにそんな目で見つめられたら、男ならまず拒めない。

			　俺は椅子に座ったまま、２人の美少女に奉仕してもらった。美少女２人から同時に口づけしてもらったり、舐めてもらったり、胸で挟(はさ)んでもらったりと、いろんな〝ご奉仕〟を。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――翌日。

			　朝早く出発し、聖なる湖に沈めた丸太を回収しに行った。

			　湖は、広いが底は浅い。胸の高さまでしかなかった。

			　ただ、水を吸った丸太は、昨日より、さらに重たくなっていた。ジェイクたちは５人がかりで１本ずつ、丸太を引き上げている。俺は一人でもなんとか持ち上げられたけど。

			　筋力がまた上がった気がする。戦闘が続いたここ数日で、ステータス上の《ソウルランク》が５から９に上がり、ステータス上の数字としても、【筋力】が22から23に上がっていた。

			「マコト様――逞(たくま)しい」

			「……ご主人様、パワフル、です」

			　俺を見つめるミリアとカチュアの奴(ど)隷(れい)姉妹は、ウットリした顔つきになっていた。

			　丸太を全部引き上げた直後、ジェイクたちはかなり疲れていた。だが、俺はそれほど疲労を感じていなかった。【生命力】がさらに上がり、22になっているおかげかもしれない。

			　肉体的な疲労だけでなく、労働による精神的な疲れもあまりない。【精神力】が17から18に上がっているから、かもしれない。

			　ちなみに【魔力】が22から23に上昇していたのは――あまり関係ないと思うけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　丸太を木工師ガストンの荷馬車に積み、町まで戻った。湖の行き帰り、やはりゴブリンどもの襲撃はあったが、ゴブリンスレイヤーズが蹴(け)散(ち)らしてくれた。

			　まだ戦闘は休んでいたほうが良い気がする、怪我から復帰したばかりの神官戦士クリフも、今日は冒険に参加し、ゴブリン相手に奮(ふん)闘(とう)していた。右手に装備した《メイス》を、ゴブリンの血や脳(のう)漿(しよう)に染める大活躍だ。

			　それはいいのだが、戦闘中もチラチラとミリアを見るのはやめたほうが良いと思うのだが。

			　ゴブリン相手といえど不覚をとらないとも限らないし。

			　ただ、ミリアと目が合ったあと、クリフは物凄(すご)く闘争心を奮い立たせていたようだ。超・張り切っていた。まるで、憧(あこが)れている女性に、自分の活躍を見てもらおうとするかのように。

			　俺は、ちょっと心がモヤッとしてしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よし、この丸太たちを使い、今度こそ最高の〝芸術的作品〟を制作してみせるぞっ」

			　木工師ガストンが工房に運ばれた数十本の丸太を見て、腕をまくった。

			〝芸術的作品〟とは、《聖なる杭(くい)》のことだろう。吸血鬼にも有効な武器となる聖なる杭(くい)は、芸術性より、実用性を重視して欲しい気はするけどね。

			　さて、どうしよう。

			《ＱＵＥＳＴ　Ⅰ》と《ＱＵＥＳＴ　Ⅱ》は達成した。自分たちの力量でも達成できそうな依頼(クエスト)は終わったのだ。安全を考えれば、このまま迷宮(ダンジヨン)都市ラナに帰るべきであろう。

			　それとも、報(ほう)酬(しゆう)は魅力的だが、危険度の高い《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》の吸血鬼退治までチャレンジしてみるか？

			　リスクが高すぎる気はする。

			　吸血鬼に関して情報収集したところ、この世界では非常な難敵のようなのだ。高レベルかつ手練れ揃いの冒険者ＰＴ(パーテイ)でも、下手すれば全滅するほどに。

			　やはり、今回は断念すべきか？

			　そのとき――とても旨そうな、それでいて懐(なつ)かしい食べ物の匂いがした。豚汁の匂いだった。町長の家からだ。

			　ジェイクたちは町の名物である豚汁を今日も食べているのだろう。なにせタダで食べ放題なので。日々の食費も厳しい貧乏な新米冒険者であるジェイクたちは、無料かつ美味(おい)しい豚汁をすでに何回もご馳走になっている。《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》達成における報(ほう)酬(しゆう)の、前払いとして。

			　貴重かつ高価な豚肉の入った食事を、腹いっぱい食べられることにジェイクたちは大喜びだった。

			「しかし、いいのかなぁ」

			　難易度の高い《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》は、キャンセルする可能性も高いのに。前払いの報(ほう)酬(しゆう)である豚汁を食べまくるとは。

			　結構、面の皮の厚い連中だ。

			　依頼(クエスト)をキャンセルしたら、依頼(クエスト)達成報(ほう)酬(しゆう)の前払いで、食べまくった豚汁の料金なども、請求されそうな気がするぞ。文無しに近いジェイクたちは、そこまでちゃんと考えているのだろうか？

			　俺は、前払いの豚汁食べ放題の権利を、まだ行使してはいない。

			　俺もジェイクたちと同様に、冒険者ギルドで一応、《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》を請(う)け負ってはいる。

			　でも無理そうだったら、即キャンセルするつもりなのだ。キャンセル料も特に必要ないので、無理する気はまったくない。

			　もちろん、何度も依頼(クエスト)をキャンセルすれば冒険者ギルドからの信用をなくし、仕事を回してくれなくなるだろうけど。

			　俺としても、請(う)け負っている《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》は、できれば達成したい。

			「しかし…………相手は吸血鬼だからなぁ」

			　倒せそうになければ、即、逃げ出すことを前提にチャレンジだけはしてもいいかもしれないけど…………でも、それですらリスクはかなり高いし。う～む。

			　とりあえず、明日の昼までにはどうするか決めておかないと。もし、吸血鬼が棲みついている古城に挑むなら、明日の昼になるだろうし。

			　ちなみに、今は一応、木工師ガストンが鋭(えい)意(い)制作中である〝聖なる杭(くい)〟の完成待ちでもある。

			　なにせ、この町には今、《聖なる杭(くい)》は１本もないのだ。吸血鬼に有効な武器であり、とどめを刺すのに必須らしい《聖なる杭(くい)》が、である。

			　すでに何組かの冒険者ＰＴ(パーテイ)が、吸血鬼退治に古城へ挑んでいるらしい。

			　そのときはまだ町に残っていた《聖なる杭(くい)》を借り受けて挑み、そして、ほとんどが全滅したようだ。

			　だから、今は《聖なる杭(くい)》の在庫が１本も町にはない。

			　ただ、木工師ガストンが、

			「今日の夜には、いくつか完成させてみせるぞ」

			　と自信ありげに胸を叩いていた。

			　夜には一応、《聖なる杭(くい)》を借り受けに工房へ行く予定だ。もちろん、そのまま、即、古城に行くつもりはないけど。吸血鬼相手に夜、闘いに赴(おもむ)くなんて馬鹿な真似をする気はない。

			　チャレンジするにしても、吸血鬼の力が弱まる日中に行くべきだ。

			「テメェ、表へ出ろっ!!」

			　ん？

			　町長の家から、喧(けん)嘩(か)腰の怒鳴り声が聞こえた。ジェイクの声だな。

			　ドアが開き、ジェイクたち６人がゾロゾロと出てきた。

			　しばらくして、見知らぬ金髪の青年も出てきた。腰に立派な装(そう)飾(しよく)のされた鞘(さや)と柄(え)の長剣(ロングソード)をさし、身なりもよさそうな青年だ。

			　さらに、その青年の後ろから、困り顔でオロオロとしている初老の男性も出てきた。この町の町長であるエンリケさんだ。

			「ジェイク、なにかあったのか？」

			　ＰＴ(パーテイ)を一緒に組んでいるジェイクたちと他人との諍(いさか)いを見過ごすのも、どうかと思った。

			　だから、とりあえず状況を確認すべく、事情を聞いてみることにしたのだ。

			「あ、マコトの兄貴っ！」

			　俺の顔を見て、ジェイクたちが破(は)顔(がん)した。俺の加勢を期待しているのかもしれない。

			　事情がわからない以上、いくらＰＴ(パーテイ)メンバーでも、おいそれと加勢するわけにはいかないが。

			　ジェイクたちのほうに非がある場合も、考えられるのだ。

			　それに、大勢で一人をどうのこうのするのは、好きじゃない。

			「コイツ、俺たちのことを屑(くず)呼ばわりしたんですっ！」

			　ジェイクが金髪青年を指さして叫んだ。

			　他人をクズ呼ばわりは、確かによくないな。

			「それに、俺たちが明日、吸血鬼を倒しに古城に行くつもりなのを話したら、鼻で笑って、あからさまに馬鹿にしてきやがった。『屑(くず)の君(きみ)たちじゃ、犬(いぬ)死(じに)するだけだよ』って、言いやがったんだっ」

			　激(げつ)昂(こう)するジェイクとはひきかえに、金髪青年は余裕の表情を崩さない。

			　よく見ると金髪の青年は凄(すご)い美形だ。でも、どこか傲(ごう)慢(まん)そうだし、人を見下している感じがするな。背は高いが、筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)というわけでもなく、それほど強そうには見えない。

			　美しい女と見間違えるほどに、整った女顔で優(やさ)男(おとこ)ふうのイケメンだ。

			　俺が美形青年を見ていると――彼の名前などが視えてきた。

			【アベル・レインシュタイン　勇者　レベル49】

			　ゆ、勇者っ!?　それに、レベル49っっ!?

			　見かけに反して、激強キャラじゃないか。物語に出てくるような王子様ふうの美形顔もあいまって、アベルという名の金髪青年が、まるで英(えい)雄(ゆう)譚(たん)に出てくる主人公かなにかのように思えてきた。

			　しかし、【勇者　レベル49】か。

			　俺なんて、メインの【ジョブ】が【蛮族戦士(バーバリアン)】で、サブが【盗(とう)賊(ぞく)】なのに。しかも、冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)たちを倒したりして徐々に上がっているとはいえ、いまだメインの【蛮族戦士(バーバリアン)】ですら、レベル８のヒトケタだ。

			　ジョブ（職業）やレベルから判断したら、彼が主役で、俺は完(かん)璧(ぺき)に脇役である。

			　下手したら、俺は勇者に倒される、やられ役の雑(ざ)魚(こ)キャラである。【蛮族戦士(バーバリアン)】って、【勇者】のやられ役が似合いそうだし。

			「フッ、事実を述べて警告してあげたんじゃないか」

			　金髪青年アベルが鼻で笑いながら、朝、整髪するのに時間がかかりそうな髪を掻き揚げた。

			　美形だけにとても絵になる仕草だが、多少、キザっぽい。

			「君(きみ)たち、レベルが10にも満たないクズ冒険者なんだろ。そんな低レベルで吸血鬼と戦おうだなんて、無(む)謀(ぼう)を通り越して、愚(おろ)かとしかいえないね」

			　クズって、オイオイ。

			「まぁ、君(きみ)たちが犬(いぬ)死(じに)しようが、僕にはどうでもいいことだけどさ。大(たい)して社会の役に立たない君(きみ)たちが無駄死にすることは、社会的にも、どうでもいいだろうしね」

			　酷(ひど)いことを言う野郎だ。顔は良いけど、性格は悪そうだなぁ。

			「でも、君(きみ)たちが吸血鬼に血を吸われ、下(げ)僕(ぼく)であるレッサーヴァンパイアになられたりすると、僕に無駄な手間が増えるからさ。闇(やみ)の住人に堕(お)ちた君(きみ)たちを斬り払うという、ね」

			　勇者アベルは見下しきった態度のまま、言葉を続ける。

			「それに僕の持つ聖剣を、極力、屑(くず)の血で汚したくはないんだ」

			「な、なんだとっ！」

			　しばらく黙って聞いていたジェイクが、我慢しきれず、アベルの顔を指差して怒鳴った。

			「てめぇ、いい加減にしねぇと、ぶっとばすぞっ！」

			　勇者アベルの目がスーーと、細くなる。

			「僕をぶっとばす？　笑えない冗談だね。それから――不(ふ)愉(ゆ)快(かい)だぞ、その汚い指を僕に向けるのは今すぐやめたまえ。さもないと、その指をへし折るよ」

			「ハッ、やれるものならやってみやがれっ！」

			　アベルを指差したまま、ジェイクが叫ぶ。

			　ジェイクさん？　ほんとにやられちゃうぞ。

			【盗(とう)賊(ぞく)】レベル６のお前と勇者アベルでは、圧倒的にレベル差があるし。

			「５秒だ。僕を指差すのをやめないと５秒以内に、本当にへし折るからね」

			「おもしれぇ、やってみろよ！」

			　相手の実力がわかっていないジェイクは、なおも指を差したままだった。

			　アベルの見た目が優(やさ)男(おとこ)なので、大(たい)した実力じゃないとたかをくくっているのだろう。

			「５……４……３……２……１」

			　数をカウントしはじめるアベル。だが、彼はその場に立ったまま動く様子はない。ジェイクに飛びかかろうと身構えすらもしていない。

			　本当にジェイクが指を折られそうなら止めようと思っていた俺だが、この様子なら、なにも起こりそうにない。せいぜい、勇者アベルが恥をかくだけで終わるだろう。

			「……ゼロ」

			「ガっっ!?」

			　な、なにっ!?

			　俺は目を剥(む)いて驚(きよう)愕(がく)した。

			　アベルの姿がその場から消えたかと思ったら…………同時に…………ジェイクの指がへし折れていた…………のだ。

			　なにが起きたのか、まったく見えなかった。

			　俺には…………まったく見えなかっただけで、勇者アベルが超速度で動き、指を折ったのか？　《神(しん)眼(がん)》を持つ俺でさえ、まったく見えないほどの、超速度による動きで？

			「ジェイク、大丈夫っ!?」

			　指を押さえてうずくまっているジェイクを囲み、サラたちが、心配しながら声をかけた。

			「だから、折るって言っただろ」

			　うずくまるジェイクを、かなり離れたところから見下ろしながら、せせら笑う勇者アベル。

			　あの一瞬でジェイクに接近して彼の指をへし折り、そのうえで、あそこまで移動したというのか？

			　に、人間の動きじゃない。

			　速い。速すぎる。

			　い、いや、動きが速いとかそういう次元ではないぞ。そう――まるで瞬間移動だ。

			　あるいは、止まった〝時(とき)〟を動いて移動でもしなければ、不可能。それほど、ありえないことが起きていた。

			「あ～あ可哀想(かわいそう)に。ちょっと複雑な折り方をしてあげたから、その指、二度と元には戻らないだろうね。手先の器用さが身上である、盗(とう)賊(ぞく)職の冒険者としては、もう――」

			　勇者アベルはそこで言葉を区切った。そして、愉(ゆ)悦(えつ)の笑みを浮かべジェイクを見下ろして、

			「終わったね。君(きみ)」

			　と、楽しそうに言った。

			　…………コイツ…………。

			「まぁ自業自得だけど。〝時空〟の女神アステナ様の使(し)徒(と)にして、勇者でもある、この僕の警告を、無視したのだから」

			　女神アステナ？

			　時空の女神アステナだど。

			　その名前を…………俺は忘れたことがないぞ。

			　俺をこの異世界に召(しよう)喚(かん)し、そして、不要と判断した女神アステナ。勝手に召(しよう)喚(かん)したくせに、元の世界に戻してもくれず、ゴミを捨てるかのように、俺を〝飛ばした〟女神アステナ。あの女神にはいつか、必ず借りを返してやるつもりだ。

			　その女神アステナの使(し)徒(と)――だと。

			「そう、僕は〝時空〟を司(つかさど)る偉大なる美しき女神アステナ様の名誉ある〝使(し)徒(と)〟に選ばれた、超一流の〝勇者〟なんだ」

			　自慢するようにアベルは言った。

			「その僕に、屑(くず)の分際で不(ふ)愉(ゆ)快(かい)な思いをさせてくれたのだよ。それも警告を無視して、不(ふ)遜(そん)にも指をこの僕に差し続けた。むしろ指がへし折られたぐらいで済んでよかったじゃないか。だって、僕がその気になれば、剣で指を斬りおとすことはおろか、この手で君(きみ)の首を折ることも、あるいは、僕の聖剣で首を切り落とすことも、取るに足らないことなのだから」

			　さらに、アベルは得意気な顔で、

			「それも、これぐらい離れた場所からでも一秒……いや、瞬きする時間もかけずに君(きみ)の命を奪うことが僕にはできる」

			　それはいくらなんでも、不可能だろう。

			　人が一度まばたきをするのに必要な時間は、約０・１秒。まさに〝一瞬〟なのだ。

			　必殺の間合いに入っている状態で、居合の達人が抜き打ちに斬りつけても無理な気はする。

			　まして、今、アベルはジェイクと距離にして、10歩以上、離れているのだ。

			　どれだけ敏(びん)捷(しよう)性に優れていても、実現不可能な話だ。そう思うのだが…………しかし、あるいは――という不安が消えない。

			「なんなら今すぐ見せてあげてもいいよ。この位置から、君(きみ)を一瞬で殺してあげよう。今からちょうど５秒数えた後に、ね。５……４……」

			「ヒッ!?」

			　ジェイクが悲鳴を上げた。他(ほか)の仲間たちも顔が真っ青になっている。アベルが数え終えたとき、本当にジェイクが殺されるかもしれないのだ。

			　俺も、背中に嫌な汗をかいていた。

			「３……２……」

			「や、やめてくれっ！　謝るっ！　あ、アンタを指さしたことは謝るからっ!!」

			　両膝(ひざ)をつき、ジェイクは、神に祈るように両手を組んで、許しを懇(こん)願(がん)した。

			「……１……」

			「ヒィィィィィィっ！！！！」

			　悲鳴をあげながらうずくまるジェイク。

			　アベルは、クスクスと笑いだした。

			「ま、今回は見逃してあげるよ。君(きみ)みたいな屑(くず)を殺したところで、無意味だし、ね」

			　脅(おど)しただけで、本当に殺す気まではなかったようだ。だが、殺そうと思えばいつでも簡単に殺せる――そんな余裕をアベルという青年からは感じた。

			「マコト様、どうかされたのですか？」

			「……ご主人様、なにか……あったの？」

			　ミリアとカチュアが、斜め後ろから声をかけてきた。

			　彼女たちには、この町の特産品らしい《目薬》の買い付けを任せていた。

			　原料として、聖なる湖の水と、森に生えている樹皮を煎(せん)じた汁から作りだす、ルーアン町特産の《目薬》はよく効くと、他(ほか)の町や都市でも評判らしいのだ。迷宮(ダンジヨン)都市ラナに帰ったら、販売するつもりで仕入れようと思っていた。

			　２人は買い付けの途中で俺の後ろ姿を見て、声をかけてきたのだろう。

			「ん、ちょっとな」

			　２人に返事をしたあと、俺は再び勇者アベルに視線を戻す。

			　可能ならば、《神(しん)眼(がん)》でアベルの詳(しよう)細(さい)な【ステータス】を〝視(ミ)る〟つもりだった。特に、スキル欄をチェックしたい。きっと、特殊なスキルを持っているだろうから。

			　距離はかなり離れていたが、集中しながらじっとアベルを見ていたら、より詳しい【ステータス】が視えてきた。

			　右目が少し熱い。

			「あ……マコト様の右目にまた炎が……」

			「…………格好イイ、です」

			　ミリアとカチュアが俺の横顔を見ながら、なにか呟(つぶや)いているが、今は気にしないことにする。

			　

			【名前：アベル・レインシュタイン

			　種族：人間

			　年齢：18歳

			筋　力：25　器用度：28　敏(びん)捷(しよう)度：29　知　力：25

			生命力：26　精神力：21　魔　力：27

			　ジョブ　：勇者（レベル49）】

			　

			　レベルだけでなく、各ステータスも…………俺より完全に上回っている。

			　優(やさ)男(おとこ)ふうの外見なのに、筋力値でも、俺を上回っていた。予想はしていたが、実際に数値としてハッキリわかってしまうと、なにか劣(れつ)等(とう)感(かん)みたいなものを抱いてしまう。

			　さらに【スキル】なども〝視(ミ)る〟ために、より俺は精神を集中した。

			　…………。

			　――視えたっ!!

			　

			【スキル名：時間停止

			※女神アステナから授与

			ランク　：Ｓ＋（神技級）

			発動速度　：Ａ（熟(じゆく)練(れん)することにより、準備時間減少）

			有効距離　：ＳＳＳ（全世界）

			熟(じゆく)練(れん)度上昇値：Ｂ（使用ごとに熟(じゆく)練(れん)度上昇タイプ）

			スキル熟(じゆく)練(れん)度：１１５

			使用回数　――　１日５回

			（熟(じゆく)練(れん)することにより回数増加）

			ディレイ　――　１分

			（熟(じゆく)練(れん)することによりディレイ減少）

			有効時間　――　最大11秒

			（熟(じゆく)練(れん)することにより最大秒数増加）

			　※　特質・発動条件・デメリットなど

			●　停止させたい秒数と同じだけの数字を〝数(かぞ)える〟必要がある

			（スキル熟(じゆく)練(れん)度５００で条件半解除＝停止可能秒数・倍増）

			（スキル熟(じゆく)練(れん)度９９９で条件完全解除＝即座に発動可能）

			●　停止させた時間分、本人の老化進行

			（スキル熟(じゆく)練(れん)度７００で非老化）

			●　同タイプのスキル保持者などは、時間を止めた世界でも活動可能】

			　

			　と、と、〝時(トキ)を止める〟スキル保持者っ！！！！

			　それも有効時間は……最大11秒……もある……だ……と。

			　戦闘中に数秒、いや、１秒でも時を止められるなら、非常に有利だ。

			　素の実力がほぼ互角なら、圧勝できるだろう。拮(きつ)抗(こう)した実力のある者同士の戦闘では、それこそ、一秒どころか一瞬の〝時(とき)〟が、勝敗をわける気がするし。

			　戦闘相手に５秒でも、時を止められたら、とても勝てる気がしない。

			　そもそも時を止めるスキルなんて、ほとんど無敵の能力にすら思える。反則級のスキルだ。反則だ。チートだ。

			　…………。

			　でも、スキルを発動させるのに、止めるのと同じだけの秒数を数(かぞ)える必要があるのか。それに、〝ディレイ＝一度、スキルを使用したら、再度、使用するのに、必要な待ち時間〟、が１分もある。

			　もし、アベルと俺が闘うとしたら、このあたりの特質を上手く突けば、あるいは――――ガンっ!!

			　痛(ツウ)っ!?

			　突(とつ)如(じよ)、顔面（鼻）に、強い痛みと衝撃を受けた。

			　な、なんだ？　……あ……。

			　尻(しり)餅(もち)をついた俺を見下ろす、アベルの嫌な笑顔が見えた。アベルは、なにか汚い物に触れたとでもいうように、ハンカチで自分の手を拭いている。

			　いつの間にか、俺はアベルに顔面を殴られた……のか？

			　脳が揺れているのか気分が悪い。痛みもある。そして強い屈(くつ)辱(じよく)も感じた。なにより――強い恐怖を感じた。

			　…………アベルの動きが、まったく見えなかった……………。

			　ひょっとして、【時間停止】のスキルを発動させたのか？

			「フン。その目、君(きみ)、《神(しん)眼(がん)》の女神リアナの使(し)徒(と)だろ」

			　俺を見下ろしながら、勇者アベルが言う。

			「《神(しん)眼(がん)》の女神リアナの使(し)徒(と)の中には、相手の【情報(ステータス)】を視ることができるスキル保持者もいるそうだね。僕の【情報(ステータス)】を勝手に盗み見ようとするなんて、いい度胸じゃないか」

			　アベルが、鼻を押さえて片膝(ひざ)をついている俺を蹴(け)ろうとしてきた。

			「や、やめてくださいっ!!」

			　ミリアが前に出て、俺を庇(かば)うように両手を広げた。

			「……ご主人様を……こ、これ以上傷つけたら……ゆ、許さない、から」

			　カチュアは、その身体で俺を庇(かば)うように抱きついていた。

			　２人ともブルブル震えながらも、俺を守ろうと必死だ。

			　…………ミリア…………カチュア…………。

			「フン。まぁ、これぐらいで許してあげるよ。女に庇(かば)われるようなみっともないゴミ屑(くず)なんて、僕が相手する価値もないからね」

			　俺を見下ろしながらアベルは嘲(わ)笑(ら)った。

			　そして、俺に背を向けて歩きだし町長のところに向かう。

			　――立ち上がって、その背中に飛び蹴(け)りでも入れてやろうか。

			　ステータスもレベルも俺より上で、さらに【時間停止】という反則的なスキルを持っている勇者アベル。喧(けん)嘩(か)、あるいは戦闘になれば、今の俺が勝てる見込みは非常に薄い。

			　それでも、俺一人がやられるだけならまだいい。

			　しかし、ミリアとカチュアの２人を巻き込みたくはない。

			　今、ここで俺が負けそうになったら、ミリアとカチュアは身を挺(てい)して俺を庇(かば)ってくれるかもしれない。そのまま、アベルの攻撃が止まらず、２人を負傷させてしまう可能性もあるのだ。

			　それに、これ以上みっともない姿をこの２人には見せたくない。

			　…………この借りは絶対に返す…………。

			　今は無理でも、いつか強くなって、必ず借りを返す。

			　……必ず……。

			　切れた唇から流れた血を左手で拭(ぬぐ)いながら、俺はそう強く決心した。

			　アベルへの怒りと憎しみ(ヘイト)を貯め込みながら、耐えた。

			　右手を強く握りしめて――耐えた。

		

	
		
			ログマスター・ギース

			　

			　――陽(ひ)が暮れはじめた夕方。

			　そろそろ木工師ガストンが《聖なる杭(くい)》をいくつか作り終えているかもしれない。様子を見に行くことにした。

			　今の俺は、《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》吸血鬼退治に、かなり乗り気になっている。

			　あのムカつく勇者アベルよりも先に、吸血鬼を俺が倒す。

			　成功したら勇者アベルの鼻を明かすことにもなる。くやしがるアイツの顔を見てみたい。そのためには、吸血鬼に有効な武器である《聖なる杭(くい)》が、俺には必須なのだ。

			　勇者アベルが所持しているらしい『聖剣』とか、俺は持っていないし。

			　一応、聖属性のついた丸太＝聖なる丸太は、《ＱＵＥＳＴ　Ⅱ》の成功報(ほう)酬(しゆう)として、１本もらってはいるけど。

			　しかし、いくら聖属性がついているとしても、丸太はしょせん丸太。

			　雑(ざ)魚(こ)敵ならともかく、高レベルのモンスターに丸太では厳しいと思う。難敵といわれる吸血鬼相手に、丸太で勝てるとは思えない。

			　…………。

			　それに、仮に勝てるとしても――本音を言えば丸太で勝ちたくはない。

			　だって…………格好悪い…………し。

			　やっぱり…………丸太…………格好悪い…………気がするし。

			　可能ならば、剣で吸血鬼と闘い、最後のトドメとして聖なる杭(くい)を心臓に打ち込む――と、いう感じで倒したい。これなら、なかなか絵になる。右手に剣、左手に聖なる杭(くい)。吸血鬼狩人(ヴアンパイア・ハンター)みたいで、格好イイ気がする。

			　俺は、わりと形から入る傾向がある。

			　そんな俺は、〝剣〟と〝聖なる杭(くい)〟を駆使し、ハリウッド映画的なスタイリッシュアクションさながら、ヴァンパイア・ハンターのごとく、吸血鬼と戦うクール＆スタイリッシュな自分――を想像し、ワクワクしてきた。

			　だが、剣はあるけど、聖なる杭(くい)は、まだない。

			　ということで《聖なる杭(くい)》を借りるために、木工師ガストンの工房に向かうことにした。

			　夕食後、ミリア、カチュアを連れて宿を出る。

			　この２人には、昼間、少々情けない姿を見せてしまった。アベルになすすべもなくやられてしまった姿を見られたのだ。２人を失望させたかも――と心配はした。

			　しかし、２人とも何事もなかったかのように、接してくれた。

			　そんな２人に、少しは格好の良いところを見せたい――吸血鬼退治にかなり乗り気になった理由の１つではあった。

			　町のはずれにある工房に向かって、３人で歩く。

			　途中、町の西門付近を通った。西の空に沈む夕日を、なにげなく眺めてみる。

			　…………ん？

			　沈みかけの夕日をバックに、黒ずくめの服を着た男が一人で歩いてきている。映画のワンシーンみたいで、結構、格好良く見えた。いや、ほんと、マジ格好イイ。ＣＯＯＬだ。

			　で、でも、ず……ずいぶんと大きい男だな。身長は２メートルを遥(はる)かに超えていそうだ。また、男は悪魔祓い(エクソシスト)の神父みたいな黒い制服を着ていた。つばの広い黒帽子も被っている。

			　顔は、よくわからない。

			　黒制服と黒帽子をかぶったエクソシストふうの大男は――鉄仮面を被っていたからだ。

			　そして、背には巨大な十字架を背負っている。木製の十字架だ。あ、あれは……まさか…………。

			　巨大な木製の十字架に見えたのは…………丸太…………だった。

			　エクソシストふうの大男が背負っているのは、丸太と縄で組み合わせた〝丸太十字架〟だったのだ。

			　宗教的な意味のある品なのだろうか？

			　まさか、武器、だったりとか。い、いや、それはないか。

			　誰かを〝磔(はりつけ)〟にしたりとかもできそうな、巨大な丸太十字架ではあるけど。倒した吸血鬼を背負った十字架で磔(はりつけ)にする――ＣＯＯＬな気がする。

			　……丸太（十字架）でさえなければ。

			　大男を遠目に見ていると――この男の名前、メインジョブ（職業）、レベルなどが視えてきた。

			　

			【ギース・ルドルフ　ログマスター　レベル85】

			　

			　うぉおぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉっっっっ！！！！！？？？？？

			　レベル85っ!!

			　レベル49の勇者アベルをさらに上回っているっ!!

			　それにログマスター……だ……と？　ログとは記録(ログ)あるいは指針(ログ)のことか？　それとも…………まさか…………丸太(ログ)？？？

			　丸太(ログ)マスター。剣匠(ソードマスター)ならぬ丸太匠(ログマスター)。

			　そ、そんなジョブ＝職業があっていいのか？

			　俺が驚(きよう)愕(がく)している間にも、丸太十字架を背負ったエクソシストふうの大男(ギース)は町に近づいてくる。

			　俺は……足が……震えてきた。

			　この大男が放つ異様な雰囲気、そして圧倒的な威圧感(プレツシヤー)に呑まれて。

			　殺気とはまた別種の強烈な〝なにか〟をギースは放っている。蛇に睨(にら)まれた蛙(かえる)のように、俺は動くこともできなくなっていた。ミリアやカチュアも小刻みに震えている。

			　――２人を、守らないと。

			　俺は震え、まともに動いてくれない足を必死に動かし、一歩、前に出た。そして、ミリアとカチュアの２人を守るように背中で庇(かば)う。

			「ほぅ。ワシが放出した〝闘(とう)気(き)〟を受けながら、前に足が出るかよ」

			　大男(ギース)が少し感心した口調で喋(しやべ)った。鉄仮面の下にある表情は、わからない。

			「かなり〝抑えて〟いるとはいえ…………食人鬼(オーガ)や石戦鬼(トロール)程度なら、即座に逃げ出すか、恐怖で石のように固まるだろうに。フッ、有望な若者だ」

			　大男は、俺を褒(ほ)めながら、楽しそうに笑った気がする。

			　次の瞬間、大男が放っていた、あれほど巨大だった〝なにか〟が消える。

			　大男(ギース)の異様な風体と、その人間離れした体(たい)躯(く)には、いまだに圧倒されながらも、俺は足の震えは止まった。

			「少年。宿屋、それとこの町にいる木工師ガストンの工房の場所を知っていれば、教えてくれないか？」

			「あ、はい。それなら――」

			　俺は宿屋と工房の場所を説明した。

			「助かった。ありがとう」

			　ギースは俺に礼を言い、軽く頭を下げた。異様な風体、それに超・高レベルなのに、意外と丁寧かつ礼儀を知っている人物のようだ。

			　町の中に入っていくギースの広い背中を、俺は見つめた。

			　背負っている丸太十字架は、太い荒(あら)縄(なわ)と２本の丸太を組み合わせて作ったモノだった。よく見ると、丸太の先端が鋼鉄で覆(おお)われ、補強されている。まるで強固な鉄の城門をもブチ破れる《破城槌》のように。ただでさえ重量のある丸太を、さらに重そうな鋼鉄で覆(おお)っているのだ。

			　あの補強丸太を武器として扱えるなら、さぞかし威力も凄(すさ)まじいだろう。

			　しかも、その補強丸太を２本、十字の形で縛りつけ、背負っているのだ。よくあんな超重量の物体を背負って動けるものだと、驚(きよう)愕(がく)した。

			　――あの男……化物か。

			　大男が離れていくと、ミリアとカチュアは緊張から解き放たれたように大きく息を吐いた。

			　そして、小声で、

			「い、今の男性…………奴(ど)隷(れい)になる前の私たちが、一度だけ謁(えつ)見(けん)させていただいたことのある祖国の皇帝陛(へい)下(か)よりも、遥(はる)かに威(い)厳(げん)と迫力があったわよね、カチュア」

			「…………お……お漏(も)らし……しそうに……なっちゃった」

			　などと姉妹同士が囁(ささや)き合っていた。

			　俺は、じっと大男の背中を見つめる。一体、何者なのか強く興味をもったからだ。《神(しん)眼(がん)》であの大男の詳(しよう)細(さい)な情報(ステータス)を視てみたかった。

			「あ、マコト様の右目にまた炎が……」

			「……ハァァ……やっぱり、格好イイ、です」

			　２人の囁(ささや)き声は気にせず、精神を集中する。

			　もう少しでステータスが視えそうになったとき――。

			「貴様っ！　視ているなっ!!」

			　うわっ！！？？？

			　突然、小さな女の子が現れたっ！　大男(ギース)の影からっ!!!

			　まるで……そう、影に潜(ひそ)む能力もあると言われている〝吸血鬼〟のように、影から出現したのだ。それも、ゴシックロリータふうの黒いドレスを着て黒マントを羽織った、とても可愛い銀髪幼女が。

			　大男(ギース)の影から突(とつ)如(じよ)現れた銀髪幼女は、少し離れた場所から俺を指さして叫ぶ。

			「その燃える目、そうか貴様、《神(しん)眼(がん)》の女神リアナの使(し)徒(と)、あるいは眷(けん)属(ぞく)じゃな！　貴様の右目は《識眼》、《魔眼》、あるいは《邪眼》、それとも、よもやとは思うが、《神(しん)眼(がん)》かっ？」

			　銀髪の幼い少女に激しい口調で聞かれ、俺は思わず、

			「し、《神(しん)眼(がん)》だけど」

			　と、答えてしまった。

			「ぬぅっ!?　女神リアナの使(し)徒(と)や眷(けん)属(ぞく)のなかでも、滅多に授かれぬ《神(しん)眼(がん)》じゃっとっ！　……こんな小僧がのぉ」

			　小僧って。このババァ言葉で喋(しやべ)る銀髪幼女のほうが、俺より見た目はずっと幼いのに。

			「まぁいい。それで、貴様、その《神(しん)眼(がん)》で父様のステータスや能力を視ようとしておったじゃろっ！　なんと失礼千万な男よ！　ファックじゃっ!!」

			　ババァ口調で喋(しやべ)りながら、中指をビシッと突き立てるゴスロリ銀髪幼女。

			　父様？　それってギースのことなのか？

			　ゴンッ!!

			「はぺっ!?」

			　銀髪の幼い少女が変な声を出した。

			　ギースが、まるで、父親が子供を叱りつけるように、銀髪幼女の脳天に拳(こぶし)を落としていた。

			「ミラ。下品な単語を口にしたり、そんな仕草をしてはいけないと、日頃から儂(わし)は、お前に何度も注意しているであろう」

			「あうぅぅ、ごめんなざい父ざまぁぁぁ」

			　叩かれた頭頂部を両手で擦りながら、涙目の銀髪幼女がギースに謝る。

			「それに、町に着いたら儂(わし)の影から出るなと、言いつけておいたはずだが」

			「だ、だってだって！　あの小僧が父様のことを勝手に視ていたからっ！」

			「少年に視られていることには気付いていたよ。しかし、だからどうだというのだ」

			「え…………」

			「儂(わし)は自分の力量(レベル)や能力(ステータス)が他者に視られようが、一向に構わん」

			　自信に溢(あふ)れた口調で断言するギース。

			　たとえ自分のステータスや能力が他者に知られようとも、敵対する相手を問題なく叩き潰せる――そんな強い自負を持っているようにも思えた。

			　な、なんか格好イイぞ。

			「で、でもでもでもでもぉっ！」

			「ミラ、黙って儂(わし)の影に帰れ」

			「でもぉぉぉっ！」

			「帰るのだ」

			「う…………わ、わかりました」

			　シュンと落ち込み、ギースの影の中にスゴスゴと帰って行く銀髪の幼女。

			　俺は自分が今、見ている光景が現実のものと思えず、呆(ぼう)然(ぜん)としてしまった。呆(あつ)気(け)にとられながら、影に沈んでいく銀髪幼女を眺めていたら――彼女の【ステータス】が視えてきた。

			　

			【カーミラ・シェリアラ・レ・ファハニール　吸血鬼　レベル38】

			　

			　…………吸血鬼…………なのか。影から出てきたことから、薄々そんな気はしたが。

			　た、倒さなくてもいいのか？　吸血鬼＝モンスターなんだし。で、でも、そんな邪(じや)悪(あく)な感じはしなかったし。口は悪かったけど。

			　カーミラは、完全に影に沈む前に、俺を睨(にら)んだ。

			　威(い)嚇(かく)するように。八重歯――ではなく、それこそ吸血鬼のように鋭く尖(とが)った犬歯を俺に見せつけながら威(い)嚇(かく)してきたのだ。

			「少年」

			　ギースに声をかけられ、俺はドキリとした。

			「今、見たこと、一応、内密にしておいてくれんか？」

			　動揺しつつも頷く。

			「ありがたい。そちらのお嬢さんたちも、内密に頼む」

			「え、あ、は、ははは、はいっ！」

			「く、くくく口が裂けても喋(しやべ)らない、です……ほ、本当、です」

			　ミリアとカチュアは動揺しまくりながら、何度も頷いていた。

			　――ミラは決して邪(じや)悪(あく)な存在ではないのだが、純血の吸血鬼は、人間社会に受け入れられない。血が少し混じっているだけでも、迫(はく)害(がい)を受けるぐらいなのだ――。

			　大男(ギース)が、ポツリと呟(つぶや)いた。

			　仮面の下から覗(のぞ)けるその目は、どこか哀しそうな色を湛(たた)えていた。

			　本当にこの大男は何者なんだ？　知りたい。だが、《神(しん)眼(がん)》で詳(しよう)細(さい)なステータスなどを視ようとしたら、また、さっきの銀髪幼女吸血鬼が出てきて怒鳴りつけてきそうだ。

			　たとえ背中越しで視(ミ)ても。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギースが町の宿屋がある方向に歩いていき、その背が見えなくなるまで、俺は迷っていた。大男、それに影から出てきた銀髪幼女吸血鬼のことを、町の住民に伝えるべきか迷ったのだ。

			　なにせ、大男はともかく、銀髪幼女は吸血鬼――つまりモンスターなのである。

			　しかし、黙っておくと約束してしまったからなぁ。

			　それに、あの大男、得体のしれないところはありまくるが、悪い人間には思えない気もする。

			　とりあえず、様子見も兼ねて、しばらく黙ってはおこう。

			　もっとも、あの異様な風体だ。俺がなにも喋(しやべ)らなくても、大男に関しては、じきに町の噂(うわさ)になる気はするけど。

			　俺たちはとりあえず、当初の目的であった木工師ガストンの工房に向かった。

			　あの大男は工房の場所も聞いてきたし、ひょっとしたらそこで再会するかもしれないが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房に着いた俺は、入り口のドアをノックする。

			　木工師ガストンの弟子である朴(ぼく)訥(とつ)な青年が出てきて、応対してくれた。

			「聖なる杭(くい)、今、何本できているのかな？」

			「それが……その……」

			　弟子の青年はいいづらそうに口籠ったあと……。

			「まだ、１本もできていません」

			　と、申し訳なさそうに答えた。

			　１本もできていない？

			　予想外のことに俺は頭を掻く。湖から丸太をこの工房に運んで、結構、時間は経っているのになぁ。開いているドアの隙間から、工房の中を覗(のぞ)きこんでみる。

			　ん？　あれは…………。

			「なぁ、あれも聖なる杭(くい)、なのかな？」

			　俺は工房の隅に置いてある、巨大な杭(くい)を指さした。

			　丸太の先を削り、鋭く尖(とが)らせただけの杭(くい)だ。いわゆる《丸太杭(くい)》だった。人間の胴体より太い丸太の、片方の先端を鋭く尖(とが)らせた《丸太杭(くい)》だ。

			　素材となった丸太は聖なる湖に沈めて清めておいた、固く重い紫(シ)檀(タン)。あの重さと固さに鋭さが加われば、その突貫の威力は、そこいらの槍(やり)を遥(はる)かに凌(りよう)駕(が)しているだろう。

			　アレを吸血鬼の心臓部にぶち込めば、一撃で倒せそうな気がする。

			　……ゴクリ……。

			　重厚かつ巨大な丸太杭(くい)を見つめながら、俺は喉を鳴らした。

			　もし、あの丸太杭(くい)を『槍(やり)』として使いこなせれば。

			　先端を鋭く尖(とが)らせた部分は、どのような敵をも突き破りぶち抜く強力な〝剛(ごう)槍(そう)〟となり、もう片方の端で敵を叩き潰し、突き潰し、吹き飛ばせる強力な万能武器。

			　確かに丸太杭(くい)は、ただ、丸太の先端を削った単純なモノにすぎない。しかしながら、もし使いこなせるならば、どのような名剣、どのような名槍よりも、強力な武器になりえる気がした。

			　――槍(やり)というにはあまりにも大きすぎ、ぶ厚く重くそして大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)すぎる、まさに丸太であった――。

			　そんなフレーズが、俺の脳(のう)裏(り)に浮かんできた。

			　木工師ガストンの弟子である青年の話では、数日前、ある巨漢かつ腕力自慢の冒険者に依頼(クエスト)され、作ってみた《聖なる丸太杭(くい)》らしい。

			　もっとも、あまりの重量にその冒険者は使いこなせず、結局、持ちかえらなかったとのこと。

			　青年から「吸血鬼退治をしてくれるのなら、差し上げる」と言われたので貰うことにした。倒せそうになければ、返却すればいいだろう。

			　ただの丸太に比べれば、《聖なる丸太杭(くい)》は、まだしも格好悪くないので、使ってみてもイイ気はした。いや、剣で闘うのを、メインにはしたいけど、ね。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房の裏にある空き地で、丸太杭(くい)による突進攻撃(チヤージアタツク)の特訓をしてみた。

			　丸太杭(くい)を腰で抱えながら助走し、そのままの勢いで仮想の敵にブチ当てる練習だ。突撃槍ならぬ突撃丸太杭(くい)である。槍突撃(ランスチヤージ)ならぬ、丸太突撃(ログチヤージ)ともいえる。

			　当てるのは難しいだろうが、その代わり、当たればその破壊力は凄(すさ)まじいだろう。

			　敵に命中させるためにも、突撃速度をさらに上げなければ。俺は何度も丸太突撃(ログチヤージ)を繰り返した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………大(たい)した才だ」

			　声をかけられて振り向くと――エクソシスト姿の大男が立っていた。

			　背に丸太十字架を背負い、鉄仮面を被った大男――ギースだ。

			　しかし、本当にデカい男だな。２メートル10……20……いや、もっとありそうだ。

			「旧知である丸太職人(ログスミス)から頼まれ、木工師ガストンに手紙を届けにきたのだが――これは、恐るべき逸材を見つけてしまった、な」

			　お、俺が逸材？

			「少年、丸太を振るってから何年になる？」

			　ギースに聞かれたので、俺は戸(と)惑(まど)いつつも答えた。

			「は……初めて丸太を武器にしたのは、１週間ぐらい前ですけど」

			「っ!!」

			　鉄仮面から覗(のぞ)くギースの片目が一瞬、ギラリと光った気がした。

			「わずかそれだけの期間で、これほどとは、な」

			「…………」

			「…………この少年なら、一子相伝であるユグドラシル流・丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)、二千年の歴史において誰も会得しえなかった最終究極神技(ラグナログ・アルテイメツトバースト)をあるいは…………」

			　なにか、独り言のように小声で呟(つぶや)いている。

			　…………丸太……戦闘術？

			　剣術や槍術のようなものか？　丸太を武器とする武術なんて、門下生が滅茶苦茶少なそうな気はするぞ。弟子になりたがらないだろうし。恐ろしく隙間的(ニツチ)な武術に思える。

			　かろうじて聞き取れた〝丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)〟という言葉に、心惹(ひ)かれるモノを感じないでもなかったけど。

			「少年、師は？」

			「いや、いませんけど……」

			　また、ギースの片眼が光った気がした。

			「……なるほど、どうりでな。先ほどの動き、才が迸(ほとばし)ってはいたが、無駄も多かった」

			「…………」

			「惜しいな…………我流では、おのずと限界がある」

			「は、はぁ」

			「その丸太杭(くい)、貸してみてくれんか？」

			　この大男に頼まれると、なにか断りきれないモノを感じた。

			　俺は、素直に丸太杭(くい)を手渡す。

			「フム……イイ丸太だ」

			　ギースは丸太を両手で担ぎ、

			「少年、お嬢さん方、離れておきなさい」

			　と、警告してきた。

			　俺たちは数歩、後ろに下がる。

			　途端、ギースの身体から、なにか――おそらくギースが言っていた闘(とう)気(き)――が凄(すさ)まじい圧力となって俺を襲った。そのなにかに押され、俺、ミリア、カチュアは、さらに数歩後ろに下がっていた。

			「少年、よく見ておけ。技と技は、こう――繋げる」

			　ギースは、そう言ったあと、

			「刹(せつ)那(な)五月雨(さみだれ)丸太突き・滅っ」

			　丸太杭(くい)で、超高速の突きを、僅(わず)かな瞬間に数十と放ったっ！！！！

			　ほ、ほとんど見えないっ！

			　動体視力が飛躍的に上昇する《神(しん)眼(がん)》を、俺は持っているのにっ！

			　さらに――。

			「真・光速丸太直突きっ！！！！」

			　カッ!!

			　最後に超々高速の突きを…………おそらくは放った。

			　おそらくは、と言ったのは、俺にはまるで見えなかったからだ。一瞬、〝光〟が走ったのだけは、辛うじて見えたが。

			　…………言葉が出ない。あまりの凄(すさ)まじさに。

			　僅(わず)かな時間、見ただけで、ギースの〝丸太捌き〟は、俺など足元にも及ばないのがハッキリわかった。もし、この大男と戦えば…………俺は数秒と持たずに殺されるであろう。

			〝瞬殺〟されるのは、間違いない。

			「フフン♪　父様の凄(すご)さに、ビビッておるようじゃな。おしっこちびったか？」

			　ギースの影から上半身だけ出した銀髪の幼い少女が、得意気に笑った。吸血鬼のカーミラだ。

			「あ、言っておくが、普段は技名をイチイチ叫んでおらんぞ。今のは、見学している小僧にもわかりやすくなるよう、叫んだようじゃが」

			　別にいいけど、ギースから姿を現さないように言われていたのに、影から出てきても良いのだろうか？

			「ミラ」

			「ご、ごめんちゃいっ」

			　ギースが叱ると、吸血鬼カーミラが慌てて影の中に隠れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――翌日の早朝。

			　上半身裸で、汗を滝のように流しながら丸太を振るっていた。俺の〝師〟になってもらった大男――いや、マスター・ギース（師匠）の前で。

			　

			　昨日の夕方、マスター・ギースに「よければ丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)を教えるが」と言ってもらえたのだ。

			　ギースの凄(すご)さはわかったし、俺はその場で弟子入りした。弟子入りのデメリットは、特になさそうだったからね。

			　そして、昨晩からさっそく、ユグドラシル流・丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)を俺は教わることになった。

			　マスター・ギースの話では――開(かい)祖(そ)サイファが、《世界樹》とも言われている『神聖樹ユグドラシル』の下で十年以上座り続けた末に開眼し、編み出した武術、それがユグドラシル流・丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)らしい。

			　身に付けるのが剣術や槍術ではなく、丸太術というのが、少々……いや、かなり……ひっかかりはした。しかし、強くなれるなら、この際、丸太でも構わないと開き直ることにする。

			　それに、丸太術を身に付け強くなれば、あのムカつく勇者アベルを丸太でブッ飛ばせるかもしれない。丸太で。

			　俺はマスター・ギースの前で、基本中の基本らしい〝丸太突き千本〟を行っていた。

			　ユグドラシル流・丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)において、丸太突きこそ基礎稽(けい)古(こ)であり、そして基礎が、やはり大切なんだと、師匠ことマスター・ギースに教えられていた。

			　空手の正拳付きとか、剣術の竹刀・木刀振りと、同じようなものだと思う。

			　めんどくさがりで、努力は苦手の俺だが、稽(けい)古(こ)に励んでいた。いずれ、あのムカつく勇者アベルをブッ飛ばすために役立ちそうなら、やる気が出てくるのだ。

			　師匠(マスター・ギース)には、脇の締め方や、腰の落とし方、前進時の足さばきなど、基本だが、もっとも大切な部分をまずは教わった。

			　それから、丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)における初歩的な〝技〟も。

			　俺としては、奥義的な〝必殺技〟をすぐに教えて欲しいが、それはいくら〝才能〟がある人間でも、やはり、すぐには伝授できないとのこと。

			　まぁ、武術というものは基本をおろそかにしてはいけないのだろうけど…………たとえ、丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)、でも。

		

	
		
			古城の吸血鬼

			　

			　早朝の稽(けい)古(こ)後。

			　ミリアとカチュアの２人に、清(せい)潔(けつ)なタオルで顔や上半身の汗を丁寧に拭いてもらい、服を着た。

			「マスター・ギース。やはり吸血鬼退治に協力はしてもらえませんか？」

			　師匠であるマスター・ギースは首を横に振った。

			「儂(わし)が討つ吸血鬼は養娘のミラにとって、一族の仇(かたき)である〝真祖〟のみ。それに、儂(わし)は人間の敵でも味方でもない……今さら、吸血鬼側につくつもりもないが。しかし、今回、マコトたちと協力してミラの同(どう)胞(ほう)である吸血鬼を倒すのに、直接手を貸すことまではできない…………すまんな」

			　吸血鬼退治に鬼強い師匠(マスター・ギース)が協力してくれたら、まさに鬼に金棒なのだが。いや、鬼に丸太なのだが。

			　しかし、師匠(マスター・ギース)には師匠(マスター・ギース)の深い事情があるようなので、諦(あきら)めるしかない。

			　師匠(マスター・ギース)には、全面的に人間の味方となって、吸血鬼全体と敵対――することまではできない事情や背景があるようなのだ。

			　なにせ…………師匠(マスター・ギース)、人間じゃないし。

			　昨日の夜、《神(しん)眼(がん)》で師匠(マスター・ギース)の【ステータス】を視せてもらった。

			　師匠(マスター・ギース)の【種族】は――人間と吸血鬼の混血(ハーフ)だった。

			　吸血鬼の父と人間の母との間に生まれたのが師匠(マスター・ギース)だ。さらに、母方の祖先に巨人(ジヤイアント)がいたらしく、薄らだが巨人(ジヤイアント)の血も混じっているらしい。

			　血の濃さで言えば、魔物(モンスター)寄りであった。

			　ただ、立場的には中立とのこと。また、この国――神聖ガープ帝国領において、功績を認められた〝名誉人類〟でもあるらしい。

			　だが、人の生(い)き血(ち)を糧(かて)としている吸血鬼にも、知人・友人はいるらしい。

			　いろいろと事情や立場、しがらみもありそうだし、吸血鬼退治協力の無理強いはできない。

			　今、師匠(マスター・ギース)が俺を鍛えることは、間接的にとはいえ、少なくとも一人の吸血鬼にとって不利になる。だが、そこまでは師匠(マスター・ギース)も気にしていないようだ。

			「マコト。儂(わし)はこれから迷宮(ダンジヨン)都市ラナにしばらくの間、居を構えるつもりだ…………古城にいる吸血鬼はミラの仇(かたき)である真祖たちとは違うようだが、かの大迷宮の最奥部に、真祖の一人が逃げ込んだという噂(うわさ)を聞いてもいるのでな」

			「じゃあ今後、俺の稽(けい)古(こ)は――」

			「次からは、迷宮(ダンジヨン)都市ラナでつけるとしよう。大迷宮の中でなら、モンスターを相手とした実戦形式の稽(けい)古(こ)もつけやすいので、ちょうどいい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――昼近くになった。

			　師匠(マスター・ギース)は影の中にいるカーミラとともに、迷宮(ダンジヨン)都市ラナに向かった。

			　俺もそろそろ、古城へ吸血鬼退治に向かうとするか。倒せそうになければ、即、撤(てつ)退(たい)はするけど。

			　ジェイクたちに声をかける。

			　やはり、彼らも吸血鬼退治に行くつもりのようだ。

			　……無(む)謀(ぼう)な気はするけどなぁ。

			　彼らは、《ＱＵＥＳＴ　Ⅲ》の報(ほう)酬(しゆう)である金貨50枚に目が眩(くら)んでいると思う。それに、散々食べまくった豚汁の代金を払えないという、寂しい懐具合の事情もあるのだろう。

			「あのアベルっていう糞(くそ)野郎を悔(くや)しがらせるためにも、先に吸血鬼をブッ倒してやりましょうやっ！　マコトの兄貴さえいれば、吸血鬼も怖くねぇしっ」

			　と、ジェイクたちは言ってもいた。

			　吸血鬼退治は、勇者アベル個人に対する、意(い)趣(しゆ)返(がえ)し的意味合いもあるのだろう。

			　吸血鬼にトドメを刺した人間が報(ほう)酬(しゆう)の半分、金貨25枚を手に入れるという条件で、俺はジェイクたちとのＰＴ(パーテイ)を継続した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは今、吸血鬼が棲(す)むという古城まで馬車で移動中だ。

			　馬車の荷台には、木工師ガストンの弟子である青年に頼み、先を尖(とが)らせてもらった聖なる丸太杭(くい)を人数分、積んでいた。

			　ジェイクたちは２人一組で丸太杭(くい)を持ち、吸血鬼に突撃する予定だ。数が合わないけど、余った丸太杭(くい)は予備である。

			　木工師ガストンが意匠を凝らした聖なる杭(くい)は、昼になっても結局、２本しか制作できていなかった。細工や装(そう)飾(しよく)は見事な一品だったが。俺としては、芸術性を高めるための細工や細かい装(そう)飾(しよく)はどうでもいいから、もっと数を作って欲しかったけど。

			　仕方ないので、ミリアとカチュアに、それぞれ１本ずつ持たせることにする。

			　今回、彼女たちに近接戦闘をさせるつもりはないけど。彼女たちの役目は、主に魔法による支援なので。

			　ただ、吸血鬼にトドメを刺す際、彼女たちに預けている聖なる杭(くい)を手渡してもらったりすることもあるかもしれない。ミリアとカチュアは、アイテム手渡し役も兼ねているのだ。

			「ミリア、カチュア。何度も言うが、吸血鬼退治に無理についてくる必要はないぞ。危険だし、馬車で待機していてくれても構わない」

			　馭(ぎよ)者(しや)をしているミリア、それから、２人掛けの馭(ぎよ)者(しや)台で姉の横に座っているカチュアに俺はそう声をかけた。

			「いえ、マコト様のお手伝いをぜひさせてくださいっ！」

			「……ください、です」

			「私たちでも、マコト様の身代わりぐらいはできると思いますし」

			「…………いざとなれば……盾(たて)にしてくれてもいい、です」

			　献身的なことを言ってくれる奴(ど)隷(れい)少女たち。

			「お前たちを身代わりや盾(たて)にできるわけがない。見捨てたりもしない。吸血鬼にかないそうになかったら、みんなで一緒に逃げよう」

			「マコト様……」

			「……ご主人様……」

			　当たり前のことを言っただけだが、奴(ど)隷(れい)少女たちの好感度がまた上がった気はする。

			「ハッ！　お先っ！」

			　あ。

			　風のように走る白馬に乗った勇者アベルが、俺たちを追い越して行った。

			　せっかく、アベルより先に町を出発したのになぁ。

			　まぁ、仕方ない、か。ジェイクたちは、移動手段が徒歩だ。彼らに合わせたら、移動速度は当然、徒歩並みになる。馬で移動しているアベルに追い越されても、仕方ない。

			　しばらく山道を進んでいたら――勇者アベルが馬から降りて待ち構えていた。

			　？　なんのつもりだ？

			　アベルが、あまり広くない山道の真ん中に立っているので、こちらも馬車を停めるしかなかった。

			　俺たちのほうをじっと見ながら、勇者アベルが近づいてきた。

			　その視線は俺ではなく、ミリアに向けられている。いや、正確には、ミリアの豊かな胸に向けられていた。

			　そう言えばさっき、馬車を抜き去るとき、横目でミリアの胸を見ていたような？

			　馬車の揺れに合わせて、揺れまくっていたミリアの爆乳を、チラ見した気がする。

			「おい、なにか用なのか？」

			　勇者アベルは、俺が声をかけても無視しやがった。そして俺たちの馬車にアベルがゆっくりと近づいてきたとき――俺の右目に鮮明な映像が浮かんできた。

			　未来視、か？

			　

			◆　◆　◆

			　

			〝時間〟が止まっていた。

			　ミリアやカチュア、ジェイクたち、それに俺自身も、まるで蝋人形のように固まっていた。地を這うミミズの動きも止まり、落ちかけていた木の葉は、空中で停止している。

			　そして、その止まった時間の中で、唯一、アベルだけが動いていた。

			　アベルは、俺――いや、ミリアとカチュアのほうに駆(か)け寄ってきた。

			　ミリアの豊満かつマシュマロみたいに柔らかい胸を、アベルが両手で鷲(わし)掴(づか)みにする。そして、好色な表情を浮かべながら、好き勝手に胸を揉むアベル。

			　さらにアベルは、固まっているカチュアの唇を――奪った。それだけでなく、舌まで入れてカチュアの口内を蹂(じゆう)躙(りん)した。

			　ズキュゥゥゥンっ！！！！

			　そんな効果音が、映像を視ている頭に響いた気がした。

			　やがて、時間停止スキルの効果が切れたのか〝時(とき)〟が動き出す。

			　事態に気付き、真っ青な顔になる２人の姉妹。

			　ミリアは嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らしながら嘆き、カチュアは、

			「……酷(ひど)い……酷(ひど)いよぉ……く、唇同士の……は、初めてのキスは、ご主人様と……し、したかったのに……ぅ……ぅうう……ぅぅわぁぁぁぁぁっぁぁっ！！！！」

			　号泣しながらしゃがみ込み、泥水で唇を洗いだした。

			　まるで、泥水のほうがアベルの唇より、何倍もマシだとでもいうように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　な……なんだ、この胸糞悪くなる映像は。

			　わずか十数秒の出来事だったけど、最悪の気分になったぞ。ＮＴＲ(ネトラレ)属性などない俺は、本当に気分が悪くなってきた。

			　アベルは時間停止スキルを悪用し、強(ごう)姦(かん)まがいのことまでやっているのか。最低最悪だな、コイツは。

			　俺は、卑(ひ)劣(れつ)漢アベルに対して、嫌(けん)悪(お)感と怒りが同時に沸いた。また、酷(ひど)い焦(あせ)りも覚えた。

			　このままでは、おそらくあの映像と同じことが起きてしまう。ニヤニヤと笑って近づいてきているアベルによって、ミリアとカチュアが汚されてしまう。

			　ミリアの胸をあんなふうに好き勝手に揉まれるのも許せないが、カチュアの唇を奪われたのはもっと許せん。

			　俺もまだ、カチュアとキスしたことがないのに。

			　美人姉妹から〝ご奉仕〟は受けていても、唇同士のキスは、まだだった。だって、二人とも、男とキスしたことがないらしいので。ファーストキスを奪うことで、責任を感じてしまうのを避けるため、いつか地球に帰る俺は、自分から、どちらにもキスしようとはしていなかった。

			　もちろん、唇同士のキスはしたかったけど。

			　でも、我慢した。

			　ミリアとカチュアも、遠慮しているのか、奉仕中でも、彼女たちから俺の唇にキスしようとは、してこなかった。

			　それなのに。

			　それなのに、このままでは、カチュアの唇を、アベルに奪われてしまう。それも、同意のもとではなく無理やりに。いや、止まった時の中でされてしまっては、抵抗すら、できない。

			　カチュアの初めて(フアーストキス)を、こんな卑(ひ)劣(れつ)な男に、これほど卑(ひ)劣(れつ)な手段で奪われるのだけは、なんとしてでも阻(そ)止(し)したかった。

			　――クッ!!

			「ミリアっ、カチュアっ！」

			　俺は２人を傍(そば)に抱き寄せた。

			「マコト様っ？」

			「……ご、ご主人さま？」

			　俺は抱き寄せたカチュアの唇を、自分の口でふさいだ。

			　目を見開き、驚きのあまり固まるカチュア。

			　さらに俺の舌をカチュアの口の中に入れた。カチュアは、一瞬、ビクっと身体を震わす。だが、抵抗はしてこなかった。

			　それどころか、頬を赤くして目を瞑(つむ)り、俺のなすがままにされていた。

			　童貞(チエリーボーイ)である俺は以前、キスの練習として、さくらんぼ(チエリー)を舌で転がしたり、さくらんぼの茎を舌で結ぶ練習をしたことがある。

			　カチュアとキスを続けながら、俺はミリアの巨乳に手を伸ばした。

			「ま、マコト様……こ、こんな、他(ほか)の人がいる前でなんて…………あ…………ぁああぁっ」

			　ミリアが蒸気した顔で、艶(つや)やかな声を出す。その瞳はだんだん濡れてきた。俺が彼女の豊満な胸を揉んでいるからだ。ミリアの胸をできる限り優しく愛(あい)撫(ぶ)した。

			　モミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミ。

			　次女カチュアとディープキスしつつも、俺は抱き寄せていた長女ミリアの胸を片手で揉んだのだ。揉みまくった。

			　吸い込まれるような柔らかく弾力のある胸に、俺の手は止まらない。

			「あ、あ、あん……あ……ぁあ……あんっ！　あ、あ、あ、あ、あ」

			　ミリアは恥ずかしがりながらも、甘い喘ぎ声を出していた。口元からは、涎(よだれ)が零(こぼ)れている。

			　その間にも、俺はカチュアの口内を舌で愛(あい)撫(ぶ)した。

			　その様子を見て――。

			「………………チッ」

			　舌打ちするアベル。興がそがれたような顔つきになっていた。

			　そして、自分の白馬にまたがると、そのまま古城に向かった。

			　よし！　作戦、成功だ。

			　咄(とつ)嗟(さ)に思い付いた緊急手段だが、上手くいったぞ。

			　なんとなくアベルは潔癖症っぽい男だった。そんな奴が、他(ほか)の男とキスした直後の女の唇に、自分の唇を重ねたりはしないであろうという計算が、俺は咄(とつ)嗟(さ)に働いたのだ。

			　それも、ただのキスではなく、狙(ねら)っていた女性に、他(ほか)の男が〝ディープキス〟した直後なら、なおさらである。

			　時間停止スキルを発動させたアベルによる凌(りよう)辱(じよく)を防ぐために、俺は行動したのだ。アベルに卑(ひ)劣(れつ)な手で奪われるぐらいなら、カチュアの唇を、俺が先に貰いたかった――というのもあったけど。

			「カチュア、それにミリア。すまない、突然…………」

			　俺は２人に頭を下げて謝った。そして、さっき《神(しん)眼(がん)》で視た未来視に関して説明する。

			「他に手段を思いつかなかったとはいえ、本当にすまない」

			「…………あ、謝らないで欲しいです。むしろ……嬉しかった、ですから」

			　カチュアは、怒るどころか、むしろ嬉しそうにしてくれていた。

			　でも、ミリアは、泣きそうになっている。

			　俺は、罪悪感で胸がいっぱいになった…………ごめん、ミリア。

			「みんなの前で、む、胸をあんなに揉まれて、私、あ、あんなはしたない声をだして……うぅう……す、すごく恥ずかしかったです」

			「ご、ごめん、本当にごめん、ミリア」

			「うぅぅ。マ、マコト様、奥に来てください」

			　俺は涙目のミリアに手を引かれて、馬車の奥に入った。

			　そして――ミリアから、キスを要求された。

			　それも、カチュアにしたようなディープキスを。

			「マコト様とのキスを、妹であるカチュアに先を越されたのは、すっっっっっっごく悔(くや)しいし、自然に涙も出てきちゃいました」

			　あれ？　涙目だったのはそっちが原因だったの？

			　ミリアは目を瞑(つむ)り、肩を震わせながら――。

			「お願いします。わ、私にも、き……キス……してください」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　誰にも見られないようカーテンを閉(し)めた馬車の奥で、俺はミリアに口づけした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、古城に向け馬車で移動中、俺は拳(こぶし)を握りしめながら、

			　――ブッ飛ばす。

			　――次に勇者アベルと会ったときは、必ずブッ飛ばしてやる。

			　と、何度も決意していた。

			　時間停止という卑(ひ)劣(れつ)極まる手段で、アベルはミリアとカチュアの２人に犯罪級のセクハラをしようとしたのだ。未遂で済んだとはいえ、やはり許せない。

			　時間が経つとともに、アベルに対しての怒りがドンドン涌いてきた。二度と、あの姉妹に手を出す気が起こらないようにするためにも、アベルを、ぶちのめしてやりたい。

			　さっきは追いかける間もなかったが――次に会ったら絶対にブッ飛ばす――そう、俺は固く決心したのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　なんとか夕方になる前に、山の上にある古城についた。

			　かなり古ぼけており、蔦(つた)が好き放題にはっている。ルーアンの町長エンリケさんの話では、以前、ルーアンも含め、周辺の小さな町や村を統治していた前領主(ロード)の居城だったらしい。

			　流行(はやり)病(やまい)で前領主(ロード)やその家族が全滅してからは、不吉だということで誰も住みつかず、荒れ放題のようだった。

			　その前領主(ロード)が死後、吸血鬼化した――可能性はあると思う。

			　前領主(ロード)に関していくつかの噂(うわさ)を、町の人間たちから聞いていた。

			　

			　●前領主(ロード)は怪しい黒魔術に凝っていた。

			　●幼女愛好家の疑いもあった。

			　●前領主(ロード)には同じ城に住んでいた弟がいて、同時期に流行(はやり)病(やまい)で亡くなった。

			　●その弟は、実在を疑われるほど、他者に目撃されていない。

			　●領主(ロード)兄弟は、双子かもしれない。

			　●この世界、特にこの地方では双子は忌(い)み嫌われている。

			　

			　情報収集は大切である。コンピューターＲＰＧだったら、村人の話を聞くのは、攻略に欠かせないし。今回、特に怪しそうな前領主(ロード)の情報(ステータス)を重点的に集めた。

			　そして、俺はある奇妙な事実に気付いた。吸血鬼の被害にあったと思われる行方不明者の年齢だ。２つのグループに分かれていた。

			　Ａ　10歳以下の幼女たち。

			　Ｂ　30代から40代の女性たち。

			　10代と20代の行方不明者は１人もいない。

			　……奇妙だ……。

			　吸血鬼が好んで血を吸う相手は、生前の趣味が大きく影響するらしい。

			　男の吸血鬼なら大抵は、10代半ばから20代前半までの乙女（処女）を好むようだが。

			　しかし、生前の趣味が大きく影響するなら、幼女を好む吸血鬼や、逆に、年増の女性を好む吸血鬼がいてもオカシクはない、と思う。

			　俺が吸血鬼ではと睨(にら)んでいる前領主(ロード)。彼には、幼女愛好家の疑いがあったようなので、10歳以下の幼女たちが多数行方不明になっているのは、まだわかる。

			　解(げ)せないのは、30代から40代の女性たちも行方不明になっていることだ。

			　10代～20代の若い女性たちの行方不明者は、いないのに。

			　１人の吸血鬼が、幼女趣味と年増趣味という相反する女性の趣味を持つことは、ありえるのだろうか？　いや、そういったケースも稀(まれ)にはあるのかもしれないが、しかし今回は――。

			　俺はある可能性を推測していた。

			　すなわち――吸血鬼は２人いる。

			　おそらくは、領主(ロード)、そして領主(ロード)の弟。ただの推測だが、しかし、ありえないことではない気がする。

			　たとえ、吸血鬼を一体倒しても油断はしないでおこう。気が緩(ゆる)んだところを、もう一体の吸血に襲われては、ひとたまりもないので。

			　古城の正門を見つめていると――色のないモノクロ映像が視えてきた。

			　過去視だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　30代前半に見える美しい女性が、色白で顔色の悪い貴族ふうの男に――血を吸われていた。

			　貴族ふうの男は黒マントを羽織り、髪をオールバックにした30才前後の青年だった。

			　女性の首筋には男の牙(きば)が突き立てられている。

			　そこに、開いた扉から古城に誰かが入ってきた。太陽のように眩(まばゆ)く輝(かがや)く聖剣を手にした勇者アベルだ。

			　貴族ふうの男――吸血鬼であろう――は、女を放す。

			　女は、勇者アベルに助けを求めながら駆(か)け寄った。そして…………首を刎(は)ね飛ばされる。

			　一切躊(ちゆう)躇(ちよ)せず、勇者アベルは女性の首を刎(は)ねた。

			　吸血鬼に血を吸われた人間は、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化する可能性があるとはいえ、容(よう)赦(しや)がなさすぎる。

			　…………いや、床を転がった女性には牙(きば)が生えていた。

			　吸血鬼に血を吸われ、瞬時に下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化したか、もしくはすでに下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化した状態で、血を吸われていたのだろう。首を刎(は)ねた勇者アベルの判断は、正しかったようだ。

			　突(とつ)如(じよ)、吸血鬼がまるで蝋人形にように固まった。ピクリとも動かない。

			　勇者アベルが時空を司(つかさど)る女神アステナから授かったその能力で、時を止めたのだろう。

			　吸血鬼に駆(か)け寄り、その心臓部に聖剣を突き刺すアベル。

			　何度も何度も。まさにめった刺しだ。さらに、駄目押しとばかりに吸血鬼の首を刎(は)ね飛ばす。

			　時が再び動き出した瞬間、吸血鬼の身体は灰と化した。

			　勝利を確信し、ニヤリと傲(ごう)慢(まん)に笑う勇者アベル。あとは、灰を太陽の下に晒(さら)せば、不死の吸血鬼を完全に消滅させられるからだ。

			　灰を袋につめていたアベルの背後には、大理石の柱があった。

			　床に映る柱の影から、吸血鬼が姿をあらわし――背後から長く鋭く尖(とが)った爪でアベルを襲う。長さが１メートルを超す、まさに凶器のような爪だった。

			　気配を感じたのか、アベルは咄(とつ)嗟(さ)に振り向き――彼の顔に驚(きよう)愕(がく)の色が浮かぶ。

			　信じられないモノを見たといった感じで。

			　その動揺がほんの一瞬だが、アベルの動きを鈍らせ回避行動を遅らせたようだ。

			　吸血鬼の長い爪が、勇者アベルの右肩を深く貫(つらぬ)いた。

			　手から聖剣を落とすアベル。

			　さらに、催(さい)眠(みん)や麻(ま)痺(ひ)の効果を持つらしい吸血鬼の視線をモロに見てしまったせいか、勇者アベルの動作は緩(かん)慢(まん)なものになった。

			　武器を失った深手の勇者アベルは、吸血鬼に捕まった。時を止める能力を発動してから、ディレイ（スキル再使用待機時間）の１分が経たない間に、捕まってしまったのだ。

			　そして――アベルの首筋に吸血鬼の牙(きば)が突き立てられる。そのまま勇者アベルは、血を吸われ続けた。

			　…………恐怖によるモノか、アベルの股間は濡れていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここで、映像が切れた。

			　このあと、勇者アベルがどうなったかはわからない。血を吸い尽くされてミイラ化した可能性が一番高いとは思う。

			　あるいは、吸血鬼の下(げ)僕(ぼく)である、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化もありえるけど。

			「ミリア。吸血鬼に血を吸われても、必ず下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化現象が起こるわけじゃないんだよな？」

			「はい。生命抵抗力の高い人間ほど、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化は起こりづらいようです。英雄クラスやそれに準ずる方は、よほどレベルの高い吸血鬼に継続して血を吸われなければ、そうそう下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化はしません」

			　…………チッ。

			　俺は思わず舌打ちした。むしろアベルが下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化していれば、モンスターになった元・勇者アベルを、俺の手で遠慮なくボッコボコにできたかもしれないのに。

			「仮に下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化した場合、光側の神々から授かった力は失うんだよな？」

			「その通りです。吸血鬼などは闇(やみ)の眷(けん)属(ぞく)ですから。闇(やみ)側の神々から新たに力を授かることはありえますが、人間だったときに光側の神々から授かった力は、失われるようです」

			　あんな性格でも、一応、時空の女神アステナは光側の神らしい。

			　だから勇者アベルが下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化していたら、あの厄(やつ)介(かい)な時間停止スキルは喪(そう)失(しつ)するのだが。

			　どうせならアベルは死なずに、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化しておいて欲しいなぁ。アイツは俺の手で直接ブッ飛ばせないと、モヤモヤしてすっきりしない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　古城の正門は、観音開き式だった。中央から左右に回転して開くタイプだ。

			　鉄製の扉でかなり重たい。俺が左の扉、ジェイクたちが数人がかりで右の扉を開けた。

			　正門近くに馬車を待機させ、最終準備をする。

			「みんな、丸太は持ったな!!」

			　ジェイクたちが２人一組で丸太を持っていることを確認した俺は、号令をかける。

			「いくぞォ!!」

			　あらかじめ開けておいた正門扉から、古城に乱入した。薄暗い城内を十数歩、進んだところで――ギィィィィィィ…………バタンッ！

			「ま、マコトの兄貴っ！　扉が、か、勝手に閉(し)まりやがったっ!!」

			　ジェイクが焦(あせ)った声で叫ぶ。

			　風で閉(し)まったのか？　それとも、この城の主である吸血鬼の魔力かなにかで？

			「ひ、開かねぇっ！　く、糞(くそ)っ！　クソ、開けよっ!!」

			　ジェイクたちが扉を開けようとするが、鉄の扉はビクともしないようだ。入るときは開いたのに、出ようとしたら開かない扉――魔力説が濃くなってきたな。

			「お前たち、離れていろ」

			　ジェイクたちを扉から引かせ、俺は《アポート》の呪文を唱える。

			　昨夜、なんども復唱して覚え、《アポート》はメモを見ずになんとか唱えられるように、なっていた。

			　手にソフトボール大の石（岩）が出現する。

			　続けて《爆弾石(ストーンボム)》の呪文を唱えた。こちらも、なんとか暗記している。

			　爆弾化した石を、閉じたままの扉に投げつけた。

			　爆発音。

			　期待したのだが――駄目だ、鉄の扉は壊れていない。多少は傷がついているようだが、全壊、いや、半壊にも程遠い。

			　ならば。

			　俺は丸太杭(くい)を腰に抱え、足を引いて身構える。一度タメを作ったあと――床を蹴(け)り一気に加速した。

			「残(ざん)影(えい)撃(げき)っっっ！！！！」

			　十分な距離からの、丸太による突進攻撃(チヤージアタツク)をブチ当ててみた。残影を残すかのような、高速突撃による一撃だ。

			　今朝、師匠(マスター・ギース)に教わった、基本的な丸太突撃技――残(ざん)影(えい)撃(げき)。

			　ユグドラシル流・丸太戦闘術(ログ・バトルスキル)では初歩の突撃技らしい。

			「お、おおおぉぉおっ!!!」

			「す、凄(すご)いや！」

			「あの頑(がん)丈(じよう)そうな鉄の扉を一撃で…………」

			「丸太が凄(すご)いのか、マコトさんが凄(すご)いのか…………いや、両方、か」

			「……人間破城槌……」

			　俺が鉄の扉を破壊し、こじ開けると、ジェイクたちが称(しよう)讃(さん)してくれた。

			　

			　よし、これで退路は確保した。

			　閉じ込められたままだと、精神衛生上よろしくない。仲間のパニックを防ぐためにも、扉を破壊して正解だったと思う。

			　爆弾石(ストーンボム)につづいて、さらに派手な音を立ててしまったけど、それはまぁいい。どうせ、扉が領主(ロード)の魔力により閉(し)まった時点で、城主である吸血鬼には、侵入がバレていたとは思うし。

			「ヤレヤレ……私の城を傷つけないでくれたまえよ」

			　２階のテラスから男の声が聞こえた。

			　俺たちは一斉に顔を見あげる。

			　陽(ひ)の光が当たっていないその場所には、過去視で視た貴族ふうの男がいた。この古城の城主である吸血鬼だろう。イキナリ、出てきやがった。

			　

			【ジュリアス　吸血鬼（ノーブル・ヴァンパイア）　レベル45】

			　

			　レベル45…………高い…………本当に俺たちだけで倒せるだろうか？

			「君(きみ)たちも、私を殺しにきた無(ぶ)粋(すい)な客人のようだね。よろしい、その階段を昇って私のところまでたどり着ければ、直接相手をしてやろう」

			　余裕の表情を崩さない、吸血鬼ジュリアス。

			　……罠(わな)か？

			　しかし、聖なる杭(くい)にしろ、聖なる丸太杭(くい)にしろ、接敵しないと話にはならない。ここは、階段を昇るしかないだろう。

			　盗(とう)賊(ぞく)職であるジェイクが丸太を置いて、先頭に立つ。そして、慎重に罠(わな)を確認しながら階段をゆっくり昇った。

			　吸血鬼ジュリアスは呆れた顔で、

			「疑い深い客人たちだ。私自身も普段から昇り降りしている階段に、よもや罠(わな)など仕掛けるわけはないだろうに」

			　一理ある気はしたが、罠(わな)がないという敵の言葉を、そのまま信用もできない。

			　長い階段の半ばまで進んだら――突(とつ)如(じよ)、各部屋の扉が開いた。１階、２階にある複数の部屋の扉が一斉に開き、数十人の女性たちが迫ってくる。階段の上下で挟(はさ)み撃ちをするかのように、俺たちに迫ってきたのだ。

			「アッハハハハ。階段そのものに罠(わな)はないよ。もっとも、大抵の冒険者は罠(わな)を疑い慎重に階段を昇るから、〝この手〟によく引っかかるが。さぁ、袋のネズミになったぞ。どうする客人――いや、ネズミたちよっ」

			　高笑いする吸血鬼。

			　

			【エリス　　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)　レベル５】

			【シーラ　　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)　レベル７】

			【ミル　　　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)　レベル４】

			【アンジー　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)　レベル９】

			【サーラ　　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)　レベル６】

			　二十数名いる女性たちは皆、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)だった。幸い、レベルはさほど高くない。

			　しかし、この女性たちは皆、30代から40代の熟女ばかりだな。吸血鬼ジュリアスの好みか？

			　…………行方不明になっている幼女たちは、１人もいないな。

			「ジェイク！　下から昇ってくる下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)は任せるっ。俺は上から迫ってくる下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)を蹴(け)散(ち)らすからっ」

			「了解だぜ、マコトの兄貴っ」

			　俺の指示に従い、ジェイクたちは１階からやってくる下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)を迎え討つ準備をした。

			「ミリアとカチュアは魔法で支援だ。防御と回復重視でな」

			「はいっ」

			「は、はい、ですっ」

			　このとき、俺はあるアイデアが閃(ひらめ)いた。

			　ジェイクと背中合わせになった状態で、

			「いいか、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)が階段を昇ってきたら、そいつらに向け丸太杭(くい)を転がしてみろ。上手くいけば、転がり落ちる丸太杭(くい)に下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)を巻き込めるかもしれない。その後、それぞれの得意とする武器で闘ってみるんだ」

			　と、囁(ささや)いた。

			　この状況なら、２人一組で持っている丸太より、それぞれの得意な武器のほうが戦いやすいはずだ。

			　それに、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)なら、別に心臓に杭(くい)を打ち込まなくてもいい。ミリアが教えてくれたのだが、通常の武器でダメージを与え、殺すことも可能みたいなのだ。

			「まだだ、まだだぞジェイク。もう少し昇ってきてから………………………………よしっ」

			　下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)が階段を昇ってきたところを、俺の指示通り狙(ねら)って――。

			「ウラッ！」

			　ジェイクたちが丸太を、かなりの勢いをつけて転がした。

			　長い階段ゆえ、転がっていく丸太の速度や勢いは相当なものだ。３本の丸太が時間差をつけ、猛スピードで転げ落ちる。１階から昇ってきたほとんどの下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)は、丸太に巻き込まれ、派手に転げ落ちていった。

			「ヒャッハーっ！　兄貴の作戦がドンピシャでハマったぜっ!!」

			　興奮のあまり、世紀末的暴徒のような掛け声をあげるジェイク。仲間と一緒にそれぞれの武器を持って階段を駆(か)け下りて行く。丸太杭(くい)に巻き込まれ、一階に転げ落ちた下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちにトドメを刺すために、だ。

			　――とっ。

			　２階から涌いて出てきた下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちが、俺にかなり近づいてきているな。１階にいた下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)より数はこっちのほうが多い。

			「ッッドラァっ！！！！！！！！」

			　俺は丸太杭(くい)を、低い位置で薙(な)ぐように振るった。そして、階段を降りてきた下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちの足を薙(な)ぎ払う。

			　続けて俺は、丸太杭(くい)を暴風の如く振るった。

			　足のダメージで動けぬ下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちの頭部や上半身に、ぶち当てる。丸太に当たった下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちは吹っ飛び、バラバラと１階に落ちた。

			　俺が丸太を振るうごとに、３体、４体とまとめて落ちていく。

			　高い位置から硬い床に落ちたことで、落下ダメージも追加されるだろう。

			　丸太がぶち当たった時点でほとんどは即死している。生き残った下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)も丸太と落下のダメージで、まともに動けそうにはない。トドメはジェイクたちに任せても大丈夫そうだ。

			　…………元は人間であろう下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちを殺すのに、心は痛んだ。

			　しかし、これは殺し合いだ。それに、たとえ下位でも一度吸血鬼化したら、二度と元の人間に戻ることはないらしい。血を吸った吸血鬼に心まで支配され、操り人形化している下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)。ここで殺してやるのが、むしろ慈(じ)悲(ひ)な気がしないでもない。

			　心の痛みを無視し、俺は次々と下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)をブッ飛ばし、ぶち殺していった。

			「ク…………なんなのだ、この非常識な少年はっ!?」

			　吸血鬼ジュリアスがイラついた声をあげた。

			「よりによって丸太っ!?　そんな野蛮なものを武器とし、軽々と振り回して私の下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちを蹴(け)散(ち)らすなんて、君(きみ)は一体どこの蛮(ばん)族(ぞく)だっ」

			　う、うるさいっ！　俺だって本当は、勇者や剣士のように、剣で華麗に敵を斬り捨てながら無(む)双(そう)したいよっ！

			　でも、俺に剣の才能はないみたいだから、仕方ないだろっ！

			　剣の代わりに、丸太に関しては師匠(マスター・ギース)が絶賛するほど才能ありまくるようだけどっ!!!

			　俺は、丸太の才能は与えてくれたが剣の才能は与えてくれなかった神様（？）を呪いつつ、階段を駆(か)け昇っていく。

			　もはや２階に下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)はいない。１階の下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)や、２階から俺が落とした下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)も、ほぼジェイクたちがトドメを刺している。

			　後は、親玉である吸血鬼ジュリアスをブチコロスだけだ。

			「クク。今日は、非常に使える手駒が手に入ったのでさっそく使うとしよう――こい、アベルっ！」

			　っ!?

			　吸血鬼ジュリアスが立っていた位置から、一番近い部屋のドアが開いた。

			　そして――部屋の中から、勇者アベルが出てきた。

			　光(こう)彩(さい)の消えた目をして。

			　感情が消えている能面のような顔からは〝自分の意思〟のようなものが、完全に喪(そう)失(しつ)していた。

		

	
		
			走(そう)馬(ま)灯(とう)

			　

			「ククク。このアベル君は〝高レベル勇者〝かつ、生命抵抗力が高く、さらには光側の神による加護もあった。私でも下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化は無理だったよ。しかし、上位吸血鬼(ノーブル・ヴアンパイア)である私の種族スキル【催(さい)眠(みん)の視線】により、人間のまま下(げ)僕(ぼく)と化すことはできたのだ。意思をもたぬ操り人形にね。フハ、フハハハハ」

			　吸血鬼ジュリアスが勇者アベルに手を向け、得意気に語った。

			　なんだ、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化してなかったのか。

			　…………チッ…………。

			　おっと、思わず舌打ちしてしまった。

			　ゴホン。【催(さい)眠(みん)の視線】とやらで操られているだけなら、殺すのは流石(さすが)にマズイよね。うん、マズイ。それはマズイ。

			　もっとも――操られた勇者アベルが襲ってきたので、応戦し、やむをえずブチコロしてしまった場合は、仕方ないかもしれない。事故だし。

			　………………。

			　うんうん、仕方ない。仕方ない。

			　まぁ、わざと殺す気はないけど。

			　とはいえ――半殺しにする気はあるけど。

			「クハハハ。すでにモンスター化し、元に戻りようがない下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)ならば神の下に送り、輪(りん)廻(ね)転(てん)生(せい)を手助けするためにも、さほど躊躇(ためら)わず殺すことはできよう」

			　吸血鬼ジュリアスが愉(ゆ)悦(えつ)の笑い声をあげた。さらに、

			「しかしっ！　吸血鬼である私に操られているだけである同じ人間を、君(きみ)たち人間は躊(ちゆう)躇(ちよ)なく攻撃はできまいっ!!」

			　確信を持って言い切る、吸血鬼ジュリアス。

			「だが！　こちら側は、一切の躊(ちゆう)躇(ちよ)も逡(しゆん)巡(じゆん)もなく戦うことができる！　殺意をもって急所に攻撃を仕掛けることもっ！　なにせ、私の【催(さい)眠(みん)の視線】により支配下に置かれた人間は、一切の感情を持たない戦闘人形(キラードール)と化すのでねっ！　フハハっ！　さぁ――その少年を殺せアベルっ！」

			「…………」

			　勇者アベルが無言のまま、聖剣を抜き、構えた。まるで隙がない。そして、その顔には感情らしき感情も、ない。ただ、凍(い)てつくような冷たい殺気だけは、恐ろしいほどに発していた。

			　――殺さなければ、殺される。

			　俺は本能的にそう感じた。背中に嫌な汗が流れて、止まらない。

			　接敵するまで、まだかなりの距離はある。

			　にもかかわらず、勇者アベルの、冷気を発するかのような殺気を俺は全身で感じていた。

			　吸血鬼とアベルがいる２階のテラスまですでに上がっていた俺は、丸太杭(くい)を腰に抱え、低い体勢で身構えた。

			　剣では、とても勝負にならない。

			　不本意なところもあるが、ここは、このまま丸太で、闘うしかない。

			　低い体勢で腰を落とし――タメを作る。

			　師匠(マスター・ギース)に教えられた通り、『氣』を身体に溜めてもいく。さらに力やバネ、そして、勇者アベルの行為を思いだし、怒り・憎しみ(ヘイト)も溜める。

			　――溜め続け、一気に解放するために。

			　特に、未来視で視た、ミリアとカチュアにしようとしたアベルの許されざるセクハラ行為。あの映像が、俺に怒りと憎しみ(ヘイト)を思いださせ、そしてそれが〝力〟となっていた。

			　じっと動かない俺を見て、吸血鬼ジュリアスが高笑いをあげた。

			「ハーハッハッハ！　人間とは、これだから愚(おろ)かで甘い生物なのだっ！　同じ人間というだけで、殺すことはおろか、攻撃することすらも躊(ちゆう)躇(ちよ)し――」

			「死ねぇぇぇぇ、アベルゥゥゥゥゥっ！」

			「あれぇっ！！？？？」

			　俺は溜めた力、バネ、氣、そしてヘイトを一気に解放し、丸太杭(くい)による突進攻撃(チヤージアタツク)を勇者アベルに敢(かん)行(こう)した。

			　長いテラスを、アベルに向かって駆(か)け抜ける。

			　ジュリアスが、『コイツ信じられねーっ!?』といった驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべた気はしたが、どうでもいい。

			　重量のある丸太を抱えているにもかかわらず、１００メートル10秒台を切っているかもしれない猛スピードによる突撃だった。この世界に来て、身体能力が遥(はる)かに上昇している俺の、全力突撃である。十分な距離があったので、加速により、速度・威力とも凄(すさ)まじいはずだ。

			　急所に当たれば、人間ならまず即死する気はした。

			　勇者アベルも人間である以上、いかに高レベルであり、どれほどの生命力があろうと死は免(まぬが)れまい。

			　俺は突撃速度を緩(ゆる)める――ことは特になかった。

			　殺さなければ、殺される、と、本能が警告していたからだ。たとえ背を向けて逃げだそうとしても無駄だろう。追いつかれ、背中から一刀両断されかねない。

			「支援します。《転倒》っ！」

			「……《炎属性付与》」

			　ナイスだミリア、カチュアっ！

			　俺が突撃するタイミングを見事にはかって、奴(ど)隷(れい)姉妹が魔法の支援をしてくれた。

			　無表情のまま勇者アベルが転倒しかける。ミリアの《転倒》魔法が発動したのだ。しかし、人として意思はなくても、運動神経やバランス感覚の良さは変わらないのか、アベルは素早く体勢を戻した。

			　それでも、一瞬、隙はできる。俺はその隙を見逃さず――。

			「９……10……」

			　数をかぞえているっ!?

			　アベルの奴、意識がない操り人形状態でも、【時間停止】スキルが使えるのかっ!?

			　ク……ヤバい――このとき――アベルと俺の目が合った。

			　刹那の瞬間、俺の右目がとても――〝熱く〟――なった。

			「……っ!?　ぼ、僕は一体…………」

			　光(こう)彩(さい)が消えていたアベルの目に、意思の光が蘇(よみが)る。

			　まさか、催(さい)眠(みん)が解けたのかっ!?

			　吸血鬼による【催(さい)眠(みん)の視線】が解除され意識が戻った？

			　状況がわからず混乱していそうなアベルは、数をかぞえるのも中断(キヤンセル)し激しく動揺している。

			　突進攻撃(チヤージアタツク)中だった俺は――なんとか減速しようとした。催(さい)眠(みん)状態で敵に操られて襲ってくるならともかく、催(さい)眠(みん)が解けたのなら流石(さすが)にアベルを攻撃はできない。

			　多少の怪我を負わせるぐらいならともかく、殺すのは流石(さすが)にマズイ。相手に重い障害を残すのも避けたい。

			　俺は、必死に止まろうとした。本当に必死に。

			　しかし、車は急に止まれない。突進攻撃(チヤージアタツク)も急には止まれない。

			　……ある程度の減速には成功した。だが、アベルに、燃え盛る丸太杭(くい)の鋭い切っ先が襲いかかるのを、完全に止めることはできなかった。

			「うわっ!?」

			　勇者アベルは、持ち前の常人離れした反射神経を発揮した。

			　意識が戻ったときには、目前まで迫っていた丸太杭(くい)を、回避しようと反射的に跳躍(ジヤンプ)したのだ。凄(すさ)まじい反射神経と運動能力であった。

			　だが――今回は、それが逆に悲劇を生んだ。

			　俺はアベルの腹部目がけて丸太杭(くい)で突進攻撃(チヤージアタツク)を敢(かん)行(こう)していた。しかし、アベルが咄(とつ)嗟(さ)のタイミングで跳躍(ジヤンプ)したため、〝腹部〟ではなく――〝下腹部〟――にぶち当たった。

			　股間にぶち当たったのだ。

			　鋭く先の尖(とが)った丸太杭(くい)が、アベルの股間にぶち当たってしまった。

			　いや、ぶち抜いた。股間を。

			　………………死ぬよね、コレ……………………。

			「ヒギィっ！！？？？」

			　勇者アベルの、人間とは思えない絶叫が古城に鳴り響く。

			　続いて、

			「…………あ……アガガガガガ………………」

			　泡を吹きながらバタッと倒れるアベル。

			　ズボン、特に股間は血で真っ赤だ。血の海に倒れ、ビクンビクンと痙(けい)攣(れん)する白目のアベル。

			　瀕(ひん)死(し)だが、息はまだあるようだ。

			　あ、あんな攻撃を人体最大の急所に受け、即死しないなんて。流石(さすが)、勇者。流石(さすが)、高レベル者。生命力、パねぇ。

			「ひ、酷(ひど)い……酷(ひど)すぎる」

			　無残な姿に成り果(は)てた勇者アベルを眺めながら、吸血鬼ジュリアスが青白い顔をいっそう青くさせ、震えあがった。

			　いや、事故だから。アベルの股間を丸太杭(くい)でブチ抜いたのは、事故、だから。

			　俺、減速して止まろうとは努力したし。

			　なんにせよ、アベルがまだ生きているなら、きっちりトドメを刺してや―――――――――――――――――――――――――――――――――じゃなくて、治(ち)癒(ゆ)魔法をかけてやろう。

			「ミリア、カチュア。アベルに治(ち)癒(ゆ)魔法をっ」

			「はいっ！」

			「はい、ですっ」

			　心根の優しいミリアとカチュアは、勇者アベルの惨(さん)状(じよう)が見ていられないのか、急いで治(ち)癒(ゆ)魔法を唱えはじめた。

			「「優しき水っ」」

			　ほぼ同時に、水精霊の力を借りた治(ち)癒(ゆ)魔法が二重かけでアベルに発動する。このまま治(ち)癒(ゆ)魔法をかけ続ければ、アベルの生命力次第では、ひょっとしたら生き延びられるかもしれない。

			　しかし男性としては、ある意味――。

			「死んだな」

			　――俺は、白目を剥(む)いて痙(けい)攣(れん)中の勇者アベルに、憐(れん)憫(びん)の情を抱きながら、呟(つぶや)いていた。

			　いくら治(ち)癒(ゆ)魔法をかけても、勇者アベルの男性機能は永遠に喪(そう)失(しつ)された気がしたからだ。

			　だって、股間にあれほどのダメージを負ってしまったのだから。

			　

			◆アベルＳＩＤＥ◆

			「ヒギィっ！！？？？」

			　勇者アベルは、人間とは思えない絶叫をあげた。

			　太く固く長い――そして鋭い丸太杭(くい)で下腹部を貫(つらぬ)かれたからだ。

			　獣(けもの)のような絶叫を発してしまうほどの、衝撃と痛みだった。これほどの痛みを、アベルはその生涯で一度も受けたことはない。

			　だが、痛みを感じたのは数秒だけだった。意識が朦朧とし、痛覚を含め感覚が麻(ま)痺(ひ)してきたからだ。

			「…………あ……アガガガガガ………………」

			　アベルを貫(つらぬ)いていた丸太杭(くい)が引き抜かれたことで、ドバッと血が溢(あふ)れた。

			　自分の生み出した血の海のなかに、アベルは倒れる。

			　死が間近に迫り、痛みは感じなくなったが、身体は急激に寒くなってきた。そして――生まれてから今までの記憶が高速で蘇(よみが)ってきた。

			　これが……噂(うわさ)に……聞く……走(そう)馬(ま)灯(とう)？

			　い、いやだ……死にたくない……死にたくないよぉ……………。

			　薄れゆく意識の中でアベルが呟(つぶや)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アベル・レインシュタインは、異世界マナステシアとは別の世界で生まれた。

			　その世界で、成人とされる15歳になったアベルは、実力次第で富や名声が手に入る冒険者になった。身体能力や剣の才能に優れ、行動力もあるアベルは、冒険者として頭角をすぐに現していった。

			　そんなアベルは、時空を司(つかさど)る女神アステナにより異世界マナステシアに召(しよう)喚(かん)される。

			　そして、女神アステナの使(し)徒(と)にして勇者となったアベルは、数々の冒険を成功させた。愛用している聖剣《太陽の剣(ソードオブサン)》は、太陽神ラーの使(し)徒(と)であった勇者と決闘し、勝利の証として奪ったモノだ。

			　聖剣、そして時空を司(つかさど)る女神アステナにより授けられた、〝時を止める力〟により、アベルは古城の吸血鬼を倒した。アベルは時間が止まった世界で聖剣により、上位吸血鬼(ノーブル・ヴアンパイア)１体を倒し、灰にさせることには、確かに成功したのだ。

			　背後から、さらに別の吸血鬼が現れ奇襲してきたさいも、瞬時に殺気を感じ取り、素早く反応できてはいた。

			　だが、〝吸血鬼の顔〟を見て、ほんの一瞬だが動揺し動きが遅れてしまう。

			　倒し灰にしたはずの吸血鬼と、まったく同じ顔だったからだ。ありえないことに、アベルは、ほんの一瞬だが、動揺してしまった。そして、その一瞬の動揺が、まさに命取りだった。

			　事前に情報収集に時間と労力をかけてさえいれば、吸血鬼が２体いて、しかも双子である可能性に気付いていたかもしれない。その可能性を事前に考えてさえいれば、一瞬の動揺もなかったはずだ。

			　だが、慢(まん)心(しん)していたアベルは、敵を知るという、もっとも大切な行為を怠(おこた)ってしまった。

			　結果、下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化することこそ免(まぬが)れはしたが、吸血鬼の種族的特殊能力である【催(さい)眠(みん)の視線】で、操り人形にされてしまった。

			　そして、催(さい)眠(みん)の効果は、アベルと対(たい)峙(じ)した《神(しん)眼(がん)》を持つマコトによって解かれた。

			　マコトが授かった《神(しん)眼(がん)》。

			《神(しん)眼(がん)》には、隠しスキルがいくつかある。

			　その一つであり、マコトもその存在をいまだ知らず、だが、無意識に発動させていた神技(スキル)――【滅(メツ)幻(ゲン)視(シ)】。

			　この神業級スキルにより、吸血鬼の種族的特殊技(スキル)【催(さい)眠(みん)の視線】を強制解除したのだ。

			【滅(メツ)幻(ゲン)視(シ)】は他者のスキルや特殊能力を〝破壊・消滅・無効化〟する強力なスキルだ。

			　反則的なほどに強力なスキル、ともいえる。

			　もっとも、【滅(メツ)幻(ゲン)視(シ)】は発動条件が厳しい。

			《神(しん)眼(がん)》保持者でも熟(じゆく)練(れん)度を最大値まで上げないと、【滅(メツ)幻(ゲン)視(シ)】の発動タイミングはランダムなのだ。そのため狙(ねら)って発動できない特殊系の難スキルだった。

			　ある意味、最強だが扱いの非常に難しい高難易度スキルなのだ。

			　催(さい)眠(みん)が解けたことにより、アベルは意識を取り戻した。

			　そして、意識が戻った瞬間、丸太杭(くい)が眼前に迫っていた。気が付いたら、イキナリ目の前に丸太杭(くい)が猛速度で迫っていたのだ。

			　アベルが混乱・動揺するのは当然だ。

			　時間停止スキルを発動するため、数をかぞえている暇もなかった。

			　とっさに躱(かわ)そうと反射的に跳躍(ジヤンプ)し――それが仇(あだ)となった。半端な跳躍(ジヤンプ)の結果、下腹部に丸太杭が突き刺さったのだ。

			　太く固く長い――そして鋭い丸太杭(くい)で、下腹部を貫(つらぬ)かれた。深々と。

			　勇者アベルの旺(おう)盛(せい)な性欲の元である、２つの陰(いん)嚢(のう)を粉(ふん)砕(さい)しながら。

			　勇気と自信に溢(あふ)れ、怖いもの知らずだったアベル。その彼に、丸太は、深い心的外傷(トラウマ)を与えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　走(そう)馬(ま)灯(とう)を見たことからも、アベルはもはや自分は助からないだろうと、半ば覚悟していた。

			　最大の悔(く)いは、千人切りをまだ達成していないことだ。死ぬならせめて、女性を千人以上抱いてから死にたかった。

			　だが――いつまでたっても、勇者アベルに死の瞬間は訪れてこなかった。

			　一度消えかけた意識も、徐々にハッキリしてくる。目をうっすらと開けたアベルは、２人の女神を見た気がした。数秒後、女神ではなく人間の少女であることに気付く。

			　それも、今日、時を止めた世界で悪戯(いたずら)をしようとした少女たちだ。

			　彼女たちは必死に、治(ち)癒(ゆ)系魔法をかけてくれていた。

			　初級の魔法だが、少女２人が一心不乱にかけてくれたおかげで、かろうじて、アベルは生を拾えていた。

			　２人のおかげで、かなり意識が戻ってはきた。

			　もっとも、まだまともに動くことはできないし、このままでは、運よく生き残れても身体に重い障害が残りかねない。

			　数々の女性たちを屈服、あるいは、凌(りよう)辱(じよく)させてきた〝下半身の聖剣(エクスカリバー)〟も、このままでは使い物にならなくなる。

			　意識が戻ってきたアベルは、激痛に耐えながら、掠(かす)れる声である呪文を必死に詠(えい)唱(しよう)した。

			　治(ち)癒(ゆ)系上位呪文の、《快癒》だ。

			　この世界でも使い手はごく少数しかいない、高難度の治(ち)癒(ゆ)系魔法である。

			　上位治(ち)癒(ゆ)系魔法《快癒》の効果により、みるみる怪我が癒(いや)される。土(つち)煙(けむり)色だったアベルの顔色も、血の気が戻ってきた。意識も非常にハッキリしてきた。

			「勇者アベル、復・活っっっっっ！！！！」

			　アベルは仰向けの体勢から、全身のバネを使って飛び跳ねる。

			　そして、離れた場所に落ちている聖剣を素早く拾おうとした。

			　自分に、あれだけの痛みと恐怖、そして恥(ち)辱(じよく)を与えてくれた男に、復讐するために。

			　殺しまではしない。

			　だが、腕の１本、いや２本ぐらいは斬り落としてやる。両足も斬り飛ばして、〝達磨(だるま)〟いや〝丸太〟にしてやるのも、いいかもしれない。なんなら、股間のイチモツを切り落としてやっても――。

			「ひぎっ!?　う……うぎ…………うぎぎぎぎぎぎがぎぐげごっっっ!!!」

			　アベルは股間に激しい痛みを感じ、途中で動きが止まった。

			　顔中に脂(あぶら)汗(あせ)を掻いてもいた。

			　治(ち)癒(ゆ)系上位呪文の《快癒》といえど、短時間ですべての傷を癒(いや)せない。短時間で痛みを完全に取り除くことまではできない。あれほどのダメージを受けてしまっては、痛みを取りのぞき、完全回復するのに相応の時間がかかるのだ。

			　軽減はされていたが、それでも、アベルの身体には痛みが残っていた。丸太杭(くい)で下腹部を貫(つらぬ)かれたときの痛みが残っていたのだ。

			　ズキンズキンと、重く鈍い痛みだ。

			　身体の芯まで響いてくる。

			　痛みに耐えつつかろうじて歩くことはできるが――――ガニ股の実に不格好な姿になっていた。

			　それも、ゆっくりとしか歩けない。素早い動きはとても無理だ。とてもではないが、剣など、まともに振るえない。これでは、いくら時間停止のスキルがあっても、返り討ちにあう目算のほうが大きい。

			　ギリッ!!

			　アベルは奥歯を噛みしめた。

			　そして、マコトに対して、

			「こ、この借りは必ず返すからなっ!!」

			　と、せめてもの捨て台詞(ぜりふ)を吐いた。

			　その言葉に反応したように、マコトが一歩前に出る。あの恐ろしい丸太杭(くい)を手にしながら。

			　ヒ、ヒィッっ!?

			　丸太怖いっ！！！！！

			　勇者アベルの顔や体が、汗でびっしょりと濡れる。

			　アベルは、最大秒数による時間停止スキルを発動したあと――マコトのほうではなく、そのまま出口に向かった。まるで逃げ去るように。股間の痛みに耐えながら、がに股で。

			　非常に不恰好かつコミカルな格好でもあった。

			　そしてそのまま、勇者アベルは、逃げるように古城から去った。

			　丸太に対する強烈なトラウマを植え付けられたまま。

			　このとき、勇者アベルはまだ気付いていなかった。

			《快癒》で癒(いや)せるのは身体の傷のみであり、心の傷は癒(いや)せない。

			　一度は粉(ふん)砕(さい)された陰(いん)嚢(のう)の再生も含め、《快癒》で身体の傷は治せる。しかし――――心の傷は治せない。

			　彼はこの日、不能者(インポテンツ)になってしまった。そう彼は――。

			　男としては…………死んだのだ。

		

	
		
			古城の決戦

			　

			　俺は、アベルを追いかけることはしなかった。

			　まだ、ボスである吸血鬼が残っているのだ。２階に上がってきたジェイクたちとともに、俺は、吸血鬼ジュリアスと睨(にら)み合っている。アベルを追う余裕はない。

			　警戒しているのか、吸血鬼ジュリアスのほうから仕掛けてくることはなかった。

			　俺も、吸血鬼(ノーブル・ヴアンパイア)レベル45のジュリアス相手に、そうそう攻撃を仕掛けることはできない。

			　そのとき――。

			　

			【ジュリアス

			　状態：衰(すい)弱(じやく)　（灰からの復活直後により）

			※衰(すい)弱(じやく)状態のため、基本ステータス低下状態

			※衰(すい)弱(じやく)状態のため、各種・特殊能力、使用制限中】

			　

			　こんな【ステータス】が視えた。

			【状態：衰(すい)弱(じやく)】――つまり、弱りかけているようだ。そういえば、こいつは勇者アベルに一度、灰にされたはずだからな。

			　なにかの手段で灰から復活はしたのだろう。だが、まだほとんど時間が経っていないので、弱った状態＝衰(すい)弱(じやく)状態なのだと思う。

			　だったら、今、一気に叩くべきか？

			　このまま対(たい)峙(じ)していたら、時間が経過して衰(すい)弱(じやく)状態から回復するかもしれない。それに、刻々と夜が近づいてもいる。吸血鬼がその本来の力を発揮することのできる夜が。

			〝闇(やみ)の者たち〟の時間が近づいてきている。

			　よし。

			　10秒間ほど、〝タメ〟たあとに突進攻撃(チヤージアタツク)し、一気に片をつけてやる。

			　そう決意した俺が、力や氣をタメている最中に――。

			「み、ミリアさん、やめてくださいっ!?」

			「ね、姉さんっ!?」

			「ジェイク、しっかりしてっ！　あたしたちがわからないのっ!?」

			「ど、どうしたのさロイっ!?」

			　仲間である神官戦士クリフやカチュア、女剣士サラ、弓使いアルの戸(と)惑(まど)い交じりの悲鳴が背後から聞こえた。

			　慌てて振り返る。

			　ミリア、それからジェイクや戦士ロイが、仲間たちを攻撃していた。３人とも光(こう)彩(さい)を失った目をしている。

			　しまった、《催(さい)眠(みん)》かっ!?

			　勇者アベルが操られていたように、ミリア、ジェイク、ロイの３人が操られている？

			　吸血鬼ジュリアスが容(よう)易(い)に仕掛けてこなかったのは、催(さい)眠(みん)を俺の仲間たちにかける機会をうかがっていたようだ。

			　ク……迂(う)闊(かつ)だった。

			「ハーハッハッハ！　さぁ、仲間同士で殺し合うとい――」

			　ドスンッ!!

			　勝ち誇(ほこ)っていた吸血鬼ジュリアスの心臓部に、丸太杭(くい)が突き刺さった。俺の突進攻撃(チヤージアタツク)がモロにヒットしたのだ。操られているミリアたちを助けるのではなく、操っている吸血鬼を一気に叩くほうを俺は選んだ。

			　そして、どうやらその選択は正しかったようだ。

			「ガ……な、なんて速さの突進(チヤージ)なの……だ」

			　口や鼻、それに目。ありとあらゆる穴という穴から血を流しながら、吸血鬼ジュリアスが呻(うめ)いた。

			「だ、だが、イイ気にならないで、くれたま……えよ。復活直後で衰(すい)弱(じやく)していなければ、か、躱(かわ)せたはず……なのだ。そ、それに、夜なら……夜ならばぁぁぁぁぁ……………………グ……フ……」

			　負け惜しみのような台詞(せりふ)と大量の血を最後に吐き、ガクンとうなだれる吸血鬼。直後、身体が灰になっていった。

			　…………意外にアッサリ片がついたな。

			　まぁ、吸血鬼ジュリアスは、灰からの復活直後で衰(すい)弱(じやく)状態だったのが、大きいとは思うが。

			　吸血鬼が灰化したことで、ミリアたちも正気に戻っていた。

			「やったぜっ！　マコトの兄貴が親玉の吸血鬼を倒したっ!!」

			　正気に戻ったジェイクが小(こ)躍(おど)りして浮かれている。

			「ああ、終わったようだ」

			　俺は、丸太杭(くい)から手を離し、ジェイクたちのほうに向かって歩く。俺と丸太杭(くい)との距離が開いた。

			　――この城に、もう１体、吸血鬼が残っている可能性は非常に高い。

			　だからこそ俺は、あえて油断している演技をした。もう１体の吸血鬼をおびき出すために。

			　ジェイクたちに、吸血鬼ジュリアスの灰を袋に詰めてもらった。集めた灰を外で撒き、日光に当てるために。二度と吸血鬼ジュリアスが復活しないように、完全消滅させるのだ。

			　もう一体の吸血鬼は、まだ出てこない。

			「よし、ジェイク。外に行って灰を、陽(ひ)に晒(さら)してきてくれ」

			「うぃっす」

			　灰入りの革袋を手に持ったジェイクは、仲間たちとともに階段を降りていく。

			　さあどうする？

			　このまま出てこなければ、お前の兄弟が完全消滅してしまうぞ――俺は、心の中でもう１体の吸血鬼に呼びかけた。

			　さりげなく、丸太杭(くい)に近づき拾いつつ。

			　ジェイクたちが階段を降り切る直前――柱の床に伸びていた影から吸血鬼が姿を現したっ！

			「やっと出てきやがったなっ！」

			　俺は、抱えていた丸太杭(くい)を両手で投げた。

			　２階のテラスから、吸血鬼に対して投(とう)擲(てき)したのだ。投げ槍(やり)ならぬ、投げ丸太だった。かなりの速度で吸血鬼の背中目掛けて飛ぶ丸太。

			　だが、惜しくも、吸血鬼に躱(かわ)されてしまった。

			　投(とう)擲(てき)に気付き、振り返った吸血鬼は、一瞬で〝霧(きり)状(じよう)〟になった。

			　吸血鬼だけに味な躱(かわ)し方をしてくれる。しかし…………霧状態の相手をどうやって倒せばいいのだ？　ダメージを与えられなくて、倒しようがない気がする。

			　霧を睨(にら)んでいた俺の目に――

			　

			【吸血鬼ジョセフ　レベル51】

			　

			　もう１体の吸血鬼の名前やレベルが視えた。吸血鬼ジョセフをさらに注視することで――。

			　

			【状態：闇(やみ)の霧（物理攻撃無効）

			※　霧状態時は他者からの物理・魔法攻撃ともに無効

			（例外として、日光は有効。光属性や聖属性の魔法等も有効）

			※　スキル使用者のほうからも物理攻撃を行うことは不可。

			特殊能力、魔法の使用も不可

			※　霧状態から人型に戻ったあと、再び霧化することは可能（ディレイ　１００秒）】

			　

			　と、いった【情報(ステータス)】も視えた。

			　霧状態になられたら、どうやって倒せばいいのか、と、最初は正直焦(あせ)った。

			　だが、有効な情報(ステータス)を視ることができて、冷静さを取り戻せた。相手からも攻撃を仕掛けてきたり、魔法や特殊能力を使えないなら、いくらでもやりようがある。

			　それに、日光は霧(きり)状(じよう)になっても有効なら――俺は、《アポート》の魔法を唱えた。馬車にあった丸太杭(くい)を手元に出現させる。

			　そして、その丸太杭(くい)の〝先を尖(とが)らせてはいない〟ほうを打撃武器として扱い、

			「オラァっ!!」

			　古城の壁を激しく叩いた。

			　レンガ造りだった壁にかなり大きい穴が開く。さらに、空いた穴からは陽(ひ)の光が漏(も)れ差した。

			　霧＝吸血鬼ジョセフに向かって。

			　霧が移動したので、その光は躱(かわ)された。だが、このまま壁に穴を開け続ければ、霧(きり)状(じよう)の吸血鬼も逃げ場がドンドンなくなるだろう。

			　む。霧が２階のテラスに近づいてきたぞ。

			　そして――貴族ふうの服を着た青白顔をした男の姿となる。さらに壁を破壊しようとした俺を先に殺すために、霧状態から戻ったようだ。

			　吸血鬼の顔は、俺が倒した吸血鬼ジュリアスとそっくりだった。

			「な、なんで？　マコトの兄貴が今さっき倒した吸血鬼がっ!?」

			「じぇ、ジェイク。あの吸血鬼はアンタが持っている袋に灰が入ったままなのにど、ど、どうしてっ!?」

			　吸血鬼の顔を見て、激しく動揺するジェイクとサラ。

			「コイツは、さっきの吸血鬼の兄弟だっ！　吸血鬼は双子だったみたいだからなっ！　それより、早く外に出て、先に倒していた吸血鬼の灰を陽(ひ)に晒(さら)すんだっ」

			「え？　え？」

			「早くっ」

			「あ、ああ、りょ、了解したぜ、マコトの兄貴っ！」

			　まだ困惑しつつも、俺の指示に従い門に向かって走り出すジェイク。

			「チッ!!」

			　吸血鬼が舌打ちとともに古城のテラスから飛び立った。空中で大きな蝙蝠(こうもり)に変身し、ジェイクに背後から迫る。

			　吸血鬼が《蝙蝠(こうもり)化》したことまでは想定外だった。

			　だが、兄弟の完全消滅を防ぐために、吸血鬼がジェイクを追うであろうことは予想していた。

			　人質をとっているみたいで若(じやつ)干(かん)卑怯臭いが、これも闘いである。俺は丸太杭(くい)を――蝙蝠(こうもり)に目がけて全力で投げた。

			「しゃがめ、ジェイクっ!!」

			　同時にジェイクへ警告する。

			　慌ててその場でしゃがむジェイク。その頭上を、目標を外した丸太杭(くい)が通り過ぎていく。敏(びん)捷(しよう)性に優れたジェイクなら、躱せるだろうと俺は信じていた。

			　実際、間に合った。

			　しかし、蝙蝠(こうもり)化している吸血鬼にも丸太杭(くい)は直撃しなかった。しかしながら、片方の羽に掠(かす)ったので、多少のダメージは与えたと思う。

			　ただの丸太ではなく、聖なる湖に沈め、聖属性をつけた丸太なのだ。ダメージはちゃんと与えている……と思うのだが。

			　地上に降り、人間の姿に戻る吸血鬼ジョセフ。

			　肩の肉が、ゴッソリと抉(えぐ)り取られていた。致(ち)命(めい)傷(しよう)ではないが、結構、ダメージはあったようだ。

			　再び霧化できていたら、完全に躱(かわ)せたであろう。しかし、ディレイ（スキル再使用待機時間）の１００秒がまだ経過していなかった。想定通り、この短期間では、再度の霧化は無理だったのだ。

			「に、人間の分際で。我が弟を灰化させ、さらには、私の高貴な身体にまで傷をつけおって…………ぜ、絶対に許さんぞっ!!」

			　激(げつ)昂(こう)する吸血鬼。

			　吸血鬼ジョセフは、すぐ傍(そば)にいるジェイクを血のように赤い瞳で睨(にら)んだ。

			「まずはお前から血祭りにしてやるわっ!!」

			「う、うわっ!!」

			　鋭く長い爪を両手に生やした吸血鬼ジョセフが、近くにいたジェイクに襲いかかる。

			　ジェイクは、吸血鬼ジョセフの弟・吸血鬼ジュリアスの灰が入った袋を持ってもいる。そのため、狙(ねら)われやすいのだ。すまない、ジェイク。

			　ジェイク１人では１分もたなかったと思う。

			　だが、階段の途中から駆(か)け付けた仲間たち５人が一緒なら、しばらくはもちそうだ。あくまで、数分はもちそうというだけで、６対１でも完全に押されていたが。

			　ジェイクたちが接敵しているので、丸太杭(くい)や爆弾石(ストーンボム)による投(とう)擲(てき)は難しいな。

			　ならば――俺は、テラスを走った。

			「ミリア、杭(くい)をっ！」

			「は、はい、マコト様っ！」

			　ミリアから、バトンのように杭(くい)を片手で受け取る。

			　木製バット程度の長さの杭(くい)だ。木工師ガストンにより、精(せい)緻(ち)な装(そう)飾(しよく)が施された《聖なる杭(くい)》である。

			「ミリアとカチュアは、回復魔法中心でジェイクたちを支援してくれっ」

			　階段を駆(か)け下りながら、指示を出す。

			　俺は、１分もかけずに１階まで降りた。

			　それでも、ジェイクたちはボロボロだった。６人とも、ほぼ戦闘不能状態になっている。ジェイクたちが弱いというよりは、この吸血鬼が強すぎるのだ。

			　灰化からの復活直後で衰(すい)弱(じやく)状態だった吸血鬼ジュリアスとは、段違いの強さでもあろう。

			　――俺は勝てるのか？

			　弱気になりかけた。

			　なにせこの吸血鬼のレベルは、50越え。レベルだけなら、勇者アベルをも超えている。

			　――俺に、倒せるか？

			　――いや…………倒さないといけないのだ。

			　俺が倒さないと、皆が助からない。ボロボロのジェイクたちはもちろん、ミリアやカチュアも、生きてこの古城から出られそうにない。

			　怒り狂っている２体目の吸血鬼ジョセフが、見逃してくれるとはとても思えなかった。

			　俺は距離を詰め、《聖なる杭(くい)》を――投(とう)擲(てき)した。吸血鬼ジョセフの心臓部目がけて。

			「ハッ！　いかに忌(いま)々(いま)しき聖なる力が宿った杭(くい)であろうが、当たらなければどうということはないっ!!」

			　吸血鬼ジョセフは霧化して避けた。そして、すぐさま元の人型に戻る。

			　今のは躱(かわ)されても良かった。

			　狙(ねら)い通りにジョセフを霧化させられたので、それで十分だ。これで、今から約１００秒は、再度の霧化もできないはず。

			　その間に――倒すっ!!

			　腰の剣を抜き、俺は吸血鬼に近づく。

			「フハッ！　なんだ、その素人(しろうと)に毛が生えた程度の未熟な構えはっ！　それでこの私に勝てるつもりか？」

			　俺は正式に剣の訓練を受けてはいない。剣の才能もないと思う。そんな俺の構えを見て、剣技においての練度の低さや実力のほどを見抜いたのだろう。

			　吸血鬼ジョセフは、余裕の表情を浮かべていた。

			「いいだろう、我が地獄の爪で遊んでやるわっ」

			　俺を、その爪でいたぶる気になったのかもしれない。猫がネズミをいたぶろうとするかのように。

			　余裕の態度をとる吸血鬼。

			　だが、その余裕が――命取りだ。

			「《炎属性付与》」

			　カチュアが、魔法で俺の剣に炎の属性をつけてくれた。

			　ただの剣では、不死の怪物である吸血鬼にダメージは与えられない。しかし、魔法で炎などの属性を付ければ一時的にだが〝魔剣〟となる。アンデッド系モンスターに対して特に有効な聖属性の武器ほどではなくても、これで多少はダメージを与えられるだろう。

			　吸血鬼ジョセフに、わずかだが緊張が走った。

			　俺は間合いをさらに詰める。そして――吸血鬼ジョセフに向け剣を放り投げた。

			「ハッ！　なんの真似だ！」

			　長い爪で剣を弾きとばす吸血鬼。

			　剣を放り投げた俺は、素手のまま吸血鬼に向かった。

			　吸血鬼ジョセフは、さらに油断しているようだ。素手の拳(こぶし)など、それこそ当たったところで、吸血鬼の肉体にはまったくダメージがないからだろう。

			「やぶれかぶれになったかっ!?　吸血鬼であるこの私を、無手でどうやって倒すと――」

			「《アポート》っ！」

			「なっ!?」

			　吸血鬼ジョセフの目が大きく見開かれる。眼前に迫った俺の手に、突(とつ)如(じよ)出現した《聖なる杭(くい)》を見て。

			　長女ミリアとは別に、次女カチュアに預けていたほうの《聖なる杭(くい)》だ。

			　剣を放り投げる前から、こっそりと小声で俺は《アポート》の呪文を詠(えい)唱(しよう)していたのだ。

			「《転倒》っ！」

			　タイミングを計っていたであろうミリアが、最高のタイミングで魔法を発動してくれた。

			　吸血鬼ジョセフがほんのわずかにだが、体勢を崩す。

			　ズブンッ！！！！

			　完全に油断していたうえに、わずかとはいえ体勢が崩れた吸血鬼ジョセフの無防備な胸に――俺は《聖なる杭(くい)》を深々と突き入れていた。

			　丸太突撃の特訓により、攻撃時における〝突進力〟自体が、相当上がっている。

			　身体ごとぶつかりながら突き刺した《聖なる杭(くい)》は、吸血鬼の心臓をぶち抜いた。杭(くい)の先端が、背中まで突き抜けていたほどだ。

			「おおぉぉぉぉぉぉお――――――――――――――――――っ!!!」

			　俺は咆(ほう)哮(こう)をあげた。

			　なおも前進を止めなかった。ラッセル車の如く突き進む。聖なる杭(くい)を心臓部から背中にかけて貫通した吸血鬼ごと、突き進んだ。

			　俺がようやく止まったとき、心臓部を貫(つらぬ)いている杭(くい)によって、古城の側壁に吸血鬼ジョセフは磔(はりつけ)になっていた。

			　聖なる杭(くい)で壁に縫われた吸血鬼は、事切れたようにガクンと顔を俯(うつむ)かせている。

			　終わった……か？

			　杭(くい)から手を離して、俺は数歩下がった。

			　――次の瞬間、吸血鬼は顔を上げ、カッと、目を見開く。

			「おぉぉのれがぁぁあぁぁっ!!」

			　っ!?

			「人間の分際でぇぇぇっ！　闇(やみ)の貴族である吸血鬼として生まれ変わった私を、こ、この程度で殺せると思うなぁぁぁぁぁぁっっっ！」

			　なん……だと……。

			　心臓部を《聖なる杭(くい)》にブチ抜かれてもなお、吸血鬼ジョセフは灰にならなかった。心臓に刺さっている《聖なる杭(くい)》を必死に引き抜こうとしている。その爛(らん)々(らん)と赤く輝(かがや)く両目から、血を流し続けながら。

			　――駄目だ、まだ足りていなかった。

			　この吸血鬼を殺すには、まだダメージが足りない。杭(くい)を完全に抜かれる前に、トドメの一撃を早くぶち込まないと。

			　武器だっ！　武器がいるっ！

			　俺の目に、いまだ《炎属性付与》の効果が切れず、刃が炎で包まれている〝長剣(ロングソード)〟、そして、ジェイクたちが下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)たちに向けて転がしていた〝丸太杭(くい)〟が映った。

			　どっちだ？

			　どっちを拾えば――いや、決まっているっ！！！！

			　俺は、丸太のほうに走っていた。今は不格好でもイイ。とにかく、もっとも有効な追(つい)撃(げき)手段を選ぶ場面だ。

			　俺は丸太杭(くい)を抱え上げた。

			　そして、まさに心臓部に刺さった杭(くい)を引き抜かんとする吸血鬼に、突撃する。

			「チィィっ！　最大魔力による《麻(ま)痺(ひ)の視線》を浴びせてやるわっ!!」

			　吸血鬼の目が怪しく輝(かがや)きはじめた。だが、俺は構わず突っ込む。《神(しん)眼(がん)》が宿った右目を、熱いほどに燃え盛らせながら。

			「これで――――」

			「な、なぜ効かな――ヒッっ!?」

			「終わりだっ!!!」

			　ドォオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンっ！！！！！！！

			　凄(すさ)まじい衝撃音が古城に鳴り響いた。

			　俺が、〝丸太杭(くい)の平面部〟で突いたからだ。杭(くい)を――吸血鬼の心臓部に刺さっていた《聖なる杭(くい)》を狙(ねら)って。

			　ほぼ抜けかかっていた《聖なる杭(くい)》が、再び心臓部に深々とめりこむ。今度は根本まで、深々と刺さっていた。

			　それがトドメとなったのだろう。

			　吸血鬼ジョセフは断(だん)末(まつ)魔(ま)の絶叫をあげたあと、灰化した。さらに――陽(ひ)の光により、その灰も浄化され、消滅していく。

			　側(そく)壁(へき)は大きく崩れ落ち、かなりの大穴が空いた。そして、その大穴から差し込んだ温かい太陽の光が、灰化した吸血鬼を完全に消滅させていたのだ。

			　――そういえば。

			　丸太で杭(くい)を突く瞬間、一瞬、吸血鬼の目が怪しい光を放ったな。

			　最大魔力による《麻(ま)痺(ひ)の視線》だとか、叫んでいた気もする。

			　結局、なにも起こらなかったが。もしかしたら…………あのとき、なにも起こらなかったのは、あの一瞬、俺の右目が酷(ひど)く〝熱く〟なったことと、なにか関係があるかもしれない。

			《神(しん)眼(がん)》には、まだまだ俺の知らない不思議な力が隠されていそうだ。

			　ひょっとしたら、相手の特殊能力やスキルを封じる力もあったりするかも。

			　漫画とか小説でも、そういった〝スキル封じスキル〟をもつ主人公って結構いるし。

			　俺が授けてもらった《神(しん)眼(がん)》にも、そんな力が宿っていたら、嬉しいのだが。

			　…………流石(さすが)に、期待しすぎかな？　いくら女神から授かった《神(しん)眼(がん)》とはいえ、そんなチートみたいな能力までは、ね。

			　まぁ、とにかく、今度こそ本当に――。

			「……終わった、な」

			　一人の死者も出さずに、難敵の上位吸血鬼(ノーブル・ヴアンパイア)を倒せた。それも２体。非常に困難なクエストをやり遂げた。

			　そのことに、喜びと充実感を覚えずにはいられなかった。

			　この感じ――悪くない。

			　いや、事後処理的なことも含めれば、まだ完全に終わったわけではない、か。

			　幼女愛好家の疑いがある吸血鬼に攫(さら)われたであろう、数十人の幼い少女たち。彼女たちは、この古城のどこかにいるはずだ。

			　…………おそらくは下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)となって。

			　この後やらねばいけない事後処理を想像すると、酷(ひど)く憂(ゆう)鬱(うつ)になってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ひとつ、とても喜ばしいことがあった。

			　古城の地下室に閉じ込められていた幼い子供たち。

			　彼女たちが下位吸血鬼(レツサーヴアンパイア)化もせず、人間のまま生きていたのを発見したのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　生き残っていたのは、幼く美しい少女ばかりだった。

			　また、俺が聞いていたより少女たちの数はずっと多い。20人もいた。

			　どうやら吸血鬼たちは、ルーアンの町とその周辺だけでなく、迷宮(ダンジヨン)都市ラナからも幼女たちを攫っていたようだ。

			　人口が多く、その分、事件も多発している大都市でもあるラナ。幼い少女たちが消えたことも、人々は吸血鬼事件と繋げられなかったのだろう。

			　なんにせよ、この娘(こ)たちはすべて元の場所に帰してあげないといけない。

			　ということで、幼い少女たちを全員、馬車に乗せてまずは田舎(いなか)町ルーアンに向かった。

			　いくら幼女とはいえ、20名もいれば、定員オーバーだ。１本を残し、他(ほか)の丸太などの荷は捨てたが、それでもギリギリだった。

			　そのため、俺は20名の幼女たちとギュウギュウ詰めになって、馬車に乗っていた。

			　ある意味、ロリコンには堪(たま)らない状況であっただろう。

			　極楽(パライソ)であろう。

			　幼女天国(ロリコンパラダイス)だ。

			　もっとも俺はロリコンではないので、別になんとも思わなかったが。

			　幼い少女たちの体臭により、馬車が乳(ミルク)臭いなぁと、苦笑した程度である。

			　それから――まだ小学生であり、乳(ミルク)臭いところもある〝妹〟を思いだしもした――が。

			　地球にいる、妹のまる子を、思いだしては――いた。

		

	
		
			帰還

			　

			　田舎(いなか)町ルーアンに向け、幼女たち＋俺を乗せた馬車が動いていた。

			　難敵の吸血鬼退治に向かった行きと違い、緊張感から解放されてもいた。

			　クエストを無事に達成できた。しかも多数の生存者を連れ帰ることもできた。

			　陽気かつ気楽に、帰り道を進んでいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　途中、小川で休息をとることにする。

			　年若い少女たちが慣れない馬車に酔ったのだ。空気も良く、水が澄んでいる小川の周辺で休息をとることにした。

			「マコト様、見てください」

			　カチュアとともに、川を覗(のぞ)きこんでいるミリアに声をかけられた。

			「魚、です」

			「……魚、です」

			　ミリアとカチュアが川を指さして、嬉しそうに言う。

			　彼女たちは、魚料理も結構好きだったりする。

			「道具があれば良かったのですが。素手ではやはり……難しいですよね」

			　ミリアが川を泳ぐ魚をどうにか獲れないか、思案していた。

			　彼女自身も魚を食べたいのだろう。でも、それだけでなく助け出した年下の少女たちに食べさせてあげたいのだと思う。古城で監禁されているあいだ、あまり食事を与えられていなかったようで、子供たちはかなり飢(う)えていた。

			　よし。

			　俺は河原で適当な石を拾った。そして、皆に川から離れるよう指示する。次に、《爆弾石(ストーンボム)》の呪文を唱えた。

			　川に爆弾化した石を投げ込む。

			　爆発音がした。

			　距離をとっていたのに、水しぶきがかかってしまったな。

			「マコト様、魚がたくさん浮いていますっ。これなら素手でも獲れますねっ！　流石(さすが)はマコト様っ！」

			「……ウィ、キャン、ゲット、ア、魚、です！」

			　ミリアとカチュアが、川の水面にプカァと浮かんでいる大量の魚たちを指さして、大喜びした。爆弾漁法で、俺が気絶させた魚たちだ。気絶したままプカプカ浮いている魚たちは、素手でも簡単に獲れるだろう。

			　奴(ど)隷(れい)姉妹、それにジェイクたち、さらには幼い少女たちまで大喜びで川に入った。

			　魚たちを手づかみでゲットするためだ。

			　少女たちはキャッキャ、キャッキャとはしゃぎながら魚を手掴みで捕まえていく。気付いたらレクリエーションみたいになってしまった。みんな喜んでくれているので、俺も嬉しい。

			「大漁ですっ！」

			「……大漁、ですっ！」

			　幼女たちに混ざって、奴(ど)隷(れい)少女たちもはしゃぎながら魚を掴んでいた。

			　ジェイクたちに焚(た)き木を集めてもらった。

			　その焚(た)き木に、火系統の魔法と相性が良さそうな次女カチュアが、《火弾》の魔法で火をつけて回る。嬉しそうに。この娘(こ)、なにかに火をつけるときは本当に楽しそうな顔をするなぁ。

			　…………ちょっと怖い。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　焚(た)き火で焼いた魚を、美味(おい)しそうに食べている子供たち。俺への好感度がうなぎのぼりになっている気がする。

			　その後、俺はミリアとカチュアの美少女姉妹、それに幼い少女たちと一緒に小川で水遊びをすることにした。

			　小川で美少女姉妹と水をかけ合ったりして遊んだのだが、なんだか青春っぽくて楽しい。

			「きゃ、マコト様ったら♡　えい、お返しです♪」

			　ミリアと交互に水をかけ合ったりしてはしゃいだ。

			　カチュアにも水をかけたら、

			「……ご主人様から……いっぱいかけられちゃった。なんだか……嬉しい」

			　妙な喜び方をしていたけど。

			　カチュアは反撃せず、ただ、俺に水をかけられていた。それだけで、彼女は満足のようだ。カチュアにはＭっ気があるかもしれない。なんとなくだけど、そんな気がする。

			　幼い少女たちも、小川に入ってはしゃいでいた。

			「うわぁ、お兄ちゃんの凄(すご)い勢いっ」

			「ビュー――って出てるっ！」

			「きゃん、頭に降ってきたぁ♪」

			　などと、楽しそうな声をあげている。

			　ただの水鉄砲なのだが、かなりの飛距離と勢いを出せた。この世界では、【器用度】も含めて、俺の身体能力が増していることが関係あるかも。

			「お兄ちゃん、あたしにもかけて、かけて♡」

			「ずるい、私にもっ！」

			「マコトのお兄たん、リリーにもかけて欲しいでつ」

			　子供たちに、水鉄砲によるシャワーを浴びせてやったら、かなり喜んでくれた。

			「……ご主人様……カチュアのお顔に……勢いよくかけてください……ビュー―――って」

			　ご希望通り、かけてやることにする。美少女カチュアに顔面シャワーだ。いや、水鉄砲による水をね。

			「……ほんのちょっとだけ痛い……でも……それが逆に……なんだか…………はぅん♥」

			　かなりの威力で水鉄砲を顔面に浴びせられ、なんだか艶(つや)っぽく喜ぶ美少女カチュア。やっぱり、この少女、Ｍかもしれない。

			「うっわぁ、綺(き)麗(れい)～」

			「キラキラしてるぅ」

			「マコトのお兄たん、凄(すご)いでつ！」　

			　俺が水鉄砲で作りだした虹(にじ)を見て、目を輝(かがや)かして喜ぶ少女たち。

			　また、

			「お兄ちゃん、あたしにも水鉄砲のやり方教えて♡」

			「教えて教えて♪」

			「今はあたちが教えてもらっているのっ」

			「順番、守りなさいよっ」

			　水鉄砲のやり方を教わろうと、少女たちが集まってきて、俺を中心に輪になっていた。

			　幼い子供たちにモテモテだ。俺は別にロリコンではないので、それほど嬉しいわけではないけど。

			「ううぅ、上手くできないよぉ」

			「手をこうやって組み合わせて――」

			　子供たちの目線に合わせてしゃがみながら、水鉄砲の直接指導をしてやった。

			「わぁ、できた！　丁寧に教えてくれてありがとうお兄ちゃん！　ちゅっ♡」

			　マセた感じの綺(き)麗(れい)な子が、頬にキスをしてきた。おませな幼女による、つま先立ちのチューであった。

			「むぅぅぅ」

			「……むぅぅぅ、です」

			　頬を膨(ふく)らませたミリアとカチュアが俺に近づいてきた。そして、両側から――チュッ――と、２人同時に俺の頬にキスする。

			　２人とも、なにも幼女相手に嫉(しつ)妬(と)しなくてもと思うのだが。

			　かなりの時間、俺は美少女姉妹＆子供たちと小川で遊び気分をリフレッシュさせてから馬車に乗っての移動を再開した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　だいぶ、陽(ひ)が沈んできたな。

			　今日中にルーアンの町に着くため、そのまま馬車を進める。

			　夜にはルーアンの町に無事、到着できた。

			　恐怖の対象であった吸血鬼が倒されたこと。さらに、諦(あきら)めていた子供たちが無事戻ってきたことで、町はお祭りのようになった。

			　もちろん、俺たちが祭りの主役だ。

			　目立つことはあまり好きじゃないが…………こういうのなら、悪くはない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「マコト様、見てください」

			　広場に目を向けていたミリアに声をかけられた。

			「丸太、です」

			　ミリアが指さした方向を見ると、確かに丸太があった。

			「……長くて、太くて、固そうな、丸太、です……ポッ♥」

			　カチュアが、その可(か)憐(れん)な唇にひとさし指を触れさせながら、呟(つぶや)いた。

			　なぜか、頬が赤い。丸太を眺めながら、一体ナニを連想しているのだろう？

			　まぁ、それはともかく。

			　どうやら、祭りのイベントの一種である『丸太引き』という競技の大会が行われるようだ。脇に挟(はさ)んだ丸太を両手で引いて競い合う、力比べ的な競技らしい。ルール的には綱引きに近い。引くのは、綱ではなく丸太だが。

			　……出場してみようかな？

			　

			◆　◆　◆

			　

			「マコト様、凄(すご)いですっ！」

			「……ご主人様はパワフル。素敵、です♪」

			　丸太引き大会で優勝した俺を、奴(ど)隷(れい)姉妹が絶賛してくれた。

			　妙に俺に懐(なつ)いている幼女×20人も、

			「お兄ちゃん、すご～い」

			「力持ち～」

			「格好良かったぁ」

			　などと、俺を取り囲んで目をキラキラさせていた。

			　…………この子たちがあと10歳、いや、せめて５歳でも年齢が上ならなぁ。

			「いやぁ、お見事です」

			　ルーアン町長のエンリケさんが、ニコニコと笑顔を浮かべながら話しかけてきた。

			「マコトさんでしたら、『全世界丸太引き選手権』でも、優勝できるかもしれませんね」

			　全世界丸太引き選手権――そ、そんなのもあるのか。

			　エンリケさんの話では、優勝者には、その腕力を讃え、かなり高価な優勝賞品が贈られるらしい。機会があれば出てもいいかもな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その日は、町の宿に泊まることにした。

			　ミリア、カチュア、それに迷宮(ダンジヨン)都市ラナに連れて帰る予定の幼い少女９人と一緒に。

			　ちなみに、俺たちは吸血鬼退治で町の英雄扱いされているため、宿代はタダだった。

			　一番広い部屋だったので、子供たちと一緒に泊まっても、広さ的には問題はない。

			　…………俺としては、別々の部屋が良かったけど。

			　だって、幼い少女たちが一緒にいるのに、ミリアやカチュアから〝夜のご奉仕〟を受けるわけにもいかない。非常に残念ながら、流石(さすが)に諦(あきら)めざるを得ない。

			　なにせ子供たちは吸血鬼に攫われ、古城の地下室に何日も閉じ込められていたのだ。ＰＴＳＤ（心的外傷(トラウマ)後ストレス障害）にかかっていそうな子もいる。

			　安心できる年上の大人――母性愛に目覚めているミリアやカチュア――と一緒のベッドで眠ることで、少しでも安心させてやりたい。

			　――大きめのベッドを３つ合わせたことにより、全員で眠ることもできた。

			　そう、全員で。俺も含めて全員で。

			　いや、俺は別の部屋でも良かったのだが。もしくは、同じ部屋でも俺だけはソファーで寝ても構わなかった。

			　ミリアやカチュアだけでなく、９人の子供たちも俺と一緒に寝たいと、言ってきたのだ。

			　俺、ミリア、カチュアの３人だけでなく、幼い少女たちとはいえ流石(さすが)に９人も一緒に寝ると、かなり狭かったけど。

		

	
		
			時空の女神再び

			　

			　――――…………『目覚めるのだ』

			　深夜、眠っていたらどこかで聞いたことのある『声』がした。脳に直接語りかけてくる感じだ。

			　目を開ける。

			『この街の広場まで来るのだ。１人で、な』

			　それっきり、『声』は聞こえなくなった。

			　…………なんだったのだ、今の『声』は？

			　気になった俺は、ミリアたちを起こさないように気を付けながら、ソッと部屋を出た。

			　念のため、腰に剣を差してはおいた。１人で来いとは言っていたが、丸腰で来いとは言われていないので。

			　広場に向かう途中、適当な石を拾って、ポケットに入れておいた。場合によっては、《爆弾石(ストーンボム)》を発動させる可能性もあるからだ。ひょっとしたら、なにかの〝罠(わな)〟かもしれないし。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　広場についたが、誰もいない。

			　…………あの『声』は、幻聴だったのか？

			　俺が首をかしげていると――空間が歪(ゆが)んだ。

			　グニャグニャと。

			　な、なな、なんだっ!?　あっ！！？？？

			　空間の歪(ゆが)みが収まったら、そこには――美しい女性が立っていた。古代ギリシャの女神が身につけるような衣服を着た、金髪碧(へき)眼(がん)の超絶美人だ。

			　気高く、厳(おごそ)かな雰囲気――まさに神(こう)々(ごう)しいオーラ――を放つ女神のような女性。

			　いや、本物の女神、だ。

			　――俺をこの世界に召還した、〝時空〟を司(つかさど)る女神アステナだった。

			　

			〈『神(しん)眼(がん)の勇者』②に続く〉
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			時空の女神アステナからの誘い

			　

			　吸血鬼退治を終え、無事ルーアンに帰ったその晩。

			　俺は聞き覚えのある声によって、街の広場へと導かれるように向かった。

			　すると、そこには時空の女神アステナが、広場中央に立っていた。

			　立っていたと言っても地に足はつけていないが。地面から十数センチほど足が浮いた状態で、俺を見下ろしていた。

			　い、いったい、なぜ、女神アステナがここに？

			　俺を地球から強制的に召(しよう)喚(かん)した時空の女神。

			　そして、俺を不要な屑(くず)呼ばわりして、ゴミを捨てるかのように〝飛ばし〟てくれた時空の女神アステナ。俺にとっては、かなりの怒り・憎しみ(ヘイト)が溜まっている相手だ。

			　その女神アステナが、なぜ、今頃俺の前に現われたんだ？

			　女神アステナが口を開いた。

			「正直、お前には驚かされたぞ」

			　俺の方こそ、ビックリした。

			　なぜなら女神アステナが、微笑を浮かべながら俺に話しかけてきたのだ。

			　大事なことなので、もう一度言おう。

			　女神アステナが、微笑を浮かべながら俺に話しかけてきたのだ。

			　今より数日前、俺を召喚した時の女神アステナは不機嫌を隠さず、それもゴミを見るかのような冷たい目で、俺を見下ろしていたのに。

			「私の有望な使(し)徒(と)であった勇者アベルですら不覚をとった双子の上位吸血鬼。その吸血鬼たちを、よもやお前が倒すとは、な。それに――――」

			　女神アステナが宙に浮いたまま、スーと近づいてきた。

			　そして、微笑(ほほえ)んだまま、俺の顔に手を伸ばす。

			　俺はその微(び)笑(しよう)に魅(み)了(りよう)されてしまったかのように、動くことが出来なかった。

			　女神アステナが俺の頬(ほほ)に触れ、優しく――撫(な)でてきた。そして、優しげな声で、

			「この短期間で、これほど魂(たましい)を輝かせるとは。これほど【ソウルランク】を上昇させるとは。フフ……驚異的と言えるぞ」

			　などと、俺を褒(ほ)めてきた。

			　そういえば、ステータスを確認したところ、俺の【ソウルランク】が17にまで上昇していたな。

			【ソウルランク】とは、〝魂の輝き〟を数値化したもので、勇者・英雄としての強さやランクを示しているらしい。

			　この異世界に召(しよう)喚(かん)されたばかりの俺は、ただの一般人にすぎなかったし【ソウルランク】の数字も１しかなかった。だが、この数日にあった何度かの戦闘や冒険により、17にまで上昇している。特に、難敵であった双子の上位吸血鬼を倒したことで、一気に上昇していた。

			　とはいえ、上昇したといっても、17という数字はそこまで高くはないだろうけど。勇者アベルなんて【ソウルランク】は52もあるのだ。俺の約３倍である。

			　そんな俺の心を見透かしたように、

			「フ。私が驚いているのは、お前の驚異的な魂(たましい)の成長速度だ」

			　と女神アステナが言い、さらに、

			「元はまるで屑星のように輝きが鈍かった凡百の男が、よもやこれほど短い期間でな。わずか数日で【ソウルランク】が10以上も上昇するなど、ごく稀(まれ)なことなのだ。そして、この分なら、お前の魂はさらに輝きを増していくであろう。最初はお前のことを、路(ろ)傍(ぼう)の石の如く思っていたが…………間違いであった。どうやらお前は、磨けば光る玉(ぎよく)のようだ」

			　などと、俺を持ち上げてきた。

			「そう――お前は原石だ。綺(き)羅(ら)星(ぼし)のような大勇者になれる可能性を持つ、原石なのだ」

			　俺の顔を、まるで貴重な宝石に触れているように、優しく撫(な)で続ける女神アステナ。

			　正直言って、女神アステナが俺にこんな言葉をかけてくるとは露にも思わなかった。

			　怒りや憎しみの感情が、嘘のように消えていく――ことはなかったが。

			　今さら何言ってんだ、この女(アマ)、である。

			　あれだけ人を虚(コ)仮(ケ)にしておいて、今になって手のひらを返されても、余計に腹立たしい。

			　………………。

			　それは、まぁ、女神アステナほど美しい女性から微笑(ほほえ)まれたら、嬉しくはある。まさに魂(たましい)まで蕩(とろ)かせるような微(び)笑(しよう)だからだ。

			　それに、女神アステナによる称(しよう)讃(さん)の声は、とても耳に心地よい。以前は屑(くず)呼ばわりされただけに、余計にね。

			　とんでもない美(び)貌(ぼう)を誇る女神アステナに、その白(しら)魚(うお)よりも白く美しい指で頬(ほほ)を撫でられ続けられたら、あまりの心地よさに身体の芯まで溶けてしまいそうにもなる。

			「で、結局、な、何しに来たんだ？　ひょっとして、俺を元の世界に戻してくれるのか？」

			　心まで溶かし尽くされる前に、肝心なことを尋ねた。

			「元の世界に戻す、か。そうだな、検討してもよい」

			「ほ、本当に？」

			「ああ。ただし――私の使(し)徒(と)になることが第一の条件だが」

			　女神アステナが俺の頬を撫でつつ、もう片方の手で、その細長く美しい指を一本立てた。

			「俺を……使徒に」

			「そう、そして第二の条件は、この世界を私の信徒で溢(あふ)れ返させること」

			　さらにもう一本指を立てながら言ってきた。

			「…………」

			「この二つの条件を満たせば、お前を元の世界に帰してやろう。もっとも――その頃になってもまだ、お前自身が帰りたいと願うのならだが」

			「……それ、どういう意味？」

			「フ。お前が私から離れられなくなっているであろう、ということだ。その頃には、私の魅力によって、他の使(し)徒(と)と同様、お前も私の虜(とりこ)になっているからに違いないからな」

			　凄(すご)い自信だな。

			　だが、確かに――それだけの自信を持てるほどの美(び)貌(ぼう)と魅力をこの女神が兼ね備えているのは、否定出来ないが。

			「で、でも俺は今、神眼の女神リアナの使徒に…………仮とはいえ使徒になっている」

			「ああ、それなら裏切ればいいだけじゃないか」

			　アッサリとした口調でアステナは言った。

			「…………」

			「何を迷う必要があるのだ。リアナごとき女神より、この私の方が遥(はる)かに強く、遥かに美しく、遥かに優れた女神なのは明白ではないか。〝神格〟においても中位神に過ぎないリアナなどより、私はずっと上位の神でもある」

			「女神アステナ。アンタ……いや、貴方(あなた)の使徒になった場合、俺と女神リアナとの関係は、その……」

			「関係？　フ、敵対関係になるだろうな」

			「て……敵……」

			「他の神々やその使徒の中には、同じ光側なのだから、敵とまで言うのはどうかと考える生ぬるい連中はいる。しかし、我らは互いの信者を奪い合い、互いの力を削りあっているのだ。敵対関係といっても差し支えあるまい」

			「俺は……女神リアナから神眼の力を借してもらっている。神眼に助けられたことも多い。俺は女神リアナに借りが……」

			「その程度のこと、借りだと思う必要はない」

			「し、しかし」

			「そもそも神眼など、そこまで大したモノではない。私がお前に授(さず)けられる〝力〟に比べれば、な」

			「俺に、授ける〝力〟？」

			「フフ。そうだな。まずは――勇者アベルに授けている時間停止の力を奪い、お前に授けてもよい」

			「え？　そ、そうしたらアベルは――」

			「怒り狂って私の使(し)徒(と)を辞するかもしれんな。だが、それでも別に構わん。なにせアイツは一度、失敗した男だ」

			　女神アステナは、侮(ぶ)蔑(べつ)の表情を浮かべていた。

			「それに、アベルはもはや、男として私を満足させられない〝役立たず〟になりさがった」

			　嘲(あざけ)りの色すら、その声には含まれていた。

			　男として〝役立たず〟？　どういう意味だ？　ひょっとして…………本当にアベルは勃起不全(インポテンツ)にでもなったのか？　

			「役に立たんアベルのことなど気にせずに良い。使徒になるならば、私がお前に〝力〟を与えてやる。神眼などのような熟(じゆく)練(れん)に時間を要し、使い勝手も悪い卑(ひ)小(しよう)な〝力〟よりも、遥(はる)かに強大で利便性も高い優れた〝力〟を。それに〝力〟だけではなく――お前が今、本当に欲しいモノを与えてやらんこともない」

			　そう言って女神アステナはまた微笑(ほほえ)みだした。蠱(こ)惑(わく)的(てき)な笑みでもあった。

			　さらに、俺の手をとり――その豊満な乳房に押し当てる。

			「わ、うわっ」

			　イキナリのことに驚いた。

			　指が吸いこまれそうになるほどの柔らかさにも、俺は驚(きよう)愕(がく)した。

			「この私の――女神の肉体をいずれは与えてやるぞ。お前の貢(こう)献(けん)しだいでは」

			　俺は自分の顔がカーっと熱くなり、鼓(こ)動(どう)が信じられないほど速く鳴りだしていることを自覚した。

			　これほど……これほど美しい女神の肉体を俺が…………。

			　女神アステナは妖(よう)艶(えん)さと高貴さを合わせ持った笑みを浮かべ、俺の手を乳房から離れさせた。

			　正直、非常に名残惜しい。

			「さぁ、言うのだマコトよ。女神リアナを裏切り私の使徒になると。この女神アステナの忠実な使徒になると」

			「…………。確かに、女神アステナ、貴方(あなた)の使徒になるのはメリットが大きいな」

			「フ、当然だ」

			「時間停止とか反則みたいな力があれば、何でも出来るし」

			「その通りだとも」

			「それに――女神アステナほど美しく高貴な女性を抱けるなど、男として、これほどの喜びはない」

			「フフ、よく分かっているじゃないか」

			　俺がその美しさなどを褒(ほ)め称(たた)えると、女神はまんざらでもなさそうにしていた。

			　そして、俺の顔をまた優しく撫(な)で始め、

			「そうだな。特別に手付を与えてやっても良いぞ」

			「手付？」

			「褒(ほう)美(び)の前払いだ。女神の接吻(キス)を――お前にしてやろう」

			　……あ……。

			　身体が芯から痺(しび)れ、何もかもが蕩(とろ)けてしまいそうになるほど、それは甘美な口づけだった。

			「私の使(し)徒(と)になるのなら、このような口づけをこれから先、また褒美として授(さず)けてやるぞ。そして、お前の貢(こう)献(けん)次第では――その先の、さらに素晴らしい体験をさせてやる。そう、魂(たましい)が蕩けきるほどの」

			　女神アステナが、俺の下腹部に手を伸ばしてきた。

			　ちょ、そ、そこは――

			「ほう？　コレはなかなか……。貴様の聖剣、いや、丸太、とお前のは呼ぶべきか。フ、お前もこの丸太を、私の膣(ナカ)に入れたくてたまらないのだろ？」

			　耳元で甘い吐息とともに囁(ささや)く女神アステナ。

			「女神の、それも私の膣(ナカ)は極上だぞ」

			　喉がゴクリ、と鳴ってしまった。

			「私の使徒になれば、お前に至高の体験をさせてやろう」

			「…………」

			「しかし、あくまで私の敵になるというならば――どうなるかは分かっているな。私は…………敵に対しては容(よう)赦(しや)しない神だぞ」

			　一瞬。

			　ほんの一瞬だが、女神アステナは微(び)笑(しよう)を消し、代わりに圧倒的な『ナニカ』を俺にぶつけた。

			　俺の師匠であるマスター・ギースが放った凄まじい闘気とはまた別の――次元の違いを感じずにいられない、『ナニカ』を。

			「そう怯(おび)えずともよい。まぁ、私の神気をわずかとはいえ、浴びたのだから、今のお前では怯え震えてしまうのも、当然だが。しかし、安心するがいい。私の使徒になるのなら、当然、傷つけはしない。むしろ、これほど圧倒的な存在である私の加護を受けられるのだ」

			「やはり…………答えは決まっているな」

			　使徒になれば〝力〟、そして貢献次第では、女神の肉体すら与えられる。

			　逆に、ここで断れば女神アステナから、今後、目の仇(かたき)にされかねないのだ。

			　俺の呟(つぶや)きに、女神アステナは満足そうに目を細めて、また微笑を浮かべた。

		

	
		
			だが断る

			　

			「フ。聞くまでもないが、一応、お前の口から聞いておこう。さぁ――言うのだ！　私の使(し)徒(と)になると！　言うのだ……さぁ早くっ！」

			　時空の女神アステナは、自信に溢(あふ)れきった声で答えを催(さい)促(そく)してきた。

			　実は、女神アステナから使徒に誘われた時から、俺の心は決まっていた。ずっと言おうと決めていた言葉を告げる。

			「だが断る」

			　キッパリと俺は言った。

			　毅(き)然(ぜん)とした態度で言ってやった。断固として断るという意思表示をしてやったのだ。

			「………………………………………………ハ？」

			　まさか、断られるとは思っていなかったのだろう。

			　女神アステナの表情は石像のように固まっていた。

			「この丸(マル)田(タ)真(マコト)が最も好きなことのひとつは、自分で強いと思ってる奴に『Ｎｏ』と断ってやることだ」

			「…………」

			　固まっている女神アステナに向け、俺はビシッと人差し指を突きつけて言う。

			「それに女神アステナ、アンタには虚(コ)仮(ケ)にされた借りがある。今さらアンタの使(し)徒(と)になど、なるつもりはないっ」

			「………………」

			　ああ、なんてスカッとするんだ。

			　気分爽(そう)快(かい)だ。

			「自分が利を得ることよりも、敵に利を与えないことを選ぶ。俺は、自分が利を得ることよりも、アンタに利を与えないことを選ぶっ！！！！！！」

			「………………………………」

			　いまだ固まり続ける女神アステナを前に、俺の口は止まらなかった。

			　正直ムカついていたアステナ本人に対して、言いたかったことが言えて、解放感と昂(こう)揚(よう)感(かん)を感じる。

			　なんというか――

			　最高に『ハイ！』ってやつだア、アアアアアハハハハハハハハハハー。

			　…………自分でも調子に乗りすぎている気は薄々したが、どうにも止まらなかった。

			　溜めていた怒り・憎しみ(ヘイト)を解放・解消するのが、これほど楽しいとは。癖(くせ)になりそうだ。

			　俺はあさっての方向に指を向け、

			「今すぐ失せろ、ビッ――」

			　――ビッチババァ！

			　と、言いかけたところで、ある映像が視(み)えてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　失せろビッチババァ！　

			　と、俺が言いきったとたん、般(はん)若(にや)の顔で時空の女神アステナがブチ切れて――即座に俺を宇宙空間に飛ばす。

			　宇宙に強制転移された俺は、窒(ちつ)息(そく)死(し)するまでもなく、太陽風の直撃をモロに受け、被(ひ)爆(ばく)により……即死……した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな恐ろしい未来視が視えてしまった。

			　サァァ――と、血の気が引く。

			　う、宇宙への追放刑なんて嫌すぎるぞ。俺は究極生物ではないので、宇宙に飛ばされたとたん、未来視のように即死するし。

			　宇宙に出たとたん、体液が沸(ふつ)騰(とう)するとか体が爆発するとか一瞬で凍死するとかは、都市伝説やＳＦ的なネタであり、実際にはありえないようだが、放射能で即死はありえるそうだ。あるいは、運よく太陽風を受けない場所だったとしても、酸素のない宇宙空間では、どのみち窒(ちつ)息(そく)死(し)は免(まぬが)れない。

			　こ、怖い。本当に怖い。時空の女神アステナが、洒落(しやれ)にならないぐらい怖くなってきた。

			　相手は仮にも女神。

			　これ以上、暴言を吐いたり、挑発したりするのは止めた方がよさそうだ。

			　よく考えたら、失せろビッチババァ！　は、さすがに酷(ひど)すぎる暴言の気もするし。それに俺としては、女神アステナに関して、もうかなりのヘイトは解消された。十分、スカっとした。

			　これ以上煽(あお)るのは危険だし、やめておこう。

			「…………………………それは、つまり」

			　女神アステナが、能面のように無表情のまま、口を開いた。

			　さっきの恐ろしすぎる未来視を視てしまったこともあり、相手を刺激しないように俺は黙って言葉の続きを待つ。

			「この私よりも、神眼の女神リアナ如きを選ぶ――ということか」

			「え？　あ…………ああ、そうだ」

			　正直、女神アステナへの恐怖は大きい。

			　しかし、ここは、ハッキリと言う場面だとも思う。

			「…………ほぅ。そうか。この私よりもあの程度の女神を。私より力も美(び)貌(ぼう)も遥(はる)かに劣(おと)る、あの程度の女をな」

			　ム。

			　女神リアナのことを馬鹿にされたら、なんだか無性に腹立たしくなってきた。

			「俺は神眼の女神リアナには、借りがある。良くしてもらったというな。少なくともしばらくは使(し)徒(と)でいるという約束もしている。その約束を破り、あの女神を裏切ることはできない。俺は、アンタより女神リアナを選ぶ。それに――」

			「…………」

			「アンタ、さっき、女神リアナのことも見下ろした発言をしたけどさ。確かにアンタは信じられないほど綺(き)麗(れい)だ。それは認める。認めるしかない。でも、そのアンタより、俺にとっては女神リアナの方が綺麗だ。それに、あの女神は優しさや思いやりもある。女神リアナは女神としてアンタよりも優れていると思う」

			　余計なことかと思ったが、つい、言ってしまった。

			　以前、屑(くず)呼ばわりされたことに対する意(い)趣(しゆ)返(がえ)しをしてしまった。神眼の女神リアナをアゲつつ、女神アステナを少々ディスってしまった。まぁ、このぐらいで、いくらなんでもブチ切れたりはしないだろうが。

			　別に、女神リアナの使徒としての自覚があるわけではない。

			　ただ、恩義を感じているリアナのことを見下ろされ、言いかえしたい気持ちもあったのだ。

			　女神リアナに一(ひと)目(め)惚(ぼ)れ――したわけじゃない。

			　でも、美しく優しい女神リアナに対して、憧れ的なモノは感じているのだ。

			　地球で女子から優しくされたことのあまりない俺は、神眼の力を授(さず)けてくれるなど、色々と良くしてくれた女神リアナに対して、かなりの好意も抱いていた。

			「…………フ……フフフ…………そうか、そうか。この美しく気高く偉大な私よりも、あの程度の女神を選ぶか。そうかそうか――――なら死ね」

			　っ!?

			　女神アステナが魂(たましい)まで凍(い)てつくような笑みを浮かべた瞬間、また、凄まじい圧力を感じた。

			　それに――死ね――だって？

			　ま、マズイ。あれぐらいのことでもブチぎれちゃったようだ。思ったより沸(ふつ)点(てん)が低いぞ、この女神っ！

			　…………こ、殺される………………。

			「クク……一度死ぬだけで済むと思うなよ、屑(くず)」

			　女神アステナが、ゴミクズに向けるような視線で俺を見下ろしてきた。

			　もはや俺を使徒にすることなど、どうでもよくなっているようだ。

			「貴様は永遠に続く『死の時間軸』に飛ばしてやろう。死後の未来に決してたどり着けぬ『死の時間軸』で、永遠に様々な形で死に続けるがいい。そして、終わりのない死に怯(おび)え続ける地獄を味わえ」

			　ゲ。

			　ＪＯＪＯのディ○ボロじゃあるまいし、何度死んでも続く死なんて拷(ごう)問(もん)、精神が耐えられないぞっ。

			「フハハハ、後悔してももう遅いっ！　さぁ飛べっ！！！！！」

			　女神アステナの手から超巨大な黒い塊(かたまり)が生まれた。

			　そして、その黒塊が猛高速で俺にぶつかる瞬間――消えてなくなった。

			　な、なぜ？

			「チッ……〝神技消滅〟か。神眼の女神リアナっ！　私を邪魔をしたなっ！！！」

			　っ!?

			　空から、一羽の白い梟(フクロウ)が舞い降りてきた。とても美しい翼を持つ梟(フクロウ)だ。

			　また、その梟(フクロウ)の後から、白鳥も一羽、ついてきていた。

			　あっ！

			　二羽の鳥が、光り輝いた瞬間――人型になった。

			　白鳥は水色の髪をした見知らぬ美少女だ。

			　そして、白い梟(フクロウ)は――銀髪に金色と銀色の目をもつオッドアイ美少女――神眼の女神リアナだ。

			　ひょ、ひょっとして俺を助けに来てくれたのか？

			「どうやら、間に合いました。ギリギリだけど」

			「リアナッ！　この屑(くず)は人間の分際で女神である私を侮(ぶ)辱(じよく)したのだっ！　上級神であるこの私をなっ！　死に勝る恐怖と苦痛による制裁を与えてやらねば気が済まん。邪魔をするなっ！！！」

			　庇(かば)うようにして俺の前に立っている神眼の女神リアナに向かって、時空の女神アステナが命じるように言った。

			「…………。時空の女神アステナ様、この男は現在、私の使(し)徒(と)です」

			「だからなんだというのだっ！　さっさとどけっ！　それとも貴様、中級神程度の分際で、上級神であるこの私に刃向うつもりかっ！」

			「………………いえ、刃向うつもりはありません」

			「ならばそこをどけっ！！！　さもないと、貴様ごと〝飛ばす〟ぞっ！！！」

			「いいえ、どきません。貴方(あなた)に刃向うつもりはありませんが、自分の使徒を見殺しにすることもまた、私には出来ませんので」

			　リアナ………様。

			　俺は、感動を覚えた。女神リアナが俺を庇(かば)い続けていることに。

			　上級神らしい女神アステナへの恐怖か、よく見ると――肩が震えているのにもかかわらず、リアナは俺を庇い続けてくれていた。

			「……貴様……」

			「アステナ様。聡(そう)明(めい)な貴方(あなた)が、よもや〝盟(めい)約(やく)〟をお忘れになられている――わけではありますまい」

			「………………〝盟約〟だと。そんなもの破ったところで、そっちの屑(くず)と一緒にお前も、二度とこの次元に戻れぬ場所…………遥(はる)かな異次元にでも飛ばしてしまえばバレなどしな――」

			「あ、あの～～。わ、私もいますので～」

			　それまで黙っていた水色の髪をした女性が、おそるおそるという感じで、小さく手をあげながら口を挟(はさ)んできた。

			　緊迫したこの場にふさわしくない、妙に間延びした口調だった。

			「湖の女神ミレルか。フン」

			　そう言って、形の良い鼻を鳴らす女神アステナ。
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			　さらに、

			「中位神程度、たとえ二人掛かりでも遅れはとらん。未熟な使(し)徒(と)――そこの屑――を加えた三人掛かりでも同様だ。神眼の女神リアナの〝神技消滅〟は、そうそう連発出来る大技ではないし、湖の女神ミレル、貴様にいたっては湖がそばにないと、さほどの力は振るえないではないか。いいぞ、三人掛かりで相手をしてやる…………どうした？　かかってこないなら、こちらから行くぞ」

			　と、俺たち全員を見下ろし、挑発してきた。

			「か、かないっこありませんし、アステナ様と戦ったりはしませんよ～。そもそも私、争い事は苦手ですし～～～」

			「ならば引っ込んでいろ、ミレル。どこぞの湖の奥底にでもな」

			「闘う気はないですけど～。〝盟(めい)約(やく)〟破りに関して、〝お父様〟にご報告させてもらいますよ～」

			「………………」

			「に、睨(にら)まないでくださいよ～」

			　湖の女神ミレルが、怯(おび)えて数歩後ろに下がった。

			　逃げ出せるための距離をとったようにも思える。

			「アステナ様。確かに我ら二人――いえ、マコトを入れて三人掛かりでも、貴方(あなた)にはかなわないでしょう。ですが、私かミレル、どちらか一人なら逃げ出すことぐらいは出来ます。そして、天界の大神殿まで飛び、〝お父様〟にこの一件を報告することも。〝盟約〟破りが〝お父様〟に知られるのは、いかに貴方といえども…………畏(おそ)れるべきことかと思いますが」

			　女神リアナが畳み掛けるように発言する。

			〝お父様〟とやらが何者かは知らんが、どうやら、彼女たち女神よりさらに上位の存在なのかもしれない。

			　女神アステナは、しばらく無言で何かを考えていた。

			　まるで、リアナとミレル、二人の女神を逃がさずこの場で始末することが可能かを思案しているかのようだった。

			　やがて――

			「………………チッ……………………」

			　女神アステナが忌々しそうに舌打ちをして続ける。

			「〝盟(めい)約(やく)〟により、神や女神がそれぞれの使(し)徒(と)に直接手出しするのは禁じられているゆえ、この場は見逃してやる。だが――貴様への怒りは決して忘れん。私には優秀な使徒たち、そして数多くの信徒たちがいるのだ。そやつらに命じ、貴様に地獄の苦しみを与え続けてやる。貴様にはこの先、生き地獄が待っているぞ。フン、せいぜい、首を洗って待っているがいい」

			　アステナは俺を指差しながら、恐ろしい捨て台詞(ぜりふ)を吐き――消えていった。

			　空間が歪(ゆが)んだかと思った瞬間、いきなり姿が消えたのだ。

			　助かった……のか？

			　とりあえずは。

			「……時空の女神アステナ。首を洗って待っておくべきなのは貴方(あなた)の方よ」（ボソっ）

			　神眼の女神リアナが、聞き取れないほどの小声で何か呟(つぶや)いた。

			　さらに、

			「ウフフ。クサレビッチ女神のアステナ様。貴方には黙っているつもりだけど、私は自分の【神眼】で視(み)ましたから。我が使(し)徒(と)マコトの太く長く固く逞(たくま)しきモノが、貴方を深々と貫(つらぬ)き、絶命・消失(ロスト)させる未来を…………クス♪」（ボソボソ）

			　また、小声で女神リアナが呟いたが、声が小さすぎて聞き取れなかった。

			　内容は聞き取れなかったが、女神リアナが実に小気味良さそうにほくそえんでいるのが見えた。

			　目の錯(さつ)覚(かく)だとは思うのだが…………かなり腹黒そうな笑みを浮かべている気が…………。

			「リ、リアナさん、悪い顔になっていますよ～。まるで邪神みたいです～～」

			　水色の髪をした穏(おだ)やかそうな美少女――湖の女神ミレルと呼ばれていた少女――が、顔から一筋の汗を流しながら注意した。

		

	
		
			黄金の丸太(ゴールデンログ)

			　

			「あの……た、助けてくれてありがとう、女神リアナ」

			　怖ろしき時空の女神アステナが去った後、リアナに礼を言った。

			「フフ、どういたしまして」

			　柔らかく微笑(ほほえ)む女神リアナ。

			　やっぱりとんでもなく美人だ。美しすぎる女神だ。

			　それに、あれほど恐ろしい女神アステナから俺を庇(かば)おうとするなど、優しいだけでなく、勇敢さもある。

			　最高の女神様――かもしれない。宗教的な意味での信者にまでなる気はないが、ファンにはなってしまいそうだ。

			　…………。

			　さっき、腹黒い面がチラリと見えた気もするが。

			　そ、それはそれで、ただ純粋なだけの女性よりも、魅力的に思えないこともない……かな？

			　その後、しばらく女神リアナ、それから湖の女神ミレルと会話をした。

			　リアナは、困難な吸血鬼退治をやりとげ、人々を救った俺を褒(ほ)めてくれた。

			　正直、とても嬉しかったな。

			　そして、俺以外の使(し)徒(と)が窮(きゆう)地(ち)に陥(おちい)っているのが〝視(み)えた〟らしい女神リアナは、白い梟(フクロウ)の姿になり、空を飛んで行った。

			「マコトさん～～。改めてお礼を言わせていただきますね～」

			　湖の女神ミレルが、また俺に礼を言ってきた。

			　これで三度目だ。

			　俺は、ルーアンの町にとって脅(きよう)威(い)であった双子の上位吸血鬼を倒した。

			　聖なる湖が近くにあるルーアンの町は、湖の女神ミレルを信仰している信者が多数いるようだ。

			　ミレルは自分の信者たちが多く住むルーアンの町を救った俺に感謝し、礼を言ってくれた。

			「何かお礼を差し上げたいのですが～。そうです、明日にでも湖…………そう、ルーアン近くの聖なる湖に、斧(おの)か何かを落としてください～。湖の女神である私が、その力で、あなたにプレゼントを差し上げますから～」

			　と、言ってくれもした。

			　湖に斧を落とす、か。童話でそんな話があったな。

			　この時、俺は、

			　――黄金の斧(ゴールデンアツクス)ＧＥＴだぜ！

			　の予感がしてならなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝。

			　俺は奴(ど)隷(れい)三姉妹の次女カチュアと２人で、馬車に乗って聖なる湖に向かった。

			　長女のミリアと三女のマリー、それから吸血鬼の館から救い出した幼女たちには、宿で待機してもらっている。子供たちの世話は、母性愛に溢(あふ)れるミリアに任せれば問題あるまい。

			　迷宮都市ラナに幼女たちを送り届けるのは、今日の昼からの出発でも構わないだろう。

			　幼女たちも久々に熟(じゆく)睡(すい)出来たためか、朝になっても起きてこない子がいたし。精神的に疲れているであろう彼女たちを、無理に起こすのも可哀相(かわいそう)だ。昼まで寝かしておいてやりたい。

			「……ご主人さまと……２人っきりで聖なる湖に……湖デート……？」

			　やや性格の暗い美少女カチュアが、そんなことを呟(つぶや)きながら、嬉しそうにしてもいた。

			　

			　湖に着くまでに、ゴブリンたち数体が、３回ほど襲ってきた。

			　だが、今の俺は難敵の吸血鬼（×２体）を倒したことで、職業(ジヨブ)が蛮族戦士(バーバリアン)・レベル30まで急成長している。

			　一人でも余裕をもって蹴(け)散(ち)らせた。

			　それも剣で。

			　なんだか、久しぶりに剣を使って活躍出来た気がする。今の俺は雑(ざ)魚(こ)相手なら、剣でも勝てるのだ。

			　…………強敵相手になると、丸太の出番だけど。

			　

			　俺はルーアンの町で購入していた斧(おの)を持って、聖なる湖の前に立った。

			「コマンド・捨てる」

			　などと呟(つぶや)きつつ、斧を投げ捨てる。

			　湖の底ではなく、足元の大地（地面）にね。

			　気が変わったのだ。黄金に変えてもらうのなら、斧よりももっと良いモノがあることに気付いたので。

			　黄金の斧(ゴールデンアツクス)といえど、言ってみればただの金の塊(かたまり)だろう。ならば、斧よりも遥(はる)かに体積の大きい丸太を、金や銀に変えてもらった方がお得だ。

			　黄金の丸太（金の丸太）など、それこそ莫(ばく)大(だい)な金になると思う。

			　湖に丸太を捨てて、金の丸太、銀の丸太をＧＥＴしたい。

			　…………欲をかきすぎの気もするけど。

			　しかし、駄目もとで丸太を湖に落としてみるつもりだった。

			「《アポート》…………コマンド・捨てる」

			　魔法で呼び寄せた丸太を、湖に沈めてみた。

			　しばらくすると――

			「貴方(あなた)が落としたのは、この銀の丸太ですか～？　それとも、この金の丸太ですか～？」

			　キタッ！！！！

			　湖の女神が湖面から姿を現したのだ。眩(まばゆ)く輝く金の丸太と銀の丸太とともに。

			　湖の女神ミレルのお供なのだろうか、湖の水が十数体の人型になっていて、金の丸太、銀の丸太を支えてもいる。

			【水の精霊(ウンデイーネ)　レベル９】

			　などという、ステータスが視(み)えた。

			　にこやかに微笑(ほほえ)む湖の女神ミレルが俺の答えを待っていたので、

			「いいえ、金の丸太でも銀の丸太でもありません」

			　と、正直に言う。

			　ニッコリと微笑む湖の女神。

			　その女神に対して、物欲に憑(つ)かれた俺は、

			「俺が落としたのは、白金(プラチナ)の丸太です」

			　などと、つい、言ってしまった。

			「………………」

			「ミスリルの丸太かも」

			「…………………………」

			「思い出した。オリハルコンの丸太でした」

			「…………………………嘘つきは嫌いです～～～（ス――――）」

			「あ、冗談っ!!　冗談ですっ！！！　湖の底に帰っていかないでっ！！！！」

			　湖の女神ミレルが黄金の丸太や銀の丸太とともに、湖に沈んでいくのを見て、俺は焦った。

			「………………………………………………………………」

			「プリ―――ズっ！！！　カムバ―――クっ！！！！！」

			「…………………………………………そういう冗談はメーですよ～～～」

			　あ、危ない危ない。

			　ジョークを言ったら、湖の女神が怒って帰りかけてしまった。必死に呼びかけたら、戻って来てくれたけど。

			　…………万が一、オリハルコンの丸太を本当に貰えたら、超ラッキーだと思っていたのは秘密だ。

			　湖の女神ミレルから無事に黄金の丸太を貰えた。さらに、銀の丸太まで。

			【神眼】で鑑定してみる。

			　

			【黄金の丸太(ゴールデンログ)

			斬撃：ゼロ

			突き：５５０

			打撃：２０００

			※　湖の女神ミレルの祝福により聖属性付与

			耐久度：１５０

			価格：金貨１万枚】

			 

			【銀の丸太(シルバーログ)

			斬撃：ゼロ

			突き：４５０

			打撃：１５００

			※　湖の女神ミレルの祝福により聖属性付与

			※　銀が苦手なモンスターに特攻

			耐久度：３００　

			価格：金貨１００枚】

			　

			　と、ステータスが視(み)えた。

			　前に武器のスタータスを視た時、【耐久度】という項目はなかったような？

			　耐久度という項目が増えているのは、神眼の熟練度が上がっているからか？

			　多分、そうだろう。

			　しかし……黄金の丸太も銀の丸太も、武器としての数値がべらぼうに高い。金も銀も鉄より柔らかいと聞いたことがあるのになぁ。

			　ただ、金の比重は鉄の約２・５倍。銀は同じく約１・３倍とも聞いたことがある。重量がある分、攻撃力が滅茶苦茶高いのだろう。

			　素材が柔らかい分、武器としての耐久度は鉄より劣(おと)っているだろうけど、金や銀の武器がこれほどの攻撃力があるとは。

			　まぁ、ファンタジー系ＲＰＧでもゴールドソードとか、強い部類に入る場合が多いしな。

			　ファンタジーシュミレーションＲＰＧのファイアーエ○ブレムでも銀の剣や銀の槍(やり)は、非常に高威力だし。そういえば、初代ファイアーエ○ブレムでは、初期ステータスは強いが成長が期待できない老将の聖騎士ジェ○ガンから強武器である銀の槍(やり)をとりあげて、気に入っているユニット（シー○とか）に俺は渡していたな。

			　そんな、どうでもいいことを思い出す。

			　とりあえず、使用感を確認すべく黄金の丸太を振り回してみるか。

			　素振りでもしてみようとしたが――駄目だ。

			　重すぎる。

			　とてもじゃないが振り回せない。

			　よく考えたら、鉄の倍以上も重いからな。鉄製の丸太だって何百キロもありそうなのだ。それより３倍近く重いであろう黄金の丸太など、振り回せるわけがない。

			　銀の丸太も同様。

			　残念ながら、あまりに重すぎる金の丸太や銀の丸太は武器としては実用的ではない、浪漫(ロマン)武器（高威力だが実用性皆無）の一種であった。

			　とはいえ、ここはファンタジー世界だ。

			【筋力】など俺のステータスが今よりさらに上がれば、あるいは、そのうち振り回せるかもしれない。

			　…………少なくとも今の俺では、とても武器として使いこなせないが、それはまぁいい。

			　注目すべきはその価格だし。

			　銀の丸太でも金貨１００枚。

			　黄金の丸太にいたっては金貨１万枚だ。

			　この世界で金貨１万枚あれば、一等地にそれこそプール付きの豪邸が建てられるような金額なのに。なにせ、金貨１万枚といえば日本円にして約10億円相当なのだ。

			　……今回の冒険で、まさに一(いつ)攫(かく)千(せん)金(きん)を成し遂げてしまった。

			　もうこれ、一生働かなくていいかも。

			　基本、無気力系でニート気質の俺は、これを機に冒険をやめるかもしれない。そして引退後、美しい奴(ど)隷(れい)娘たちに囲まれながら、遊んで暮らすのだ。

			　す、素晴らしい。

			　まぁ、暇(ひま)すぎてもアレだし、何か商売に手を出すぐらいはするかもしれない。例えば、冒険者ギルド経営あたりとか。

			　ギルドに登録した冒険者達を働かせ、クエスト報(ほう)酬(しゆう)をピンハネ……ゴホン……ギルド利用料として徴(ちよう)収(しゆう)するのも悪くない。

			　事務や庶(しよ)務(む)、受付業務などは有能な奴隷であるミリアたちにまかせることが出来るだろう。

			　俺は、ギルドマスター室で書類に判子を押すだけの楽な仕事をしよう。

			　うん、悪くないぞ。

			　そんなふうに俺が人生設計を立てている間――カチュアは湖の底をじっと見つめていた。

			「カチュア、どうした？」

			「……あ、その、私、女神様を直に見たの、初めてで」

			　ああ、それで、湖の女神ミレルが出現した湖を興味深げに見つめていたのか。そういえば、女神ミレルの姿を見た時、カチュアはハッと息を呑んで、感動していたように見えた。

			　かりにも神様の姿を見たのだから、感動・感激するのが一般的な反応なのかもね。

			　もっとも、時空の女神アステナや神眼の女神リアナなど他の神に会っており、湖の女神ミレルの姿も既に見たことがある俺は、今回、特に感動も感激もしなかったけど。

			　俺は地面に置いていた黄金の丸太に跨(またが)って座りながら、

			「ところで俺の金の丸太を見てくれ。こいつをどう思う？」

			　と、美しい奴隷少女に感想を聞いてみた。

			　黄金の丸太に視線を移したカチュアは、ウットリとした顔つきになり、

			「すごく…………大きいです…………」

			　いや、もっと他に感想あるだろ。

			　それに、なぜ、火(ほ)照(て)った顔つきで金の丸太を愛おしそうに擦る。

			　…………。

			「カ、カチュア。もし嫌じゃなかったら、その……く、口と手で」

			　美少女カチュアに、口や手での〝奉仕〟を催(さい)促(そく)してしまった。

			　昨夜は〝奉仕〟をしてもらわなかったし、ムラムラしてしまったのだ。

			　突然のお願いに、カチュアは嫌な顔一つしない。

			　それどころか、とても嬉しそうに、

			「……嫌なわけない、です」

			「そ、そう？」

			「……ご主人様のでしたら、いつでも、どこでも、喜んでカチュアはお口でご奉仕する、です」（ニコ）

			　と微笑(ほほえ)んでくれた。

			　く……なんていじらしく、そして可愛(かわい)らしい女の子だ。俺は目の前の美少女が、すごく愛おしく感じた。

			　口で奉仕してもらいやすいように座り方を変え、黄金の丸太に腰掛ける。

			　その俺の前でうやうやしくしゃがみ込むカチュア。さらに彼女は、宝物に触れているかのように俺の下腹部を擦(さす)りながら、こう言ってくれた。

			「……私にとっては、こっちの丸太の方が……ずっと……ずっとずっと素敵、です」

			　――このあと、滅茶苦茶奉仕してもらった。

		

	
		
			勇者アベルとの戦い

			　

			〝奉仕〟後、湖の水で口を漱(すす)ぐカチュア。

			　この献(けん)身(しん)的(てき)な美少女は、口奉仕により俺が放った精をいつも飲んでくれる。その細く白い喉で頑張って飲んでくれるのだ。

			「……ご主人様の……とっても美(お)味(い)しい……です」

			　などと言ってもくれている。

			　今回も、全部飲んでくれた。そして今は、口奉仕後のエチケットとして、口を漱いでいるのだ。

			　ミリアもそうだけど、カチュアとも接吻(キス)したり、彼女たちの胸を揉んだりはしている。また、口や手で〝奉仕〟をしてもらってもいる。

			　しかし、最後まではしていない。

			　セックスまではしていない。

			　避(ひ)妊(にん)具(ぐ)もないのに、最後までして、無責任に彼女たちを妊娠させるわけにはいかないのだ。男として、当然の配慮だ。いまだ童貞である俺としては、最後までしたいという強い欲求もあるが、それはギリギリ耐えている。

			　…………俺は、この世界にずっといるとは限らない。

			　元の世界（地球）に戻れる機会があれば、戻る――かもしれないのだ。

			　地球には両親、それに妹もいるし。

			　この世界に留まるのか、それとも地球に戻るのか、その時にならないとどっちを選ぶのか、俺はまだ決められていない。

			　こっちの世界にもカチュアを含め、ミリアやマリー、それにラーやレーという双子の赤ちゃんという大切な知り合いが出来てしまったし。

			　それこそ、家族のように思い始めている大切な人間たちだ。

			　また、ジェイクたちのような俺を慕(した)ってくれている仲間も出来た。

			　女神リアナとも…………また会いたい。

			　しかし、地球にいる家族とも会いたいという気持ちは、やはりある。地球の家族とこのまま永遠に別れるのはツライ。

			　やはり、今の俺はまだ、この世界に留まるのか、それとも地球に戻るのかハッキリ決められない。

			　そんな状態で、この世界の女性を妊娠させることなど出来ない。

			　そんな無責任なこと、したくない。

			　だからこそ、ミリアやカチュアとも最後までは、まだしていない。

			　ミリアたちから提案されたこともあって、性欲を鎮(しず)めるために口や手での〝奉仕〟こそ、してもらっているけど。

			「……ご主人様……ご褒(ほう)美(び)……欲しい、です」

			　湖の水で口を漱(すす)ぎ終えたカチュアが、近づいてきた。

			　そして、目を瞑(つぶ)りながら、その可憐で愛らしい唇を俺に向ける。

			〝奉仕〟を頑張ったご褒美として、主人である俺から口付けをして欲しいようだ。

			　カチュアのような美少女からおねだりされれば、断れない。

			　まず俺は優しくカチュアを抱きしめた。

			　カチュアも、そっと俺の背中に手を回してきた。

			　そして、カチュアにキスしようした時――

			「借りを返しにきたぞ。クズ戦士のマコト」

			　アっ、アベルっ！！！？？？

			　し、茂(しげ)みから勇者アベルが姿を現したぞ。

			　なぜ、こいつがここに？　迷宮都市ラナに帰ったんじゃ？

			　ッ!?

			　ある映像が視(み)えてきた。

			　未来視――それもこれからすぐに起こる未来の映像っぽいな。

			　俺はアベルからの不意打ちを警(けい)戒(かい)した。未来視を視(み)つつも、十数歩離れた距離にいるアベルに油断なく注意を向ける。

			「深夜、時空の女神アステナ様から直々にマコト、君への制裁を命じられた。四肢を切り落とし、散々いたぶってから殺せってね。悪く思わないでくれよ。使(し)徒(と)にとって女神の命令は絶対なんだ」

			　目の前のアベルは女のように整った顔を歪(ゆが)ませ、ニヤァと嫌な笑いを浮かべた。

			「まぁ、アステナ様に命じられなくても、どのみち、君をむごたらしく殺す気だったけど。でも、僕は幸運だよ。時空の女神アステナ様からの使命(クエスト)を可及的速やかに遂行するためにも、アステナ様からその力で、下腹部の負傷を完全に治してもらえた。いや、正確には戻してもらえた。時間も操れるアステナ様の力で、負傷前の身体にね」

			　ペラペラと喋(しやべ)り続ける勇者アベル。

			　俺はアベルの声を聴きつつ、未来視を視続ける。

			「フフ、僕はアステナ様から〝時を止める〟という素晴らしい力を授(さず)かっている。その僕なら、マコト、君を殺すことは容易(たやす)い。今すぐ時を止めて、その心臓に剣を突き立てたり、首を飛ばすことだって簡単なんだ」

			　……ゾっ。　

			　背筋に冷たいものを感じた。

			　アベルの言ったことが、ハッタリではなく、事実であると俺自身認めているからだ。

			　それに、今、見おわった未来視でも――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アベルが聖剣を鞘(さや)から抜くと凄まじい速度で〝光線(レーザー)〟が放たれ、驚(きよう)愕(がく)する俺の右肩を貫(つらぬ)いた。

			　利き腕が使えなくなり、剣も、そして丸太も振るえなくなる俺。

			　さらに、俺の腹を…………アベルの聖剣が突き刺した。

			　即死はしなかった。急所を逸(そ)れたのか、あるいはアベルがあえて逸らしたのかもしれない。地に倒れた俺は苦痛と恐怖に顔を歪(ゆが)ませ、苦しむ。腹を刺されたあと、まともに動けない俺は、アベルから容(よう)赦(しや)のない蹴りを顔や身体に入れられ続けていた。

			　俺を庇(かば)おうとしたカチュアが、脇(わき)腹(ばら)をアベルに蹴られて吹き飛んでもいた。

			　アベルは愉快そうに笑いながら、いたぶるように俺を蹴り続ける。

			　その場面で――未来視は終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ボロ負けだ。

			　…………やはり俺ではこの男には敵わない、ということ……か。

			「でも、マコト、君の心臓を刺したり、首を刎(は)ねたりして、すぐに殺すつもりはない」

			「…………」

			「フフ、君に出来る限りの絶望を与えながら、じわじわといたぶりつつ殺してやりたいからね」

			「…………」

			「イキナリ殺すなんてそんな勿(もつ)体(たい)ない真似、出来はしない」

			　未来視で視(み)た通り、俺の腹などを刺して瀕(ひん)死(し)状態にしたあと、じわじわとなぶり殺しにするつもりのようだ。

			「それに、マコト、君を殺す前に君の目の前で、その美しい娘を無理やりにでも僕が抱き、汚してやるのも一(いつ)興(きよう)だしね」

			　アベルがカチュアに好色の視線を向けた。

			　ビクッと震え、後ろに数歩下がるカチュア。

			　俺は、彼女を背で守るように移動する。

			「……下(げ)衆(す)野郎」

			　アベルに向けて吐き捨てるように言った。

			　俺をいたぶりながら殺すと宣言しただけでなく、目の前で、カチュアを犯すとまで言いやがったアベルに対して、相当な怒りが湧いてきていた。

			「フフン。まずはそうだな。君に屈(くつ)辱(じよく)を与えるためにも、時を止めて、その娘の唇を僕が奪ってや――」

			「カチュアっ！！」

			　ズギュゥゥゥンッッッ！！！！

			　俺は隣に立つカチュアの名を呼ぶと同時に抱き寄せ、そして――口づけをした。それも、熱烈に。
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			「…………………………イ、イキナリ、な、何をしているんだ君たちは」

			　アベルが呆(ぼう)然(ぜん)としているが、気にしない。

			　チュ……チュパ…ジュプ……ジュル……チュチュ……クチュ……。

			　見せつけるようにキスをし続ける。アベルにまで、キスする音が聞こえるのではないかというほどの熱狂的なキスを。ようやく唇を離した時、カチュアはトロトロに蕩(とろ)けた顔になっていた。

			　腰が砕けて立っていられなくなり、その場でへたりこむカチュア。

			「……どういうつもりだい？」

			　引きつった顔をしながら聞いてきたアベルに、俺はニヤっと笑いながら意図を教えてやる。

			「俺は今、カチュアの唇、それに口内を舌で散々に舐めまわした。唾(つば)も飲ませた」

			「…………」

			「どうだ、これでも今すぐ、カチュアにキス出来るかっ！　したら、俺との間接キスになるけどなっ！！！」

			　昨日、吸血鬼退治に向かったときと同じ手を使ったのだ。

			　目の前で、ディープキスをする場面をアベルに見せつけた。さらに、駄目押しとばかりに言った俺のセリフ。

			　これで少なくともこの場で、アベルはカチュアにキスすることを躊躇(ためら)うだろう。

			「なるほど……ね。随(ずい)分(ぶん)とイラつく真似をしてくれる」

			　アベルがこめかみを引くつかせながら、苛(いら)立(だ)った声を出した。

			　そして、腰に差している鞘(さや)から長剣を抜く。聖剣・太陽の剣(ソードオブサン)だ。　

			　今さっき視(み)た未来視では、あの剣から光線(レーザー)が発射されていた。まるでレーザー銃のように。速度・威力ともに相当な光線だ。

			　しかし、今の俺は知っている。あの剣から光線が発射されることを。

			　俺も、腰から剣を抜いた。

			　距離がありすぎて、剣の間合いではとてもないが。

			　アベルがニヤっと笑いながら剣先を俺に向けた。未来視で視た通り、光線(レーザー)が発射される。

			　初見なら、よほど反射神経が良いかそれとも運が良くなければ、まず躱(かわ)せないであろう速度の光線だ。

			　しかし――

			　俺は未来視で既に視ていた。

			　右肩を狙うであろうことも知っていた。

			　だから躱(かわ)せた。

			　それもただ躱しただけでない。躱すとほぼ同時に自分の剣をアベルに投げていた。未来視を視ていなければ、とても不可能な神技のような動きで。

			「なにっ!?」

			　よもや躱された上に、ほとんど同時のタイミングで剣を投げつけられるなど、予想だにしていなかったのだろう。

			　完全にアベルの虚(きよ)をついていた。

			　アベルは、高い能力値(ステータス)とレベルを持っている。

			　しかし、コイツは自惚(うぬぼ)れが強すぎる。

			　今の場面も、スキルで時間を停止した後、光線を発射すれば、俺にはどうしようもなかったはずなのだ。

			　だが、自惚れが過ぎて余裕を持ちすぎていたアベルは、【時間停止】をしなかった。俺ごときに、最初から全力を尽くす必要などないとでもいうように。

			　その自惚れが、命取りだ。

			　このタイミング、躱せるものじゃない。

			　光線(レーザー)を発するため、俺に向けて剣先を伸ばしている聖剣と利き腕では、咄(とつ)嗟(さ)に弾き飛ばすことも出来はしまい。

			　胴体を狙った投(とう)擲(てき)だから、どこかには当たるはずだ。

			　当たるはずだった。

			　しかし――躱された。

			　かすりもしなかった。それどころか、アベルは近くの木に背をもたれかけ、余裕を見せていた。

			　超スピードで動いた――ではないだろう。

			　時を止めたのだ。

			　もっとも、止められた時はせいぜい１秒か２秒だろう。長い数を数えている時間がなくて。

			　アベルは、時を止めるのに、同じ数を事前に数える必要があったはずだ。

			　以前、【神眼】でアベルを視(み)た時に得たスキル【時間停止】についての情報を、俺は思い起こしていた。

			　時間を止めて剣を避けたであろうアベルだが、離れた位置にいる俺に接近し、斬りつけてはこなかった。そこまでするほどの秒数、今回は時を止められなかったからだと思う。

			　よし。いい感じだ。

			　回数制限があり、ディレイ（スキル再使用待機時間）が１分もあるアベルの【時間停止】を、使用させることが出来た。

			　実にイイ展開だ。

			　これも、事前に未来視が視(み)えたお陰だ。

			　俺の神眼スキルでは未来視の発動がランダムなので、今ひとつ頼りにならない。有効性も使い勝手も今ひとつだ。

			　しかし、今回は偶然、重要な時に未来視が発動してくれた。

			　直近の戦闘が視えていたおかげで、俺にとって非常に良い展開になった。

			　だがしかし、あの聖剣は厄(やつ)介(かい)だな。

			　あの光線(レーザー)を連射されたら厄介すぎる――む。

			　

			【太陽の剣(ソードオブサン)

			属性：聖・光

			斬撃：５００

			突き：４５０

			打撃：１５０

			※聖属性の苦手な相手に特攻

			※光属性の苦手な相手に特攻

			耐久度：50

			※日光に当てることで５分ごとに自動修復（耐久度完全回復）

			　

			特殊能力

			●太陽の光線(サンレーザー)

			剣先から邪を滅する太陽の光を、一条の光として発射する。

			光線は非常に高熱。

			発射するには、事前に太陽の下に刃を晒(さら)して光を集めておかないといけない。

			※一回分は溜めたまま、鞘(さや)に刃をしまえる。

			※二度目の発射をするためには、最低10秒間、太陽の光に刃を晒す必要がある。

			価格：金貨５万枚（非売品）】

			　

			【神眼】により、アベルが持つ聖剣・太陽の剣(ソードオブサン)のステータスが視えた。

			　どうやら、連射は出来ないようだ。

			　だが、さっき発射してから既に10秒近く経っている。接近するには少なくとも、もう一発、躱(かわ)さないと。あるいは防がないと。

			　だが、盾もないのにどうやって――

			　その時、俺の目に丸太が映った。

			　黄金の丸太と銀の丸太だ。

			「それっ！　腹に大穴を開けてしまえっ！」

			　アベルが叫ぶのより一瞬早く、俺は丸太を両手で抱え、正面に立てた。

			　黄金の丸太では重すぎるので、銀の丸太を咄(とつ)嗟(さ)に選んだ。銀の丸太でも滅茶苦茶重たかったが、火事場の馬鹿力か何かで動かすことは出来た。

			　アベルが聖剣から放った光線(レーザー)を、銀の丸太で防ぐ。

			　地面から垂直に立てた丸太で防いだのだ。

			　これぞ――丸太防御だ！

			　丸太は攻撃力だけでなく、防御力も高いのである。

			　顔が映るほどピカピカの、銀を素材とした丸太。光線を反射してアベルに直撃――――――と、そこまで都合よくは、さすがにいかなかったけど。

			　だが、光線の一撃を防ぐことは出来た。

			　俺は銀の丸太から両手を離した。両手に相当な熱を感じたからだ。銀の丸太が――溶け始めていた。光線(レーザー)が当たった個所を中心に。

			　銀は鉄より融(ゆう)点(てん)が低いとはいえ…………光線の威力・熱は、とんでもないな。

			「《火弾》っ！！！」

			　そこでカチュアがアベルに対して、攻撃魔法を放った。

			　しかし、燃え盛る火弾をアベルはなんなく聖剣で弾き返す。それも、カチュアに向けて。

			「キャッ!?」

			　顔面近くに火弾を弾き返されたカチュアは、悲鳴をあげた。

			「フフン、大人しくしていなよカチュア」

			　余裕たっぷりの態度でそう言うと、アベルがキザな様子で前髪を掻(か)き上げた。

			「今のはわざとギリギリで外してやったけど、次は……当てるよ」

			　ク。

			　俺が《火弾》の魔法を放っても、同様に弾き返されそうだ。

			　ならばと、俺は《アポート》で石を４つ呼びよせ、それから《爆弾石(ストーンボム)》の呪文を立て続けに唱える。

			　そして、爆弾化した石の一つを、アベルに向けて投石した。

			「これが弾き返せるかっ！」

			「おっと《爆弾石(ストーンボム)》か。フフン、その手には乗らないよ」

			　ジュッバッ！

			　アベルに向け放り投げた爆弾石は、爆発する前に空中で溶けた。アベルの聖剣から放たれた太陽の光線(サンレーザー)によって。

			　剣で弾き返そうとしてくれたら、至近距離での爆発にアベルを巻きこめたのだが。

			　挑発するように『弾き返せるかっ』と言ってみたが、無駄だった。どうやら勇者アベルは魔法《爆弾石(ストーンボム)》に関しても知っているようで、ハメることは出来なかった。

			　もっとも、俺は落(らく)胆(たん)しなかった。

			　まだ、《爆弾石(ストーンボム)》は３つ残っている。

			　左手に２つ持っていた《爆弾石(ストーンボム)》のうち、一つを右手に移す。俺は左右の手に持った《爆弾石(ストーンボム)》をそれぞれ投げつけた。

			「２つならどうだ！」

			「甘いっ！」

			　アベルが見事な反射神経で、２つの石を避ける。

			　もっとも、手に持っていた方は、フェイントだ。

			　本命は――アベルに気付かれないように右足のつま先に落としていた《爆弾石(ストーンボム)》。

			　俺は、右足を蹴り上げた。左右の手で投げた２つの《爆弾石(ストーンボム)》を躱(かわ)して、油断しているアベルに向けて、３つ目の《爆弾石(ストーンボム)》を蹴り飛ばすために。

			　さっき〝２つ〟とわざわざ宣言したのも、油断させる布石だったのだ。

			「！　小ざかしいまねをっ！！！」

			　蹴り飛ばした《爆弾石(ストーンボム)》が胴体にぶつかる直前、それに気付いたアベルが、さすがの反応で跳躍した。垂直跳びにより、爆弾石を躱(かわ)したのだ。

			　結果――アベルの後方にあった大木に爆弾石が命中(ヒツト)する。

			「グっっ！！！」

			　すぐ後ろで爆発したため、爆風に巻き込まれるアベル。

			　直撃すればそれに越したことはなかった。

			　しかし、躱されることも十分計算していた。そして、躱されたとしても、後ろにある大木に爆弾石が当たり、その爆風でそれなりのダメージが期待出来ることも。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)には程遠いが、ある程度、ダメージを与えられた。

			　吹き飛んだアベルは、片膝を地についている。足を負傷したようだ。これで、あの素早い動きはある程度、封じ込められたであろう。

			　俺は《爆弾石(ストーンボム)》の呪文を唱えながら、落ちていた石を素早く拾う。

			　このまま、《爆弾石(ストーンボム)》の投石を立て続けにするつもりだ。

			「動くなっ！！！！」

			　アベルが叫ぶ。

			　剣先を――カチュアに向けて。

			　…………コイツ…………。

			「手に持っている《爆弾石(ストーンボム)》を捨てろっ！　聖剣による《太陽の光線(サンレーザー)》でカチュアが焼き殺されたくなかったらなっ！」

			「汚いぞ……それでも勇者かよ」

			　俺は勇者アベルを睨(にら)みつけながら歯ぎしりした。

			　人質をとるなど、とても勇者のやることとは思えない。

			「黙れ屑(くず)っ！　お前のような屑を相手にする時は、どんな手を使ってもいいんだっ！　時空の女神アステナ様も、そうおっしゃっていた！　さぁ、石を捨てろっ！！！」

			「ご主人様っ！　私に構わず、どうかこの卑(ひ)劣(れつ)な男を倒してくださいっ！！！」

			　アベルとカチュアが同時に叫ぶ。

			　俺は――《爆弾石(ストーンボム)》の術を解き、手から石を落とした。

			「そうだそれでいい。いいか、動くなよ………………《刃の竜巻(ハリケーンブレード)》っ！！！！」

			　っ!?

			　俺の身体がズタズタに切り刻まれたっ！！！

			　痛いっ！　泣き叫びたくなるほどに痛いっ！！！

			　いや――痛みはすぐに消えていった。意識とともに。

			　切り裂かれた個所から血が大量に流れているため、急速に意識が遠のいてきた。

			「ハハハッ！　どうだい、風系上級魔法の《刃の竜巻(ハリケーンブレード)》はっ！」

			　勝ち誇(ほこ)った笑みを浮かべるアベル。

			「その怪(け)我(が)、その出血では、もうまともに動けまいっ！　いや、意識も持たないかな。このまま放置していても出血多量で死ぬだろうが、きっちりトドメは刺してあげるよ」

			　アベルの言う通り、俺は、ほとんど意識がなくなりかけていた。

			　未来視を視(み)たことにより、展開も変わったし多少は善戦出来たが――結局、俺はアベルに勝てず、殺されてしまうのか…………。

			「ご主人様っ！！！」

			　カチュアが悲鳴をあげて、俺に駆け寄る。

			　治癒系魔法《優しき水》を掛けてくれた。完全に消えかけていた意識が戻ってくる。

			「邪魔だよっ！」

			　パァンっ！！！！！！！！

			　近づいてきたアベルが、カチュアの頬(ほほ)を張った。

			　体重の軽いカチュアは、よろめき尻(しり)もちをつく。

			　カチュアの口から、血が流れた。

			　その姿を見たとたん、俺の中で、どうしようもないほどの怒りと憎しみの炎が燃え盛った。

			　アベル……こいつは…………こいつだけは…………。

			「カチュア。君は殺さないよ。もう一人の女の子もね。だって、僕の〝慰(なぐさ)み者〟にするから」

			　アベルが好色な笑みをカチュアに向けた。

			　そして――俺に蹴りを入れてきた。

			　魔法《刃の竜巻(ハリケーンブレード)》で、ズタズタに切り裂かれた俺の腹に。

			「今の君を聖剣で切り付けたらすぐに死んでしまいそうだから、蹴ることにしてあげるよっ！どうだいっ！　切り裂かれた腹を蹴られ続ける気分はっ!?」

			　アベルが愉(ゆ)悦(えつ)に顔を歪(ゆが)ませながら、俺に蹴りを入れ続ける。

			　ク……結局、未来は変わらないのか。

			　腹に聖剣が刺さることはなかったが、代わりに魔法で全身をズタズタにされた。そして、未来視同様に、動けない体をアベルに蹴られまくっている。

			「来るなっ！！！！」

			　俺を庇(かば)うため、駆け寄ろうとしていたカチュアに向け、大声で叫んだ。

			　戦闘前に視た未来視では、俺を庇ったことでカチュアがアベルに脇(わき)腹(ばら)を蹴られたからだ。アバラが何本も折られるほどの蹴りを受けていた。

			　その未来だけは変えたかった。

			　大切なカチュアが蹴られ、傷つけられるぐらいなら、何発、何十発と俺が蹴られた方がマシだった。

			「フン。まぁいい。もうそろそろマコトの肢体を順に斬り飛ばし、最後は首を刎(は)ねるとするか」

			　アベルはそう言った後、カチュアに視線を向けて下(げ)卑(び)た笑みを浮かべる。

			「いや、マコトの首を刎ね飛ばす前に、カチュア、君を犯すことにしようかな。まだ本調子ではない僕の代わりに、この聖剣の柄(つか)で、ね。君の秘所は、二度と使い物にならなくなると思うけど……フフ」

			　こいつ……こいつは……こいつだけは。

			「その後、ここにはいないもう一人の女も犯すことにしよう」

			　――こいつだけは――

			　俺の中で、アベルに対する怒りと憎しみが限界まで膨(ふく)れ上がった。

			「飽(あ)きたら、売春宿にでも売り飛ばしてあげるよ。病気もちの客がウヨウヨいる、最低最悪の売春宿に、あえてね……フフ」

			　こいつだけはっ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

			　ブチンっ！！！！！！

			　

			　俺の中で、何かがキレる音がした。

			　全身の痛みが嘘のように消え去る。

			　理性とともに。

			「アベルぅうううううううううううううっ！！！！！！！！！！！！」

			「何っ!?　なぜ、まだ動け――疾(はや)っ!?」

			　俺の身体は、自分でも信じられないほどに疾く動いていた。

			　気付けば、そばにあった黄金の丸太を両手で抱え上げていた。そして、驚(きよう)愕(がく)しているアベルめがけてフルスイングした。

			　とても振り回すことなど不可能に思えた超重量の黄金丸太を、超速度でフルスイングしていた。

			　まだ俺が動けるとは思っていなかったアベルの虚(きよ)を、完全についた形になった。躱(かわ)すのはとてもじゃないが不可能なタイミングだ。

			　俺は、アベルの頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)が砕け散るのを確信した。

			　だが――アベルは躱した。

			　しゃがんで躱していた。

			　躱すことが不可能であろう、あのタイミングで。

			　――時を止めたな。

			　だが、咄(とつ)嗟(さ)のことで数を数える間がほとんどなく、時を止めたと言っても１秒かそこらだったはずだ。

			　止まった時の中で、アベルはしゃがむのが精一杯だったようだ。

			　一撃目を躱(かわ)された俺だが、そのまま止まらず独(コ)楽(マ)のように回転した。そして、高速回転により、さらに速度・威力を増した二撃目を振るう。

			　師匠ことマスター・ギースから教わった《旋風裂破(センプウレツパ)》だ。

			「まさか……まさか【超・狂戦士化(バーサーク)】なのかぁぁぁっ！！！？？？」

			　アベルが何か言いかけつつ、必死に聖剣で俺の攻撃を防ごうとした。

			　柄(つか)を両手で握ると剣の切っ先を下に向けて地面に突き立て、刃で丸太を受けようとするが……。

			　ボキンっ！！！！！！

			　黄金の丸太を受け切れず、アッサリと聖剣が折れ――

			「ぐぼぁぁぁっ！！！！！！！！！」

			　そのまま脇(わき)腹(ばら)を丸太で痛(つう)撃(げき)されたアベルが、吹き飛んでいった。

			　確実にアバラが数本、粉々に砕けているだろう。

			「今のは、カチュアの分だ」

			　俺は黄金の丸太を抱えたまま、足早にアベルへ近づく。

			「ゲフッ！　ゴホッ！　ガっ……ゴホォッ！！！」

			　倒れながら、地面に血を吐いているアベルに近づく。

			　時間停止を使うまで、後、30秒以上必要だろう。30秒あれば十分だった。アベルを肉塊に変えるのは。

			　人(アベル)を叩き殺し、肉塊に変えることを、今の俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)しない。

			　それほど、怒りと憎しみに支配されていた。

			「ゲホッ…………ま、待てっ！　待ってくれっ！！！」

			　口から血を流しているアベルが、左手を前に突き出しながら後ずさりした。

			　むろん、待つ気はない。

			　許す気もない。

			　さらにアベルとの距離を詰める。

			「お願いだ、待――死ねっ！！！」

			　半ばから折れている聖剣から、太陽の光線(サンレーザー)を俺の顔面に目掛けて放つアベル。

			　折れた状態でも光を放てるのか。

			　不意をついたつもりだろうが――悪あがきだっ。

			　俺は黄金の丸太で光線(レーザー)を受けた。溶け出した黄金の丸太から手を離すと同時に《アポート》を唱える。

			　数秒後、詠唱を終えた俺の手に丸太杭が出現する。

			「ヒッ!?」

			　丸太杭の尖(とが)った部位を見て、顔を真っ青にさせるアベル。まるで、何かのトラウマが蘇(よみがえ)ったかのように顔を青くさせていた。

			　丸太杭を抱えながら、さらにアベルへ近づく。

			「く、来るな、来るなぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！」

			　アベルが喚き散らしながら、またも太陽の光線を聖剣から放った。

			　今度は、丸太で防御する必要もなかった。

			　光線(レーザー)を放つことを予想していたし――何より、既に何度も見た。

			　神眼は並外れた動体視力も付与してくれる。既に光線による攻撃は見切っていた。

			　首をひねり、光線を見切って躱(かわ)す。あえて、ギリギリの距離で避けてやった。

			「そ……そんな……う、うわ、く……来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな」

			　半狂乱になりながら、切っ先の折れた剣を振り回すアベル。

			　剣技も何もない。

			　俺は丸太杭を振るい、アベルの聖剣を弾き飛ばした。アベルの手首を激しく打って。

			　今の感触からすると、アベルの右手首は砕けただろう。

			　時間停止まで残り十数秒。

			　まだまだ十分な時間だ。今のアベルを肉塊に変えるには。

			　この時、俺はアベルへの怒りと憎しみに支配されていた。アベルを肉塊に変えることに対して、残(ざん)酷(こく)な喜びを感じるほどに。

			　俺は今まで、自衛のためなどで、やむをえず人を殺したことはある。

			　しかし、人を殺すことはおろか、傷付けること自体に対して、喜びを感じたことはなかった。

			　それなのに今の俺は、喜んで人(アベル)を殺したいと思っていた。その身体を徹底的に破壊し、肉塊に変えてやりたくてたまらなかった。殺人と破壊への渇(かつ)望(ぼう)が抑えられなくなっていた。

			　おびえ続けるアベルの顔面に、丸太杭を突き入れようとした、その時。

			　――本当に、いいのか？

			　このまま怒りと憎しみに任せてアベルを殺し、その肉体を破壊していいのか、一瞬だけ迷った。感情や欲望に任せて人間を殺すなど、この卑(ひ)劣(れつ)なアベルと同レベルになる気がしたからだ。

			　――いや、コイツは殺されても仕方ない外道だ。

			　――今、ここで殺さないと、この先、どれだけの人間が不幸になるか分からない。

			　迷いはすぐに断ち切った。

			　殺せ、破壊しろ。

			　再び、身体から湧き上がる殺人と破壊への衝(しよう)動(どう)に俺は突き動かされる。

			　俺は尻(しり)もちをついたままでいるアベルの右膝を――丸太杭の先端（平たい部位）で容(よう)赦(しや)なく突き潰す。

			「ぎぃぁぁああああああああああああっ！！！！！」

			　悲鳴を上げるアベル。

			　続けて――今度はアベルの左膝を丸太杭で突き潰した。

			　またも絶叫するアベル。

			　さらに、俺は丸太杭でアベルの左肩を激しく打った。

			「いぎゃぁぁぁぁぁぁぁあっ！！！！！」

			　骨が砕ける音と同時に、またアベルが悲鳴を上げた。

			　これで、アベルの両足の膝、左肩、右手首は破壊した。もはや、ミノムシ同然だ。

			　たとえ、時間停止が発動可能になっても、もはや反撃は不可能だ。どうみても戦闘不能状態だからな。

			　それでも――俺は攻撃の手を休めなかった。

			　四肢が破壊され、戦闘不能状態になったアベルにトドメを刺す気になっていた。普段の俺なら、いくら怒りを覚えた相手にでも、ここまではとても出来ないはずだ。

			　だが今の俺は――

			　非常に残(ざん)虐(ぎやく)な気分になっていた。

			　怒りに支配された俺はまさに怒り狂っていた。

			　そう、狂っていた。

			「――死ね」

			　俺は無(む)慈(じ)悲(ひ)にそう言いながら丸太杭を振りかぶった。

			「ひ……ヒ……ま、待って、お願い、待って、た、助けて……お願……お願いです。お願いします」

			　アベルがどれだけ泣き叫びながら命乞いしても、許す気にはなれなかった。

			　だが――

			「……ご、ご主人様……もう、許してあげて……」

			　カチュアの声で、一瞬だけ、動きが止まった。止めることが出来た。

			　しかし、止まったのは一瞬だけだ。

			　やはり今の俺は、アベルを許すことが出来なかった。ここで許せば、いずれアベルがまた襲ってくる可能性がある。

			　そしてその時、俺だけでなくミリアやカチュアたち、大切な人がアベルに傷つけられる可能性があるのだ。

			　ならば、ここでその可能性を断ち切るべきだ。

			　完全に息の根を止めようと丸太杭を振り落とした――

			　っ！！！

			　アベルの姿が消えた。

			　時間を止め、その間に地べたを転がりながら必死に逃げたのか？

			　十数メートル先に、アベルがいる。

			　…………無駄なあがきを。

			「っっっ《飛行》！」

			　むっ!?

			　アベルの身体が宙に浮かび、瞬(またた)く間に丸太の届かぬ距離まで浮かび上がった。

			「ハ…………ハハハハハッ！！！」

			　宙に浮かぶアベルが高笑いを上げた。

			　丸太（杭）の間合いから逃れたことで、余裕をとりもどしたようだ。

			「剣技だけでなく魔術も優秀な僕は、高位魔術である《飛行》の魔法が使えるんだ」

			「…………」

			「聖剣も折れてしまったし、僕の身体もボロボロだ。この場は、とりあえず退(ひ)いてやる」

			「…………」

			「だが、次こそ殺す！」

			「…………」

			「必ず殺してやるぞ、マコトッ！！！」

			「…………」

			「それも、惨(むご)たらしくなっ！！！！　そしてその後――お前の女たちは犯し尽くしてやるっ！」

			　捨て台詞(ぜりふ)を吐きながら、俺に背を向けて空を飛翔し、逃げ出そうとするアベル。　

			　馬鹿が。

			　――逃がすかよ。

			「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオラァァァァァァァァァァァァ」

			　俺は咆(ほう)哮(こう)を上げながら、勇者アベルに丸太杭を投げつけた。

			　空を飛んで逃げ出そうとしたアベルの背に向けて、必殺の丸太杭を投げつけたのだ。

			「ヒッ!?」

			　地上から猛スピードで迫りくる丸太杭に気付き、アベルは短い悲鳴を上げた。

			　さらに高度を上げ、丸太杭から回避しようとした。

			　それが仇となった。俺はアベルの〝背中〟を狙って丸太杭を投げたのだが――丸太杭は高度を上げつつあったアベルの〝尻(しり)〟に――

			　ズブゥウウウウウウウウウウウウウウウウっ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

			「ヒギィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィっ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

			　勇者アベルが、この世のものとは思えない絶叫をあげた。

			　尻(しり)に深々と丸太杭が刺さった瞬間に、絶叫したのだ。

			　丸太杭の鋭い切っ先は、尻を貫(かん)通(つう)し、下腹部（股間）まで飛び出していた。

			　即死したのか、それとも気絶しただけなのかは分からないが――アベルが空から墜(お)ちてきた。

			　ちょうど、聖なる湖の上で丸太杭に尻からぶち抜かれたアベル。そのアベルが、湖に向け墜ちてきたのだ。尻に丸太杭を突き刺されたまま。

			　派手な水しぶきを上げ、そのまま湖の底に沈んでいく。

			　湖がみるみる血で赤く染まっていった。浮かび上がらないところを見ると、やはり絶命したのだろう。

			　仮に虫の息ながらかろうじて生きていたとしても、湖の底に沈んだのだ。

			　すぐに窒(ちつ)息(そく)死(し)するはずだ。

			　アベルを倒したことで、あれほど激しかった怒り・憎しみは段々と静まっていった。

			「残念だったな、アベル。お前に次の機会を与えるほど――――今の俺は甘くない」

			　そう呟(つぶや)きながら、俺は湖に背を向けた。

			　カチュアの下に向かい、数歩、進んだ。

			　その時――

			　っ！！！！！！

			　湖から、『何か』が浮かび上がってくる気配を感じ、俺は咄(とつ)嗟(さ)に振り向いた。

			　アベル、まだ生きて――

		

	
		
			きれいなアベル

			　

			「貴方(あなた)が落としたのは、このきれいなアベルですか？」

			　湖の女神ミレルだった。

			　湖から浮かび上がってきたのは、湖の女神だったのだ。

			　また――アベルも一緒に浮かび上がってきた。目をキラキラと輝かせているアベルが。その目には一点の曇(くも)りもない。

			　以前のアベルのような他人を見下ろし小馬鹿にした表情など、まったく浮かべてはいなかった。

			　ま、まさか、こ、この展開は…………。

			　俺は驚いているカチュアの耳元でそっと囁(ささや)く。湖の女神ミレルの問いに対する答えを合わせるために。

			　そして、二人で口を揃えて、湖の女神にこう告げた。

			「「いえ、もっと汚いの！」」

			　湖の女神ミレルがニコリと微笑(ほほえ)んでくれた。

			「正直者には、このきれいなアベルをあげましょう」

			　そして『きれいなアベル』を俺に渡し、女神は湖の底に還(かえ)って行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　…………どうしよう、これ。

			　俺は、曇(くも)りのない瞳(ひとみ)をキラキラと輝かせている『きれいなアベル』を見て、頭を掻(か)いた。

			　アベルはアベルなんだし、シバキ倒すべきか？

			　しかし、どう見てもこのアベルは悪人に見えないからなぁ。

			　一度、ヘイトを解消したこともあり、今さらこのアベルをもう一度ブチのめすことは、あまり乗り気になれなかった。

			　だが、こいつが過去にやったことは消えはしない。とりあえず、謝罪を要求しよう。

			　俺がそう決めた時――

			「二人とも、申し訳ありませんでしたっ！！！」

			　うぉっ!?

			『きれいなアベル』が俺とカチュアに向けて、いきなり平伏してきた。それも、額を地にこすりつけるような土下座で。

			「心から謝罪しますっ！　本当に、本当に申し訳ありませんでしたっ！！！」

			　キラキラ輝く瞳から後悔の涙を流し続けて、謝罪を繰り返す『きれいなアベル』。

			　謝りながら、額を地面にゴンゴンと何度もぶつけている。その額には、血がにじんでいた。

			　俺が要求する前に、こうまで真(しん)摯(し)な態度で謝罪されては……許すしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これから、僕は今までの行いを悔い改め、人々のために人生を捧げて生きていこうと思う」

			　キラキラ輝く目で宣言する『きれいなアベル』。

			　その言葉には、一片の嘘・偽(いつわ)りも感じることが出来なかった。

			「それはいいんだが…………時空の女神アステナの使(し)徒(と)は続けるのか？」

			　俺にとって、確認しておきたいことだ。

			　俺が敵対してしまったアステナ。そのアステナの使徒を続けるなら、このアベルもいずれ敵に回る気がする。

			　ならば――気は進まないが、ボコって、長期戦闘不能(リタイア)に追い込む必要がある。俺と、カチュアたちの安全のためにも。

			　うん。

			　後ろを見せたら、不意打ちでボコろう。

			　卑(ひ)怯(きよう)かもしれないが、今後の憂(うれ)いを断つために、俺は手を汚す覚悟を完了していた。

			　だが、『きれいなアベル』は沈(ちん)痛(つう)な表情で顔を伏せて言った。

			「アステナ様には…………今の僕はついていけそうにない。だから、使徒をやめさせてもらうつもりだよ。授(さず)かったスキルは返さないといけないだろうけど、それは仕方ない」

			　使徒をやめるつもりなのか。

			　だったら、このアベルが俺の敵に回ることもないだろう。なら、ボコる必要もない。出来れば戦いたくなかったので、ホッとした。

			「それから、マコト。君には本当に迷惑をかけた。お詫(わ)びとして、どうかこの聖剣を受け取って欲しい」

			『きれいなアベル』が、聖剣・太陽の剣(ソードオブサン)を鞘(さや)ごと俺に手渡してきた。

			　戦いの最中に折れた聖剣は、太陽の陽に晒(さら)されたことで、自己修復機能により元通りになっていた。俺にくれるというのか。

			「いいのか？」

			「うん、ぜひ、受け取ってよ」

			　聖剣ゲットだぜっ！

			　心が躍(おど)った。

			　聖剣なんて、実に格好イイ武器じゃないか。それに、あの太陽光線(サンレーザー)は非常に強力だ。

			　その上、この聖剣は価格も金貨５万枚と驚くほど高価なのである。日本円にして、50億円ほどだ。

			　手渡された聖剣をさっそく腰に吊るした。

			「後から返せと言ってきても、返さないけど、本当にいいのか？」

			「そんなこと絶対に言わないから、安心してよ」

			　ニコリと涼やかに微笑(ほほえ)む『きれいなアベル』。

			　実に爽(さわ)やかな態度だった。

			　……なんか、このアベル、あまりに爽やかすぎないか？

			　以前のアベルとのギャップがありすぎて、むしろ怖い。

			　湖の女神ミレルは、湖に落ちてきたアベルから心や魂(たましい)の善なる部分を抽出し、もう一人のアベルを複製したと言っていたのだが…………。

			　複製というより、別人にしか思えないぞ。

			「マコト、カチュア、これからは仲良くしよう！」

			　キラキラした目で、涼やかに微笑みながら俺とカチュアの肩に手を置く『きれいなアベル』。

			「あ、ああ、まぁ……な」

			「……は、はい、です」

			　一応、俺もカチュアも頷(うなず)いておいた。

			「そう、人は皆が手を取りあって助け合い仲良くするべきなんだ。人類全てが仲良くなれば、争いはなくなる。世界も平和になる」

			　確かにイイことを言っているのだが…………。

			「僕はこれから世界平和と人類の幸福のため、生涯を費やし尽(じん)力(りよく)する」

			　なんか、変な宗教にハマっている人に見えないこともない。

			　いや、勇者っぽいといえば、勇者っぽいセリフなのかもしれないが。

			　しかしながら、正直、言葉だけ聞いたらうさん臭くて仕方ない。

			　でも、このキラキラ目を輝かしているアベルが言うと、本気な気がしてならない。

			「それから……マコト」

			「ん？」

			「僕は忘れないから」

			「…………どういう意味だ？」

			「忘れたくても忘れられない、あの衝(しよう)撃(げき)的(てき)な体験さ」

			「ハ？」

			　もともと女のように美形なのに、目が輝いているせいで、より美形度が上がっている『きれいなアベル』。

			　そのアベルが、頬(ほほ)を赤く染めて言う。

			「君に貫(つらぬ)かれたあの体験、あの衝撃を――忘れることなんで出来はしない」

			「そ、そうか」

			　俺は一歩、後ずさっていた。

			　何かコイツ、変な趣味に目覚めたのでは？

			『きれいなアベル』が頬(ほほ)に片手をあて、ウットリとした表情で続ける。

			「そう忘れることなんて出来はしない。あの痛みと――そして、痛みを上回る快感を」

			　変態だ――――っ！！！！

			　俺は数歩、後ずさっていた。

			『きれいな変態』いや『きれいなアベル』とは、今後、距離をとりたくなった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　世界平和と人類の幸福に貢(こう)献(けん)するために一刻も早く行動したい――などと言い残して『きれいなアベル』は去って行った。

			　しかし、人というものは、変われば変わるものだ。

			　まぁ、湖の女神ミレルの力で、善人に生まれ変わったと解釈しておこう。

			　…………だけど、善なる部分を抽出したのがあのアベルなら、残った部分はどうなるのだろう？　

			　――ん？

			「たすけてくれぇ！」

			　ガボガボ。

			　湖に目を向けると、目の輝いていないアベルが――むしろ濁(にご)っているアベルが――湖から這(は)い出てこようとしていた。必死な表情で。

			　だが、そのアベルの服をシッカリとつかむ女性の手。湖の女神ミレルの手だと思う。その手がグイグイとアベルを引いていた。

			　まるで、『おら、さっさと沈めやクソ野郎』と言った感じで。

			「たすけ……お願……たす――ゴボゴボ」

			　湖の女神ミレルの手により、引きずり込まれるように湖に再度沈んでいく『汚いアベル』。

			　………………。

			　見なかったことにしよう。

			「……あ、あのご主人様、今さっき、湖で――」

			「見てない。俺は何も見てない」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ホラー映画みたいな場面を見た気がする。人が、生きたまま湖に引きずり込まれるという。

			　いや、きっと気のせいだ。うん、気のせいだ。

		

	
		
			ステータス確認

			　

			　アベルの攻撃で溶けてしまった金と銀の丸太だが、熱が冷めて金と銀の塊(かたまり)になっていたので回収して馬車に運んだ。

			　金と銀の丸太に、特に芸術的価値があったとは思えない。だから、回収した金と銀も価値が下がることはないだろう。

			　ルーアンの町に戻った俺は、町長エンリケさんの家を訪ねた。

			　実家が目薬屋を営んでいるというエンリケさんは、神眼の女神リアナの信者でもあった。

			　仮とはいえ、一応、リアナの使(し)徒(と)であることを、俺はエンリケさんに話していた。そうしたら、俺に対して、非常に好意をもって接してくれるようになった。

			　この町の特産品であり、エンリケさんの実家が取り扱っている『目薬』。

			　その『目薬』も値引きした価格で、仕入れさせてくれていた。

			「エンリケさん、この銀で、神眼の女神リアナの像を町に建ててくれないかな？」

			　一応は、使徒っぽいことをしてみる気になったのだ。

			　吸血鬼退治も、アベルとの戦闘に勝ったのも、神眼の力によるところが大きいからな。神眼を授(さず)けてくれている女神リアナへの感謝の念はたえない。

			「おお、本当にこれだけの銀を使ってよろしいのですか、マコトさん」

			「ええ。あ、でも、加工費とか、別に必要ですよね？」

			「いえ、それは町の予算から出させていただきます。なにせ、吸血鬼の脅(きよう)威(い)を取りのぞいてくださったマコトさんたちは、町の英雄ですからね。吸血鬼に攫(さら)われていた子供たちが戻ってきて、町の住民は感謝しておりますし。マコトさんが神眼の女神リアナ様の使徒であるなら、むしろ町が全額負担で女神リアナ様の像を建てるべきでしょう。素材となる銀の提供までしていただいて、むしろ恐縮なぐらいです」

			「はぁ、そんなもんですか」

			　今の話、女神リアナの信者である町長エンリケさんの私情（信仰心）も、多少、挟(はさ)まれている気はする。

			　しかし、あえて指摘はしなかった。

			　とにかくこれで、この町の女神リアナの信者は、今後増加するのではないだろうか。

			　また、吸血鬼を倒す際に活躍した俺が、神眼の女神リアナの使徒であることを明かすだけでも、町の人間たちのリアナに対する畏(い)敬(けい)や好感度が上昇していく気がする。

			　仮とはいえ、使徒としてイイ仕事をしたのではないだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　迷宮都市ラナへの出発まで、あと１時間ある。

			　俺は宿屋で別室を借り、その部屋に籠(こも)っていた。鏡に映した自分の姿を、集中して視(み)るために。

			　別に、ナルシストに目覚めたわけではない。

			　自分の容姿が大したことがないのは、自覚している。

			　今、俺が精神を集中して自分の姿を見ているのは、理由があるのだ。より自分を知るためにやっている。

			　スキル【神眼】で、自分自身を視ているのだ。

			　以前、試した時は、特に何も視えてはこなかった。念じるだけで頭に浮かぶ自己ステータス以上の情報は、視えてこなかったのだ。

			　しかし、俺は神眼に慣れてきている。

			　ステータス上、スキル【神眼】の熟練度も上がっている。

			　だから、もう一度、試してみることにした。

			　ステータスに書かれている俺＝丸(マル)田(タ)真(マコト)の情報は、

			　

			【名前：　マコト・マルタ

			　種族：　人間(ヒユーマン)

			　年齢：　17歳

			筋　力：25（＋２）

			器用度：18

			敏捷度：21

			知　力：20

			生命力：25（＋２）

			精神力：24

			魔　力：24

			　

			ジョブ　：　狂戦士(バーサーカー)レベル25

			戦術士(ウオーリーダー)レベル11

			盗(とう)賊(ぞく)レベル１

			スキル　：　神眼　超・狂戦士化

			習得魔法：　《魔法の矢》《眠りの雲》《明かり》

			《火弾》《炎属性付与》《風精霊の矢》

			《沈黙》《水浄化》《優しき水》《転倒》

			《アポート》《爆弾石(ストーンボム)》

			　ソウルランク　　　25】

			　

			　ステータスが視(み)えてきた。

			　もっとも、この基本的なステータスは、神眼を使わなくても、頭に浮かぶものと同じ内容だけど。

			「ソウルランクが25まで上がっているな」

			　最初は１だったのに、随(ずい)分(ぶん)と上がったものだ。

			　難敵である二体の吸血鬼を倒して子供たちを救ったり、遥(はる)かにレベルの高い勇者アベルに打ち勝ったおかげだとは思う。

			　ソウルランクが上昇したので、筋力など基礎ステータスもその分、上がっている。

			　初期と比べて、筋力と生命力の伸びがイイ。

			　逆に、器用度はあんまり伸びていないな。

			　知力にあたっては、初期と変わらない。

			　…………なんか、俺、脳(のう)筋(きん)キャラみたいになってきていないか？

			　そ、それから、精神力の伸びが凄(すご)いな。

			　初期が16だったから、８も伸びている。何気に一番、伸びが良いようだ。初期値が低かったから、伸びやすいのか？　関係あるかもしれないし、ないかもしれない。

			　あるいは、精神力がこれほど伸びているのは、それこそ死闘を続け、死線を潜(くぐ)ってきたから――かも。

			　吸血鬼二体も、勇者アベルも、レベル的には俺よりずっと格上だった。

			　勝てたのは、運の要素も大きいと思う。

			　格上の相手に、恐怖を感じながらも勇気を出して逃げずに死闘を繰り広げ、そして勝利した。そのあたりが、精神力上昇に関係あるのかも。

			「しかし、筋力と生命力の下に括(かつ)弧(こ)書きで、別の数字が書かれているな」

			　俺は呟(つぶや)きながら考えた。

			　補正的な数字に思える。

			　アイテムとか職業(ジヨブ)などの補正ではなかろうか？

			　おそらくは後者。

			　なにせ、俺のメインジョブが【狂戦士(バーサーカー)】だからだ。いかにも、筋力や生命力に補正がつきそうなジョブである。

			　……しかし、筋力と生命力だけプラス補正か。

			　ますます脳(のう)筋(きん)に拍車がかかっているな。

			「それにしても【狂戦士(バーサーカー)】ね……」

			【蛮族戦士(バーバリアン)】が消え、代わりに【狂戦士(バーサーカー)】が職業欄にあった。

			　自動的にクラスチェンジでもしたのだろうか？

			【狂戦士(バーサーカー)】というと、【蛮族戦士(バーバリアン)】の上位職っぽいし。

			　…………【狂戦士(バーサーカー)】…………。

			【蛮族戦士(バーバリアン)】もたいがいだったけど、【狂戦士(バーサーカー)】って…………。

			「な……なんか嫌だなぁ」

			　まぁ、剣ではなく、丸太をメインウェポンにして戦っている俺には、狂戦士(バーサーカー)がお似合いなのだろう……け……ど……。

			「狂戦士(バーサーカー)……う、う～～ん、狂戦士(バーサーカー)かぁ……」

			　俺が若(じやつ)干(かん)、頬(ほほ)をひくつかせながら、狂戦士という言葉を意識して鏡を見ていると――

			　

			【狂戦士(バーサーカー)】

			　怒りや憎悪を糧(かて)に荒れ狂う戦士

			　

			《ジョブ効果》

			　●筋力上昇（中）・生命力上昇（中）

			　※レベル10でプラス１

			　　以後、10レベルごとにプラス１

			　●知力低下（中）

			　※レベル10でマイナス１

			　　以後、10レベルごとにマイナス１

			　

			《ジョブスキル》

			　●超・狂戦士化

			　　怒り・憎しみが限界値を超えた場合に発動

			　　身体能力系ステータスが飛躍的に上昇

			　　再起不能級の重傷を負っても、戦闘継続可能

			　※ダメージが大きすぎると、戦闘終了後、死亡する場合あり

			　（デメリット）

			　　発動中、感情の制御が難しくなる

			　　完全狂化すると、敵味方の区別が出来なくなる

			　※スキル【怒り】・【狂化(バーサーク)】の上位版　

			　※狂戦士(バーサーカー)の中でも、優れた資質を持つ者のみ習得可能

			　※レベルが高くなるほど、身体能力系ステータス上昇値・増

			　※レベルが高くなるほど、完全狂化しやすくなる

			　

			　　上位職・狂勇者(ベルセルク)

			　　下位職・蛮族戦士(バーバリアン)・勇士(ウオリアー)】

			　

			　お。

			【狂戦士(バーサーカー)】の詳しい情報(ステータス)が視えてきた。

			　…………しかし、いかにもバーサーカーといった感じの特徴だな。

			《ジョブスキル》の【超・狂戦士化】なんて、まさに狂戦士の中の狂戦士といった感じだ。

			　怒りのあまりプッツンし、理性をなくして暴れまわる蛮族を想像してしまうし。

			　それに敵味方の区別が出来なくなる完全狂化とか…………怖すぎるぞ。

			　戦闘時には超パワーアップできそうで、非常に強力そうな【スキル】だけど、出来れば使いたくない。でも、怒り・憎しみなどのヘイトが溜まったら、自動発動する系統の【スキル】みたいなので、俺の意思には関係なく発動してしまいそうだ…………本当に怖い。

			　今後、敵を含めて第三者には、なるべく俺を怒らせないで欲しいものである。

			　それに【狂戦士(バーサーカー)】には知力低下のマイナス面があるようだ。い、嫌すぎる。それこそ脳(のう)筋(きん)一直線ではないか。

			「あれ？　でも、ステータスの知力は、マイナス補正がかかっていないな」

			　俺は首を傾(かし)げた。

			　――ひょっとして。

			　新しく、ジョブに追加されていた【戦術士(ウオーリーダー)】について詳しく知りたいと念じながら、鏡に映る自分を見つめる。

			　――――………………。

			　

			【戦術士(ウオーリーダー)】

			　戦術や策を用いて、戦闘を有利に進める軍師

			　

			《ジョブ効果》

			　●知力上昇（大）

			　※レベル10でプラス２

			　　以後、10レベルごとにプラス２

			　

			《ジョブスキル》

			　●支援（戦術）

			　　ＰＴメンバー・ステータス補正

			　※レベル20から習得可能

			　※レベルが高くなるほど、ステータス上昇値・増】

			　

			　あ、思った通り、知力上昇効果があった。

			　それも効果大で。

			【狂戦士(バーサーカー)】による知力のマイナス分を、【戦術士(ウオーリーダー)】の上昇分で打消しているようだな。

			　それで、差し引きゼロなんだろう。

			「【戦術士(ウオーリーダー)】がジョブに加わったのは、それなりに作戦を立てたり、少しは工夫して戦闘をしていたからか？　それとも、何か別の理由が…………」

			　俺は、一人でいる時に考え事をする際、独り言を呟(つぶや)く癖(くせ)がある。その方が、考えがまとまりやすいからだ。

			　…………不登校かつ引きこもりがちになり、他人とほとんど接しなくなってからは、特にこの癖は酷(ひど)くなっている。

			　今も、独り言を呟いていた。鏡の前で。

			　コンコン。

			「マコト様、昼食をご一緒してくださりませんか？」

			　ギクッ！

			　ノックとともに、巨乳美少女ミリアからドア越しに声をかけられて、焦った。

			　鏡に映る自分の姿を注視し、独り言を呟いている姿など、見られたくはない。

			　まるで極度のナルシストっぽいし。あるいは、かなり頭のヤバイ人っぽい。

			　いや、神眼を使って自分を視(み)ながら、自己分析しているというちゃんとした理由はあるけど。

			　それでも、なんか嫌だった。

			「お、俺は後で食う。ミリアたちは、先に食べていてくれ」

			「……そうですか」

			　俺が断ると、ミリアは落(らく)胆(たん)した声を出した。

			「あ、それから。迷宮都市ラナに連れて帰る子供たちには、好きな物を好きなだけ、食べさせてやってくれ」

			「！　はい、分かりました、マコト様っ！」

			　俺の指示を聞き、今度はミリアが弾んだ声で返答した。心根の優しいミリアは、子供たちのことをとても気にかけているからな。

			　俺も、あの子たちには出来るかぎり優しくしてやりたい。

			　吸血鬼の古城の地下室に何日も閉じ込められていて、相当、怖い目にあっていたのだ。

			　それに、今回の冒険は、予想を遥(はる)かに超える収入があったし。黄金の丸太（が熔けた金(きん)塊(かい)）とか、無茶苦茶価値がある聖剣とか。

			　子供たちに飯を奢(おご)ってあげるぐらい、余裕である。

			　……また子供（幼女）たちの好感度が上がってしまう気がした。

		

	
		
			神眼の女神リアナの来訪

			　

			　ミリアがドアの前から去った後、俺はまた、鏡を見た。

			　鏡に映る自分を注視する。自分のことを詳しく知りたいと念じながら。

			　そのうちに――俺の右目に炎が宿った。

			【神眼】の効果で右目周辺に蒼(あお)い炎が燃えだしたのだ。

		

	
		
			[image: p090.jpg]
		

	
		
			　…………見た目はかなりカッコいい気がする。心の琴(きん)線(せん)に触れてくるビジュアルだ。俺の中二心をくすぐられる。

			　思わず、鏡の前で決めポーズをとってみた。

			　いや、部屋に俺一人だけだったので、つい。

			　ジョジョ立ちをしたりとか、色んなポーズをしてみる。自分の中でカッコいいと思うスタイリッシュなポージングを色々とっていた。

			「こんにちは。私の使(し)徒(と)マコト」

			　はうわっ！！！！？？？？？

			　いつのまにか、神眼の女神リアナが後ろに立っていたっ！！！

			「い、い、いつからそこに？」

			　恥ずかしさのあまり顔を赤くさせながら尋ねた。

			「今さっきです。鷹(たか)の姿で、そこの窓から部屋に入らせてもらったわ」

			　そういって、開いていた窓を指さす女神リアナ。

			　そ、そうか。

			　今さっきか。

			　なら、俺の恥ずかしい行為の数々が、そんなに見られたわけでは――

			「もっとも、この部屋に着く15分ほど前から、貴方(あなた)のことは私の神眼で見ていたけど」

			　っ!?

			「じゃ、じゃあ、俺が鏡の前で色んなポーズをとっていたのも――」

			「ええ、見せてもらいました。この目で、バッチリと」

			　……グ…………。

			　し、死にたいほど恥ずかしい。

			「そ、そうですか」

			「しかしマコト。色んなポーズを知っているわね貴方。15分以上も鏡の前で様々なポージングを試したりして。決めポーズの練習かしら」

			　も、もうやめて。

			「キメ顔の練習もしていたわね」

			　やめてぇっ！

			「キメ台詞(ぜりふ)の練習も」

			　……もうやめてぇ……俺のライフはゼロよ…………。

			「こんな感じで――」

			　神眼の女神リアナが、さっき俺が鏡の前でしていたのと同じ（スタイリッシュな）ポーズをとった。

			　さらに、女神リアナは、さっき俺がしていたように、右目を残した顔半分を右手で隠し、左手のひとさし指を俺に向けながら、

			「『無駄だ。俺の〝神眼〟に〝視(み)え〟ないものはない――俺はキメ顔でそう言った』このセリフ、貴方(あなた)が自分で考えたの？　それとも、誰かの真似？」

			「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！」

			　あまりの恥ずかしさに、俺は床を転げまわったっ！！！

			　……く、黒歴史として封印させて欲しい…………。

			「そんなに恥ずかしがらなくても良いじゃない。私は、悪くないと思うわ」

			　本気で言っているのか、フォローのつもりかは分からないが、女神リアナが優しくそう言ってくれた。そのおかげで、心のダメージがある程度、軽減されたけど。

			　

			　突然、現われたリアナだったが、その目的は俺にスキル【神眼】の使い方を詳しく指導するためだった。十分【神眼】の扱いに慣れていると判断された俺は、リアナから本格的な個別指導を受けることになった。

			　神として色々忙しいらしいのに、ありがたい。

			「――知りたい。心の底からそう強く想い、強く念じながら〝視る〟のよ」

			　俺は女神リアナの指導通りにしながら、鏡に映る自分を――いや、自分の右目を〝視る〟。【神眼】に関して知りたいと、心に強く念じながら。

			　

			【スキル名：神眼

			※女神リアナから授与

			ランク　　　：Ｓ（神技級）　

			発動速度　　：Ｅ～Ｓ（熟(じゆく)練(れん)することにより、準備時間減少）

			有効距離　　：Ｂ（視認できる範囲限定　※遠視能力除く）

			熟練度上昇値：Ｄ（使用ごとにランダムで熟練度上昇タイプ）

			スキル熟練度：１０９

			使用回数　――１日５回

			（ステータスを〝視(み)る〟ことは、使用回数に含まれない）　　

			（熟(じゆく)練(れん)することにより回数増加）

			ディレイ　――ゼロ～一生

			（熟練することによりディレイ減少）

			※使用する神眼能力によりディレイ時間は大きく変動。

			有効時間　――一瞬～無限

			（熟練することにより有効時間増加）

			※使用する神眼能力により有効時間は大きく変動。

			　

			※特質・発動条件・デメリットなど

			●下位・眼視スキルの全てが使用可能

			識眼、魔眼、邪眼、天眼、鏡眼、光眼、千里眼（過去視・未来視・遠視）など

			●下位・眼視能力効果を消滅・無効化

			（対象の熟練度＋精神力の合計が、自分より遥(はる)かに勝っている場合は不可）

			●能力の連続使用により、耐えがたい眼痛を招くこともある（一時的）】

			　

			　スキル【神眼】の情報(ステータス)が視えてきた。

			　…………しかし、この情報は、念じるだけで脳裏に浮かんでくる自己ステータスと大差ない。

			「もっとです。もっと、神眼のことを知りたいと強く想いながら〝視る〟の。今の貴方(あなた)なら可能なはず」

			　神眼の女神から叱(しつ)咤(た)激(げき)励(れい)され、俺はさらに集中した。

			　知りたいと、さらに強く想いながら。

			　…………。

			　……………………。

			　…………………………………………………………。

			　かなりの時間が経過し――あっ！！！

			　

			【スキル名：神眼（隠しスキル）

			　

			『識眼Ⅱ』

			●隠しステータスをも〝視る〟ことが出来る

			※対象を長時間注視する必要あり

			（熟練度１００から発動可）

			（熟練することにより、必要時間減少）

			（神眼使用回数の減少なし）

			　

			『覚(サトリ)』

			●心視により、他者の心を〝視(み)る〟ことが出来る

			※発動ランダム

			（熟練度１００からランダム発動）

			（熟練度５００で任意に発動可）

			（ランダム発動の場合は神眼使用回数の減少なし）

			　

			『滅幻視』

			●他者のスキルや特殊能力効果を消滅・無効化

			※発動ランダム

			（熟練度９９９で任意に発動可）

			（ランダム発動の場合は神眼使用回数の減少なし）】

			　

			　お……おおっ！

			【神眼】の隠しスキル的な情報(ステータス)が視えてきたっ！

			【識眼Ⅱ】【覚(サトリ)】【滅幻視】、どれも役立ちそうだ。

			　………………必要時間が長かったり、発動がランダムだったり、使い勝手は悪そうだけど。

			　特に他者のスキルや特殊能力効果を消滅・無効化する【滅幻視】。非常に強力そうだ。でも、発動がランダムでは、そうそう頼ることが出来ない。

			　ギャンブル性が高すぎる。

			「どうやら、隠しステータスを視ることが出来る【識眼Ⅱ】の発動に成功したみたいね」

			　女神リアナがニッコリと微笑(ほほえ)んでくれた。

			「は、はい。一応」

			「やはり、マコト。貴方(あなた)は私が見込んだ通り――私の【神眼】で〝視た〟通り――【神眼】との相性が非常に良い人間のようだわ」

			「え、そ、そうなんですか？」

			「だからこそ、他の力ではなく、私が授(さず)けられる中で最も強力な【神眼】を貴方に授けた面もあるの。【神眼】は多くの能力を持つ代わりに、熟練度上昇がとても難しいスキル。相性がよほど良くなければ、ほとんど熟練度は上昇しません。しかし、マコト、貴方はわずか１週間と少しで、神眼の熟練度を１００以上に上げました。これは驚異的なことです…………授けた私自身でも、いまだ信じられないほどに」

			「…………」

			「貴方には【神眼】の類(たぐい)まれなる才が隠されていたのです」

			　そ、そうなのか。

			　地球では、ごく平凡で、特に人より優れたことなどまったくなかった俺が…………。

			「マコト。【神眼】以外の隠しスキルがないか、視(み)てみなさい」

			「え、【神眼】以外にですか？」

			「貴方と初めて会った時に私の【神眼】で視たんですが、隠しスキルを含めて、特別なスキルをマコトは特に持っていませんでした」

			「じゃあ、俺が今から視ても無駄では」

			「いえ、スキルは、突然身につくこともあるの。隠しスキルも含めて。ひょっとしたら、今のマコトには、何か別の隠しスキルが身についている可能性は、ゼロではありません…………ごく低い可能性だけど」

			「はぁ」

			「特に武器系や防具系のスキルは、同系統の武具を使っていれば、突然身に付いたり、《ランク》が上がったりするわ。【剣熟練(ソードエキスパート)】とか【盾熟練(シールドエキスパート)】とか」

			「……【剣熟練(ソードエキスパート)】……」

			　剣(ケン)熟(ジユク)練(レン)とかソードエキスパートとか、格好イイ気がする。

			　ぜひ、身に付けたい。

			「突然身に付くとしたら、通常は《ランクＥ》ですけど。ただ、稀(まれ)に、その系統の武具を使う才が特に恵まれていたものは、いきなり、《ランクＤ》や《ランクＣ》が身に付いたりもするわ。さらに天才的な者だと、突如、《ランクＢ》や《ランクＡ》を身に付けたりすることもあるの。ごく稀にだけど」

			「《ランク》？」

			「基本的に《ランク》が高いほど、その系統の武具を効果的に使用出来るようになるわ。

			　剣熟練でいえば、

			　《ランクＥ》で剣士１００人に１人ほどの才。

			　《ランクＤ》で１０００人に１人。

			　《ランクＣ》で１万人に１人。

			　《ランクＢ》で10万人に１人。

			　《ランクＡ》で１００万人に１人の才能ね」

			　ひゃ、１００万人に一人。

			　物知りなミリアの話では、この世界の総人口は５億人以上。

			　そのうち、戦士としての訓練を積んだ人間は、１０００万人もいない――らしい。

			　ということは、《ランクＡ》なら、剣に関しては全世界で10人もいないことになる。《ランクＡ》のスキル保持者は、世界トップクラスと言える。

			　…………といっても俺は剣の才能がなさそうなので、もし隠しスキルで身に付いていても、せいぜい《ランクＥ》だろうけど。

			「さらに、ランクＳの才を持つ真の天才もいるわね。それこそ、その時代において世界に一人いるかどうか、ですけど」

			　俺に【剣熟練(ソードエキスパート)】Ｓランクの才が、突然、目覚める――いや、絶対ないだろうけど。

			　……でも……ひょっとしたら……あるいは……奇跡的に…………。

			　俺は駄目もとで、他の隠しスキルがないか、〝視(み)て〟みることにした。さきほどのように精神を集中しながら、鏡に映った自分を注視する。

			　今度は、スキル【神眼】以外に何か隠しステータスがないか知りたいと念じながら。

			　…………。

			　……………………。

			　…………………………………………………………。

			　っ！

			　視えたっっっっっっ！！！！！！！！！！

			　

			【丸太熟練　ランクＳＳＳ――

			　　　※千年に一人の丸太使い・丸太の超絶的大天才】

			　

			　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

			　……丸太……熟練…………。

			　いや……うん。

			　剣熟練の代わりに、丸太熟練を持ってそうな予感はしていたよ。

			　でも、ＳＳＳて。

			　とても凄(すご)いことなのだろうけど、剣熟練はなく代わりに丸太……熟練ＳＳＳ。

			　……丸太エキスパート……。

			　剣の達人ではなく、丸太の達人。

			　す、素直に喜べない自分がいる。

			　俺は隠しスキルに丸太熟練があったこと、しかも、《ランク》がＳＳＳであったことを女神リアナに話した。

			「《ランクＳＳＳ》っ！！！！」

			　驚(きよう)愕(がく)し、俺の顔をマジマジと見つめる女神リアナ。

			　そ、そんなふうに見つめられたら、動(どう)悸(き)が…………。

			「た、確かに、【丸太熟練　ランクＳＳＳ】の隠しスキルがあるわ」

			　女神リアナはゴクリとその白い喉をならし、興奮気味に説明しだした。

			「《ランクＳＳＳ》なんて、それこそ１０００年に一人、出現するかどうかの才なのに。例えば剣の場合。剣技を極めた者は、畏(い)敬(けい)を込めて『剣匠(ソードマスター)』と呼ばれる。そして、その時代で最も秀(ひい)でた剣の使い手を、剣匠の中の剣匠――『マスター・オブ・ソードマスター』と呼ぶことがあるわ」

			『マスター・オブ・ソードマスター』って、かなり格好いい呼び名の気がする。

			「その『マスター・オブ・ソードマスター』ですら、【剣熟練(ソードエキスパート)】はランクでいえばＳからＳＳ。人の身で《ランクＳＳＳ》の才を持ったものは、かの剣帝ロド以来、世に出ていないはず。約１２００年前に生まれてから千を超える果し合いを行い、一度も敗北を知らないままその生涯を閉じた無敗の帝王。この世界における最高神様に認められ、後に、剣を司(つかさど)る神――剣神――にまでなったロドの没後、１０００年以上、誰一人として出ていないの」

			「は、はぁ」

			「それほど、《ランクＳＳＳ》の才とは、稀(け)有(う)なモノ。そ、それなのに…………（ゴクリ）」

			「でも、どうして俺に、そんなとんでもないレベルの才能が目覚めたんでしょうか？」

			「それは……私にも分からないわ」

			　首を横に振る女神リアナ。

			「…………」

			「貴方(あなた)に眠っていた才が――超々天才的な才能が――突如、目覚めたとしかいえない。丸太を振るって闘い続けることにより、目覚めたのです。そう、１０００年に一人といえるほどの丸太の才が覚(かく)醒(せい)したのです」

			　…………どうせなら、剣の才能が目覚めて欲しかったです…………。

		

	
		
			クラン

			　

			「では、マコト。次は《瞳映し》を行います」

			　そう言って、女神リアナが俺の左目を覗きこんできた。唇が触れてしまいそうなほどの距離で。

			　思わず、ゴクッと喉がなってしまった。

			　睫(まつ)毛(げ)、長いなぁ。

			　瞳(ひとみ)、綺(き)麗(れい)だなぁ。

			　それに、とてもイイ匂いだなぁ。

			「マコト、集中しなさい」

			「あ、はい、すいません」

			　叱られてしまった。

			　俺は集中しながら、女神リアナの右目を覗きこむ。女神リアナは両目とも【神眼】らしい。そのリアナの右目を、俺は神眼を授(さず)かってはいない左目で覗きこんでいた。

			　女神リアナの瞳に映る自分を〝視(み)る〟。

			　たった今、神眼の女神リアナから教えてもらった《瞳映し》とやらを行うために。

			　超至近距離でしばらく見つめ合っていると――

			　さっき〝視た〟俺の隠しステータスがまた視えてきた。

			「これこそが、《瞳映し》」

			「は、はい」

			「このように【神眼】を持つ者の瞳(ひとみ)を他者に覗かせ、瞳に映っている姿を長時間見つめさせます。そうすることで、その場限りですが、神眼を持っていない者にでも、その者の隠しステータスなどを視せることが出来るのです」

			「な、なるほど」

			　俺は上(うわ)擦(ず)った声で返事をした。

			　超至近距離で見つめ合っていることにより、女神リアナの胸が、かすかにだが俺の身体に触れたりしているので。

			「……ご主人様、どうしたの？　は、入るですよ」

			　ガチャ。

			　ドアが開き、カチュアが部屋に入ってきた。そして、超至近距離で見つめ合っていた俺と女神リアナを見て、石のように固まった。

			　カチュアの後ろに立っていたミリアも、固まっていた。

			「私、麻(ま)痺(ひ)の視線も石化の視線も使っていないのだけど」

			　女神リアナが困惑した声で呟(つぶや)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どうやら、カチュアはドアの前で、何度か俺に声をかけていたらしい。

			　だが、その時俺は、《瞳映し》の儀に精神を集中していて気が付かなかった。加えて、カチュアは普段から音量の小さい声で喋(しやべ)る。ドア越しで声をかけられても、気付かなかったのだ。

			　返事がないことを不審に思い、カチュアはドアを開けたようだ。

			　

			　俺はカチュアとミリアに神眼の女神リアナを紹介した。

			　女神であるリアナに対して、ミリア、カチュアの姉妹は非常に畏(かしこ)まっている。

			　まぁ、この世界の神様だもんな。

			　地球から召(しよう)喚(かん)されてきた俺には、異世界の神々に対する畏(い)敬(けい)もあまりなければ、信仰心もないけど。

			「ミリア、カチュア。貴方(あなた)たち、《クラン》に入ってはどうかしら？　まだ仮とはいえ、私の使(し)徒(と)であるマコトの《クラン》に」

			　女神リアナが、畏まっている奴(ど)隷(れい)姉妹に提案した。

			「あのぉ～、《クラン》って何ですか？」

			　疑問に思った俺が、リアナに尋ねる。　

			　いや、地球での言葉として、クランという単語は聞いたことあるけど。

			　確か、氏族とか血族という意味だ。

			　地球にいた時、俺がハマっていたネトゲ（ＭＭＯゲーム）にも、クランというシステムがあったので、知っていた。ネトゲの場合は、同じ目標や目的を持ったプレイヤー同士が集まるグループのことだけど。ギルド・システムと大差ない。

			「《クラン》というのはですね――」

			　女神リアナが《クラン》の説明をしてくれた。

			　どうやら、この場合の《クラン》とは、〝神々の使徒を長とした血族〟という意味らしい。

			　そして、《クラン》の開(かい)祖(そ)にして長は〝真祖〟とも呼ばれるとのこと。

			　……真祖というと、なんか吸血鬼っぽいが。

			　たいていの場合、真祖は神々の使徒が務めるようだ。

			　また、神々が決めた〝盟(めい)約(やく)〟とやらで、使徒の数は決まっており（最大12人）、定員に空きがないと新しく増やせないらしい。だが、使徒が自分の《クラン》を増やすことは問題ない――とのこと。

			　仲間や協力者を《クラン》の一員として増やしていくことも、使徒の役割なようだ。

			　ほとんどの場合、《クラン》に入った者は、その使徒が仕える神の信者にもなるらしいし。

			　使(し)徒(と)は自分の《クラン》となった者に、〝力〟を分け与えることも可能だとのこと。仕える神から授(さず)けられた〝力〟の一部を分け与えられるようだ。

			　俺の場合、女神リアナから授けられた【神眼】の力（能力）を、部分的にミリアやカチュアに分けることが出来るらしい。

			　また、《クラン》といっても、別に血を分けた親族でなくても良いらしい。真祖（長）である使徒がただ一滴の血を、分け与えればよい――とのこと。

			「《クラン》――血族――を作るには、まず、マコトが仮ではなく、本当に私の使徒になる必要があるわ。そして、男性であるマコトの場合は、女神である私の〝息子〟になる必要も」

			「えっ!?」

			　め、女神リアナの息子？

			　そ、それはつまり、この美しい女神の養子になるということか？

			「息子といっても形式的なモノだけど。《クラン・システム》における形式(システム)的な養子縁組にすぎないわ」

			　な、なんだ、そうなのか。

			　形式的な……ね。

			　俺がハマっていたネトゲでは、システム上の結婚をして夫婦になったりすることはもちろん、ゲーム上の疑似家族制度として、他プレイヤーのキャラクターと兄弟・親子関係になれた。

			　それと似たようなもの――かな？

			「は、はい、質問があります。女神リアナ様っ！」

			　ミリアが挙手した。

			「なんですか、ミリア？」

			　リアナが促(うなが)すと、ミリアは緊張しつつも、

			「神々の子となった使(し)徒(と)様でも、に、人間と別に結婚、出来ましたよね？　つまりその…………マコト様が女神リアナ様の子になられても、わた……誰か他の人間と結婚、で、出来ますよね？」

			「よく知っていますね、ミリア」

			　女神リアナは出来の良い生徒を見るような目で、微(び)笑(しよう)をミリアに向け、

			「その通りです。ですから、マコトが私の〝子〟となっても、ミリア、貴方(あなた)とマコトは結婚出来ますよ」

			「わ、わわわ、わ、わわわわ、私なんて、マコト様と、け、けけけけ、けこ、けこここ」

			　ミリアが真っ赤な顔であわあわしだした。

			　次に、女神リアナはカチュアに微笑(ほほえ)みを向け、

			「カチュア、貴方ともマコトは結婚出来るわよ」

			「……ご主人様と……結婚………………はぅっ！」

			　おっと!?

			　カチュアが興奮のあまりか、気を失い倒れてきた。

			　慌てて抱きとめたけど。
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			　気を失ったのは一瞬のようだったらしく、すぐにカチュアは意識をとりもどした。そして、カチュアは真っ赤な顔を俯(うつむ)かせながら、時折、俺をチラチラ見てきた。

			「フフ。この世界は一夫多妻制であり、多夫一妻制でもあります。だから、神の子となったマコトが、ミリア、カチュアの二人と重婚することも可能よ」

			　そう言って、俺に微笑(ほほえ)みかける女神リアナ。

			　い、いや、重婚可能と言われてもなぁ。

			　将来、地球に帰るつもりである俺としては、現地の人間を妻として結婚するのは、抵抗が…………。

			　まぁ、子供を産ませるのに比べたら、結婚も抵抗感は薄いけど。

			「神の子となった使(し)徒(と)の中には、《クラン》の人間たちとハーレムを築いている者も、珍しくはないわ」

			　な、なんとうらやまけしからん。

			　…………。

			　でも。

			　こ、子供を孕(はら)ませないように注意するなら、ハーレムもアリ……かな。

			「それではマコト。私の正式な使(し)徒(と)に――私の〝子〟に――なってくれるかしら？」

			　真剣な表情で、俺を見つめながら女神リアナが尋ねてきた。気のせいか、その声には、わずかにだが不安がっている声音も含まれている気がした。

			　…………俺に断られるのを、内心、不安に思っているのかもしれない。

			「あの。確か一か月間、俺の行動や活躍を見て、正式な使徒にするか決めるんじゃ……」

			　まだ、一週間ほどしか経っていない。

			「いえ、貴方(あなた)なら私の使徒として相応(ふさわ)しいわ、マコト。強さと――何より優しさをもつ貴方なら。ぜひ…………私の使徒に、私の〝子〟になって欲しい」

			　女神リアナから認められ、必要とされているのを感じて心が躍(おど)った。

			　別に信仰とやらに目覚めてはいないが――しかし、この女神のために、自分の力を振るってみたいという欲求が沸き起こってきた。

			　念のために俺は、女神リアナへの信仰心はまだないことを告げた。

			　そして、正式な使徒になっても、地球に戻れる機会があれば、戻っても良い旨(むね)の許可をもらったりなどした。

			　その上で――神眼の女神リアナの正式な使徒になることを了承した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ではマコト。この神酒(ソーマ)に注いだ私の血――神の血――を飲み干しなさい」

			　俺は、女神リアナから銀色の盃(サカズキ)＝杯(ハイ)を受け取った。

			　神眼によるとオリハルコン製の杯(ハイ)だ。しかも、ステータスには『聖杯』と表示されていた。

			　その杯には、女神リアナが注いだ酒――神酒――が入っている。

			　一滴だけだが、女神リアナの血も。

			　杯と神酒を用意した女神リアナが、懐(ふところ)から一振りの短剣を取り出すと小指を浅く斬りつけ、一滴だけ盃に垂らしたのだ。

			（ちなみに、その短剣もオリハルコン製だった）

			　俺は、その杯を――飲み干した。

			「これでマコトは私の正式な使徒となりました。また、形式的とはいえ、私の〝息子〟にも。この『誓杯(セイハイ)の儀』によって」

			　おごそかな声でそう宣言する女神リアナ。

			　しかし、『誓杯(セイハイ)の儀』ね。

			　そういえば、地球の場合、仏前式の結婚式で行う三(さん)三(さん)九(く)度(ど)を、『誓杯(セイハイ)』とか『夫婦固めの杯』とか言うのを思い出した。

			　…………形式的なものにすぎないとはいえ、女神リアナの〝子供〟になったのか――この美しい女神リアナが俺の〝母親〟に。

			　まぁ、リアナにとっては、数多くいる〝子〟の一人にしか過ぎないのだろうけど。

			　どうやら、女神リアナは俺以外の使(し)徒(と)とも、同様に『誓杯(セイハイ)の儀』を行っているらしい。

			　そのため、俺以外の子もいるようだ。

			　もっとも。

			　まだ一度も、そして誰とも、夫婦としての〝契(ちぎ)り〟を女神リアナは結んだことはないらしいけど。

			　処女のまま、子沢山らしい。

			　っ！！！？？？

			　い、今、一瞬、神眼で未来視が……〝視(み)え〟たぞ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　お、俺が女神リアナと一緒のベッドに入っていた。しかも二人とも裸のようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　形式的なモノにすぎないとはいえ、親子関係になったはずの俺と女神リアナが同(どう)衾(きん)――ほんの一瞬しか視えなかったが、こ……これは…………。

			「マコト、どうしたのですか？　石のように固まってしまって。私は、貴方(あなた)に石化の視線を送っていないわよ」

			「あ、い、いえ…………な、なんでもありません」

			　俺は誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　だって、貴方とベッドインしている未来視が視えました――なんて、言いづらいので。

			「そうですか。では、次に、ミリアたちを《クラン》――血族――とするために『誓杯(セイハイ)の儀』を行いましょうか」

			　そう言って、女神リアナが聖杯に神酒(ソーマ)を注いだ。

			　神との『誓杯(セイハイ)の儀』と違い、使徒と他の人間の場合は、別に聖杯と神酒でなくても良いらしいのに。

			「は、はい、質問です。女神リアナさまっ！」

			「あら、何かしらミリア？」

			　挙手してきたミリアを促(うなが)す女神リアナ。

			「こ、この『誓杯(セイハイ)の儀』で、私――私たちを真祖であられるマコト様の〝娘〟にさせていただいても、マコト様と、け、けけけけこ、けここ……」

			「ええ、《血族(クラン)》同士の結婚は可能よ」

			　女神リアナがミリアに対し、ニッコリと微笑(ほほえ)んだ。

			　ホッと胸（巨乳）を撫(な)で下ろすミリア。その隣で、姉と同じように胸（貧乳）を撫で下ろすカチュア。

			「『誓杯(セイハイ)の儀』で混じる血は、ほんの一滴だけですからね。《血族(クラン)》上の娘と真祖の結婚は問題ありません。…………生物学上、あまり血が濃い肉親同士の場合、推奨はしませんけど。でも、貴方(あなた)たちは生物学上は他人ですから、問題ないわ」

			《血族(クラン)》に入る者は、すべからく真祖（または真祖の血を受け継ぐ子孫）の血を、一滴以上、その身に受け入れる必要があるらしい。『誓杯(セイハイ)の儀』によって。

			　また、真祖と直接『誓杯(セイハイ)の儀』を行った場合、その者は娘か息子――になるようだ。あくまで、義理のだが。それも形式的な。

			　ちなみに、同じ神に仕える使(し)徒(と)同士は、兄弟姉妹の関係になるらしい。『誓杯(セイハイ)の儀』により、使徒の仕える神はその使徒たちの親になるので。

			　まぁ使徒同士も、しょせん、形式的な義兄弟関係にすぎないらしいけど。　

			　…………当人同士の絆(きずな)によっては、実の兄弟姉妹、息子や娘より強固な関係になるようだが。

			　もちろん、俺がミリアやカチュアと結ぶのも、形式的なモノに過ぎない。

			　おままごとの家族ごっこ遊び――とまではいわないが、俺の感覚ではそれに近い。

			　だからこそ、ミリア・カチュアを形式的な義理の娘にすることに、さほど抵抗感を持たないで済んでいるのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　神酒(ソーマ)が注がれた聖杯に、俺は血を一滴だけ入れた。

			　ミリアが神妙な面持ちで、その杯を飲み干す。カチュアも同様のことを行った。

			　――ミリアとカチュアは、俺を真祖とする《血族(クラン)》に入った。

			　また、形式的な義理の娘にもなった。ミリア・カチュアが俺の〝娘〟になったという実感は、まるでないけど。

			　しかし、実感はなくても〝力〟の一部を分け与えることは出来た。

			　ミリアには【天(テン)眼(ガン)】。

			　カチュアには【炎(エン)眼(ガン)】。

			　女神リアナに視(み)てもらい、彼女たちと特に相性が良い能力を俺は分け与えていた。【神眼】は、他の眼視能力の全てを兼ね揃えているらしいからね。

			　ミリアの【天眼】は、水晶球などを覗くことで、かなりの精度による〝占い〟が可能になるというもの。

			　カチュアの【炎眼】は、対象を燃え上がらせる能力がある。

			　分け与えたぶん、俺は【神眼】の能力の中で【天眼】と【炎眼】の力に関しては、使用出来なくなった。

			　しかし、それでもいい。

			　どうも【神眼】は、多種多様な特殊能力をもっているようだが、正直、能力がありすぎて把(は)握(あく)しきれない。使いこなせない。

			　それならばいっそ信頼のおける人間に分け与え、活用（利用）してもらった方が良い。

			　その人間を、俺が活用（利用）すれば、良いのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミリアとカチュアは２時間ほど、女神リアナから指導を受けることになった。ミリアは【天眼】、カチュアは【炎眼】の使い方などだ。

			　その間、俺は宿屋の裏にある空き地で、ある特訓を行っていた。

			　掘った穴に、下半分近くを埋めて垂直に立てた丸太を睨(にら)む。

			「目からビームっ！！！！」

			　俺の右目から一筋の閃(せん)光(こう)が走った。

			【神眼】は、目から閃光を発することが出来る【光眼】の能力を含んでいるようなので、試してみたのだ。

			　俺は、「Ｘ－Ｍ○Ｎ」のリーダー・サイ○ロップスみたいな超強力な光線(ビーム)を、当初、期待したのだが――。

			　俺の目から放たれたか細い閃光が、丸太を粉々に破壊することはなかった。貫(かん)通(つう)すらも無理だったし、木を燃え上がらせることも出来なかった。

			　ほんの少し、丸太の表面を焦がしただけであった。それも焦げた部分は10円玉サイズ。

			　…………正直、ショボイ。

			　いや、目から光線を出せたこと自体は、凄(すご)いことだとは思うけど。

			　しかし、威力はかなりショボイ。射程距離も３メートル以下と短い。しかも、１分間に一度しか放てない。

			　良いところは、回数無制限であることぐらいだ。

			　ステータスには、神眼の総合的な熟練度と、この閃光技――閃光眼――の熟練度を上げれば、威力や射程距離も増すし、連射も可能になるとは書いてあったけど。

			　俺は、２時間近く閃光眼の特訓をした。

			　だが、大して威力は上がらなかった。

			　焦がせるサイズが10円玉から５００円玉にグレードアップし、射程距離も５メートルまで延びたぐらいだ。

			　…………。

			「毎日、地道に特訓すれば、いずれ強力な技になる――か？」

			　丸太の同じ個所に閃(せん)光(こう)をひたすら当て続けた結果、５００円玉サイズに貫(かん)通(つう)した穴。それを覗きこみながら、俺は呟(つぶや)いた。

		

	
		
			待ち伏せ

			　

			　女神リアナが天界に帰ってしばらく経った後、俺たちは迷宮都市ラナに向かって出発した。

			　二台の馬車で。一台はもともと、俺たちの所有していた馬車だ。聖なる丸太（杭）一本と、田舎町ルーアンで大量に仕入れた『目薬』等を搭(とう)載(さい)している。

			　もう一台は、田舎町ルーアンのエンリケ町長から借りた馬車だ。親切なエンリケさんが３日以内に帰す条件で無料で貸してくれた。

			　こちらの馬車には、子供たちを乗せている。

			　吸血鬼に攫(さら)われていた子供たち（幼女たち）を、迷宮都市ラナに連れて帰るという目的を告げると、エンリケさんは喜んで貸してくれたのであった。

			　ちなみに、金の丸太がとけた後に固まった金の塊(かたまり)は、エンリケさんの家で預かってもらっている。借りた馬車を返すまでの保証金を兼ねて。

			　後日、取りにいく予定だ。

			　また、〝ある細工をした丸太〟をエンリケさんの家で預かってもらってもいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二台の馬車で街道を進む。

			　前の馬車の御(ぎよ)者(しや)はミリア、子供たちを乗せた後ろの馬車はカチュアだ。

			　吸血鬼退治でともに戦ったジェイクたちのパーティーには、襲撃に備え、護(ご)衛(えい)するように後ろの馬車の周りを歩いてもらった。

			　俺もミリアの隣に座り、前方を注視して警(けい)戒(かい)していた。

			「ミリア、お前の【天眼】による占いでは、『待ち伏せ』が暗示されたらしいけどさ。占いが当たる確率って５割なんだよな？」

			「はい、そのようです。的中率50％……みたいです」

			　ミリアの返事に、俺は頬(ほほ)を掻(か)く。

			　女神リアナから水晶球を授(さず)かったミリアは、さっそく【天眼】の力で占いを立てていた。その際、『待ち伏せ』が暗示されたらしい。

			　ただ、【天眼】の熟練度が低いため、具体的な内容は分からなかったとのこと。

			　いつ、どこで、誰が、何の目的で――などと具体的なことは分からないのだ。

			　待ち伏せ相手の人数も不明。

			　また、そもそも、その占い自体、当たる可能性が５割らしい。つまり、外れる可能性も５割あるのだった。

			　……微妙な占いだと思う。

			【天眼】の熟練度が上がれば、具体性が増し、的中率も上がるようだけど。

			　念のため、待ち伏せの警(けい)戒(かい)はしている。しかし…………的中率50％の占いって、意味あるのだろうか？

			「当たるも八(はつ)卦(け)、当たらぬも八卦というけどさ」

			　などと俺が苦笑いを浮かべていると――

			　モノクロの映像が視(み)えてきた。

			　過去視のようだ。

			　以前より過去視の画質が多少マシになっているのは、神眼の熟練度が上がっているからか？

			「ミリア、止まってくれ」

			　過去視を視ながら、俺は馬車を停止させた。

			　ここから、１００メートル以上離れた茂(しげ)みに覆(おお)われている場所で――過去、強盗殺人事件があったようだ。

			　山(さん)賊(ぞく)風の男たち数十人が、二人組の旅人をよってたかって嬲(なぶ)り殺していた。旅人は夫婦だったようだが…………あまりに陰(いん)惨(さん)な映像だった。

			　夫の前で多数の男に強(ごう)姦(かん)される妻。

			　その様子を無理やり見せつけられる夫。

			　そして、必死に命乞いをしながらも、薄ら笑う山(さん)賊(ぞく)たちの凶(きよう)刃(じん)により、共に殺される夫婦。

			　あまりに悲惨すぎる…………映像だ。

			　いつの出来事かは分からないが、胸(むな)糞(くそ)が悪くなった。

			　…………そういえば、数日前、ルーアンの町に来た時に冒険者くずれの盗(とう)賊(ぞく)どもが隠れていたのも、前方にある茂(しげ)みのあたりだったな。

			　旅人夫婦を殺害し、金品を奪い終わった山賊たちの会話が、過去視の中で聞こえた。

			　背は低いが筋肉質の山賊が、髭(ひげ)面(づら)の大男に話しかけていた。

			「お頭。山から下りてきたはいいけど、あまり街道付近に長居しねぇ方がいいんじゃないですかい？　街から自警団やら冒険者やらが大挙してきたら、俺たちゃ一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)ですぜ」

			「なぁに、今日、明日には、〝獲物〟がこの街道を通るはずだから、それまでの間だ」

			「昨夜、お頭が夢の中で会ったという時空の女神アステナ様が、殺害を指示した連中のことですかい？」

			「おうよ。ソイツらをブッコロせば、俺を使(し)徒(と)に取り立ててくれるってアステナ様は約束してくれた。スゲェ〝力〟も与えてくれてな。それに活躍次第では、アステナ様のあの身体も俺に…………た、たまんねぇ」

			　股間を押さえながら下(げ)卑(び)た笑いを浮かべる大男。

			　時空の女神アステナ。

			　俺を殺すために、まさか山(さん)賊(ぞく)連中を唆(そそのか)したのか？

			　そ、そこまでやるなんて。どこまで腐った女神なんだ。

			　おそらく、この山賊どもは利用されているのだろう。あの女神アステナの性格なら約束を守らず、山賊どもを使い捨てにしそうだけど。

			　過去視を視終わった俺は、空を見あげる。

			　空飛ぶ水鳥が、茂(しげ)みの上空で、急に列を乱しているのが見えた。伏(ふく)兵(へい)、待ち伏せの可能性がある。

			「マコト様？」

			「ミリア、お前の【天眼】で、ある程度、天候を操れるよな」

			「あ、はい。精神を集中しながら天を見つめることで、天候を操ることが可能みたいです。もっとも今の私では《天候変化》も、今みたいに曇(くも)り空の時に、局地的に雨を短時間降らしたりするのが、やっとですけど」

			　さっきまで雨が降っていたので、天候はいつまた雨が降るか分からない曇り空だ。これならミリアの未熟な【天眼】でも、恣(し)意(い)的(てき)に雨を降らすことは可能だろう。

			「【天眼】によって雷(イカヅチ)を落とす《天雷》は、天気が荒れているほど、効果は大きくなるよな？」

			「は、はい。荒れた天候の時は、雷のエレメントが強くなりますので」

			「よし。じゃあ、この辺りに雨を降らせてくれ」

			　怪(け)訝(げん)な表情を浮かべているミリアに、そっと囁(ささや)いた。

			「占いが当たった」

			　――神眼による透視能力やステータス確認能力で、茂(しげ)みに山(さん)賊(ぞく)たちが潜んでいるのが、俺は既に分かっていた。

			　今から引き返そうとしても、背後から強襲される可能性が高い。ならば、待ち伏せに気付いたこの有利な状況を無駄にせず、こちらから先制攻撃を仕掛けてやる。

			　今、ここで、コイツラを倒さないと、またいつ襲われるか不安だしな。

			　それに…………過去視で視た旅人夫婦のような犠(ぎ)牲(せい)者(しや)がまた出てしまう。

			　あの夫婦の無念を晴らすためにも、山賊どもをブッ倒してやりたい。

			　相手の数は多い。50人を遥(はる)かに超えている。１００人近い。

			　だが、ステータスを見た限り、レベル的には10以下の雑(ざ)魚(こ)ばかりだ。

			　大丈夫だ。勝てる。勝てるはずだ。

			　山賊どもをブチ倒す決意をした。

			《アポート》の呪文を唱え、小石を取り寄せる。そして、《爆弾石(ストーンボム)》の呪文も唱えた。

			　爆弾化した石を――連続で茂みに投(とう)擲(てき)する。

			　爆発音が立て続けに響く。

			　山(さん)賊(ぞく)どもが悲鳴をあげながら茂みから飛び出してきた。

			　よし。

			　10人以上は戦闘不能になったようだ。

			「ジェイクっ。お前たちは後方の馬車を護(ご)衛(えい)しておいてくれっ」

			　飛び出てきた山賊たちを見てギョッとしているジェイクたちに、指示を飛ばした。

			　後方の馬車――中にいる子供たち――を護るための指示を。

			「ミリアは【天眼】で《天雷》。落雷を山賊どもが固まっているところに落とせ。カチュアは俺の傍に来て【炎眼】の準備だ」

			「は、はい」

			「……りょ、了解です」

			　待ち伏せが見破られ、逆に先制攻撃を受けた山賊どもは、弓矢を手に接近してきた。

			　その場で矢を放つ気配はない。

			　まだ距離があるので、山賊どもの腕では矢を当てられないのだろう。

			　俺は、腰に差していた聖剣を抜いた。今朝、太陽の光に晒(さら)しておいて、フル充電しておいた太陽の剣(ソードオブサン)だ。

			「薙(な)ぎ払えっ！」

			　などと叫びつつ、聖剣から光線(レーザー)を発した。横に振るいながら。

			　フル充電状態の聖剣・太陽の剣(ソードオブサン)による最大出力の太陽光線(サンレーザー)である。

			　巨神兵のプロ○ンビームには遠く及ばないが、それでもかなりの威力だった。

			　十数名の山(さん)賊(ぞく)どもを、一撃で戦闘不能に追い込んだ。

			　さ、さすが聖剣。凄(すご)い。

			　ただ、最大出力で放ったため、太陽の剣(ソードオブサン)の蓄えていた太陽エネルギーが空っぽにはなったな。

			　太陽に晒(さら)してある程度充電するまで、光線(レーザー)は発射出来ない。

			　それにこの聖剣は、太陽エネルギーが空になると、切れ味が落ちてナマクラにもなるようだ。しばらくは使い物にならない。

			　俺は聖剣を御(ぎよ)者(しや)台に置いたあと、地に飛び降りた。

			「……フフフ、燃やす、です。燃やす……です」

			　俺の隣に移動したカチュアが含み笑いでつぶやく。根暗美人のカチュアは、何かを燃やすのが好きな、ちょっと危ない少女でもあった。

			「カチュア、山賊どもが持つ弓の弦を燃やすんだ」

			「……な、なるほどです」

			　カチュアの【炎眼】はまだまだ威力が小さい。とても人を焼き殺せるレベルではない。しかも、今は小ぶりとはいえ雨が降ってきている。

			　人体に発火させても、さほどダメージはないだろう。

			　だからこそ、弓の弦を発火させ、焼くのだ。

			「う、うわっ!?　突然、弦が燃え出したっ」

			「ち、チクショウ！　これじゃあ弓が引けねぇっ！」

			　一人、また一人と山賊どもが舌打ちとともに弓を投げ捨てる。

			「いいぞカチュア。その調子だ」

			「……ご主人様に褒(ほ)められた。頑張るです」

			　接敵してきた山賊どもとの距離が、かなり縮んできた。

			　この距離なら当てられると判断したのか山賊たちが立ち止まり、弓に矢をつがえる。

			　カチュアが【炎眼】で次々と弦を燃やしているが、相手の数が多すぎる。一斉射撃までに、全て燃やすのはとても間に合いそうにはない。

			「ミリア、あの集団に雷(イカヅチ)を落とせ」

			　俺は最も人数が固まっていた山賊たちの集団を指さす。

			「天の裁きです！　《天雷》」

			　天（空）を見つめていたミリアにより、天から雷が落とされた。

			　ミリアの《天雷》も、威力はまだまだ小さい。

			　天候が荒れ、雨が降っていることで《天雷》の威力が増しているこの状況ですら、直撃した人間を殺しきることは無理なのだ。

			　ただ、対象を痺(しび)れさせ、しばらくの間、戦闘不能にすることは出来た。直撃した山賊はもちろん、もともと出来ていた水たまりを伝って、その周囲に固まっていた山賊たち10名近くにも感電させて痺(しび)れさせることに成功した。

			　狙い通りだ。

			　ミリアに雨を降らせたのは、水たまりにより、感電の範囲を広くさせる狙いもあった。

			　先制攻撃の爆弾石(ストーンボム)に聖剣による光線(レーザー)の一撃、それにこの落雷で、山賊どもの半数近くは戦闘不能になった。

			　――それでもまだ50人近く残っているが。

			「糞がっ！　お前ら火矢だっ！」

			　山賊どもの頭であろう髭(ひげ)面(づら)の大男が手下に叫ぶ。

			　大曲刀(シヤムシール)を持った筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)の大男だ。

			　その指示の下、矢先にしみ込ませた油に点火する山賊達。そして、いっせいに矢先の燃える火矢を放ってきた。

			　俺やミリアたちの方にも火矢が飛んでくる。

			　しかし、その時既に、俺は《アポート》で防具を取り寄せていた。

			〝丸太盾(マルタシールド)〟。

			　丸太を束(たば)にした盾である。

			　戦国時代、弓矢や火(ひ)縄(なわ)銃(じゆう)の防御にも有効な盾として使われていた竹束からヒントを得て作った〝丸(マル)太(タ)束(タバ)〟だ。

			　木工師ガストンの弟子に作ってもらっておいた。あの弟子の青年、イイ仕事をする。

			　数本の丸太を束ねることで、長さ２メートル、幅１メートル50、厚さ30センチほどの強固な大盾(グレートシールド)になっていた。

			　丸太製の大盾(グレートシールド)――〝グレート丸太シールド〟である。

			　あるいは、タワーシールドならぬ、丸(マル)太(タ)ワーシールド。

			　木製とはいえ厚さが凄(すご)いので、防御力は半端ない。

			　その丸太束を、エンリケ町長の家に預けておいた。いつでも《アポート》で取り寄せられるように。

			「ミリア、カチュアっ。丸太束の後ろにっ」

			「はいっ」

			「は、はい、です」

			　カカカカっ！！！

			　丸太束に火矢が突き刺さる。

			　しかし、とても丸太を貫(つらぬ)き通すことは不可能であった。

			　ただ、この丸太束にも弱点はある。丸太束の弱点――それは火だ。木製だけに、火には弱いのだ。

			　そのあたりは、アイデアの元になった竹束と同様である。

			　だからこそ、火に弱いという弱点をカバーするためにも、ミリアの【天眼】で局地的にだが雨を降らせたのである。

			「ミリア、もっと雨を強くしてくれ」

			「わ、分かりました、マコト様っ！」

			　丸太束はもちろん、馬車に突き刺さっている火矢も、雨でそのうち消えるだろう。

			　雨の中では、火矢の効果も当然、弱くなるのだ。

			【神眼】でステータスを視(み)たことにより、山(さん)賊(ぞく)どもが油(あぶら)壺(つぼ)を持っていることに気付いて本当に良かった。

			「糞(くそ)餓(が)鬼(き)がぁっ！！！　テメェラ、第二射だっ！　グズグズするなっ」

			　手下に怒鳴り散らす山賊頭。

			　――させるかよっ。

			　俺は、山賊どもが次の矢を放つ前に突進した。丸太束を両手で掲げて。

			　丸太束は後ろに取っ手がある。その取っ手を握りながら突進した。

			　両手で。

			　重すぎて、片手では無理なのだ。

			　ちなみに丸太束には、５００円玉サイズの穴を前方確認用にいくつか空けている。閃光眼の練習を兼ねて、空けておいた穴だ。

			　その穴から覗くことで、目標に向け、真っ直ぐ突き進むことが出来た。

			　ドカドカドカドカドカドカドカドカァァァァァァッッッ！！！！！！！！

			「ブギャッ!?」

			「グボッ！！！」

			「ギィアッ!?」

			「ゲハッっ!!」

			「ゴハァっ!?」

			　弓を構えようとしていた山賊どもを、丸太束による突進で吹き飛ばす。

			　盾突撃(シールドチヤージ)である。

			　丸太盾(マルタシールド)突撃(チヤージ)である。

			　さらに、斧(おの)や剣で接近戦を仕掛けてきた山賊どもを、丸太束を振るい、次々と吹き飛ばす。

			　盾攻撃(シールドアタツク)であった。

			　丸太盾攻撃(ログシールドアタツク)であった。

			「後ろから射殺してやらぁ！」

			　丸太束は前方には強いが、側面や背面からの攻撃には弱い。

			　背後にまわり、俺を狙って矢を射かけようとする山賊たち。

			　う……結構、ヤバいぞ。

			「させませんっ！　《天雷》」

			「ぎゃっ！」

			「し、痺(しび)れ……」

			　ナイスだ、ミリア。

			　ミリアが山賊たちに雷(いかづち)を落としたことで、矢の攻撃は不発に終わった。

			「串刺しにするぞ、オルスっ！」

			「了解だぜ、マルス兄貴っ！」

			　今度は槍(やり)を持った二人の山賊が両サイドから襲ってきた。双子なのか、山賊たちは顔がそっくりだった。息のあった連携攻撃で襲い掛かってくる。

			　ク、両サイドからの同時攻撃はマズイっ！

			「……燃えちゃえ、です」

			「あちぃっ!?　ゆ、指が燃え――」

			「ば、馬鹿、オルス、連携を崩すな――うぎゃっ!?」

			　ナイスアシストだ、カチュア。

			　右から槍突撃してきた山賊(オルス)の指を、カチュアが【炎眼】で発火させた。せいぜい指の火傷(やけど)なので、致命傷には程遠いであろう。だが、突然、指に火が灯り、ギョッとした山賊(オルス)はおもわず槍(やり)を落としていた。

			　そして、連携が崩れたところで、俺は丸太盾攻撃(ログシールドアタツク)によって、もう片方の山賊(マルス)を吹っ飛ばしたのだ。

			　続いて槍を拾おうとしていた山賊(オルス)も、丸太盾攻撃(ログシールドアタツク)でブッ飛ばす。

			「な、なんなんだよ、テメェはぁぁっ！！？？」

			　叫びながら山賊頭が斜め後ろから、シャムシールを振り下ろしてきた。

			　素早く振り返り、丸太束でその一撃を受け止める。そして、丸太束に空けておいた穴から――俺は閃(せん)光(こう)を放った。

			　閃光眼だ。

			「ギィっ!?　目、目がぁぁあっ！！！？？？」

			　片目を押さえて数歩、後ろに下がる山賊頭。

			　俺が右目から発した閃光で、片目を焼かれたからだ。

			　閃光眼は、威力が小さい。

			　ただ、命中精度は結構高い。同じ箇所に連続で当て続け、丸太に穴を穿(うが)ち、貫(かん)通(つう)させられるほどに。

			　そして、いくら威力が小さくても直撃すれば、人間の瞳(ひとみ)を焼くぐらいは可能だった。

			「ぷぎゃっ！！！？？？？」

			　狼狽(うろた)えている山賊頭を、丸太束による盾突撃(シールドチヤージ)で吹き飛ばした。

			　数メートルほど吹き飛んだあと、ゴロゴロと地を転がっていく山賊頭。

			　やっと止まったが、立ち上がれずにピクピク痙(けい)攣(れん)している。強烈な衝撃により、気絶したようだ。

			　俺は残った山(さん)賊(ぞく)どもに降(こう)伏(ふく)勧(かん)告(こく)をしてみる。

			「お前ら、死にたくなかったら今すぐ降伏しろっ！」

			「は、はい～。降伏します～」

			　頭を倒された山賊どもは、俺の強さに恐れをなし、武器を捨て降伏した。

			　この山賊団はもう終わりだ。

			　街に連行すれば、山賊頭はまず縛(しば)り首。手下の山賊どもも、刑(けい)罰(ばつ)により良くて長期かつ過酷な強制労働が待っているであろう。

			　俺は１００人近い山賊どもを壊(かい)滅(めつ)することに成功した。

			　――いや、俺一人の力ではない。

			　俺の《血族(クラン)》になってくれた、ミリアやカチュアの助力あってこそだ。

			　

			　降伏した山賊や気絶中の山賊を荒(あら)縄(なわ)で縛(しば)りあげた。

			　80人を超す山賊を生け捕ったのだ。

			　数名は……死んでいたが。俺の丸太シールドチャージや丸太シールドアタックで、首の骨が折れたりして。

			　…………。

			　命懸けの戦いだったのだ。相手の命を奪ってしまったが、それも仕方ない。

			　とりあえず、死体は埋めておいた。

			　放置しておいたら、伝染病が発生しかねないし。

			　穴を掘ったのは、降伏した山賊どもだったけど。何人かの山賊に腰ひもを付けた状態で、穴を掘らせたのであった。

		

	
		
			神精樹

			　

			　その後は、問題なく迷宮都市ラナまでたどり着いた。

			　ラナに着いた頃には、すっかり夜になっていた。

			　縄で巻かれた山(さん)賊(ぞく)どもを引きつれて街の門を通ろうとしたところで、門を守る衛兵たちに引き留められた。

			　山賊を捕えたいきさつなどを話すと、衛兵たちが次々に尊敬の目を俺に向けてきた。北門の責任者だという初老の騎士ハンスも、さっきから手放しで褒(ほ)め称(たた)えてくれている。

			　褒められて悪い気はしない。

			　騎士であるハンスさんが、興奮した顔で、

			「１００人近い山賊団を壊(かい)滅(めつ)・生け捕りにされるとはなんたる剛(ごう)勇(ゆう)。それに至難である吸血鬼退治を見事に成し遂げられていたとは。さらには、行方不明中だった子供たちの救助も。お手柄ですぞっ」

			　と、褒めてくれていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　北門の責任者であり、この街の領主に仕える騎士でもあるハンスさんに、子供達を預けた。

			　責任をもって、子供たちを親下に届けてくれるそうだ。

			　ハンスさんは誠実そうだし、信用出来そうな人物だったから任せて大丈夫だろう。　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、今日はとりあえず宿で休もう。

			　だが、宿屋に向け、迷宮都市ラナの中を馬車で走っていると――

			　っ！！！

			　突然、何かが俺の身体を駆け巡ったっ！

			　同時に、『ピキリキリリリーン』という音が鳴った気もした。まるで、ニュータイプが何かを感じ取った時の効果音が、鳴ったのだ。いや、その効果音は俺の幻聴だとは思うが。

			「マコト様？」

			「悪いミリア。カチュアとともに、先に宿屋に戻っていてくれ」

			「え？　あ、は、はい」

			　俺は、馬車から飛び降りる。

			　何かに。

			　何か、強い引力に惹(ひ)かれるように、俺は街道を駆けだしていた。

			　何かが、俺を呼んでいる。

			　俺は強くそう感じていた。

			　――ここだ。

			　――ここから何かを感じる。

			　――ここに、俺を呼ぶ何かがいる。

			　俺は、迷宮都市ラナの街外れにある、かなり大きいが古ぼけてボロボロの神殿まで走っていた。どうやら今は使われていない神殿のようだ。廃寺ならぬ廃神殿である。

			　一応、神殿に入る前に声をかけてみたが、返事はない。

			　誰もいないのだろう。

			　それどころか、もう、何年も人が立ち入ってないように思える。

			　神殿の入り口には、

			『神樹を司(つかさど)る女神ウルの神殿』

			『ご神木の〝神精樹〟は入って真っ直ぐの中庭にございます』

			　などと書かれていた。

			「し、失礼しま～す」

			　誰もいないであろうが、一応は断ってから中に入った。

			　何かに引（惹(ひ)）かれるまま、俺は、真っ直ぐ神殿を進む。

			　神殿内は瓦(が)礫(れき)が落ちていたり、窓ガラスが割れて散らばっていたりして、廃(はい)墟(きよ)のような酷(ひど)い有様であった。

			　ス―――

			　うわぁっ!?

			「お前は……女神ウル様の使(し)徒(と)でも信者でもないな」

			　イキナリ、身体が透けている神官服姿の男性が現われた。

			　壁から、半透明の男性が姿を現したのだ。血(ち)塗(まみ)れの。

			　頭に斧(おの)が突き刺さっていて、そこから脳みそが飛び出ている。

			　ひょ、ひょっとして幽霊っ!?

			　い、いや、モンスターの幽霊(ゴースト)なら、た、倒せばいいだけだ。

			　通常の物理攻撃は効きそうにない。だがしかし、俺には聖剣がある。きれいなアベルからもらった聖剣が。

			　それに、いざとなれば、《アポート》で聖なる丸太（杭）を取り寄せることも出来るのだ。

			　ビビッて逃げ出しそうになったが、辛うじて踏みとどまった。

			「異教徒が。ご神木たる〝神(シン)精(セイ)樹(ジユ)〟を不遜にも切り倒し、その『癒(いや)しの葉』を奪ったただけでは飽(あ)き足らないのか」

			「お、オイ」

			「神精樹本体までも、この神殿から運びだしにきおったな」

			「あのさ、アンタ。いや、神官さん？　な、何か、勘違いしている――していますよ」

			「……渡さん……神精樹は誰にも渡さん。貴様も――発狂死させてやる」

			「ちょっ!?」

			　ゴースト化しているであろう神官が、目から血の涙を流しながら迫ってきた。

			　……ク。

			「グアッ!?」

			　反射的に、聖剣・太陽の剣(ソードオブサン)で幽霊を斬りつけてしまった。

			「…………」

			「………………あ…………ああ……ああああ」

			　聖剣で斬りつけられ、震えだす幽霊。

			「あ、あのぉ。だ、大丈夫か……ですか？」

			　俺は敬語で言い直して、声をかける。

			「ああ……あああ……温かい…………温かい…………ああ……あああああぁあぁああああああ…………あ……り……が……と……う……」

			「き、消えた……」

			　神官姿の幽霊が、消滅してしまった。最後は安らかな顔になり、俺に礼まで言って。

			　さすがは聖剣だ。

			　アンデッドには特に効果テキメン。それもアンデッドを浄化することができた。

			　だが――

			「……異教徒が……異教徒が……」

			「……許さない……許さない……」

			「……殺す……呪い……殺す……」

			　ぬわっ!?

			　壁や天井、床から怨(おん)霊(りよう)みたいなゴーストが十数体出てきたっ！

			　全員、血(ち)塗(まみ)れだ。目や鼻、耳など穴という穴から血を流しているのもいる。脳みそや内臓が零(こぼ)れ落ちそうなのも。

			　異世界に来た初日のゾンビ無(む)双(そう)で、ある程度、スプラッタ映像に慣れた俺だが、やはり、精神的にキツイものがある。

			　せ、戦略的撤退を計ろうかな？

			　…………。

			　でも、この聖剣なら、さっきみたいに、この幽霊たちを安らかに逝(い)かせてやることが出来るよな。　

			　それに――俺はこの奥にある〝何か〟に、やはり逢いたい。

			「あ……悪霊退散っ！！！」

			　俺は聖剣を手に、ゴーストの群れへ突撃した。

			 

			「あ……りが……とう……」

			「ああ……あたた……かい……あたたかいよぉ」

			「……お……かあ……さん……迎えに……」

			　出てきたゴーストたちを、さほど時間をかけず全て昇天させてやることが出来た。

			　やっぱし、この聖剣は凄(すご)い。

			　…………そろそろ、電池（太陽エネルギー）が切れそうだけど。太陽電池式であるこの聖剣は、威力・効果は凄いのだが、どうにもコスパが悪い。

			　そして、夜の今では、太陽光の充電が出来ない。

			　太陽電池の切れた聖剣は、ただのナマクラ刀になりさがってしまう。これ以上、幽霊が出てきたら、ヤバいかもしれない。

			　まぁ……イザとなれば聖なる丸太杭を取り寄せることも出来るか。

			　俺は、廃(はい)墟(きよ)と化し、ゴーストが住みついていた神殿を奥へ奥へと進んだ。

			　そして、天井が吹き抜けになっている場所――中庭――に着いた。

			　そこには、根元から切り落とされた大木が横たえてあった。大木は、全ての枝が切り落とされてもいた。

			　そう――――丸太――――が、あったのだ。

			　……って、また丸太かよっ！！！！！！

		

	
		
			神精樹の丸太

			　

			　え、なに？

			　俺が引力に引（惹(ひ)）かれるようにやってきた場所に、何で丸太があるの？

			　この丸太に、俺は引（惹）きつけられちゃったの？

			　何かが身体を駆け巡ると同時に、『ピキリキリリリーン』と効果音が鳴った気がして、急いできてみたら、見つけたのは…………丸太…………。

			　どんな、ニュータイプなんだよ、俺はっ！！！！

			「だ、誰よ、アンタっ！！！」

			　いきなり丸太の方から声がした。

			　しかし、誰もいない。丸太の陰に、誰かが隠れているわけでもない。周りを見回したが、幽霊の姿も見えない。

			「ココよココ！　ほらココっ！」

			　……え……。

			　丸太から、ニョッキリと小人が生えてきた。

			　二～三頭身の小人。以前、魔法の契約で姿を現した風精霊と同サイズである。とても可愛(かわい)らしい少女の小人だ。

			　さっきまで泣いていたのか、涙の跡が見えた。

			「え……え～と。こ、こんばんは、小さい人」

			　とりあえず、小人に挨(あい)拶(さつ)してみる。

			「誰が小さい人よ！　アタシは精霊！　森や木の精霊ドリアードっ！」

			「森や木の精霊……ドリアード……」

			「それも、上位種のドリアード・クィーンなんだからねっ！　アタシは、この神精樹に宿るドリアード・クィーンなのっ！！！」　

			　精霊ドリアードだって？

			　それもこの丸太（神精樹）に宿る精霊ドリアード・クィーン。

			「というか、何でアンタ、精霊であるアタシの声が聞こえたり、姿が見えるのよ。アタシが実体化しているわけでもないのに」

			「なんでって言われても」

			「魔法行使のための契約を、アタシとしているわけでもない。まして、アンタは精霊使いってわけでもなさそう。なのに何で――」

			　そこまで言った後、精霊ドリアードと名乗った小っちゃい女の子が、顎(あご)に手を当てて考え込んだ。

			「…………特定種類の精霊だけが見える人間も、稀(まれ)にいるらしいけど。ひょっとして、それ系なのかな？　木精霊(ドリアード)だけは見えるタイプとか？」

			　などと、ブツブツ独り言を呟(つぶや)きだしたぞ。

			　木精霊(ドリアード)を見たのは、今が初めてなんだけどなぁ。

			　風精霊とか水精霊、火精霊、土精霊などは、魔法行使のための契約時に、その姿を見たことはあるけど。

			「まぁいいわ。で、アンタ、どうしてこんな寂(さび)れ果てた廃神殿にやってきたの？」

			　ドリアードに聞かれたので、素直に答えておく。

			「……街を移動していたら、なんとなくココに引き寄せられたというか。正確には、コレに引き寄せられた感じだけど」

			　と言って、丸太状態の神精樹を指さす。

			「えっ!?　そ、それって」

			　ドリアードがかなり驚いた顔をした。

			　なんだ？

			「あ、アタシに惹(ひ)かれて引き寄せられたって、こ、ことなのよね」

			「え～～と……まぁ、そうなるのかな？」

			　この丸太（状態の神精樹）に、目の前の木精霊(ドリアード)が宿っているなら、そう言えるかもしれない気がしてきた。

			　しかし、木の精霊ねぇ。

			　丸太状態の木に宿っているなら、むしろ〝丸太の精霊〟とも言えるかもしれない。だったら、俺が引（惹）かれてしまったのも、納得がいく…………かなぁ？

			「ふ、ふ～～ん、アタシに惹かれてね。そ、そうなの。へ～～」

			　……妙に嬉しそうだな。

			　顔がニマニマしているぞ、この木精霊。

			　まぁ、それはそれとして、聞いておきたいことがある。

			「しかし、この神殿はどうなっているんだ？」

			「どうって？」

			「荒れ果てている上に、怨(おん)霊(りよう)みたいな幽霊がたくさん出てきたぞ」

			「あ……そういえば、アンタ、どうやってココまでやってこれたのよ」

			　――俺は、聖剣で浄化するように幽霊どもを斬って、ここまでたどり着いたことを話した。

			「……そう。神官長も、他のみんなも、アンタに礼を言いながら逝(い)ったんだ……。実はあの人たちはね――」

			　しんみりした様子で、ドリアードが語りだした。

			　かつてこの場所で起きたことを。

			　もうだいぶ前になるが、深夜、武器を持った夜盗が多人数で突然、神殿に押し入ってきたらしい。

			　そして、神殿内にいた神官や出家信者を皆殺しにした。

			　さらに、当時は中庭に生えていた神精樹を斧(おの)で切り倒した。枝から生えていた高価な回復アイテムである『癒(いや)しの葉』を根こそぎ奪うために。

			　その後、理不尽に殺された神官たちが怨(おん)霊(りよう)化し、神殿に住みついたらしい。

			　陰(いん)惨(さん)な事件があったことに加えて、怨霊が出るし、ご神木として奉(まつ)っていた神精樹まで切り倒されたことで、街にいる他の在家信者たちも神殿に来なくなった。

			　信者数は激減し、ついには廃神殿同然になって放置され続けた――ようだ。

			「アタシ、ずっと、ずっと一人ぼっちで待っていた」

			「…………」

			「泣きながらずっと……ハッ!?　べ、別に泣いてなんかなかったからねっ！」

			「あ、うん」

			「と、とにかくずっと待っていたの。いつか、アタシと――切り倒されたけど、枯れないようにアタシが守っていた神精樹と――共に、生きてくれる…………ゆ、勇者様を」

			「え、勇者？」

			「そ、そうよ。勇者様よ。アタシ、神樹の女神ウル様に毎日祈っていたもの。いつか、アタシと共に生きてくれる勇者様に、逢わせてください――そうお祈りしていたもの」

			「…………」

			「一人ぼっちで孤独に耐え、泣きながら――あ、う、嘘だからっ！　な、泣いてなんかいなかったんだから！　勘違いしないでっ！！！」

			　最初見た時、涙の跡があったし、泣いていたとは思うけど。

			　しかし、あえてツッコむ必要はあるまい。

			「と、とにかく。何かに惹(ひ)かれてココに――アタシのもとに――アンタが来たってことは、つまり……その……あ、アンタが、私の、その、ゆ、ゆゆ、ゆ、勇者様……か、か、かもしれないわねっ！　まだ断定は出来ないけどっ！　で、でも、とりあえず、私の勇者様扱いしてあげてもいいわっ！　ありがたく思いなさいよっ！！！！」

			「え～～と……あ、うん、どうも」

			　とりあえず感謝しているふりをしておく。

			　俺の勘が、ここは下手に出た方が良いと告げているのだ。このイベントを上手くこなせば、何か、激レアかつ超強力なアイテムをゲット出来る――そんな勘が働いていた。

			　それに、勇者扱いされて、悪い気にはならなかったし。

			　……ん？　待てよ。　

			　確か地球の神話や物語に出てくるドリアードって言ったら…………。

			　美しい男性や少年など気にいった者に対しては、緑色の髪をした美しい娘の姿をして現われ、相手を誘惑して木の中に引きずり込んでしまうことがある――らしいよな。

			　しかも、木の中で一緒に１日を過ごしただけで、外では何十年、何百年もの時が経過している場合もある――とネットや本で見たことがあるぞ。

			　それを思い出して、俺はゾ―――と悪寒が走った。

			　自分のことを美しい男性や少年だと思っているわけではない。しかし、今、このドリアードから彼女の勇者認定されかかっているこの状況。下手したら、このドリアードによって、木の中に閉じ込められるかもしれん。

			　木といっても、ここにあるのは丸太だけど。

			　――丸太の中に閉じ込められる――か。

			　………………むしろ、俺っぽい気はするな…………ハハハ……ハハ……ハ……。

			　だが。

			　どうやら、俺の心配は杞(き)憂(ゆう)で済みそうだった。

			「じゃ、じゃあさ、アンタ。アタシが宿っている丸太状態の神精樹を外に運びなさいよ」

			「外に運ぶ？」

			「そうよ。そして、腕の良い職人にでもアタシを見せて、武具を作ってもらいなさい。特別に許可してあげるから」

			「武具？　え、それって、この丸太を素材にして――ということだよな」

			「もちろんよ」

			　この神精樹（丸太状態）を素材に、ね。

			　木剣や木の槍(やり)、あるいは木の盾とかは作れるだろうけど。正直、ショボイぞ。

			「む」

			　ドリアードがムスッと不機嫌そうになった。

			　そして、腕組みをしながら頬(ほほ)を少し膨(ふく)らませて、

			「ちょっと！　木製の武具なんてショボイぜ、とか、アンタ今、そう思ったでしょ」

			「いや、まぁ…………うん」

			「馬鹿にしないでよねっ！　神精樹が素材なら、木製でも凄(すご)い武具が出来るんだからっ！」

			「そ、そうなの？」

			「神精樹よりさらにランクが上の、神聖樹の中でも最も尊(とうと)い『世界樹ユグドラシル』を素材とした神々の武具には、劣(おと)るけど。でも、最高級神器とまではいかなくても、伝説級から神器級の武器にはなるんだからねっ！」

			　ほう。

			「それに神精樹を素体にした武具は、木製だから鉄製よりも遥(はる)かに軽量で使いやすいの。でも、その硬さは、鋼鉄以上」

			　ほほう、軽量なのに鋼鉄以上の硬さ、と。

			「特性として、触れた敵の精神力を奪い、栄養にして、【耐久度】を回復させることも出来るんだから」

			　それは、エコな感じがするな。

			　武器や防具の【耐久度】を回復させられるのは、かなり役に立つ気がする。多数を相手にする時とか、連続で戦闘を続ける時とかも、武器が壊れる心配をあまりしなくてすみそうだし。

			「それに、使い手が触れていれば、その者の精神力を上昇させられるわ。精神抵抗値が上がるから、魔法や精神系特殊攻撃にも耐えやすくなるの」

			　ふむふむ。

			「それだけじゃなく、ある程度なら伸縮自由になるんだから。剣や槍(やり)の素材にすれば、予想外に伸びる突き技とかで、相手を翻(ほん)弄(ろう)することも出来るわよっ」

			　伸縮自由？

			　それは槍や棒の素体にしたら、面白そうだな。

			　ぜひ「卍解……神殺鎗(かみ○にのやり)」とか、「伸びろ、如(によ)意(い)棒(ぼう)っ」とか言いながら、伸縮攻撃をしてみたいぞ。

			「どう!?　神精樹を素材にした武具の凄(すご)さが分かったでしょっ！」

			「ま、まぁね」

			　さっきから何か必死だな、このドリアード。

			　必死に、自分（神精樹）を素材にした武具の凄さをアピールしている。

			「どうしてもって言うなら、アタシ（神精樹）を素材に使わせてあげる。でも、その代わり――」

			　む？

			　そうそううまい話はないと思っていたが、やはり何か交換条件を出す気だな。

			　条件とやらを聞くだけは聞いてみよう。無理そうな条件なら、諦(あきら)めるしかないけど。

			「あ、アンタ――アタシとずっと一緒にいなさいよねっ！」

			　やっぱりか。

			　俺を木――というか丸太（神精樹）の中に閉じ込めるつもりなんだな。あいにく、それは応じられないぞ。

			「武具にしたアタシを一生大事にして、決して、手放したりしないって約束しなさいよっ！」

			　ん？

			「キチンと毎日手入れもすること！　それも丁寧かつ優しくっ」

			　んん？

			「そ、添い寝もすることっ！　毎日っ！」

			　え～と。

			「この約束が守れないなら、武具の素材に使わせてあげないんだからっ！」

			「つまり、素材として剣や槍(やり)にしたお前を一生大切に扱い、そばに置いとくのが条件なのか？」

			「そ、そうよっ」

			　それなら、別に問題なさそうだけど。

			　しかし……なんなんだ、この精霊(ドリアード)。

			　相当な寂(さび)しがり屋さんなのか？

			　まぁ、彼女の話によると、長い間、ずっとひとりぼっちだったみたいだからな。気の狂った怨(おん)霊(りよう)（幽霊）ぐらいしかいない、人々から廃(はい)棄(き)された神殿の中で。

			　それは……寂しかっただろうな。

			　一人ぼっちは寂しいのだ。

			　………………。

			「な、なんで黙っているのっ！　や、や、約束しなさいよっ！　ほ、ホラ早くっ！」

			　必死そうな声でそう言って、ドリアードが小指を俺に向けてきた。

			　俺も自分の小指を突き出す。指切りによる約束をするために。

			　精霊に触れられるか心配はあったが――ちゃんと触れられた。

			　小指同士を絡ませ、ちゃんと約束が出来た。

			　ずっと大切にするという約束を。

			　指切りをした後――しばらくの間、ドリアードは嬉しそうに自分の小指を見つめていた。

			「お前を素材として作るのは、剣、槍(やり)、もしくは弓矢、それに盾とかでもいいんだな」

			「え、ええ、構わないわ。あ、アタシの身体、す、好きにしなさいよっ」

			　なぜ顔を赤くする？

			　…………ふむ。

			　神精樹の剣、神精樹の槍、神精樹の弓矢、あるいは神精樹の盾、か。

			　――悪くない。

			『世界樹の剣』とか『世界樹の弓』みたいで、結構、格好イイ気がしてきたぞ。俺の中二心を揺さぶってくる。

			　…………でも。

			「このまま、でも良いか？」

			　俺は丸太状態である神精樹に触れながら、そう尋ねた。

			「え？　そ、それどういう意味よ」

			「つまり、この状態のまま、俺は武器として使いたいんだ」

			「え？　え？」

			「このままのお前で、いいんだ」

			「っ！」

			「いや、このままのお前がいいんだ」

			「っっ!!」

			「むしろ、このままのお前じゃなければ駄目なんだ」

			「っっっ！！！」

			　いや、だからなぜ、カ――――と顔を赤くする？

			　ただ、丸太のまま使わせてくれと提案しているだけなのだが。

			　そう、俺は神精樹を丸太のままで武器として使用することに決めた。だって丸太のままの方が、俺には扱いやすいのだ。

			　というか…………どうせ剣とか槍(やり)にしても、大して使いこなせそうにないし…………ね。

			「し、し、仕方ないわねっ！　ありのままのアタシでなければ、駄目だなんて……そ、そこまで言うなら、アンタの自由にしたらいいじゃないっ」

			　――俺は『神精樹の丸太』を手に入れた。精霊付きの。

		

	
		
			神精樹に宿りし精霊

			　

			　ちなみに神眼でドリアードのステータスを視た結果だが――

			　

			【丸太精霊女王(ログリアード・クイーン)　レベル45

			　　　種族：丸太精霊(ログリアード)　　※木精霊(ドリアード)の変異体】

			　

			　と、なっていた。

			　…………やっぱり、丸太の精霊じゃねぇか……………………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「でもマコト。本当に、ま、丸太のままで使いこなせるの？」

			　名前を教えてやったら、俺の名を呼び捨てにしつつドリアード(ログリアード)が心配そうな顔をしてきた。

			「ん」

			　俺は頷(うなず)いた後――中庭で神精樹の丸太を武器として振るった。

			　突きや横薙(な)ぎ、後ろ回し薙ぎ（後ろ回し蹴りのように一度相手に背を向けて回転しながらの横薙(な)ぎ）、打ちおろし、打ち上げ、右袈(け)裟(さ)打ち、左袈裟打ち、払い、脛(すね)打ち、足砕き、飛翔旋風薙ぎ（跳躍＆回転しながらの横薙ぎ）、連続旋風薙ぎ（跳躍し、連続回転して２回行う横薙ぎ）、飛翔突き（跳躍しながらの突き）、三段突き（連続して高速で三回放つ突き）、などを数分間、やってみせた。丸太で。

			　まるで剣舞のように。

			　いや、俺が振るっているのは剣ではなく、丸太だけど。〝丸太舞い〟だけど。

			「…………す、凄(すご)いわね」

			　呆(あっ)気(け)にとられているドリアード(ログリアード)。

			　最後に俺は、全力でのフルスイングをしてみせた。身体を捻(ひね)ったあと、打ち上げ気味にフルスイングして暴風のような一撃を放つ。

			　ゴルフのショットに似ていないこともない。

			「キャッ！」

			　ドリアード(ログリアード)のスカートがめくれた。

			　……縞(しま)々(しま)のパンツを穿(は)いていた。

			　…………二頭身(チビ)キャラのパンツが見えても、嬉しくなどないけど。
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			「ちょっと！　あ、アタシのパンツ見たんだから、す、少しは嬉しそうな顔をしなさいよねっ！」

			　え、怒るところはそこなの？

			「いや、二頭身キャラの下着に欲情するのは、人間として間違っている気がするし」

			「ムカ。なら、これならどう」

			　おぅ!?

			　あっという間に、ドリアード(ログリアード)の背が伸び、八頭身になった。

			　人間サイズの美少女が目の前に現れたのだ。それも、モデルのような美しさとスタイルの良さを持った美少女に。

			　スラリと手足が長い。だが、しかし――。

			「な……な……」

			「フフン。驚いて声も出ないみたいね。どう？　この完(かん)璧(ぺき)な美(び)貌(ぼう)とプロポーションは？」

			　得意気にポーズをとるドリアード(ログリアード)。

			　後頭部に手をやり、胸を張るようなポーズだ。そんなポーズをとったら、余計に強調されてしまうのに。

			「な……なんて、貧しい胸なんだ」

			「ぶっ殺すわよっ！！！！」

			　激怒するドリアード(ログリアード)。

			　いや、でもさぁ。

			　ツルッツルなんだもん。胸が。ペッタンコなのだ。胸が。

			　身長が１７０センチ以上あるモデル体型の八頭身キャラになったことで、胸のなさがハッキリと分かってしまった。

			「二頭身の時は、貧乳なのも目立たなかったのに」

			「ク…………う、うるさいうるさいうるさいうるさいうるさ～～いっ！」

			　あ。

			　元の二頭身に戻ってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、あのさマコト。アタシはアンタの、と、特別な精霊になってあげるんだからさ。な、名前、付けなさいよ。このアタシに」

			　頬(ほほ)を赤くし、目を俺から逸(そ)らしながらドリアード(ログリアード)が頼んできた。

			「じゃあ、ドリ子で」

			「適当につけてんじゃねーわよっ！！！」

			　怒鳴られてしまった。

			　ドリアードだからドリ子というのは、さすがに安直すぎたか。

			「ロリ子は？」

			「却(きやつ)下(か)っ！」

			　ドリアードの変異体・丸太精霊(ログリアード)にちなんでつけてやった名前も、即座に却下されてしまった。まぁ、ロリ子は俺もないと思うけど。

			「なら、マル子」

			　丸太の精霊に変異しているようなので、マル子であった。

			　男ならそのまんま、マル太、でも良かったのだが。

			「…………あんまり可愛(かわい)くない。それにマルコって男の名前じゃない」

			「気にいらない？」

			「やっぱり却下。もっと可愛い名前にしなさいよ」

			「マル子、可愛いと思うけどなぁ」

			「そ、そう？」

			「うん、可愛い可愛い、マル子可愛い」

			　俺は結構、本気で言った。

			　地球にいる可愛い妹のあだ名も、まる子だし。

			「し、仕方ないわね。マル子って呼ばせてあげてもいいわ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺がマル子と命名した、ドリアードの亜種である丸太精霊(ログリアード)が宿る神精樹の丸太。

			　マル子が言っていたように、神精樹の丸太は伸縮が可能だった。

			　元は３メートル以上の長さだったが、半分ほどに縮ませることが出来た。

			　俺の身長とほぼ同じ長さになった神精樹の丸太なら、引きずらずに背に担いで移動することも出来る。

			「マコト。これからはアンタ、移動する時はアタシを背負っていなさいよ」

			　木精霊(ドリアード)の亜種である丸太精霊(ログリアード)・マル子の特殊な能力により、神精樹の丸太から蔦(つた)を生やせた。その蔦を縄(ロープ)のように利用することで、神精樹の丸太を俺は無理なく背負うことも出来た。

			　…………。

			〝剣を背負う剣士〟なら絵になる。

			　漫画ベル○ルクの主人公ガッ○みたいに、鉄塊のような分厚く巨大すぎる大剣を背負うのも、格好いいしアリだと思う。

			　だが、しかし。

			〝丸太を背負う戦士〟はどうだろう？

			　個性的すぎる。というか、正直、かなり格好悪いのでは………………。

			「なぁ、マル子。やっぱり、背負わないと駄目かな？」

			「当然よ！」

			「別に一緒に移動しなくても、目的地に着いたら、《アポート》の魔法でお前……というか、お前が宿っているこの神精樹の丸太を呼び寄せる手段もあるぞ」

			「却(きやつ)下(か)。それだと目的地に着くまで、一緒にいられないでしょ」

			「でも……」

			「あ、アタシとずっと一緒にいてくれるって約束してくれたじゃないっ！」

			「それはそうだけどさぁ」

			　しかし、丸太を背負って街を歩くのは、ちょっと…………。

			　いっそ、肩に担いだ方がマシな気がする。まぁ、丸太を肩に担いで街中を歩くのも、かなり変だけど。でも、丸太を背負って歩くよりはまだマシだ。

			「な、何よぉ……アタシを背負うのが、そ、そんなに……い……嫌……なの？」

			　お、オイオイ。

			　涙目になるなよ、マル子。

			　――やれやれ、だぜ。

			　結局、俺は、丸太（マル子が宿る神精樹の丸太）を背負って、街を移動することにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ウフフ♪」

			　上機嫌そうなマル子の声が、背中から聞こえた。

			　それはいいのだが、夜中とはいえ大都市である迷宮都市ラナには、結構、人通りがある。街ですれ違う人々の何割かは、俺に奇異の視線を送っている気もする。

			　丸太を蔦(つた)でしばって背負いながら街中を歩いている俺は、やはり、個性的すぎるのであろう。

			「彼はなぜ丸太など背負っているのだ？」

			「さあ？　材木の運(うん)搬(ぱん)をしている労働者じゃないかしら」

			　などと、俺のことを指差しながら言っていた男女もいた。

		

	
		
			再会

			　

			　丸太を背負いながら１時間以上も歩いて、やっと宿屋に着いた。

			　途中で別れたミリアやカチュアは、すでに到着して、おそらくは宿で俺の帰りを待ってくれているだろう。

			　三姉妹と双子の赤ちゃんがいるはずの部屋（２０３号室）に向かい、そのドアを開ける。

			　部屋の中では――

			　絶世の美女が裸体で、スタイリッシュなポーズをとっていた。

			「す、すいません！　部屋を間違えましたっ！」

			　慌てて、ドアを閉める。

			　あ～、びっくりした。

			　間違えた部屋に超絶的な美女が裸体でいるだけでも衝(しよう)撃(げき)的(てき)なのに、その超絶美女がまるでジョジョ立ちのようなスタイリッシュなポーズをとっていたのだ。

			　それは誰だって驚く。俺だって驚く。

			　ドアを背にした俺は、心拍数が跳ね上がったままの胸に手を当てつつ、

			「…………しかし、本当に凄(すご)く綺(き)麗(れい)な人だったな。なんか格好良かったし」

			　美しさだけでなく妖(よう)艶(えん)さ、それに格好よさも兼ね揃えた美女に見えた。

			　超絶美女のスーパーモデルのように細長い手足によるスタイリッシュなポーズは、本当に格好良かったのだ。

			　なぜ、裸体でいたのかは不明だけど。

			　しかも、なぜ、あのようなポーズをとっていたのかも不明だ。

			「お兄ちゃんだっ！！！」

			　数日ぶりの懐かしい声が聞こえた。

			　奴(ど)隷(れい)三姉妹の末っ子、愛らしい幼女マリーだった。廊下の向こうから、メイド服のマリーが走ってきた。

			　俺に駆け寄り――飛び込むように抱きつくマリー。

			「お兄ちゃんだ！　お兄ちゃんがいるのっ！　わぁいわぁい！　お兄ちゃんがいるのぉ♪　アハハハハハ！」

			　しばらく俺に抱きついて胸に顔を沈めていたマリーだが、ハッと気付いたように離れた。

			　そして、本物のメイドのようにかしこまって頭をさげ、挨(あい)拶(さつ)する。

			「おかえりなさいませなの、お兄ちゃん様っ」

			　お兄ちゃん様ってなんだよ。

			　俺は微苦笑しながら、

			「うん、マリー、ただいま」

			　と、返事をしながら、愛らしい幼女の頭をなでてやった。

			　ニパッ♪　と嬉しそうな笑顔を俺に向けるマリー。
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			「そうそう、ミリアとカチュアは？」

			「お姉ちゃんたちは、一度、宿屋に帰ってきたあと、しばらくは、お兄ちゃんを待っていたの。でも、心配だから、不安だからって、お兄ちゃんを探しに出て行っちゃった」

			「そうか」

			「お姉ちゃんたち、お兄ちゃんのこと、すっっっっごく心配してたの！　それに、とっっっっっっても不安になっていたのっ！　お兄ちゃんに捨てられたかもってっ！！！！　マリーも心配だったし不安だったよっ！！！」

			　三姉妹を不安にさせたことに関して、申し訳ない気持ちになった。

			　事情があったとはいえ、それはそれ、これはこれなのだ。

			「特に、カチュアお姉ちゃんはすっごく不安になっていて、ご飯も食べられなかったの」

			　……カチュア……。

			「もしお兄ちゃんに捨てられたら、生きていけないって呟(つぶや)いてたし」

			　重(オモ)っ！

			　重いよ、カチュアさんっ！

			「ミリアお姉ちゃんも、本当にお兄ちゃんのことを心配していたの」

			　……ミリア……。

			「もしお兄ちゃんが死んだりしていたら、自らの命を絶って後を追うって言ってたの」

			　へ、ヘビーっ！

			　ヘビーですよ、ミリアさんっ！

			　…………。

			　ミリアは主(あるじ)である俺に対して、かなり盲目的なところはあるけど。殉(じゆん)死(し)（後追い自殺）とか、やめて欲しい。重いから。

			　前から薄々分かっていたカチュアだけでなく、ミリアも結構、重い。

			　重い姉妹であった。

			　…………そこまで俺のことを想ってくれているのかと思うと、感動する面もないことはないけどさ。

			「赤ちゃんたちの顔を見たら、街に行くよ。ミリアとカチュアに会いに」

			「そうして欲しいの。２人ともお兄ちゃんが見つかるまで、ずっと探し続けるつもりだから」

			「そ、そうか」

			「お姉ちゃんたち、ずっと探し回っているの。心配と不安で胸が張り裂けそうになりながら」

			「…………」

			「だからお兄ちゃんには、お姉ちゃんたちに早く会いに行ってあげて欲しいの」

			「わかった。じゃあ、今すぐにでも――」

			「あ、でも、ラーたんとレーたんには、今すぐ会ってあげてくださいませでございますの」

			　無茶苦茶な敬語を使いながら、俺の手を引く幼女マリー。

			　そして、さっき俺が間違えた部屋のドアをマリーは開けようとした。

			「赤ちゃんたちに会うのはいいけどさ。でも、この部屋は他人の…………あれ、２０３号室か」

			　俺の手を引きながら、マリーがドアを開けようとした部屋の番号は、２０３号室だった。

			　２０３号室は以前から、俺が借りている部屋だ。双子の赤ちゃんの世話と留守番をマリーにお願いしていた２０３号室は、宿屋の受付で前金を払って借りっぱなしにしていた。

			　じゃあ、さっき俺は、部屋を間違えなかったのか？

			　しかし、それならば、あの25歳前後でスタイル抜群の絶世美女は誰なのだ？

			　首を傾(かし)げている俺の手を引きながら、マリーは部屋のドアを開け、中に足を踏み入れた。

			「ラーたん、お兄ちゃんが帰ってきたよ」

			「このポーズ、スタイリッシュだが、かなり尻(しり)に負担がくる。下手すると尾(び)骨(こつ)が折れかねぬ。

			　――ん？　我に仕える神邪堕天聖騎士団(フオーリンブラツクナイツ)が一人である〝狂勇の黒騎士(ベルセルクブラツクナイト)のマコト〟ではないか。息(そく)災(さい)か？」

			　部屋には、やはり裸体の美女がいた。

			　そして、やはりジョジョ立ちのようなスタイリッシュポーズを決めていた。

			　いや、正確にはジョジョ〝立ち〟ではないか。スタイリッシュな〝座り方〟をしていたのだから。

			　ジョジョ第５部に出てくるナラ○チャのポーズに酷(こく)似(じ)した座り方でもあった。

			　そして、その裸体の美女が、俺のことを中二病臭い二つ名で呼んできたのだ。勝手に、これまた中二病臭い騎士団に俺を所属させて。

			　………………ま……さ……か…………。

			「ククク。〝狂勇の黒騎士(ベルセルクブラツクナイト)〟よ。貴様、さきほど、一度、部屋に入りかけたが、〝蛇王神聖拳・暗黒１０８式の裏・聖破邪の構え〟――通称〝蛇(ジヤ)邪(ジヤ)の構え〟をとっていた我を見て、すぐに扉を閉めおっただろ」

			　スタイリッシュな座り方を維持したまま、裸体の美女が詰(きつ)問(もん)してきた。

			「え、あ……は、はい」

			　混乱した頭のまま、俺は反射的に認めていた。

			「いずれ世界の覇(は)王(おう)となるべき我に対して、至極無礼な行いではあったが――良い、赦(ゆる)す」

			「は、はぁ……どうも」

			「クク。我が放つ〝大覇王の氣〟に加え、以前、貴様がこっそり練習していたスタイリッシュポーズをパク……参考に我が生み出した〝蛇(ジヤ)邪(ジヤ)の構え〟に圧倒され、思わず逃げ出してしまうのもやむをえ――イタ……イタタ……尻(しり)痛っ！！！　クッ！　〝浮遊(レビテーシヨン)〟」

			　あ。

			　体重が尾(び)骨(こつ)一点に集約されるスタイリッシュポーズで床に座っていた美女だったが、尻が痛くなってきたようで、同じ姿勢のまま魔法により宙に浮きだした。

			　――宙に浮く中二病――

			　ふと、そんなフレーズが俺の脳裏に浮かんできた。

			「お兄ちゃん、びっくりしたでしょ！　ラーたんのわがままボディに！」

			　幼女マリーの言葉に、驚きのあまり顎(あご)がカクーンと外れそうになってしまった。

			　こ、この超絶美女がラーだって!?

			　外見年齢が25歳前後に見える美女が、ゼロ歳児のラーっ!?

			　バスト90はゆうに超えていそうな豊満な胸と、スーパーモデルのようなスタイルを持つこの美女が…………数日前まで赤ちゃんだったラーだと言うのか…………。

			　いや、確かに、この強烈な個性、変人オーラ、中二病臭い発言の数々などは、まさにラーそのものだが。

			　そういえばラーは、成長を促(そく)進(しん)させるスキルを持っていると言っていたな。

			　でも…………成長しすぎぃぃぃぃぃっ！！！！！！！

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いくら我が成長促(そく)進(しん)系のスキル持ちとはいえ、１週間かそこらで20歳以上も一気に成長などありえぬわ。愚(おろ)か者めが」

			　宙に浮いたまま、俺を見下ろしつつ裸体の美女＝ラーが言い、さらに、

			「この姿は黒魔術の一つ《変態(メタモルフオーゼ)》によるものよ」

			　妙齢の美女に成長したのではなく魔法で姿を変えた――ということのようだ。

			「この数日で、いくつか魔法を思い出したのでな。封印していたスキルも、いくつか発動可能になったぞ。ククク。まぁ、時空を歪(ゆが)め、星を渡り、天を砕く、我、本来の力に比べれば、まだまだ些(さ)細(さい)なモノではあるが。クク……ククク……クハハハハハハ」

			　スタイリッシュなポーズで宙に浮く裸体の美女＝ラーが高笑いを続け――

			「偉大過ぎる我を崇(あが)め奉(まつ)っても一向に構わんぞ。クハハハハハハハハハハハハハ――――――――――――ヒギっ!?」

			　途中で落下し、床に尻(しり)を強打すると同時に悲鳴を上げた。

			　多分、ＭＰ的な魔法力切れだと思う。どうやら、まだまだラーのＭＰは少ないようだ。

			　まぁ、中身はゼロ歳児だし。

			　

			　しかし、今のはとても痛そうだ。全体重を集中して、尾てい骨を床に痛打したっぽいし。

			「尻(しり)！　尻が！　我の尻がぁぁぁぁぁあぁぁああぁあぁああああっ！！！！！！！」

			「あうあうっ！　ラーたん超痛そうなの！　痛いの痛いのとんでいけ！　痛いの痛いのとんでいけっ！」

			　マリーが慌ててラーの傍に駆け寄り、痛いの痛いのとんでいけをやっていた。

			　効果はなさそうだけど。

			「うぅぅぅ…………ひぐ……い、痛いよぉぉおぉぉぉぉっ」

			　幼い子のように痛がり、泣きだすラー。

			　可哀想に思ったので、俺は治癒系魔法《優しき水》をかけてやった。ステータスの数字上、俺の魔力自体は大きいので治癒系魔法の効果もそれなりにあった。

			　だいぶ痛みが和(やわ)らいだようで、ラーは苦痛の声をあげるのをやめた。

			　痛みが和らぐのと同時に、いつもの中二病も戻ってきた。

			「ウググ……絶対無敵の暗黒神聖大皇帝となる定めの、偉大なる闇夜の暗黒魔女(ダークナイトウイツチ)である我が、残量魔法力把(は)握(あく)に失敗した上、あ、あのように泣き叫ぶなど、なんたる醜(しゆう)態(たい)…………ウグググググ」

			　裸体のまま尻を上に向け、うつぶせになったまま、歯ぎしりする美女姿のゼロ歳児ラー。

			　俺は、その尻に治癒系魔法をかけ続けてやる。

			　心の中で、

			（ゼロ歳児・ゼロ歳児・ゼロ歳児・ゼロ歳児・これはゼロ歳児の尻(しり)）

			　などと呟(つぶや)き、劣(れつ)情(じよう)を抱かないようにしながら。

			　いくら見た目は妙齢の美女でも、中身の年齢はゼロ歳児なのだ。赤ちゃんの尻に劣情を抱き、反応してしまったら、人間として終わってしまう。変態になってしまう。《変態(メタモルフォーゼ)》しているゼロ歳児に劣情を抱く変態になってしまう。

			　おろ？

			　ラーの身体が縮みだした。

			　みるみる縮み、生後数か月の赤ちゃんのようになる。

			「フ！　どうやら封印が解けた我の〝真の姿〟を見てしまったようだな」

			　赤ちゃん姿に戻っても、中二臭いままだけど。

			「《変態(メタモルフオーゼ)》の効果が切れたのか？」

			「まぁ……そうともいう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　赤ちゃん姿に戻ったラーは、尻の怪(け)我(が)も治ったことだし、マリーに任せておくことにする。

			　俺はもう片方の赤ちゃん＝レーの顔を眺めつつ、その柔らかい頬(ほほ)を指でプニプニした。

			　レーの方は、普通の赤ちゃんにしか見えない。痛可愛(かわい)いラーと違い、レーは赤ちゃんとして普通に可愛い。

			　まさに純(じゆん)真(しん)無(む)垢(く)の天使のようにレーは可愛――

			「チッ！」

			　…………え？

			　今、レーが舌打ちしたような…………。

			　い、いや、気のせいだ。うん。

			　肉体は赤ちゃん、精神は大人みたいなベビーでもあるまいし、ゼロ歳児のレーが一瞬とはいえウザそうな顔で舌打ちすることなど、ありえないのだ。

			　…………。

			　念のために【神眼】でレーのステータスを調べた。

			　ラーと違い、特に変わった部分はない。うん、やっぱし、さっきのは空耳だ。幻覚・幻聴だ。きっとそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マリーと双子の赤ちゃんを宿に置いて、俺はミリアとカチュアを探すために、再び夜の街に繰り出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「マコト様！　良かった……ご無事で…………」

			「…………ご主人様に逢えた…………逢えた……逢えた…………」

			　ミリアとカチュアが、俺の姿を見て泣きながら駆け寄ってきた。

			　幸運なことに、１時間ほどで２人を見つけることが出来たのだ。迷宮都市ラナの広さと人口の多さからしたら、本当に幸運だといえよう。

			　もっとも、彼女たちをすぐに見つけられたのは、運だけではないけど。

			　彼女たちを探して街を回っていたら、突然、この街の《地図》が視(み)えてきたのだ。しかも、その《地図》には、点滅する赤丸があった。

			　ひょっとしたらミリアたちかもしれないと、その移動している赤丸の方角に向けて俺はダッシュしたのだ。

			　そして、姉妹に会えた。

			　点滅する赤丸は予想通り姉妹を示していた。

			【神眼】の持つ特殊能力が、また一つ目覚めたようだ。

			　ステータスで確認したところ、街や野外(フイールド)、迷宮(ダンジヨン)までも《地図》が視えるという便利能力だった。

			　しかも、人物や物など、探しているモノが赤丸などになって点滅するというお役立ち機能付きでもあった。

			　素晴らしい。

			　問題は、【神眼】の熟練度がまだ低いので、今の俺には発動がランダムである点であったが。

			【神眼】の熟練度が上がれば、モンスターの位置や宝物の場所、さらには隠し扉や罠などまで《地図》に映るようになるらしいけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はミリアとカチュアの美少女二人と一緒に宿屋に戻った。それぞれの手を握りあって。

			　右手でミリア、左手でカチュアの手を握りながら道を歩く。

			　彼女たち二人が俺と手を握りたいと言ってきたので。

			　二人とも美人であったこともあり、まさに、両手に花状態で歩く俺は、街の住民たちから見られたりして、少々恥ずかしかったけど。

			　でも、また突然消えてしまわないか、心配だの不安だのと言われたら断れない。

			　ちなみに、２人と手を繋いでいる間も、神精樹の丸太を背負ってはいた。

			　精霊マル子の特殊能力で生み出した蔦(つた)により、縄のように身体に丸太をしばって背負っているので、両手は空いている。だから、丸太を背負ったまま、ミリアとカチュア、それぞれと手を繋ぐことはできた。

			　丸太を背負いながら、美少女二人と手を繋いで歩く絵というのはシュールな感じもするが。

			　それから、神精樹に宿った精霊もカウントすれば、両手に花＋背中にも花、と、いえるかもしれない。マル子はモデル体型の美少女姿にもなれるし。

		

	
		
			天使にラブ・コンサートを

			　

			　迷宮都市ラナに戻ってきた次の日。

			　俺は３姉妹たちとともに街を散策していた。午前中、宿屋の部屋でダラダラと過ごし、昼過ぎに外に出てブラブラと街を歩いている。

			　吸血鬼退治やアベルが襲ってきたりと、色々あったからな。俺はしばらく、この街でゆっくり羽を伸ばすことに決めていた。

			　金はあるし、あくせく働く必要はない。

			　俺はあまり勤勉ではないのだ。むしろ怠(たい)惰(だ)な駄目人間なのであった。

			　ちなみに、双子の赤ちゃんラーとレーも連れてきている。荷物運(うん)搬(ぱん)用の手押し車に乗せて。

			　本当は乳母車に乗せてあげたいのだが、この世界では乳母車がまだ発明されていないので仕方がない。

			　確か地球でも、乳母車が発明されたのは19世紀ぐらいだった気がするし。

			　この異世界の文化レベルは基本的に中世ヨーロッパ並みなので、乳母車が発明されていなくても不思議ではない。

			　といっても乳母車はあったほうが便利なので、街の職人に構造などを説明し、特注で作ってもらっている。だが完成にはまだ日数が必要なのであった。

			「マコト様。あの道を右に曲がって、かなりの距離を真っ直ぐ歩いた先に、神眼の女神リアナ様を信仰する人々のための教会がありますわ」

			　街の地図を手にしたミリアが教えてくれた。

			　せっかくなので、神眼の女神リアナの教会に、みんなで行ってみることにする。一応、リアナの使(し)徒(と)でもあるからな。一回くらい教会を見ておいた方がいいだろう。

			　ちなみに、この世界では、神を祀(まつ)る祭(さい)祀(し)の場である神殿とは別に、神の教えを民衆に伝え布教する場として教会も存在している。

			　神殿は、祀る神にとってゆかりの地に建てられることが多く、信徒にとっても特別な場所であり、数も少ないとのこと。

			　一方、教会は布教＝信者獲得のための施設でもあり、数も多いようだ。

			　ちなみに迷宮都市ラナには、神眼の女神リアナの神殿は存在しない。この街と神眼の女神リアナとは、特になんの縁もゆかりもないようなので。神殿はなくとも、布教のための教会だけはあるようだが。

			「…………なんか寂(さび)れているなぁ」

			　女神リアナの教会を見た第一印象は、それだった。

			　郊外にあるだけに広さはかなりのものだが、建物は老(ろう)朽(きゆう)化(か)している。それに、人の気配がほとんどしない。

			　迷宮都市ラナにおいて、神眼の女神リアナは信者の数も少なく不人気な宗教かもしれない。

			「リアナ様の教会、ボロイのっ！」

			　三姉妹・末妹の幼女マリーが、古臭く寂れた印象の教会に対して正直すぎる感想を述べた。それも大声で。

			「もうマリー。そんなことを言っては駄目ですよ」

			　末の妹をたしなめる長女ミリア。

			「…………古い木造建造物だから、火事になったら…………よく燃えそう…………♪」

			　次女カチュアは、そんな独り言を口にしていた。ちょっと楽しそうに。

			　この根暗な美少女は、火事場見学が趣味というアレなところもある。また、何かを燃やすことが好きという、少々、危ない性格の少女でもあった。

			「ね、ねぇ、マコト」

			　俺は今、２メートル弱に縮小した丸太を背負っている。神精樹の丸太だ。その丸太に宿る精霊マル子が、不安気な声で囁(ささや)いてきた。

			「あのカチュアって娘、ときどき、アタシを――アタシの宿っている神精樹の丸太を――危ない目で見るけど…………だ、大丈夫よね？」

			　マル子は何かを心配し、おびえていた。

			　いくらなんでも、神精樹の丸太にカチュアが火をつけることはないだろうし、杞(き)憂(ゆう)だぞ、マル子。だって、神精樹の丸太はカチュアにとって主人である俺の所有物なんだし。

			「ククク……本来、闇(やみ)の者にとって、神殿や教会は忌(き)避(ひ)すべき場。しかし我は闇の暗黒魔女にして、光の力も克服し、支配すらしている〝超越者〟。ゆえに、光側の神々の神殿や教会にも平然と足を踏み入れることができるのだ……クククク」

			　双子の赤ちゃんの片割れ、中二病乳児ラーが何か呟(つぶや)いているが、無視しておく。

			　お？

			　教会の扉が開き、中からシスター服を着た清(せい)楚(そ)な若い女性が出てきたぞ。この教会の修道女(シスター)だろう。かなりの美人だ。しかも胸が大きい。

			　年齢は10代半ばぐらいかな？　

			　耳が長くて尖(とが)っているが、種族はエルフだろうか？

			　だとすると、見た目通りの年齢ではないかもしれないな。この世界でも、エルフは長寿かつ、若い姿の期間が長いようなので。

			　

			【ニコリナ・ニコラス　　ハーフエルフ　　シスター　　レベル27】

			　

			　シスター服を着た巨乳美女のステータスが神眼により視えた。やはり、修道女(シスター)のようだ。レベルも結構高い。

			　エルフではなく、人間とエルフの間に生まれたハーフエルフのようだ。

			　名前はニコリナさん、か。

			　箒(ほうき)を持っているところをみると、教会の周りを掃除しようとしているのだろう。

			　シスターは教会の近くにいた俺たちに気付き、なぜか、ビクッと身体を震わせた。しかも、かなり赤面しだす。そして、

			「…………（ボソボソ）」

			　蚊の鳴くような小声で、何かを呟(つぶや)く。しかし、声が小さすぎて聞き取れない。

			「シスター・ニコリナ。どうかしましたの？」

			　今度は、16～17歳ぐらいの少女がチリトリを持って教会から出てきた。やはり、シスター服を着ている。

			　どこか気品のある美しい少女だ。豊かな金髪をお嬢様風に巻いてもいる。耳が長くて尖(とが)っているが、この娘もハーフエルフだろうか？

			　

			【ルーシー・フェリプス・ラ・ルナール　　エルフ　　シスター　レベル９】

			　

			　お嬢様風・金髪シスターのステータスが視(み)えた。金髪シスター・ルーシーの背後に、巨乳ハーフエルフのシスター・ニコリナが、さっと隠れてしまった。シスター・ニコリナは、人見知りの激しい内気な性格なのだろうか？

			「あら珍しい。この教会に人がやってくるなんて」

			　金髪エルフのシスター・ルーシーが俺たちに気付き、そんな言葉を発していた。さらに、自分の背中に隠れているシスター・ニコリナをジト目で見て、

			「シスター・ニコリナ。司祭様が不在中であるこの教会においては、一番年長者であり、シスター長でもある貴方(あなた)が責任者なのですわよ。それなのに、教会の来訪者を見て、そんな体たらくでどうしますの」

			　と、呆れ返っていた。

			　シスターたちに、教会の見学に来たことを、俺たちは話した。俺が神眼の女神リアナから【神眼】を授(さず)かった使(し)徒(と)であることも。

			「まぁ、マコトさんは、神眼の女神リアナ様の使徒様であられますの」

			　口に手を当てて驚く金髪シスター・ルーシー。

			「っ！　………………」

			　シスター・ルーシーの背中に隠れたままの巨乳シスター・ニコリナも驚いた様子だ。

			　なんだか、二人から尊敬の目で見られている気がする。かなり気分がいい。

			　使徒というのは、その神の信者たちにとっては、尊敬や畏(い)敬(けい)される特別な存在なのかも。

			「敬(けい)慕(ぼ)の情が、愛情に変わることも…………き、危険です（ボソボソ）」

			　何かを心配していそうなミリアが、聞き取れないぐらいの小声で独り言を呟(つぶや)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教会の中は、やはりボロかった。

			　掃除は行き届いているのだが、建物自体が古い。また、屋根から雨漏(も)りもしている。建て直しはおろか、雨漏りを修(しゆう)繕(ぜん)する金すらないようで、仕方なく放置しているらしい。雨漏りをしている真下の床に、水桶などを置いているのが涙をそそる。

			「ねぇ、どうしてこの教会はここまで寂(さび)れているんだい？　ルーシー、ニコリナさん」

			　勧められた椅子に座りながら、疑問を口にした。

			　ちなみに、シスター・ルーシーを呼び捨てにしたのは、年齢が俺に近い18歳だからだ。神眼でさらに詳しいステータスを視たら、年齢も分かった。ルーシーはエルフだが、外見年齢と実際の歳が一致していた。

			　シスター・ニコリナにさん付けをしたのは、彼女が俺よりずっと年上だからだ。それも凄(すご)く年配であった。御(おん)歳(とし)１１５歳、であった。お婆ちゃんであった。後期高齢者、いや、超後期高齢者であった。見た目は、10代半ばの美少女だけど。それに、エルフ同様に寿命の長いハーフエルフという種族の中で、かなり若いほうらしいのだが。

			「この教会がここまで寂(さび)れてしまったのは、前任の変態司祭のせいですわ」

			　金髪シスター・ルーシーが侮(ぶ)蔑(べつ)と嫌悪の表情を浮かべ、吐き捨てるように言った。

			「前任の司祭が何か問題を起こしたのかい？」

			　興味を持った俺が質問すると、ルーシーはコクリと頷(うなず)き、

			「神を信仰する信者は、使(し)徒(と)ではなくとも、その神に関わる力に目覚めることがありますの。神眼の女神リアナ様の信者でしたら、何かしらの〝眼〟の力が目覚めたり」

			「ふむ。前任の司祭も何かの力に目覚めた？」

			「はい。そして、その力を己の欲望を満たすために使いましたの」

			「具体的にはどんな力だったんだい？」

			「【透視】の力ですわ」

			「そ、それってつまり…………」

			「目覚めた【透視】の力を使って、覗き行為を行っていましたの」

			　やっぱりか。

			　ルーシーの話では、前任の司祭は、【透視】の力で他者の衣服の下を覗いたり、壁越しに更衣室の中を覗いたりしていたようだ。そして、それがバレて、街中に醜(しゆう)聞(ぶん)として広まったとのこと。

			「最低です」

			「…………死んで欲しい」

			　ミリアとカチュアの姉妹が、女の敵だというように、前任の司祭への嫌悪感をあらわにしていた。

			　まぁ、確かにその司祭のやったことは、卑(ひ)劣(れつ)な犯罪行為だ。

			　男として、気持ちは分からないでもないけど。でも、やっぱし、やってはいけないことであろう。【透視】の力を使った覗きなんて、ね。

			　特に、聖職者がやってはいけない。

			【透視】の力に目覚めた際、偶然、女性の衣服の下が視(み)えてしまった――とかなら、まだしも。故意に、それも常習的に覗き行為をしてはいけない。駄目、絶対。

			「その醜聞のせいで、迷宮都市ラナにおける神眼の女神リアナ様の信者数は激減しましたの。特に、任を解かれるまで前任の司祭が管(かん)轄(かつ)していたこの教会には、だれも寄り付かなくなってしまい…………」

			　ルーシーとニコリナが悲しそうな顔で沈み込んだ。

			「前任の下(げ)衆(す)司祭とは違い、前前任のライス司祭様は、それは立派な方で、在命中は教会の評判もよく、信者数もかなりいましたのに……聖職者としても人としても本当に徳の高い方でしたから。ダークエルフたちに故郷の森を追われ、迷宮都市ラナに流れ着いて浮浪者同然であったシスター・ニコリナや、実家が没落して途方にくれていた私(わたくし)を教会で養ったり、孤児を引き取り、教会で養ったり」

			「へぇ。確かに立派な方だね」

			　俺はすっかり感心していた。

			　もっとも――そのライス司祭（男）が養ったり育てていたのは、全て〝外見の良い女子〟であることを後で知ったけど。修道女でもないのに、教会に住んでいる者を男は自分ひとりにして、あとは全て女子にしていたようだ。それも若くて美しい女子ばかりに。

			　故人のことを悪く言いたくはないが、そのライス司祭も、実は相当な助平ジジイだった気がする。いや、邪(じや)推(すい)かもしれないけどね。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「このままでは、この教会は寂(さび)れていく一方ですわ。そうなれば寄進（寄付）も集まらず、教会の修(しゆう)繕(ぜん)もできません。何より、孤児として教会に住んでいる子供たちを食べさせていくことも………………蓄(たくわ)えも減る一方ですし、このまま信者の方からの寄進がなく、今後、教会を維持すらできなくなったら、子供たちの住む場所さえ…………」

			　悲痛な声と表情で落ち込むシスター・ルーシー。

			「………………（コクコク）」

			　人見知りが激しくて、親しくない人間の前では声が非常に小さくなったり無口になったりするらしいシスター・ニコリナも、落ち込んだ表情のまま無言で何度も頷(うなず)いていた。

			　…………ふむ。

			　心情的にはなんとかしてやりたいけど。

			　黄金の丸太をゲットした俺は、かなりの金持ちになっている。教会に多額の金を寄付することはできる。

			　しかし、果たしてそれでいいのだろうか？

			　腹を空かして困っている人に対しては、魚をあげるのではなく魚の取り方を教えてあげることこそが、本当の意味で助けになる――などという話もある。

			　俺としては、金を寄付してとりあえず解決するより、この寂れた教会を盛況にしたい。他者からの寄付、それに信者たちが集まるようにもしたい。

			　神眼の女神リアナの使(し)徒(と)でもある俺としては、教会の継続・復興や信者獲得も、考えるべきだろう。

			「しかし、何か手があるかなぁ。ルーシー、ニコリナさん、何かこの教会の特色とかない？　他の教会に負けない、何かが」

			「…………（ブンブン）」

			　俺が顔を見ると、シスター・ニコリナは慌てて顔を横に何度も振った。無言のままで。

			　シスター・ルーシーも、

			「いえ、特にはありませんわ…………。しいていえば、教会で養っている子供たちによる聖歌隊のレベルは、なかなかのものですけれど」

			「聖歌隊？」

			　聖歌隊といえば聖歌、賛美歌を歌い、神の愛と栄光を称(たた)える合唱団のことだよな。

			　地球では、ウィーン少年合唱団が有名だ。

			　もっとも、この教会には女子しかいないので、少女聖歌隊なのだろうけど。

			「とはいっても、〝歌〟を司(つかさど)る女神や〝音楽〟を司る神の信者による聖歌隊の方が、レベルはさらに上ですけれど」

			　…………歌……聖歌隊………………………………孤児の子供たち…………若く美しい少女たち…………少女聖歌隊…………美少女聖歌隊…………。

			　……………………信者……………………寄付（お布(ふ)施(せ)）……………………偶像……。

			　その時！

			　俺の脳裏にある〝閃(ひらめ)き〟が生まれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　醜(しゆう)聞(ぶん)により悪化したイメージの払(ふつ)拭(しよく)。さらには、教会のイメージアップ。そして、教会の知名度も上がり、多数の人が集まる場所にする。

			　何より、信者を集める。できれば、多額のお布(ふ)施(せ)（寄付）にお金を使ってくれそうな〝信者〟を。

			　そのために俺が計画したのは――アイドル化計画であった。

			　学校(スクール)、じゃなくて――教会(チヤペル)アイドルプロジェクトであった。

			　そして――多数の〝信者〟を集めて行う合唱。それも、現代地球におけるアイドルたちのライブ＝コンサートであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――１週間後、教会にて。

			「マコト様、あ、いえ、マコトＰ(プロデユーサー)」

			「ん？　なんだい、ミリア」

			　アイドルのレッスン中、俺のことはＰ(プロデユーサー)と呼ばせることにしていた。実は、なりたい職業の一つだったのだ。アイドルをプロデュースするＰ(プロデユーサー)は。

			　ちなみにだが、地球にいた時、アイドル育成系のゲームが好きだった。

			　アイドル系の漫画やアニメも好きだったりする。

			　というか――二次元も三次元(リアル)も、アイドルやアイドル系作品は嫌いではないが。むしろ、好きだが。

			「歌も踊りもあまり上手くない私が、本当に〝センター〟でよいのでしょうか？」

			　不安げな表情を覗かせるミリア。

			　センターとは、ポジションのことだ。俺がプロデュースするアイドルユニット、その名もＭＡＲＵＴＡ48の。

			　センターはユニット(グループ)のなかでも、中心となる最も大切なポジションであり、暫(ざん)定(てい)的(てき)にだが、俺はミリアに任せることにしていた。

			「もちろんだ。ミリアはＭＡＲＵＴＡ48の中でも一番可愛(かわい)いし、一番、魅力的だからね」

			「そ、そんな（ポッ）」

			　顔を赤らめて恥ずかしがるミリア。

			　プレッシャーに負けそうになったり不安そうにしている少女には、励(はげ)ましたり、褒(ほ)めたりするのが鉄則だ。アイドル育成系のゲームでもそうだし。

			　それに、俺は相手を褒めて伸ばすタイプなのである。

			「コンサート前に行う〝人気投票〟でも、投票数はミリアが一番多いと思うし」

			　ますます顔を赤らめるミリア。

			　

			　昨日は、教会で開催するコンサートの告知や宣伝＆チケット（入場券）販売を街の広場で行った。練習も兼ねたミニライブも。

			　ミリア・カチュア・マリーの三姉妹、それにシスターの一人であるルーシー、それから、孤児院に養われている少女たちの中でも特に可愛い子を５人選抜して行った。

			　街の広場では、吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)や音楽家を目指す若者たちが歌ったり楽器を鳴らしていたが――ＭＡＲＵＴＡ48の無料ミニライブは、その中でもかなり目立った。

			　まず、美少女の集団ということで、人目にはつく。

			　さらに、彼女たちの衣装がこの世界では個性的で独創的でもあったからだ。街の仕立て屋に急ピッチで作ってもらった衣装だ。現代日本の女子アイドルグループが衣装としてよく着ていそうな〝アイドル系制服〟である。

			　現代日本の女子高校生たちが着る制服のように、かなりスカートは短い。

			　可愛いネクタイやチェック柄のスカートなど、女子中学生や女子高校生の制服に似ている。

			　この世界では非常に珍しいであろう衣装を着た美少女のグループ。目立たないはずがなかった。スカートが短めなのも、注目を浴びた要因だと思うが。

			　正直、ミニライブでの歌や踊りのレベルは大したことはなかった。

			　ミリアたち三姉妹は、歌や踊りの練習を始めて、まだ１週間だったし。

			　聖歌隊として活動していたルーシーや孤児の少女たちも、歌こそは結構上手かったけど、踊りはまだまだであった。

			　だが、とにかく目立ちはした。

			　彼女たちが歌った曲や踊りも、この世界において個性的かつ独創的だったので。

			　なにせ――現代地球における女子アイドルグループたちの歌、それに踊り（振り付け）を真似たものにしたのだ。

			　彼女たちに俺が真似させた。というか、パクった。

			　俺が覚えていた現代地球のアイドルたちの歌（曲）や踊り（振り付け）を教えたのだ。

			　具体名を述べるのは、控えさせていただくが――あるアイドルグループや、アイドル系ゲームのものを、丸パクリであった。

			　ま、まぁいいじゃないか。ここは異世界なんだし。

			　日本音楽○作権協会（ＪＡ○ＲＡＣ）も、異世界なら見逃してくれるはず。多分。

			　ミニライブで人々の興味や関心を引きつつ、一か月後に教会で開催予定のライブ(コンサート)についての告知・宣伝を行った。そして、同時に前売りのチケット（入場券）販売も。

			「コンサートだけでなく、〝人気投票〟を企画したり、チケットを〝人気投票〟の投票券にもするなんて、マコト様のアイデアにはビックリです」

			「推(お)しメンを上位にするために、チケットの大量購入が期待できるからね」

			　推しメン＝イチ推しのメンバーを人気投票で上位にさせるために、一人で何枚もチケットを購入する者も期待できる。

			　現代地球の某アイドルグループなども、ＣＤに投票券をつけたりしたら大量購入するファンもいるようだし。

			「それに、チケット購入者には、メンバーから一人選んで〝握手できる特典〟をつけるアイデアにも驚きました」

			「昨日、前売りチケットはかなり売れたが、特典効果は確実にあったな」

			　チケットは美少女と握手できる特典付きにしていた。握手券でもあったのだ。

			　昨日は、チケット購入者がメンバーとの握手を求めて、かなりの列を広場で作った。チケット１枚につき、１回握手できることにしたら、一人で何枚も購入した者がかなりいた。

			「昨日の握手の列もミリアが一番長かったし、やっぱり、ミリアが一番人気だな」

			　ミリアは恥ずかしそうにはにかんだ。

			「でも、マコト様」

			　顔を赤くさせながらミリアが俺の耳元に、その愛らしく可憐な唇を近づけ、

			「私は、マコト様のい、一番になれることを、目標にしていますから」

			　などと、囁(ささや)いてきた。

			　ドキッと心臓が鳴った。

			　思わず、ミリアに口付けしそうになったが――

			「…………………………………………」

			　教会の窓から、次女カチュアがいつのまにか覗いており、しかも、涙目になりつつ親指を噛んでいるのが見えたので、やめておいた。

			　怖いよ、カチュアさん！

			　思わず「窓に！　窓に！」と、叫んでしまいそうになったじゃないか。

			　カチュアの人気は、ミリアには一歩及ばない。握手の列も、ミリアの半分ぐらいの長さだった。

			　もっとも、一人で何枚もチケットを購入し、握手の列に何回も並ぶような人間が一番多かったのは、カチュアだったけど。

			　カチュアには、コアな信者(フアン)がつきそうな気がする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さらに３週間後。

			　街の広場で、無料ミニライブは定期的に行っていた。

			　回数を重ねるごとに知名度、注目度も増していく。そして、有料コンサートのチケット販売も順調だった。

			　非常に順調だった。

			　ボロイが結構広い教会の礼拝堂に収容できるのが、約５００人。

			　だから、チケットは５００枚作った。

			　その５００枚のチケットが既に完売したのだ。

			　銀貨８枚（日本円にして約８０００円）という、かなり強気の値段設定にもかかわらず。

			「売上は銀貨８枚×５００枚で、銀貨４０００枚。日本円にして４００万円か。衣装代やチケットの印刷代など雑費を引いても、銀貨で２５００枚（日本円で２５０万円）前後の利益は出そうだな」

			　年に数回、有料のコンサートを行えば、教会で養っている50名近い孤児たちの生活費は、なんとかなりそうだ。上手くいけば、教会の修(しゆう)繕(ぜん)費も捻(ねん)出(しゆつ)できるかもしれない。

			「次は収容人数に限界がある教会ではなく、もっと大きな〝箱〟で行うべきか。あるいは、収容人数を気にしないでいい野外コンサートにするのもありだな。次回は１０００、いや２０００枚はチケットをさばけるかもしれないし」

			　などと、宿屋の一室で帳簿などを見ながら俺が呟(つぶや)いた。

			　隣で飼い猫と遊んでいた末妹マリーが、

			「将来は、帝都の〝大劇場〟でコンサートを開きたいの！」

			　と、夢を語るように嬉しそうに言った。

			　どうやらマリーは、アイドル活動が楽しくて仕方ないようだ。

			　幼女マリーの人気もかなり高い。愛らしいマリーの応援や彼女との握手目当てで、チケットを購入する人間もかなりいた。ロリコンっぽい男性も結構まじっていたが、そこは眼を瞑(つぶ)る。

			　もともと才能があったのか、歌や踊りもマリーはみるみる上達していった。

			　そして、天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)で向日葵(ひまわり)のように明るいマリーの人気は、どんどん上昇してもいた。

			「…………姉さんだけでなく、妹のマリーにも…………人気投票で…………負けそう……で……す……」

			　三姉妹の次女カチュアが、かなり暗い声で呟(つぶや)く。

			　長女ミリアだけでなく末妹マリーにも人気投票で負けそうになって、焦っているっぽい。

			　カチュアも、人気はあるのだが。

			　現在、シスターたちや孤児の少女たちを含め、約48人のメンバーがいるＭＡＲＵＴＡ48の中でも、ミリア、マリーについで、３番人気だとは思う。トップクラスの人気ではある。

			　しかし、長女であるミリアならまだしも、妹のマリーに負けることは、姉としてプライドが許さないのかもしれない。

			「……もっと……歌や踊りのレッスン……頑張るです……」

			　静かに闘志を燃やすカチュア。

			　人気投票をとりいれたのは、メンバー間に競争意識を芽生えさせ、向上心とやる気を持たせる側面もあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教会でのコンサート(ライブ)当日。

			「成功、だな」

			　教会の礼拝堂を利用したコンサート(ライブ)会場の立見席にて、俺は会心の笑みをこぼした。

			　ステージでは、三姉妹を含めたＭＡＲＵＴＡ48が踊りながら歌っている。

			　チケットを購入して入場した観客たちの盛り上がりから判断して、成功といって差し支えはない。

			　１か月という短い準備期間だったし、歌や踊りのレベルはそれほど高くはない。しかし、美少女三姉妹を筆頭に、見た目(ルツクス)の良い少女たち数十人の歌や踊りに、観客たちは大満足のようだ。

			「ＭＡＲＵＴＡ48の曲は、ほんと、斬(ざん)新(しん)だよな」

			「いま歌っている新曲も素晴らしいっ」

			　観客たちのそんな声も耳に聞こえた。

			　歌詞などは現代地球の曲を丸パクリして、俺がＭＡＲＵＴＡ48のメンバーに教えた曲だけど。歌詞には〝愛〟とか〝恋〟とか〝ラブ〟とかの単語が多い。

			　ちなみに今回は、〝愛〟をテーマにした曲が多数であった。

			　コンサート(ライブ)のコンセプトを、愛＝ＬＯＶＥにしたからだ。

			　経費を引いたチケット代の大部分を、孤児の少女たちを養うための寄付金扱いにするチャリティ的な側面もあるので。

			　ラブライ……ゴホン……ラブ・コンサートなのだ。

			　将来的には、〝愛は異世界を救う〟などをテーマにして、大チャリティコンサートも開いてみたい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コンサート終了後、人気投票の結果発表までの待ち時間。

			　控え室として使っている教会の別室にて。

			「カ、カ、カチュアたんっ！　購入した１００枚の投票券付きチケット全部、カ、カチュアたんに投票させてもらったよっ」

			「…………ど、どうも……で……す」

			　小太りで興奮気味の男性とカチュアは、〝お喋(しやべ)りタイム〟の真っ最中であった。

			　チケットには10枚に１枚、好みのメンバーと３分間、〝ツーショットで会話できる権利〟の当たりを混ぜておいた。

			〝信者〟の中には、推しメンとの〝お喋りタイム〟のために、当たるまで、チケットを複数枚購入するものも、かなりいたようだ。

			　なかでも、この太った男性はチケットを大量購入していた。そして、10枚近い〝当たり〟チケットの権利を全て、カチュアとの会話にぶち込んで、30分近く会話を続けていた。

			　どうやら彼の推しメンはカチュアらしい。

			　投票券付きでもあるチケットを１００枚購入すれば、投票も１００回できる。そして、彼は他のメンバーには目もくれず、全て、カチュア一人に投票するとのこと。

			〝信者〟の鑑(かがみ)だ。

			　服装などを見ると小金持ちっぽく、資金的にも余裕ありそうな小太りの男性。彼は興奮のあまりか、酷(ひど)くどもりながらカチュアに話しかけた。

			「ぼ、僕、い、いいい、一生、カ、カ、カカ、カチュアたんを応援するからっ」

			「…………あ、ありがとう……です……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　人気投票の結果は――カチュアが１位となっていた。

			　熱心(コア)な――熱心すぎる――〝信者〟を持つ彼女の勝利であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教会の維持・孤児たちの生活も、今後、コンサートを続けることで、なんとかなりそうだ。

			　それだけではない。

			　コンサートの成功で知名度があがり、イメージも良くなったことで、神眼の女神リアナの教会には〝普通の信者〟も増加している。

			　これには神眼の女神リアナも、にっこりだと思う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あ、そうそう。

			　コンサートの準備などをしているあいだに、乳母車が完成した。街の職人に頼んで作ってもらっていたやつだ。たぶん、この世界では最初の乳母車だと思う。

			　その乳母車に双子の赤ちゃんたちをそれぞれ乗せて、街を移動していたのだが――それを見た街の住民たちの話題になり、なんだか乳母車が凄(すご)いブームになった。

			　博識のミリアに助言され、街の役所で事前に特許を申(しん)請(せい)しておいて本当によかった。

			　なにせ、特許料による不労取得もゲットできるようになったので。

		

	
		
			蘇(よみがえ)りし者

			　

			　太陽がその姿を完全に消した真夜中。

			　マナステシアの世界に存在する二つの月のうち、魔のモノが崇(あが)める赤ノ月が妖(あや)しく輝く夜空の下。

			　ある男が蘇ろうとしていた。

			　赤ノ月が魔の力を一層強め、湖を照らしている。血のように赤き満月が、ある湖を照らしていたのだ。　

			　ルーアンの町近くにあるマルノ湖。

			〝聖なる湖〟と呼ばれている湖だ。

			　ザバッ！

			　湖の縁から１本の手が飛び出した。そして、湖周辺に生い茂(しげ)っていた草を握る。

			　ズルリ。

			　続いて、爛(らん)々(らん)と輝く赫(あか)い目をした美しい青年が湖から這(は)い出てきた。

			　ズル……ズル……。

			　そのまま、湖から地表に這い上がってくる青年。かつて時空の女神アステナの使(し)徒(と)であった勇者アベル――アベル・レインシュタインだ。

			「……復(ふく)讐(しゆう)だ。必ず……復讐……してやるぞ」

			　怨(えん)嗟(さ)の声を呟(つぶや)きながら、這いずるようにして湖から離れていくアベル。

			「僕をこんな目にあわせたあの男にも。散々利用したくせに、僕を助けてくれなかったあの女神にも。必ず……必ずや復讐してやる」

			　アベルの口からは憎しみと怨嗟の声、そして、黒い瘴(しよう)気(き)が漏(も)れていた。

			　アベルの肉体は、一度、完全に生命活動を止めていた。ほんの少し前までは、冷たい湖の底で、遺体となって横たわっていたのだ。

			　そして、湖の女神ミレルにより、その魂(たましい)も浄化されるはずであった。

			　だが、アベルは蘇(よみがえ)った。負の生命力を持った、不死者(アンデツド)として。

			　これは、湖の女神ミレルも想定外のことであった。

			　ミレルが、自分に対して救いを求める敬(けい)虔(けん)な信者たちの声に応じ、他の湖に《転移》した直後。

			　邪神とも呼ばれる〝闇(やみ)の女神〟がアベルの魂に囁(ささや)いた。

			　復讐を司(つかさど)る闇女神エリエリスだ。

			「光の女神であるアステナに見捨てられた可哀想なアベルよ。闇女神である我の使(し)徒(と)になるがよい。闇(やみ)の使徒にして、闇の下(げ)僕(ぼく)になるのだ。さすれば、我がそなたを蘇らせよう。望むままに復讐を成し遂げられる〝力〟と共に」

			　闇女神の囁きに、アベルの魂は応じていた。

			　そして、腐(ふ)臭(しゆう)を放つ、汚らしい肉体で蘇った。

			「……復讐……復讐だ……ああ、復讐だとも」

			　山を彷徨(さまよ)うように歩くアベル。ヨタヨタとフラつく足取りで。途中、自らの足が絡まり、地に倒れた。

			「無様な……………………………………これも、アイツらのせいだ。赦(ゆる)さない……絶対に赦さないからな」

			　さらなる怨嗟の思いと共に起き上がるアベル。

			「あの男は、ありとあらゆる拷(ごう)問(もん)にかけてから、じわじわと殺してやる。眼の前で、あの男の女たちを犯し尽くした後に。女たちが、性と血の快楽により、心から僕の虜(とりこ)になっていく様子を見せつけてやる。その後、ゆっくりと……ゆっくりと……時間をかけて責め殺してやる」

			　本来は女のように美しく整っているはずの顔を、邪悪な笑みで歪(ゆが)ませるアベル。

			　ニタリニタリと笑い続けていた。

			「……あの糞女神も、いつか必ず復讐する。そうとも、何度も何度も救いの祈りをささげたのに、僕を――使(し)徒(と)であった僕を救おうともしなかった、あの糞女神を赦せるものか。あれほど尽くしていた僕をアッサリと見捨て、切り捨てた時空の女神アステナ。赦さない……赦さない……赦(ゆる)さない………………赦さない…………」

			　アベルから洩(も)れる瘴(しよう)気(き)が、さきほどよりも、さらに濃くなった。

			「……四肢を斬り刻んだあと、犯しながら腹の上で糞してやる。その糞を、あの糞女神に無理矢理食わしてやろう。…………ヒヒ…………ヒハハハハハハ…………」

			　アベルは狂った笑いをあげ続けた。

			　ガサッ。

			　笑い声に反応したのか、草むらから一匹の獣が姿を現した。野生の熊だ。それもかなりの大型の。

			　熊は飽(あ)きていた。不味(まず)く固いゴブリンどもの肉には。

			　久しぶりに人肉を食べたかった。

			　目の前の獲物は、ところどころ腐りかけているようだが、なぁに構いはしない。

			　肉は腐りかけが美(お)味(い)しいのだ。完全に腐っている部分は、食べ残せばいい。腐っていそうな、心臓などは食べないでおこう。

			　そんなふうに思いながら、熊はゆっくりとアベルに近づいた。

			　そして、肉を斬り裂き、人の首など容(よう)易(い)に叩き折ってしまうであろう、太い腕による凶悪な爪(つめ)の一撃を、アベルに浴びせようとした。

			　ドスっ！

			　一瞬、熊は自分の身に何が起こったのか理解出来なかった。熊は目の前の男を『衰(すい)弱(じやく)したひ弱な人間』だと認識していた。

			　それなのに、ブ厚い毛と肉に覆(おお)われた自分の身体が、易々とその男の爪に貫(つらぬ)かれたことなど、熊には信じられなかった。　

			　アベルは瞬時に、１８０センチを超す自分の身長よりも、爪を長く伸ばしていた。

			　そして、その長く鋭く固い爪で、熊の心臓を容易(たやす)く貫いていた。

			「……マズイや」

			　爪の先についた獣の血をひと舐めすると、アベルはその血を吐き捨てた。

			「お前はいらないよ」

			　熊の首に片手を当てる。

			　ゴキン。

			　折った。首の骨を。もはや人の握力ではなかった。

			　そして、そのまま片手で熊を遥(はる)か遠くに投げ飛ばす。これも、人の腕力ではありえない。２００キロを超えているであろう野生の獣は、数十メートル先の湖に投げ捨てられた。

			「…………なんだ、出てこないのか」

			　湖の女神ミレルが姿を現さないことを、多少、残念に思った。

			　不思議と、ミレルに対しては、さほど恨みの念を抱いていない。

			　だが、女神の血とやらを吸いつくしてやりたいという別の渇(かつ)望(ぼう)が湧き上がっていた。

			　もう一人、ぜひとも血を吸いつくしてやりたい人物がいる。湖の女神ミレルにより分離させられた〝かつての自分〟だ。同じ存在から分かれた〝自分〟の血を吸いつくして、一滴残らず自分のモノにしてやりたかった。　

			　もっとも、それは後の楽しみにとっておく。

			　まずは、復(ふく)讐(しゆう)を成し遂げなくては。

			　そして、そのためには、今よりも〝力〟がいる。多くの血で喉を潤(うるお)し、〝力〟を蓄(たくわ)えるのだ。

			　そして――甘美なる復讐を。

			「ああ……喉が渇く……」

			　さきほどの野生動物の血は、まずくてとても飲めたものではなかった。

			　やはり、人間の血が欲しい。それも若く美しい処女の血が。〝力〟を蓄えるのにも、人間、特に処女の生血を啜(すす)るのが、一番効率的だった。闇(やみ)の貴族――吸血鬼――に墜(お)ちたアベルにとっては。

			　闇女神により負の命を与えられ、闇の住人たる吸血鬼としてアベルは蘇(よみがえ)っていた。それも、不死王(リツチ)と並ぶ至高の不死族であるアンデッドに。

			　同じく最上位アンデッド種である大不死王(アーク・リツチ)と同様に、〝不死者達の王(ノーライフキング)〟とも、〝闇の王〟とも、称せられることがある不死者(アンデツド)の頂点として蘇った。闇の頂点たりえる存在として蘇ったのだ。

			　吸血鬼達の至高王――ヴァンパイア・ハイロード――として、アベルは蘇っていた。

			　復讐を司(つかさど)る闇女神エリエリスの使(し)徒(と)にして闇(やみ)の勇者として、アベルは蘇ったのだ。

			　復讐のために。

			「……渇く……喉が……渇く」

			　アベルは、弱々しい足取りのまま、山道を歩き続ける。このすぐ近くにある、人間の町に向け。

			「渇く……渇くよ……」

			　その夜、ルーアンの町から生者は消えた。

		

	
		
			湖の女神ミレル

			　

			　教会でのコンサートが大成功に終わってから、１週間ほど経ったある日。俺は、街の広場にいた。迷宮都市ラナの広場だ。

			　誰もいない広場で、俺は神精樹の丸太を振るっていた。

			　夜空には、血のように赤い月が普段よりも強く、怪しく輝いていた。そのせいなのか、俺はなんだか胸騒ぎがして、眠れなかった。だから、身体を動かせば疲労で眠れるかもと思い、竹刀やバットで素振りをするかのように、丸太を振るっていたのだ。

			　師匠であるマスター・ギースからつけてもらった稽(けい)古(こ)を思い出しながら。

			「ん？」

			　どこかで見たことがある白鳥が、空を飛んでいるのに気付いた。

			　その白鳥も俺に気付き、近づいてくる。

			　そして――俺の傍で人間の姿になった。

			　いや、女神の姿になった。湖の女神ミレルだったのだ。

			「よ、よかった～。迷宮都市ラナの街まで来て、すぐマコトさんに会えたのは不幸中の幸いです～」

			　相変わらず間延びした声ではあったが、その表情は、緊迫したものだった。

			　？　何かあったのか？

			「お願いします、マコトさん。闇(やみ)落ちして復活しちゃった『汚い方のアベル』さんを、早急に退治してください～」

			　えっ！！！？？？？

			「『汚い方のアベル』が復活っ！！！？？？」

			「そうなんです～。ちょっと私が目を離している隙に、闇女神から力を与えられて復活しちゃったんですよ～。肉体的には死んでいたのに、負の生命力を与えられてアンデッドとして再活動しちゃいました～。湖の底で横たわり、魂(たましい)の浄化を待つ眠れる死者だったのに～～」

			　ク……な、なんてことだ。

			　生命活動すら止まっていたらしい『汚い方のアベル』が、よもや蘇(よみがえ)るなんて。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　湖の女神ミレルの話では――『汚い方のアベル』は、闇の住民にして上位アンデッドモンスターである吸血鬼化したらしい。それも、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)に。

			　吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)は吸血鬼たちの中でも最上位に属する最強クラスのアンデッドとのこと。

			「マコトさん。今すぐ汚(オ)アベルさんを倒してください～」

			『汚い方のアベル』だと長くて呼びにくいので、俺と女神ミレルは汚(オ)アベルと呼ぶことにしていた。

			「……何もそう急がなくてもいいと思いますけど。だって、ルーアンの人間たちは、この迷宮都市ラナに向けて移動中なんでしょ」

			　異変に気付いたミレルは、すぐさま白鳥の姿で空を飛び、田舎町ルーアンに向かったそうだ。

			　幸い、空を飛べるミレルは、吸血鬼として復活後間もないため移動速度が遅い汚(オ)アベルを追い越した。そして、町の人間達に隣街である迷宮都市ラナまで避難するよう警告することに成功したようなのだ。

			「そうですけど～。でも、家畜などは町に残っていますから～」

			「それぐらいの被害なら、まぁいいじゃないですか。吸血鬼は夜、それも今夜のような満月の夜が一番、力を増すんでしょ。だったら、明日の昼、太陽が出ていて汚(オ)アベルの力が弱まっている時に探し出して、ブッ倒せばいいじゃないですか。…………大人数で」

			　何も、相手が有利な時間帯に戦闘する必要はない。

			　それに、ここは冒険者が集う迷宮都市ラナ。腕に覚えのある冒険者が多数いるのだ。今すぐは無理でも、半日も時間をかければ、実力のある冒険者を集められるだろう。

			　それに、この街にいる領主(ロード)に事情を話して、軍隊（騎士団）を差し向けてもらう手もある。

			　なにせ相手は吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)。

			　女神ミレルの話では、小国なら国ごと滅ぼされ、また、迷宮都市ラナのような大都市ですら落とされかねない、超危険度のモンスターらしいのだ。

			　領主としても放置出来る類のモンスターではない。

			　軍隊（騎士団）の緊急出動も十分ありえる――と、思う。

			　明日の昼、冒険者軍団＆軍隊（騎士団）で汚(オ)アベルをフルボッコにすればいいのだ。数の力で蹂(じゆう)躙(りん)すればよいのである。

			　…………一人相手に数でどうこうというのは、あまり好きではないけどね。

			　しかし、相手は災害レベルの危険なモンスターとなっているのだ。倒すために、多少は卑(ひ)怯(きよう)な手も、やむをえないであろう。

			　ドラ○エだって、単独のボスをパーティでフルボッコにするし。

			「だから駄目なんですって～。今すぐ汚アベルさんを倒さないと駄目なんです～」

			「？　なぜですか、ミレル様」

			「ルーアンの町には家畜さんがいるからです～」

			「いやだから、家畜の被害ぐらいは……」

			「町に人間がいないことに気付いたら、いくら不味(まず)くても汚(オ)アベルさんは家畜さんの血を吸うはずです～。　少しでも力を回復するために～」

			「…………」

			「そして、ある程度回復すれば、オオコウモリに変身出来るようになります～。そうなったら今夜中に、ルーアンの町から近い周辺の村々や他の町に向かって空を飛び――何十、何百の人間の血を吸いつくすことになるでしょう～。そして、汚(オ)アベルさんは人間の血を大量に吸うことで力を大きく回復するはずです～。そうなると、汚(オ)アベルさん率いる吸血鬼軍団により、何千、何万……下手をすれば、何十、何百万もの犠(ぎ)牲(せい)者(しや)が出るかもしれません～」

			「……それは、マズイですね」

			　なんだか、すごい大事になってしまいそうだ。

			「はい、すっごくマズイです～。だから、今すぐ――汚(オ)アベルさんの力が回復していない今のうちに――速攻で倒さないといけないのです～」

			「一応聞きますけど、ミレル様が直接、汚(オ)アベルを倒すのは？」

			「駄目です～。汚(オ)アベルさんは復(ふく)讐(しゆう)を司(つかさど)る闇女神の使(し)徒(と)にもなっているので～」

			　神（女神）は、互いの使徒に直接手を出せない、そんな取決めだったな。

			「……でも、俺がアイツを倒すにしても、今からルーアンの町まで向かうと、結構、時間がかかりますよ」

			　馬車でも半日はかかるのだ。

			「それは大丈夫です～。え～と……」

			　何かを探すようにキョロキョロと頭を動かす湖の女神。

			「あそこに井戸がありますね。ちょうどいいです～」

			「ちょ、ちょっと」

			　街中にある井戸に向け、女神が俺の右手を掴んで引っ張っていく。す、凄(すご)い力だ。今、俺は左手と左肩で丸太（神精樹）を抱えており、相当な重量になっているのに。

			　湖の女神ミレルは、水が蓄(たくわ)えられている井戸の側まで俺を引っ張った。

			　そして、俺の右手を掴んだまま、

			「じゃあ、井戸に飛び込みますよ～。準備はいいですか～」

			「いいわけあるかぁっっっ！！！！」

			　おっと、思わず女神様相手にタメ口で怒鳴ってしまった。本気で焦り、ビビッたからな。

			　……だって、この女神と入水心中する準備も心構えも出来ているわけないので。

			　なぜ、この状況で、俺が女神と共に井戸に飛び込んで入水自殺する必要があるのか、理解出来ない。

			「あ、すいません～。説明がまだでしたね～。私、水のある場所からなら、湖まで《転移》出来るんです～。これでも湖の女神なんで～」

			「な……なるほど」

			　それを先に言って欲しかった。

			　今さっきのは、無理心中に付き合わされるのかと、本気でビビったぞ。

			「私が掴んだままなら、マコトさんも一緒に《転移》出来ます～。今回なら、ルーアンからそう遠くない聖なる湖まで～」

			　なるほど。一気にショートカットできるらしい。

			「じゃあ、今度こそ飛びこみますよ～。あ、丸太は置いていってくださいね～」

			「え、どうしてですか？」

			「さすがに重いので～。私の《転移》には重量制限がありますし～」

			　なるほど、それなら仕方ない。

			　俺は肩に担いでいた丸太（神精樹）を下ろし、井戸の側に置いた。ルーアンについたら《アポート》で呼び寄せればいいだけだし、問題ない。

			「これでよし。じゃあ、飛び込みましょうか、ミレル様」

			「ちょっと待ちなさいよっ！！！！」

			　お。

			　神精樹の中に入っていた木精霊(ドリアード)――いや丸太精霊(ログリアード)のマル子が、上半身だけ丸太から顔を出してきた。

			「どうした、マル子。ミレル様が来てからは、丸太の中に隠れてずっと黙っていたのに」

			「か、隠れていたわけじゃないわよっ。神樹を司(つかさど)る女神ウル様の属する神土派とは、敵対派(は)閥(ばつ)の神水派に属するミレル様と口を聞くわけにいかないから、神精樹の中に入っていただけっ！」

			「……派閥なんかあるんだ」

			　神（女神）の世界も色々めんどくさそうだな。神眼の女神リアナも、どこかの派閥に入っているのだろうか？

			「って、それよりもっ！　あ、アンタ、なんでアタシを置いていこうとしてんのよっ！」

			　マル子が滅茶苦茶怒りながら怒鳴ってきた。

			「なんでって、それは――」

			「マコトっ！　アンタ約束したじゃないっ！　アタシとずっと一緒にいるって！　あ、アタシをこのままここに置いて、す、捨て……捨て……捨てる……つもりじゃないでしょうねっ！」

			「お、落ち着けよ、マル子」

			「ゆ……赦(ゆる)さないんだからっ！　そんなの絶対に赦さないんだからぁっ!!」

			　目に涙をためて、マル子が叫んだ。

			「いや、現地（ルーアンの町）に着いたら、《アポート》の魔法ですぐ呼ぶつもりなんだが」

			「え……あ、そ、そうなの？」

			「うん」

			「で、でも、そのルーアンって名前の町に移動する間は、離れ離れになっちゃうじゃない」

			「そんなに長い時間じゃないさ」

			「す、少しの時間でも嫌なのっ。アンタと離れるのはっ」

			　相変わらず、俺と離れることを極端に嫌う精霊だ。

			　しかし、ほんのちょっとそばを離れるだけで、ここまで嫌がるなんて。

			「《転移》に重量制限があるから、重たい丸太は置いていくしかないんだ。分かってくれよ、マル子」

			「う、うぅぅ………………し、仕方ないから、今回だけ、我慢してあげるわよっ」

			　子犬のようにうなりつつも、なんとか納得してくれたようだ。不満そうに頬(ほほ)をプクーと膨(ふく)らましているのが、なんか可愛(かわい)い。

			「そ、それはそれとして、マコトッ！」

			　不満顔から、何かをとても心配していそうな表情に変えたマル子が言う。

			「アンタ本気なの？　本気で、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)みたいな、災害級モンスター相手に闘う気？　それも一人で。ね、ねぇ、悪いことは言わないから、止めときなさいよ」

			「なんだ、俺のことを心配してくれているのか？」

			「べ、別にアンタの心配なんかしてないわよっ！」

			　これは、ツンデレ的反応なのだろうか？

			「あ、アンタが死んだら、アタシがまた、ひ、一人ぼっちになるのがイヤなだけなんだからねっ！」

			　目に涙をうっすら浮かべながら、顔をプイッと背けるマル子。

			「ほんとお前、寂(さび)しがり屋さんだな」

			「う、うっさいっ！」

			　正直なところ、俺もかなり怖い。出来れば、一人で闘いたくはない。

			　しかし――時間がないのだ。共に戦ってくれる仲間を集めている時間もない。

			　なにせ、既に汚(オ)アベルはルーアンの町に到着し、おそらくは家畜たちの血を啜(すす)っているはずだ。

			　その後――力をある程度まで取り戻したら。

			　今度こそ人間の生血を求め、ルーアンの町から飛び立つであろう。そうなる前に倒さないといけない。

			　女神ミレルの話によると、空を飛ぶことができればルーアンの町から数時間以内の範囲に、数多くの村や町があるのだ。力を取り戻した汚(オ)アベルなら、魔法で空を飛べるであろう。あるいは、蝙蝠(こうもり)などに変身して空を飛ぶこともありえる。

			　汚(オ)アベルがどの村、町に行くかは、もちろん分からない。

			　女神ミレルが、全ての村・町に警告し、村人たちを退避させる時間も、もちろんない。

			　やはり汚(オ)アベルが、ルーアンの町を飛び立つ前に、倒す必要があるのだ。そうしないと、どれほどの被害が出るか。

			　今は、一分一秒を争う必要がある。

			　やはり、俺がアイツを倒し、食いとめないと。

			　アイツとは――因縁もあるしな。汚(オ)アベルが吸血鬼化した原因は、俺も関係しているし。それも深く。

			「大丈夫、俺は死なないさ」

			　根拠などないが、マル子を安心させるため断言しておく。マル子の小さい頭を撫(な)でて微笑(ほほえ)みながら。

			「ほ、本当に？」

			「ああ」

			「絶対？」

			「ああ」

			「……で、でも」

			「それに、一人じゃないしな」

			「え？」

			「俺には――お前がいる」

			「あ……あぅ」

			　ルーアンに着くまでに、一度、手放しはするが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　湖の女神ミレルと共に井戸に飛びこんだ瞬間、意識が途切れた。

			　そして、次に目が覚めたら、湖の上に立っていた。聖なる湖の水面に立っていたのだ。

			　どうやら、聖なる湖への《転移》に成功したようだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お、おおぉ。水の上に――湖の上に立っている」

			　ちょっと感動してしまった。

			　湖の水は、まるで固い地面のような感触があり、沈みもしない。

			「ルーアンの町の位置を、高い場所から確認しますね～」

			　俺の隣で立っていた女神ミレルがそう言うと、俺とミレルを乗せたまま湖の水が吹き上がった。数十メートルもの高さまで。

			　こ、これまた、珍しい体験だな。

			「マコトさん～。あそこに見えるのがルーアンの町です～」

			「あ、はい」

			　女神ミレルが指さす方向には、確かにルーアンの町があった。

			　ここから大ジャンプして、一気にルーアンまで飛ぶ――は、もちろん無理だな。

			　近いと言っても、10キロは離れているのだ。

			　俺が空を飛べたらなぁ。道の悪い地上を走らず、短時間で一気にルーアンの町まで行けるのに。

			　もしくは、何か空を飛ぶ道具でもあれば…………。

			　っ!?

			　未来視が――視(み)えてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺が…………丸太に乗って空を飛んでいた。

			　まるで、空飛ぶ丸太でサーフィンするように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　…………。

			　イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤっ！！！！

			　無理だろっ！

			　俺はドラ○ンボールの殺し屋タオ○イパイではないのだ。自分で投げた柱に飛び乗って、目的地まで飛んでいくような世界一の殺し屋ではないのだ。

			　自分で投げた丸太に飛び乗って、目的地まで飛んでいく――――――絶対無理ィィィィっ！！！！！！

			　…………でも、未来視で視てしまったからなぁ。今は無理でも、将来、可能になる――のか？

			「？　マコトさん、どうかしましたか～？」

			「あ、いえ。な、何でもないです」

			「そうですか～。じゃあ、ルーアンまで跳躍(ジヤンプ)しますので、私におぶさってください～」

			「は？　ジャンプ？」

			「はい、ジャンプです～」

			「いや、ジャンプって……」

			「湖だと本来の能力を完全に使える私は、湖から目的地に向けて《大跳躍》できる能力がありますので～～～」

			　ルーアンの町まで10キロはあるんだぞ。

			　この距離で、そこまで跳躍出来るというのか？

			　信じられない跳躍力だ。さ、さすがは湖の女神ミレル。湖にいる時は、その能力がハンパない。

			「じゃあ、一緒に跳躍(ジヤンプ)するために、私がマコトさんを背負いますね～」

			「お、俺を背負う？　い、いいんですか？」

			「時間がないですし、遠慮せずにどうぞ～」

			「は、はい……失礼します」

			　おっとり系の極上美人である湖の女神ミレルの肌に密着し、おぶってもらう。色んな意味で緊張してしまった。

			「では、行きますよ～」

			　俺はこの時、単純に女神ミレルがジャンプすると思った。ロリ怪異、いやロリ化物、ではなくて、金髪ロリ吸血鬼忍ちゃんのように。

			　だが、違った。

			　ただの跳躍ではなかった。

			　まず…………それまで、固い地面のようだった湖の水がイキナリ消えうせた。

			　俺を背負ったまま、足から湖に落ちていく女神ミレル。

			　そのまま湖の底に沈むかと思ったら――跳ねた。まるで、湖の水がゴムの床と化してトランポリンのように。

			　さっき確認した田舎町ルーアンの方角に向けて、俺を背負ったまま超・跳躍していった。

			　ビヨ～～～～～～～ンと。

			「私の眷(けん)属(ぞく)神(しん)である泉の女神スーちゃんも似たことは出来ますけど～。私の《大跳躍》は、スーちゃんよりもっと飛距離が出せるんですよ～」

			　俺を背負ったまま、物凄い超・跳躍中のミレルが少し得意そうに言った。

			　た、確かに、これは、これで凄(すご)い、な。

			　上空、１００メートルを遥(はる)かに超える高さの超・跳躍を平然と行っている湖の女神ミレルに、俺は畏(い)敬(けい)の念を覚えた。

			　――汚(オ)アベルがいるであろう田舎町ルーアンにどんどん近づいて行く。

			「ただ～。スーちゃんより着地については、正確性には欠けますけど～～～」

			　はい？　着地の正確性に欠ける？　え、それどういう意味？

			「ルーアンの町のどこかには着くと思うんですけどね～。でも、ピンポイントで着地点を決められないんですよ～」

			　何っ!?

			「というか着地点を決めても、大きくずれちゃうんですよね～」

			　お、オイオイ。

			「私、細かいことが苦手で～。性格も大らかな方なので～。一応、ルーアンの町の広場を着地目的地としていますけど～。たぶん、かなりずれると思います～」

			　ま、まぁ、今、あの町には人間はもういないはずだ。

			　だから事故は起こらないだろう。例えば、人間の頭上に着地してしまうという、トンデモナイ事故などは。

			　しかし、これだけの跳躍なのだ。

			　さぞかし、着地の際のエネルギーも凄まじいはずだ。

			　もし、人間なんぞの頭上に着地してしまったら、相手はグッチャグチャのミンチであろう。いや、たとえ、吸血鬼だったとしても、再起不能になると思う。

			　………………………………………………………………………………………………。

			　グシャッッッ！！！！！！！！！！！！！！

			「汚い方のアベル――再起不能(リタイア)――」

			　俺は目の前の〝肉塊〟を見て呟(つぶや)いた。
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			とどめ

			　

			　汚い方のアベルこと汚(オ)アベル――言いにくいので、以後、省略して汚(オ)ベル――だった肉塊が目の前にある。

			〝汚肉塊〟だ。

			　湖の女神ミレルの超々跳躍の着地点に、まったくの偶然だが、汚(オ)ベルがいた。

			　目標地である町の広場からは大きくずれて、豚小屋にミレルは着地した。その豚小屋に汚(オ)ベルはいたのだ。

			　家畜（豚）の血を吸いつくした汚(オ)ベルが立ち上がった瞬間――

			　グシャッッッッッ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

			　であった。

			　俺を背負いながら、豚小屋の屋根を凄まじい速度で突き破って落ちてきた女神ミレル。その女神ミレルの落下攻撃により汚(オ)ベルを倒した。

			　女神による強烈すぎる踏みつけ攻撃＝ジャイアントスタンプであった。

			　赤い服を着た配管工もびっくりの超・踏みつけ攻撃だ。

			　…………いや、着地地点に汚(オ)ベルがちょうどいたのは、ほんと、偶然なのだが。１万回に１回、いや、１００万回に１回も起こりそうにない超・偶然なのだが。

			　俺を背負っていた女神ミレルは、装備も入れれば合計重量１００キロを軽く超えているであろう。

			　遥(はる)か遠くから飛んできた１００キロ越えの物体が、頭上を直撃したのである。

			　それは、とてつもない衝撃力・破壊力であったろう。

			　現代地球の大砲の中でも、42ポンド以上は大口カノン砲と呼ばれているが、その大口カノン砲でも、42ポンド（約20キロ）の弾を飛ばすだけなのだ。

			　戦艦に搭(とう)載(さい)される艦砲だと、「カノンロイヤル」または「ダブルカノン」と呼ばれる68ポンド砲があるが、それですら68ポンド（約35キロ）程度なのだ。

			　今回は、２００ポンド（１００キロ）を超える超々重量弾（ミレル＋俺）が汚(オ)ベルの頭上に直撃していた。それも、ほぼ垂直に。

			　吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)となった汚(オ)ベルですら、再起不能級のダメージを喰らっても、不思議ではない。

			　というか――これ、もう終わったのではないだろうか？

			　うん、終わった。戦闘終了。勝利。ビクトリー。

			　汚(オ)ベルのスプラッタすぎる遺体を見おろしながら、俺はそう結論付けた。

			　俺は何もしなかったけど。

			「……あ…………あああ……ああぁ～～～～っ」

			　俺を背から下ろした後、女神ミレルは頭を抱えてひどく落ち込んでいた。

			「な、なんてことなのでしょう～。他の神の使(し)徒(と)に直接手を出してはいけないのに～。ぐ、偶然とはいえ、私が直接アベルさんを…………。それも着地の衝撃に耐えるため、つい《鋼鉄化》したまま、アベルさんを踏んで…………」

			《鋼鉄化》してたんだ。俺はドラ○エの鋼鉄化して無敵になる魔法アス○ロンを思い出した。

			　２００ポンドどころか２０００ポンド（１トン）以上あったかもしれないな。汚(オ)ベルの脳天に足から落ちた時は。

			　ジャイアントスタンプどころか、ジャイアント・ヘビーアイアン・スタンプが脳天直撃。

			　汚(オ)ベルが肉塊になるのも頷(うなず)ける。

			「…………め、女神である私が直接手を出して、他の神の使徒を倒してしまいました。重大な違反行為を…………許されざる盟(めい)約(やく)破りを…………あ……ああぁ～～～～…………」

			　深く後悔しながら、落ち込んでいる女神ミレル。

			　俺はそんな彼女の肩をポンッと叩いた。

			　振り向いた女神ミレルに、笑顔で告げる。

			「大丈夫です。手は出していません」

			「え？　で、でも……」

			　怪(け)訝(げん)な顔をする女神に対し、親指を立てて（サムズアップして）言った。

			「出したのは足です。踏みつけ攻撃なので」

			「そ、そういう問題じゃないです～～～～」

			　あ、やっぱり駄目か。

			　女神ミレルはまたもしゃがみ込みながら、頭を抱え込み始めた。

			「こ、こんなことが〝お父様〟に知られてしまったら、た、大変です～。下級神への降格…………いえ、場合によっては神から人間さんにまで堕神も…………あ……あぅうぅぅううううううう～～～～～～～～」

			　その〝お父様〟とやらにも、ばれなきゃ別にイイと思うけどなぁ。

			　……フム。

			　俺はアベルの飛び散りまくった遺体のうち、心臓部らしきものに近づいた。

			　さっきは思わず『再起不能(リタイア)』なんて呟(つぶや)いたけど、それは、正確ではない。なにせ、まだ、吸血鬼・汚(オ)ベルは灰になっていない。

			　これほどの超ダメージを受けたのに、である。

			　さすがは吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)と、いったところなのかもしれない。

			　しかも、飛び散った遺体のパーツがわずかずつだが動いている。集まろうとしている。

			　ほっておけば、そのうち、復活（再起）する可能性はあるかもしれない。

			「じゃ、トドメ刺しますか」

			　俺は聖なる杭を片手に持ち、軽い感じで言った。

			　さっき、魔法《アポート》で呼び寄せていたのだ。

			「グッバイ、汚(オ)ベル…………オラァっ！」

			　床を這っていたアベルの心臓らしき赤い器官に俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)なく、聖なる杭を突き刺した。

			　ビクンっ！

			　と、大きく跳ねる心臓らしきモノ。

			　突き刺した一瞬――空耳だとは思うが――汚(オ)ベルの悲鳴が聞こえた気がする。

			「……お……おいおい……」

			　剥(む)きだしの心臓に聖なる杭をブッ刺したのに、まだ、灰化しないぞ。どれだけ生命力があるんだ、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)は。しぶとすぎる。

			　ならば――

			　俺は《アポート》で、丸太を呼び寄せた。

			　精霊マル子が宿っている神精樹の丸太だ。

			「アタシの出番ねっ！　敵はどこっ！！！」

			　神精樹の丸太から上半身を出し、真剣な顔と声で叫ぶマル子。

			　やる気と気迫と気合に溢(あふ)れていた。

			　だが、汚(オ)ベルのスプラッタすぎる遺体に気付き、

			「……え？　ひょっとして…………コレ？」

			　と、汚(オ)ベルの肉塊を指さしたので、俺はコクンと頷(うなず)いてやった。

			「……………………………………………。…………もう終わってるじゃん…………」

			　と、脱力した声で呟(つぶや)くマル子。

			「まぁ、ね。一応、最後のトドメをお前で刺そうと思って呼び寄せたけど。なぁ、最後の一撃としてお前を使っていいか？」

			「…………あ……う、うん……まぁ……いいけどぉ」

			　俺の言葉に、マル子は微妙な顔をして頷(うなず)いた。

			　気にせず俺は神精樹の丸太を抱きかかえ――

			「アディオス、汚(オ)ベル…………ドラァっ！」

			　思いっきり突いた。汚(オ)ベルの心臓に突き刺さっていた聖なる杭を。

			　パァンっ！！！

			　破裂音とともに、吸血鬼汚(オ)ベルの心臓部らしき器官が弾け飛んだ。その瞬間――汚(オ)ベルの絶叫が聞こえた――気がする。

			　いや、これも空耳だとは思うけど。

			　なんにせよ、今度こそ終わりだ。とうとう、汚(オ)ベルの遺体（肉片）が灰化し始めたからな。

			「ふぅ……恐ろしい敵だった」

			　俺は額の汗を拭う真似をしながら呟(つぶや)いた。

			　死闘の後…………である風を装った演出である。

			　実際は、汗などまるでかいていないが。汗をかくほどの戦闘など、まるでなかったので。

			　いまだ頭を抱えている女神ミレルに顔を向ける。そして、親指の先を自分の顔に向け、

			「ミレル様。吸血鬼化した汚(オ)ベルはたった今、俺が倒しました」

			「え？　あ……え～と……あ、はい」

			「俺がトドメを刺して倒しました」

			「…………ま、まぁ……はい」

			「偶然ながら、ミレル様も汚(オ)ベルにほんの少しダメージを与えてしまいましたけど。なに、ほんの些(さ)細(さい)なダメージでしたので、ほぼ、俺一人で倒したようなものです」

			「………………」

			「いやぁ、ほんと、強敵だったなぁ」

			　俺はわざとらしい演技を続け、ウンウンと頷(うなず)いた。

			　別に、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)化した汚(オ)ベル討(とう)伐(ばつ)の手柄を俺一人のものにしたかったから、ではない。

			　俺がほぼ一人で倒したことにした方が、女神ミレルにとって、都合が良いと判断したからだ。

			　……実際のところは、女神ミレルが汚(オ)ベルをほぼ倒したわけなんだが。

			　汚(オ)ベルのＨＰが仮に１万ポイントだったとした場合。９９９９のダメージをミレルが（偶然）与えた後、最後に俺が１ポイント与え、トドメを刺したようなものではある。

			　しかし、それは言わぬが華であった。

		

	
		
			吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)

			　

			　俺は丸太（神精樹）を抱えながら、女神ミレルと共に外へ出た。完全に灰化した汚ベルを残して。

			　明日、朝日によって、汚ベルの灰を〝焼く〟つもりだ。

			　それで、完全に終わる。

			　汚ベルは正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)、再起不能(リタイア)だ。というか、完全消滅(ロスト)だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「しかし、エゲツナイなぁ」

			　俺は、豚小屋の近くにあった牛の遺(い)骸(がい)を見ながら呟(つぶや)いた。

			　汚(オ)ベルにより、血をすっかり吸い尽くされミイラ化した牛の遺骸は、本当にエゲツナイありさまだったのだ。まさに、宇宙人にキャトル・ミューティレーションされたような死体だった。

			　この牛以外にも、町にはいたるところにミイラ化した動物の死体がありそうだ。

			　豚小屋の豚も全て、汚(オ)ベルに血を吸い尽くされミイラ化していたし。

			「この町にはもはや、動物や人間の生者はマコトさん以外にいないようです～」

			「……そうなんですか」

			「はい～。汚(オ)ベルさんが、逃げ遅れた家畜さん数百匹の血を吸い尽くしてしまいましたので～」

			　女神ミレルの言葉に、ゾッとした。

			　あまり町をうろつかないようにしよう。

			　神眼の効果で、俺は真夜中でも周りがハッキリ見えるからな。ミイラ化した動物の死体など、見ていて気持ちのよいものではない。

			「そういえば～。マコトさんは、神眼により、暗視能力が備わっているんですよね～？」

			「あ、はい」

			「じゃあ、安心ですね～」

			「え？」

			「暗視だけに安心ですね～」

			「…………」

			　あまりのくだらなさに、言葉を失った。

			「暗視だけに安心ですね～」

			　いや、二回言わないでいいから。

			「…………」

			「暗視だけに安心ですね～」

			　しつこいっ！！！

			　俺が笑うまで言い続けるつもりかっ!?

			　…………だいたい、なんなのそのくだらないダジャレ。親父ギャグすぎる。見た目は少女（それも美少女）である女神ミレルの口から、そんな親父ギャグは聞きたくなかった。

			　しかも本人、ちょっと得意そうだし。

			　ひょっとして、上手いこと言ったつもりなのか？

			「……ねぇ、マコト教えて」

			　丸太から上半身を出していたマル子が、俺に囁(ささや)いてきた。心底、くだらない冗談を聞いたように虚(うつ)ろな目をしながら。

			「こんな時、どんな顔をすればいいのかしら」

			「笑えばいいと思うよ」

			　俺はそうアドバイスし、実際に笑った。愛想笑いだが。

			　目上の相手にくっだらない親父ギャグを言われてしまったら、愛想笑いで乗り切るしかないのだ。

			「ハハハ……ハハ……ハ…………ハッ！！！？？？？」

			　愛想笑いの途中で、俺はいきなり、その場の空気を一変させるような強烈な殺意を感じた。何ごとかと、後ろを振り向いた。

			　何か――とてつもなく禍(まが)々(まが)しいモノが、背後から近づいている。

			　そんな気配が…………したんだ。

			　果たしてその予感は、当たった。

			　汚(オ)ベルが……近づいてきていたのだ。

			　吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)化した汚(オ)ベルが、背後から俺に向かって歩いてきていた。ニヤニヤと傲(ごう)慢(まん)かつ嫌な笑いを浮かべて。

			　肉体は――完全に復元されていた。

			「なん……だと……」

			　俺は、背中に汗を掻(か)きながら呟(つぶや)いていた。

			　ありえない。

			　――吸血鬼はどれほど高位でも、一度灰化したら、自力再生はありえません。

			　――他者から、灰に血を降り注がれるなどしないと、復活（再起）はありえないのです。

			　そう、博識なミリアが教えてくれていた。

			　なのに…………なぜ、吸血鬼汚(オ)ベルが復活しているんだっ!?

			「フン。随(ずい)分(ぶん)と驚いているじゃないか。まさか、アレで終わったなどと本気で思っていたのかい」

			　汚(オ)ベルが、人を小馬鹿にしきった笑みを浮かべながら言った。

			「………………」

			「クク。おい屑(くず)」

			　汚(オ)ベルが俺を指さして言った。

			「君だよ。そこの馬鹿面して驚いている屑男クン。屑男クンは、神眼で相手のステータスを見れたよね。ほら、僕のステータスを見てみろよ。美しき復(ふく)讐(しゆう)の闇女神エリエリス様から授(さず)かった【スキル】を見てみろよ。そして…………絶望しろ」

			　自分に親指を向け、せせら笑う汚(オ)ベル。

			　不意打ちを警(けい)戒(かい)しつつも、神眼で相手のステータスを確認する。

			　視(み)て――絶望した。

			　俺にとって悪夢のようなスキルを、汚ベルは備えていた。

			　

			【無限の怨(おん)念(ねん)

			　※闇女神エリエリスから授与

			ランク　　　：Ｓ（神技級）　

			発動速度　　：ＳＳ（条件を満たせば瞬時に発動）

			有効距離　　：――（本人のみ有効）

			熟練度上昇値：Ｓ（使用ごとに熟練度上昇タイプ）

			スキル熟練度：20

			使用回数　――∞（無限回数）

			ディレイ　――なし

			有効時間　――永遠

			　

			　※特質・発動条件・デメリットなど

			●復(ふく)讐(しゆう)を誓った相手にトドメを刺されても、その復讐を遂げるまで必ず復活する

			現在の復讐対象

			・マコト

			・アステナ

			●復活に要する時間は最大で５分

			（スキル熟練度上昇とともに時間減少）

			●永久石化など、永久的状態異常からも復活

			●スキル保持者が復讐を諦(あきら)めたり、復讐対象への怨念を忘れれば、発動しなくなる】

			　

			　……た、倒せない。

			　こんな反則的スキルを持っている相手を倒せるわけがない。俺への怨(おん)念(ねん)を汚(オ)ベルが抱く限り必ず復活するなんて、反則すぎる。

			　ＲＰＧで言えば、〝設定的にその時点では倒せないＢＯＳＳ〟みたいなものじゃないか。

			　こ、ここは逃げ――いや、戦略的撤退をするしかない。

			　だって、俺では、絶対に今の汚(オ)ベルは倒せないのだから。

			「おっと。まさか逃げる気かい？　いいのかなぁ……僕から逃げて？」

			　怖れを抱いた俺の心を見透かしたように、汚(オ)ベルが忠告してきた。

			「屑(くず)男クン。僕は必ず君に復(ふく)讐(しゆう)する。しかし、復讐と言っても、何も君を直接痛めつけて殺すことだけが手段じゃない」

			「……どういう意味だ」

			　汚(オ)ベルの言い方に、激しく嫌な予感がした。

			「もちろん、最終的には君を殺すけどね。でも、すぐには殺さない。手足をもぎ取り、斬り落として〝芋虫〟にした状態で生かしておく。そして、無力な君の目の前で――あの二人を抱いてやる。クク……僕の上で、涎(よだれ)を垂らしながら腰を振るあの二人の姿を、君にみせつけてやるよ」

			　ピクンッ。

			　逃げる機会をうかがっていた俺の身体が硬直した。

			　そして――未来視が視(み)えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　汚(オ)ベルが……泣き叫ぶカチュアを後ろから犯していた。カチュアの白くて細い首筋に牙(きば)を突き立て、血を吸いながら犯していた。

			　そして、そのそばには、光(こう)彩(さい)の消えた目で涙を流して倒れている裸体のミリア。

			　ミリアの股間からは…………白(はく)濁(だく)した液体が溢(あふ)れていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺のいないところで、汚(オ)ベルが二人を犯している最悪の未来が視えた。

			「屑男クン。今、ここで君が逃げたら、僕はまずあの二人を犯す。余興として、無理やりね」

			　嗤(わら)いながら汚(オ)ベルが言った。

			　俺の中で――何か〝黒いモノ〟が生まれる。この下(げ)種(す)すぎる吸血鬼への怒り・憎しみとともに。

			「それだけでなく、二人の血を啜(すす)ってあげるよ」

			「…………」

			「知っているかい？　吸血鬼、それも僕のような最上位の吸血鬼の牙には、最高の媚(び)薬(やく)効果と相手を従属化させる効果があるんだ」

			「…………」

			「ああ、楽しみだ。僕の上で、喜んで自ら腰を振っているあの二人を君に見せつけるのがね」

			　怒りと憎しみ――そして〝黒いモノ〟で、俺の身体は満たされていった。

			　満たされすぎて、もはや爆発寸前になっていた。

			「お？　なんだい、ヤル気になったのかな？　君では絶対に倒せない僕を相手に…………ハハハ、それこそ無駄なのにね」

			　自分が倒されることはありえないと確信している吸血鬼が、さも愉快そうに嗤(わら)った。

			「【無限の怨(おん)念(ねん)】か。そのスキルを持っている限り、俺にはお前を倒せない――何度殺しても、必ず復活する――で合っているよな？」

			　俯(うつむ)きながら言った俺の問いに、汚(オ)ベルはニタァと口を歪(ゆが)ました。

			「そうだとも。屑(くず)男クン、君がトドメを刺す以上、僕は絶対に蘇(よみがえ)る。それこそ、何度でも、だ」

			　……なるほど……。

			　……なるほど、な。

			「つまり、アレか」

			「ん？」

			　顔を上げた俺は――自分でも意識しないうちに、〝笑み〟を浮かべていた。

			「何度でも……何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも何度でも。そう何度でも。それこそ無限に。俺は、お前を殺し続けることが出来るってことか」

			　笑いながら近づく。

			「な……何を……」

			　俺に対しては不死身なはずの吸血鬼が、数歩後ろに下がった。

			　まるで、俺に対して、本能的に怖れを抱いてしまったかのように。

		

	
		
			吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)との死闘

			　

			　数歩、後ろに下がった汚(オ)ベルだが、無意識に自分が後退していたことに気付き激(げつ)昂(こう)した。

			「屑(くず)がっ！　君のような屑戦士が、僕を――今の僕を、たとえ一度でも殺せるものかっ！！！　究極のアンデッドともいえる吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)となって蘇(よみがえ)ったこの僕から見れば、君など、最下等の屑生物なんだからなっ！」

			「…………」

			「たとえ、超・狂戦士化しようとも、屑は屑なんだっ！！！」

			「…………」

			「確かに蘇ったばかりで、僕はまだ力を取り戻してはいない。本来の１００分の１以下だろう。だが、それでも十分だ。君のような屑の首を引きちぎるぐらいはなっ！」

			「…………」

			「そうとも、究極かつ至高の存在となった僕から見れば、君など、本当に下等生物(クズ)なんだ。そもそも、人間など、僕たちの餌にすぎないからなっ」

			「…………」

			「僕を殺す？　殺し続ける？　面白い、やってみろっ！！！！」

			「……囀(さえず)るな」

			　汚ベルを挑発すべく、俺は言葉を発した。

			「…………殺すぞ、クズ…………」

			　怒りのあまり、こめかみをピクピクと動かす汚(オ)ベル。

			　さらに、俺は挑発を続けた。

			「お前には出来ないかもしれない」

			「なんだと、屑カスの分際でっ！！！　殺すっ！　もう殺すっ！！！　僕の方こそ、貴様を殺すっ！！！　必ず殺すっ！！！！！！！！！！」

			　怒り狂う汚(オ)ベルに向け、あえて上から目線で、

			「…………あまり強がった言葉を遣うなよ。弱く見えるぞ」

			　と、さらなる挑発を繰り返した。

			　汚(オ)ベルを怒らせ、冷静さを失わせるために。

			　そもそも、俺の方こそ汚(オ)ベルに対し、怒りと憎しみを強く抱いている。

			　こいつは俺の大切なミリア、カチュアに害をなすと宣言したのだ。

			　しかも――未来視でミリア、カチュアが泣き叫びながら犯されている未来を……視(み)たのだ。

			　汚(オ)ベルの存在自体が許せなくなっていた。

			　あの未来視を視た時点で、ここで絶対にこの下(げ)種(す)を滅ぼさなければいけないと、心に誓ったのだ。あの最悪最低な未来を変えるためにも。

			　もう一度言うが、俺は汚(オ)ベルに対し、強く怒りと憎しみを抱いている。

			　今にも、爆発しそうなぐらいに。

			　だが、辛うじて抑え込んでいた。

			　戦いは、冷静さを欠いた方が不利になるからだ。それに…………溜めて溜めて、一気に爆発させた怒りの一撃を、汚(オ)ベルに食らわせたくもあった。

			「……本当にムカつくよ、君という存在が」

			　キレる寸前であろう汚(オ)ベルが、額に血管を浮かべながら俺を睨(にら)んだ。

			　もう少し、だな。

			「いいから、さっさと来いよ…………汚(オ)ベル」

			「汚(オ)ベル？　…………おい、なんだその呼び方は。二度とそんな呼び方をするな。次に、その名で呼んだらこの場で斬り刻み、豚の餌にするからな」

			　どうやら汚(オ)ベルという名がお気に召さないようだ。

			　ピッタリだと思うのだが。

			「なら、何て呼べばいい？　もう一人、アベルが――善の心を持ったアベルがいるから、呼び方を変えないとややこしいぞ」

			「フン……。闇(やみ)に墜(お)ち、闇の王として蘇(よみがえ)った僕を呼ぶなら――ダークアベル、あるいは、ダースアベル、とでも呼んでもらおうか」

			「へぇ。ダースアベルね。なかなか格好イイ名前じゃないか」

			　俺はあえて一度、汚(オ)ベルのことを持ち上げた。

			　ダースアベルという名は、ダースベイダーみたいで、結構格好良く思ってしまったのも事実だが。

			「フフン。そうだろう。クズの君でも、この名の良さは分かるようだな。いいか、これからは僕をＤ・Ａ(ダースアベル)と呼べ。……いや、ダースアベル様と呼ぶんだ」

			　得意気になる汚(オ)ベル。

			「はい、承知いたしました――汚(オ)ベル様」

			　一度持ち上げたところで、一気に落としてやった。

			「貴様ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！！！！！！！！」

			　ついに、汚(オ)ベルがキレた。

			　よし、挑発を繰り返した成果だ。

			　激(げつ)昂(こう)したまま無策にツッコんで来たところを、カウンターで丸太による猛烈な突きをお見舞いしてやるつもりだった。

			　腰を落とし、カウンター突きの準備をする。

			　しかし――

			「死ねよ、屑(くず)男っ！！！！」

			　っ！！！

			　俺は咄(とつ)嗟(さ)に首を捻(ひね)った。

			　５メートル以上離れた間合いにもかかわらず、汚(オ)ベルの攻撃が届いたからだ。鋭い爪(つめ)による遠距離攻撃が。

			　とても届きそうにない離れた間合いで、汚(オ)ベルが俺に向けて貫手突きを放ったのだ。

			　すると、恐るべき疾(はや)さで爪が伸びてきた。

			　神眼を持っていたから、かろうじて見えた。反射的に首をひねり、致命傷を避けることもできた。頬(ほほ)はかなりザックリと裂かれてしまったが。

			　裂けた頬から、血が流れ落ちる。

			「マコトッ!?」

			　悲鳴をあげる精霊マル子。

			　湖の女神ミレルも、心配して思わず声を出す。

			「マ、マコトさん、大丈夫で――ハッ！」

			　だが、その途中で何かにハッと気付き、両手を当てて自分の口を塞いだ。

			　他の神（女神）の使(し)徒(と)同士が闘う以上、どちらかに肩入れして応援・支援をするのは、本来、禁止行為らしい。

			　声援すら、原則的には許されていないとのこと。

			　神（女神）が声援を送るだけでも、何がしらの加護を一方にだけ、与えてしまうこともあるからだ。

			「チッ！　フン……上手く避けたね。避けるのだけは上手な屑(くず)だよ」

			　爪の長さを元に戻しつつ、汚(オ)ベルが舌打ちした。

			　挑発が成功してよかった。

			　５メートル以上という離れた間合いだからこそ、かろうじて避けられたのだ。

			　これがもし、３メートル以下の近距離で、しかも、あの攻撃が初見だったら。

			　ゾクッ――。

			　俺は背中に冷たいモノが走った。躱(かわ)せた自信がなかったからだ。

			　だが――もう俺は見た。この神眼で。

			「フフン、ずいぶんと驚いた顔をしているね。屑男クン」

			「ああ……正直驚いているさ。まさか、この間合いで攻撃が届くなんてな」

			　俺は汚(オ)ベルを、またも持ち上げた。

			　イイ気になったのか、汚(オ)ベルがベラベラと喋(しやべ)りはじめる。

			「クク、屑クン、君にさらなる衝撃を与えてやろう。今の段階でも、僕の《地獄の爪(つめ)》は、最大で45フィートもの間合いを持つ」

			「なん……だと……」

			　演技でなく、本気で目を剥(む)いた。

			　汚(オ)ベルを持ち上げたのは、何か情報を引き出せないかという駆け引きでもあった。

			　しかし、間合いが45フィートというのは想定外だ。45フィートといえば、たしか、約13メートルくらいあるぞ。

			　通常、長槍でも２～３メートル。

			　織田信長が集団戦用に編み出し、常識を超えた長さの槍(やり)衾(ぶすま)で多大な効果をあげた『三間槍（三間半槍）』でさえ、５～６メートル半。

			　13メートルという間合いは、あまりにも長すぎる。

			　しかも、汚(オ)ベルの武器は伸縮可能な爪(つめ)だ。常に最大の長さに伸びているわけではないので視認出来ず、間合いが計りにくい。

			「ソレ！　それそれっ！！！」

			　クッ！

			　汚(オ)ベルの奴が、丸太の届かない間合いを保ちつつ、爪で連続突きを放ってきた。伸縮自在かつ、鋼鉄の刺突剣(エストツク)よりも鋭く固そうな爪で。

			「ハハハハハッ！！！　間合いがあまりにも違いすぎて、文字通り手も足も出ないようだねっ！！！　それそれっ！　それぇぇっ！！！」

			　神眼による異常な動体視力のおかげで、致命傷は避けている。

			　だが、身体の方が敏(びん)捷(しよう)度的についていけず、完全には躱(かわ)せない。俺は全身に細かい傷をどんどん増やしていった。

			　汚(オ)ベルが致命傷を避けて、いたぶるように攻撃しているせいでもある。

			　猫がネズミをいたぶるかのように、じわじわと俺を傷つけ、楽しんでいるのだ。

			　…………吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)になろうが、その性格は変わっていない。

			　傲(ごう)慢(まん)で自信家。そして、余裕を持ちすぎる性格。

			「それっ！　そ――」

			　俺は何度もアベルの攻撃を神眼で見た。

			　これだけ見れば、どれほど速く鋭い攻撃であろうが、対応出来る。

			　攻撃をギリギリで見切ると、首をひねって躱した。

			　躱すと同時に大きく踏み込む。丸太を巨大な槍(やり)のように抱えながら。そして、すぐさま汚(オ)ベルの顔面目掛けて高速の丸太突きを繰り出した。

			　この踏込なら――届くっ！！！

			「ハッ！　ギリギリで見切って躱してくれたお礼に、僕も見切って躱してあげるよっ！」

			　後ろに足を引くと同時に仰(の)け反(ぞ)り、防御(スウエー)しながら嗤(わら)う汚(オ)ベル。

			　俺の一撃は、余裕で見切れる自信があるのだろう。

			　丸太突きの間合いを読みきって、寸前で躱(かわ)す芸当を俺に見せつけようとしたのだ。実際、汚(オ)ベルほどの戦闘技術と戦闘センスを持つ者なら、それは可能であった。

			　本来の間合いなら。

			「伸びろ、丸太ぁっ！！！！」

			「ぶげぼぉっ！！！？？？」

			　メゴォンっ！！！！！！！！！

			　顔面を砕く音と感触がした。

			　後ろに大きく吹きとぶ汚(オ)ベル。

			　神精樹により造り出した武具は、ある程度、伸縮が可能になる――マル子が教えてくれたことだ。神精樹そのものともいえる神精樹の丸太も、当然、伸縮可能なのだ。

			　まさか、丸太が伸びてくるとは、汚(オ)ベルも予想だにしていなかったのだろう。

			「お……おぉ……お……」

			　地面をバタバタと転がりながら、顔面を押さえて苦しみだす汚(オ)ベル。

			　俺はさらなる追(つい)撃(げき)を与えようと迫った。

			　汚(オ)ベルがサっと上半身を起こす。そして、顔の右側を片手で押さえながらも、俺の方に顔を向けた。

			　汚(オ)ベルの左目が一瞬、妖(あや)しく輝き――

			「丸太防御っ！！！」

			　俺は咄(とつ)嗟(さ)に丸太を垂直に持ち、盾代わりにした。汚(オ)ベルの左目から、真紅の閃(せん)光(こう)が放たれたからだ。あのまま突っ込んで行ったら、心臓を撃ち抜かれていたであろう。

			「僕の《空裂閃光眼》を防ぎきった!?」

			　右手で顔を押さえながら、汚(オ)ベルが大きく狼狽(うろた)えた。

			「真銀(ミスリル)の盾だって、貫(つらぬ)ける真紅の閃光が…………あ、ありえないっ！　なんなんだよ、その丸太はっ！！！！」

			　左手で、丸太を指差して叫ぶ汚(オ)ベル。

			　よく見ると、その指が小刻みに震えていた。

			「そこらの丸太と一緒にしないでよねっ！！！」

			　丸太から上半身だけ出して、マル子が得意がる。

			「防御力だって、真銀の大盾(ミスリルタワーシールド)以上なんだからっ！　それに、高い修復力も備わっているしっ！　アンタのヘナチョコ光線(ビーム)で半ばまで穴が開いたけど、すぐに元通りになるんだからねっ！」

			「マル子、戦闘中の相手に、情報をむやみに与えるのは……」

			「あ、ご、ごめんなさい、マコトっ」

			　注意すると、マル子が丸太の中に戻った。

			「……ふ、フン。な、なかなか珍しい得物を持っているじゃないか。だがな、屑(くず)クン。一撃目は驚いて不覚を取ったけど、二度は……ないよ」

			　喋(しやべ)っているうちに余裕を取り戻したのか、汚(オ)ベルがニヤぁと嗤(わら)った。

			　グチャグチャだった顔面右側も、かなり元通りになってきている。最上位アンデッドモンスターだけに、やはり回復力は凄まじい。

			　俺はゆっくりと間合いを詰めつつ、汚(オ)ベルに問いかける。

			「この丸太、どれぐらい伸びるかわかるか？」

			「…………まさか、僕と同じ45フィート（13メートル）も伸びる、とは言わないよね」

			「しょうがない、お前に絶望を与えてやるよう、教えてやろう」

			「…………」

			　ニィィ。

			　俺は目を糸のように細め、口の両端を釣り上げて笑う。自慢気に、得意そうに笑ったのだ。

			　そして――

			「13キロメートルや」

			　と、宣言した。

			「な……んだ……と」

			　汚(オ)ベルが目を剥(む)きながら、冷や汗をかいていた。

			　……もちろん、13キロはハッタリだ。当たり前である。いくらなんでも、そこまで伸びるわけがない。

			　すんません、あれ嘘言いました。言うたほど長く伸びません。

			　と、心の中でだけ汚(オ)ベルに謝っておく。

			　通常時の神精樹の丸太は、長さにして３メートル前後。

			　そして、最大に伸ばしても倍の６メートルが限界のようだ。

			　それでも十分凄(すご)いけどね。６メートルといえば、常識はずれの長槍である三間槍（三間半槍）並みなんだし。

			　汚(オ)ベルが伸ばせる13メートルにも遠く及ばない。

			　しかし、この場は、ハッタリを使う場面だと思った。実際、汚(オ)ベルは半信半疑ながら、迷っている。

			　さっきまでのように間合いを遠くとって、遠距離(アウトレンジ)から攻撃するべきか、それとも接近戦をすべきか、迷っていた。もし、仮に俺の間合いが汚(オ)ベル以上ならば、遠距離(アウトレンジ)での戦いは、汚(オ)ベルにとって逆に不利になるので。

			　もちろん、こんなハッタリ、冷静に考えれば、ありえないと気付くであろう。

			　だが、その考える時間を与える気はなかった。

			　ハッタリをかましつつも間合いを詰めていた俺は、丸太を抱え上げて一気に踏み込んだ。

			「チッ!!」

			　舌打ちとともに、汚(オ)ベルが俺に左目を向けた。

			「その技は――」

			　汚(オ)ベルの目が妖(あや)しく輝き、またも真紅の閃(せん)光(こう)が俺に飛んできた。

			「もう見切ったっ！！！」

			　俺は右斜めに足を踏み込むと同時に、独(コ)楽(マ)のように回転した。合気道で言えば、円運動による体捌(さば)きに近い。そして、その円を描く動きで、汚(オ)ベルの光線(ビーム)を躱(かわ)していた。

			　神眼を持つ俺に、続けて同じ技を放った汚(オ)ベルの失(ミ)敗(ス)だった。

			　攻撃を躱すと同時に俺は、回転しながら丸太を大きく横に振るってもいた。

			　師匠ことマスター・ギースから教わった《流水旋風閃(リユウスイセンプウセン)》だ。避けるための動きが、そのまま攻撃に転じる高度な技でもある。

			　まさに攻防一体の技だった。

			　ボキィィィィィイっ！！！

			　折れた。丸太の一撃を、受け止めようとした汚(オ)ベルの爪(つめ)が。指の爪が10本とも全て折れた。

			　そして、勢いが止まらない丸太の一(いつ)閃(せん)により、さらに――

			　ボキィィィィイインンっ！！！！！

			　折れた。汚(オ)ベルの首が。人間なら完全に死んでいる角度まで折れ曲がっていた。

			　しかし、それでも俺の回転は止まらない。

			《流水旋風閃(リユウスイセンプウセン)》は、相手の息の根を止めるまで回り続け、何度でも攻撃を放つ連続技なのだ。

			「……や……やめ…………」

			　汚(オ)ベルが目に恐怖の色を浮かべ、何かを言いかけた。

			　だが、俺は止まらなかった。今こそ、この下(げ)種(す)への怒りと憎しみを爆発させる時だからだ。

			　溜まりに溜まった怒り、憎しみ、そして…………黒い何かを解放させた。

			「ヤメテぇぇぇっぇぇぇぇぇぇっ！！！！！！！！！！！！！！」

			　汚(オ)ベルが絶叫すると同時に――

			　ゴギィィィィイイイイイイイイインンンっ！！！！！　

			　二度目の一閃が、再び汚(オ)ベルの頭部を直撃した。丸太による回転力を加えたフルスイングの二撃目である。

			　ギュルルルルルルゥゥゥゥウゥゥゥゥゥゥっ！！！！

			　汚(オ)ベルの首から上が、高速で何度も回転した。

			　…………普通なら、首がブチ切れて吹っ飛ぶか、頭が粉々に破裂しているだろうに。

			　さすがは、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)なのかもしれない。

			　首だけが何十回転かした後にやっと止まった汚(オ)ベルは、後ろを向いていた。身体は俺の方を向いているが、顔面は後ろを向いていたのだ。

			　俺はその無防備な後頭部に、一切の躊躇(ためらい)なく、全力で丸太を振り落とした。

			　神精樹は聖属性である。神精樹そのものともいえるこの丸太もまた聖属性だ。

			　聖属性の強烈な攻撃を何度も受けた汚(オ)ベルは、生命力が尽き、灰となった。

			　――もっとも、５分とかからずに汚(オ)ベルは復活した。

			「ははははっ！！！！　屑(くず)男！　君では僕を倒せないと言っただろっ！！！　さぁ絶望しろっ！！！！！」

			　復活し、勝ち誇(ほこ)る汚(オ)ベル。

			「…………」

			　だが――

			「ははははは…………ははは……はは…………は…………は…………」

			　俺が絶望も怯(おび)えもしていないことに気付き、汚(オ)ベルの馬鹿笑いが次第に小さくなる。

			　代わりに俺が笑ってやった。

			「お、おい……な、なんだその顔はっ！　やめろ！　笑うなっ！！！　わら…………ぶばっ！！！！！！！！！！」

			　笑いながら振るった一撃――もちろん丸太による――で、汚(オ)ベルの横顔をぶん殴り、吹き飛ばした。

			「思わず笑ってしまったのは謝ろう。なに、――お前を殺し続ける――その宣言通り殺し続けられるのが嬉しくてな」

			　そう言って、汚(オ)ベルに近づく。

			「……あ……ぅぁ……あ……」

			　脳みそが飛び出しかけている側頭部を両手で押さえながら、汚(オ)ベルが呻(うめ)いていた。

			「というか汚(オ)ベル、お前、さっきよりも少し弱くなっているじゃないか」

			　神眼でステータスを視(み)てみると、拍子抜けだった。

			　ステータス数値が、少しずつとはいえ軒並み下がっていたのだ。確かにこいつは、俺がトドメを刺す限り復活し続けられるのかもしれない。だが、どうやらそのたびに力を失い、僅(わず)かずつながら弱くなっていくようなのだ。

			　生物、特に人間の血を吸えば、失った力も回復するであろうが、回復の機会などを与える気は微(み)塵(じん)もなかった。

			「………………クッ！！！」

			　汚(オ)ベルが、歯ぎしりしたあと立ち上がった。

			「ちょ、調子に乗るなよ、下等生物がっ！！！！　い、一度、お前は僕を殺せたけど、それは奇跡に奇跡が重なった結果にすぎないっ！！！　次はもう、ないっ！　お前みたいな屑(くず)が、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)になった僕を二度も殺せるものかっ！！！」

			「囀(さえず)るな」

			「っ！　死ねよ、屑カスがぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！」

			　そう叫び、襲いかかってくる汚(オ)ベル。

			　――数分後。

			　両手両足を丸太で砕かれて、痛みに苦しみ、のたうちまわる汚(オ)ベルの姿があった。

			　トドメとして、最後に頭部を丸太で突き潰した。

			　――さて、と。

			　俺は、拾った石で地面に２と書いた。吸血鬼至高王となった汚(オ)ベルを殺した回数だ。

			　数分以内に、３という数字を書くことにもなるだろう。

		

	
		
			経験値ウマー

			　

			　俺は、汚(オ)ベルを殺し続けた。

			　殺して殺して、殺し続けた。

			　ひたすら殺した。

			　何度も何度も。

			　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

			　無限に続くかと思うほど殺した。復活したら、すぐに殺した。即座に殺した。絶え間なく殺し続けた。無限に殺し続けた。

			　その結果――

			「あび……おひひい……いひ……うぇへ……ひひひひひ……うひひ……ふえへ……ふひゃ……フヒャヒヒイヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒっ！！！！！」

			　いつしか汚(オ)ベルは〝壊れた〟。

			　どうやら、いくら復活により肉体が元に戻っても、精神へのダメージは残るようだ。そして、〝壊れた〟まま俺に殺され、その後、蘇(よみがえ)っても精神は壊れたままだった。

			　

			　壊れた心は復活不能、だった。

			「フヒャヒヒイヒ……うへ……へへへえへへへへへへへへへへ……ヒハ」

			　笑いながら涎(よだれ)を垂れ流し続ける汚(オ)ベル。失禁もしていた。その目は、既に何も見ていないように思える。

			　俺は、さすがに同情し始めていた。

			　が、

			　やはり殺し続けた。

			　

			　――１１５っと。

			　石で地面に数字を書く。

			　キルマークは、気付けば三ケタを超えていた。

			　復活するまでは、待ち状態だ。汚(オ)ベルが湧く（復活する）のを待っているのである。ネトゲなどで、モンスターが湧くのを待つように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……心を破壊すれば、恨みも糞もないと思ったのだが。

			　

			●スキル保持者が復(ふく)讐(しゆう)を諦(あきら)めたり、復讐対象への怨(おん)念(ねん)を忘れれば、発動しなくなる

			　

			　それを狙ったのだが、当てが外れた。

			　心が壊れていては、復讐を含めて諦めるということもないのかもしれない。また、心が壊れていても、汚(オ)ベルはなお、俺への怨念を忘れてくれないようでもあった。

			　ならば、汚(オ)ベルが復活する以上、俺は殺し続けるしかない。あの未来視を視(み)てしまった以上は。

			　……この心がぶっ壊れた汚ベルでは、もはや何も出来ない気はする。しかし、何かの拍子で、精神が元に戻るかもしれないのだ。

			　ならば――殺し続けるしかない。汚(オ)ベルが、復活しなくなるまで。俺への復讐を諦めてくれるまで。

			　……………………。

			　念のために言っておく。

			　高レベルモンスターの吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)を殺し続けて、経験値ゲットのためではない。経験値ウマーのためではないのだ。

			　いや、まぁ…………ちょっとは、そんなつもりも、なきにしもあらずだったけど。

			　自分のステータスを確認したら、凄(すご)い勢いで狂戦士(バーサーカー)としてのレベルが上がっていたし。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜が明けた。

			　朝日が地を照らす。

			　それでもなお、俺が殺すたびに汚(オ)ベルは復活してきた。

			　並みの吸血鬼なら朝日を浴びれば、一瞬で消滅するらしい。

			　だが、さすがは吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)。太陽の光を浴びても、即座に消滅はしなかった。指などの末端部位から徐々に灰化し、その灰が陽に焼かれ、消滅はしているが。

			　自分の身体が灰化・消滅しているのに、汚(オ)ベルは何の反応も示さない。

			　苦しみすらしていない。

			　俺が正面に立っても、まるで反応しない。丸太を頭上にかかげ、振り落ろす真似をしても、何も反応しないのだ。

			　汚(オ)ベルの心は、既に〝無〟になっていた。

			　その瞳(ひとみ)の奥にあるのは、深い虚(きよ)無(む)だけであった。

			　俺に、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も殺され続けて、汚(オ)ベルの心はとうとう〝無〟になっていた。

			　このまま、逝(い)かせてやるか。

			　復(ふく)讐(しゆう)対象である俺がトドメを刺すから、スキル【無限の怨(おん)念(ねん)】で復活してしまうのだ。

			　ならば、陽の光により消滅すれば、スキルによる復活もあるまい。

			　幸い、心が破壊し尽くされ何も残っていない汚(オ)ベルは、陽の光から逃げるそぶりもまったく見せなかった。

			　能面のような顔で三角座りをしたまま、一片の感情も示さず、うめき声一つ上げず…………消滅していった。

			　――やっと解放される――

			「？　マル子、何か言ったか？」

			「え？　アタシは何も喋(しやべ)ってないわ」

			　オカシイな？

			　今、声が聞こえた気がするのに。

			「ミレル――は、寝ているか」

			　いつのまにか女神ミレルは眠っていた。立ちながら。立ちながら目を瞑(つぶ)って眠っているのだ。器用な女神である。

			　ま……いいか。

			　さっきのは、ひょっとしたら、俺の心の声かもしれない。

			　いい加減、疲れたものな。汚(オ)ベルを殺し続けて。

			　とても眠い。

			　復活のたびに、段々弱くなってきた汚(オ)ベル。その汚(オ)ベルが抵抗らしい抵抗を出来なくなってからは、緊張感も薄れ、なかば単純作業(ルーチンワーク)のように殺していたし。

			　気分的に、コンピューターゲームのレベル上げを黙々とこなしている感覚に近い。

			　それも徹夜で。

			　眠くなって当然でもあった。

			　本当に眠い。というか…………身体が異常に重たくなってきた。汚(オ)ベルが消滅し、復活してこないのを確かめたら、なんだか異様に疲れが襲ってきた。

			　ひょっとして――

			　俺は闘い始めてからずっと、〝超・狂戦士化〟状態だった。

			　汚(オ)ベルに激しい怒りを抱いていた俺は、【狂戦士(バーサーカー)】のジョブスキルにより〝超・狂戦士化〟していた。

			〝超・狂戦士化〟は、身体的ステータス上昇効果がある。そしてそれだけでなく、恐怖などの感情を鈍くする効果もある。人間的な感情も、鈍る。

			　心が壊れた汚(オ)ベルを、単純作業(ルーチンワーク)のように殺し続けられたのも、〝超・狂戦士化〟により、心が鈍っていたからだと思う。

			　そして、長時間の〝超・狂戦士化〟は、解除後、相当な疲労が襲ってくるようなのだ。

			　というか――

			　これ、ヤバい感じではないだろうか？

			　この疲労感、半端なさすぎる。

			　こ……ここで……眠っても大丈夫なのだろうか？

			　眠ったまま、二度と目を覚まさない――なんて、ないだろうか？

			　過労死のように、そのまま死んだりしないだろうか？

			　不安・心配が脳裏をよぎる。しかし、異様に疲れていた体と精神、そして脳が、即座の睡眠を俺に欲求していた。

			「（駄目だ……）」

			　せめて、枕や布団のある場所で眠りたいが、そこまで動くことも出来なさそうだ。

			　…………。

			　枕なら、あるか。

			　俺は丸太を地面に横たえた。そして、崩れるようにその場で倒れる。寝ることにしたのだ。丸太を枕にして。
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			「ちょ……ちょっとっ！！！」

			　マル子が焦った声を出した。

			「嘘……嘘でしょ!?　お、起きなさいよ、ホラっ！　早くっ！」

			　…………静かにして欲しい。

			　俺はもう疲れたんだ。

			　パトラッシュ、僕はもう疲れたよ、なのだ。

			　…………今、ヤバいフラグを立ててしまった気がするのは、勘違いであって欲しい。

			「つ、疲れ果ててそのまま…………死………………。っ！！！　お、起きてっ!!　目を覚ましてよ、マコトっ！！！」

			「…………」

			「…………い……や……。もう嫌……なの……。一人はもう……嫌……なの」

			　マル子の声が、悲痛なものになっていた。

			「おねが……お願い…………起きて……起きてよぉ……」

			「……しないで……あたしを……ひとりぼっちに……しないでよぉ」

			「ずっと待っていて……やっと……やっと逢えた特別な人なのに…………」

			「……やだよぉ…………一人ぼっちは……やだよぉ…………」

			　ポタッ。

			　目を瞑(つぶ)っていた瞼(まぶた)に、何かの水滴が落ちた。その水滴が落ちた瞼を――右の瞼を――うっすらと開ける。

			　そして俺は、神眼の宿っている右目で見た。普段は強がっているが、とても寂(さび)しがり屋の精霊を。

			「大丈夫だって。ちょっと寝るだけだから」

			「っっっっ！！！！！！」

			「しかし、お前、本当に寂しがり屋さんだな」

			　そう声をかけたら、マル子は耳まで顔を真っ赤にした。

			「べ、別に！　アンタがこのまま死んでも、さ、寂しくなんかないしっ！　全然、寂しくなんかないしっ！！！」

			「でも、泣いてたじゃないか」

			「な、泣いていないしっ！」

			「いやお前、泣いてたって。『一人ぼっちは……やだよぉ……』とか、言いながら泣きべそかいていたじゃないか」

			「あ――――あ―――――っ！　聞こえない聞こえないっ！！！」

			　真っ赤な顔のマル子は、両耳を両手で塞いだまま、丸太の中に逃げ帰った。

		

	
		
			水上都市ミレイリア

			　

			　多くの白鳥が優雅に浮かぶ美しく広大なレイ湖。その湖に浮かんだ島に存在する水上都市ミレイリア。

			　ミレイブルク公国の王都のミレイリアは、麗(うるわ)しの白鳥都市とも、湖の都とも呼ばれている。無数の都市・街を持つ神聖ガープ帝国においても、指折りの美麗都市であった。

			　都を治めるは、公王レイ・ド・ファン・ラ・ミレイブルクⅦ世。

			　神聖ガープ帝国において公(こう)爵(しやく)の地位を持つ男だ。かつてのミレイブルク王家の血を引く人間でもある。

			　１００年以上前に、侵略国家・神聖ガープ帝国から征服されなければ、今も独立した王であったであろう。

			　征服王と呼ばれていた当時の神聖ガープ帝国・皇帝は、ミレイリアに攻め込んだ際、破壊することを惜しんだ。

			　水上都市ミレイリアが、あまりにも美しかったためだ。

			　烈火の如き侵略を旨(むね)とした当時の帝国としては珍しく、一気に攻め込まずに粘り強い降(こう)伏(ふく)勧(かん)告(こく)を行った。湖岸ならびに水上を、20万という大軍で長期閉(へい)鎖(さ)して。

			　小なりとも独立国家であったミレイブルク王国は、当時、１万を超す兵を要していた。

			　しかし、大陸有数の大国である神聖ガープ帝国には、兵力・物量ともに到底かないはしなかった。

			　長期間耐えはしたが、ついには純白の旗を上げざるをえなかった。

			　ミレイブルク王は降伏後、公(こう)爵(しやく)という地位を与えられ、公王として封じられる。

			　領土自体は半分以下に削られたものの、この美しき都の領主であり続けることが出来た。

			　長期にわたり抵抗したにしては、ずいぶんと寛(かん)大(だい)な処置であった。

			　ミレイブルク国王の三女であり湖の宝石と称されたミレミア王女が、神聖ガープ帝国・皇帝の後宮に入ったこと。その後、一番の愛(あい)妾(しよう)として皇帝から可愛(かわい)がられたことが、寛大な処(しよ)遇(ぐう)を王が選んだ理由ではあろう。

			　帝国に降伏し領土が減ったうえに軍縮が進んだ結果、ミレイブルク公国の正規兵は現在、３０００に満たない。

			　水上都市ミレイリアを常時守備する兵にいたっては、５００人以下であった。

			　これは、皇帝が崩(ほう)御(ぎよ)したことに端を発した皇子同士の長期的な内乱が続く帝国で、ライオネル皇子側の陣営に、大半の兵を送っているからでもあるが。

			　もし、守りが手薄になっている現状で、災害級(デイザスタークラス)のモンスターに襲撃されれば、水上都市ミレイリアはさして長く保たずに陥(かん)落(らく)するであろう。

			　そう、例えば――力を取り戻した吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)のようなディザスター・モンスターに襲われれば………………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これはこれは。我が公家の守護者にして公国の守護神・湖の女神ミレル様。本日は我が公国の王都、それも宮殿にまでお越しいただき、恐(きよう)悦(えつ)至(し)極(ごく)でございます」

			　水上都市ミレイリアを治める公王レイ・ド・ファン・ラ・ミレイブルクⅦ世は、慇(いん)懃(ぎん)かつ優雅な礼をもって、湖の女神ミレルを宮殿に迎え入れていた。

			　公王の玉座から立ち上がり、華美な絨(じゆう)毯(たん)の上でひざまずく。明らかに、自分より目上の存在に対する礼儀作法であった。

			　彼にとって、湖の女神ミレルは皇帝陛下よりもさらに尊(とうと)き存在なのだ。

			　また、今年で30歳になる美男子の公王にとっては、初恋の人――いや女神でもあった。

			　まず結ばれるはずのない人と神ゆえ、その想いを告げることはなかったが。

			「実はですね～レイ公王～。今日は折り入ってお願いがありまして～」

			　人々に癒(いや)しを与える柔らかい笑顔でニコニコと笑いながら、女神ミレルが間延びした声で言った。

			「なんなりと。貴方(あなた)の敬(けい)虔(けん)な信徒であり、忠実な下(げ)僕(ぼく)でもあると自負しておりますこのレイに、どうぞ、なんなりとお申し付けください。私、そしてこの国の総力を挙げさせていただきますので」

			「ありがとうございます～」

			「ミレル様が礼をおっしゃることではございません。この公国、この都、そして我が公家並びに公国の民が繁(はん)栄(えい)しているのは、湖の女神ミレル様によるお力によるものですから」

			「私はほんの少し、力を貸しているだけですよ～。長く繁栄が続いているのは、貴方(あなた)も含めて歴代王家の方々と、民の皆様の頑張りがほとんどです～」

			「おお、なんと勿(もつ)体(たい)なきお言葉。しかしながら、やはり、この都、この公国の繁栄は、深き慈(じ)愛(あい)を持つ美しき女神ミレル様あってのもの。そもそも、貴方様の慈悲とお力がなければ、この都は、島ごと既に湖に沈んでいるのですから。我らは、貴方様により生かされているのでございます」

			　湖の女神ミレルは、少し困った顔をした。

			　人々から畏(い)敬(けい)と感謝の念をもって崇(あが)められるのは、女神として嬉しい。

			　しかし、あまり神に依存されても、それはそれで困る――そう、優しい女神ミレルは思っていた。

			　いつかは、この世界から〝神が去る時〟はくるはずなのだから。

			　もっとも、公王レイを含めて、この公国、特に王都ミレイリアに住む民が、女神ミレルに深い感謝を抱くのは当然でもあった。

			　年々、レイ湖の水位は上がっている。

			　そして本来なら、既に島ごと湖に沈んでいるはずなのだ。

			　だが、湖の女神ミレルの慈悲と力により、この数百年、水位の上昇は微々たるモノに抑えられていた。

			　また、水上都市ゆえ、本来なら頻(ひん)繁(ぱん)に起こる水害に悩むはずであった。

			　しかし、水の害も、湖に囲まれている都にしては微小なモノに抑えられていた。これも、湖の女神ミレルの力によるモノであった。

			　公家を含めて公国民の多くが湖の女神ミレルの信者になっているのも、また道理であろう。

			「え～と、今日はですね～。丸太のゆう……あ、いえ、神眼の勇者マコトさんに関してなのですが～」

			「勇者……マコト？」

			　公王レイは首を傾(かし)げた。

			　そのような名前の勇者など聞いたことがなかったからだ。高名な冒険者の中にも、マコトという名の者に記憶はない。公国内はもちろん、神聖ガープ帝国兵士・将軍にも、そのような名前の勇士はいなかったはずだ。

			　女神ミレルは、マコトに関して公王に説明した。

			　今から数時間前に、災害級(デイザスタークラス)のモンスターである吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)を撃ち滅ぼしたマコトの英雄的功績を話した。

			「なんと、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)を…………」

			　公王レイは、ゴクリと生(なま)唾(つば)を呑みこんだ。

			　――いくら力を十分に蓄(たくわ)えていない状態だったとはいえ…………単独でのヴァンパイア・ハイロード撃破とは…………。

			　確かに、勇士・勇者あるいは英雄と称せられるほどの偉業だ。

			「その勇者にはこの都、および公国をも救ってもらえた――と、言わざるを得ませんな」

			　公王レイの判断は間違っていない。

			　吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)と化したアベルが最初に襲撃した田舎町ルーアン。

			　そのルーアンから水上都市ミレイリアは、距離的にはかなり近いのだ。途中、山や谷、また河もあり、徒歩であるならば10日以上はかかる。しかし、力を取り戻し、空を飛べるようになった吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)なら、半日とかからないであろう。

			　そして、吸血鬼が大量の血を求めて襲うのに、水上都市ミレイリアは格好の餌場であった。

			　田舎町ルーアンから最も近い大都市は迷宮都市ラナ、ではある。

			　しかし、かの迷宮都市は常備兵こそ少ないものの、手練(だ)れの冒険者が集まっている。

			　迷宮都市ラナを陥(かん)落(らく)させるのは、強固な城塞都市を落とすよりも、よほど難しい。

			　逆に、戦場に多くの兵を派遣している水上都市ミレイリアは現状、警備兵も少なく冒険者もほとんどいない。

			　まさに手薄であった。

			　しかも、広大な湖に囲まれた街ゆえ、住民の避難にも時間がかかる。

			　ある程度の力を取り戻した吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)に強襲されれば、ひとたまりもなかったであろう。

			　ゆえに、公王レイは、勇者マコトに間接的にとはいえ救われたと、感謝の念を抱いた。

			「しかし……丸太を用いて闘う勇者とは」

			「私もびっくりです～。珍しいですよね～～」

			　賢者並みの知識を持つ博識な公王レイ。

			　丸太を用いて戦う者といえば、公王ルイの中には身体が大きく頑強な、バルバロイと呼ばれる蛮族系の異民族――そのイメージしかなかった。

			　あるいは、人を遥(はる)かに超す巨体と怪力の持ち主である巨人族も、丸太やこん棒を使うことはあるが。

			　――いや。

			　公王レイは、ある伝説的な騎士団の伝承を思い出した。

			「……マルタ騎士団……」

			　上質な材木を産出しているマルタ島。

			　その島には、闇(やみ)の神々を信仰する異教徒と長年にわたり戦い続けた騎士団が存在していた。

			　マルタズ騎士団、あるいはマルタ騎士団と呼ばれている伝説的な騎士団だ。

			　勇士揃いであった騎士団の中には、丸太を用いて闘う独特の武器戦闘術を駆使する騎士たちもいたらしい。

			「あ～～。マコトさんは、マルタ騎士団さんとは関係ないと思いますよ～」

			　女神ミレルは、パタパタと手を横に振った。

			「そ、そうですか。ならば――――よもや、神話の英雄マルタクレスの子孫……だったりは？」

			　神話的英雄マルタクレスは、その生涯で数々の怪物、それも難敵である大型怪物を打ち倒してきた――と語られている。

			　その際、丸太を武器として闘うことも多かったのだ。

			　剣や弓矢、さらには棍棒などの武器では傷一つ付かない膚(ふ)を持つ〝不死の獣人王〟こと獅子系獣人ライグザズ。

			　その獅子系獣人ライグザズを討(とう)伐(ばつ)する際も、マルタクレスは丸太を用いていた。

			　丸太は武器のカテゴリーから外れていたからこそ、〝不死の獣人王〟に傷を与えられたのだ。

			　それどころか、頭(ず)蓋(がい)を砕くことも出来たのであった。

			　また、地獄の門を守る双頭の巨大魔犬・ヘルオルトロスも、英雄マルタクレスの丸太により、それぞれの頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)を粉砕されていた。

			「マルタクレス君とも関係ないです～～～」

			「で、では…………よもや、半神魔獣マルタウロスと何か縁のある――」

			「マルタウロスちゃんとも全然関係ありません～～」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　湖の女神ミレルの頼みとはこうであった。

			　吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)との戦闘による疲労により、田舎町ルーアンで熟(じゆく)睡(すい)している勇者マコト。

			　そのマコトを、彼の活動拠点らしい迷宮都市ラナにまで運んで上げて欲しい――とのことであった。ミレイリア公国の空を守る騎士たちである天馬騎士たちを派遣して。

			「それならば容易(たやす)きこと」

			　公王レイは、当然のことながら快く承知していた。

			「マコトさんは～、強いだけでなく、優しさや思いやりを持っている人です～。今はまだ無名に近いですけど、いずれ大勇者、大英雄になるかもしれません～。私の使(し)徒(と)でないのが、本当に残念なくらいです～。レイ君……レイ公王も、彼と縁を持った方が良いと思いまして～」

			「まことその通りでございます。ミレル様のご配慮、ありがたき幸せ」

			　力のある勇者・英雄そして使徒と繋がりをもつことは、国あるいは都市の防衛にとっても重要なことだ。中には、文字通り一騎当千の強(つわ)者(もの)もいるのだから。

			　縁を結び繋がりを保っておけば、いざという時、これほど心強い兵・客将はいない。

			　それに、女神ミレルの話では、その人柄も良いようなのだ。

			　これは大きい。

			　力を持った者は、驕(おご)り高ぶり、傲(ごう)慢(まん)となるのが常だ。中には、それが原因で破滅したり、暴走する者もいる。

			　ゆえに力ある勇者・英雄・使(し)徒(と)は時として、何より恐ろしい災(さい)厄(やく)・災害と化すこともある。

			　力に溺れず、そして善なる心――人としての優しさや弱者への思いやりも含めた心――を完全に持ったままの勇者・英雄・使徒は、むしろ珍しかった。

			　そういった希少な者たちとは、公王レイとしても、ぜひ縁を結びたい。

			　可能ならば、高待遇にて公国の騎士に任じたい。

			　それが無理でも、客将となって公国に留まって欲しい。

			　あるいは、我が公家と血の縁を――と、そこまで考えたところで公王レイは妙案を思いついた。派遣する天馬騎士の中に、自分の姪(めい)を人選しておこう。

			　公国一の美少女とも、麗(うるわ)しの姫騎士あるいは天馬美麗騎士、もしくは――公国最強の姫騎士――とも呼ばれている姪のエリスリア・ド・ファン・ラ・ミレイブルクを。

			（自分より強く勇敢な男でないと、決して結婚する気はないと公言しているじゃじゃ馬ではあるが。しかし、勇者マコトが、それほどの剛なる者であり、また勇を持つものならば――）

			　そういった打算も、公王レイの中にはあった。

			　今まで、誰一人とも男女交際したことがなく、自他ともに認める男嫌いである公女エリスリア。

			　あまりに男っ気がない上に普段から男装しているため、同性愛者の疑いもある公女。

			　亡き兄の忘れ形見でもある姪(めい)ゆえ、公王レイは大切にはしている。

			　しかし、公国一の武を持つ姪に勇者として認められ、結婚出来る男など、そうそういない。

			（勇者マコトは、今回、吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)を幾度となく打ち倒したことで、そのレベルは、50を遥(はる)かに超えているだろう――と、女神ミレル様は予想しておられた。ならば、騎士(ナイト)としてのレベルが51もある、我が公国最強…………いや帝国内でも指折りの騎士である姪よりも………………）

		

	
		
			《肉体成長》

			　

			　深い眠りから目を覚ますと、時間は既に昼を回っていた。

			　汚(オ)ベルが完全消滅してから８時間ほど、時間が経過していた。

			「ん～～～」

			　一度、大きくのびをする。

			　本物の丸太を枕にして寝たことなんてなかったが、その寝心地は、

			「案外悪くないな」

			　枕代わりにしていた丸太を撫(な)でながら呟(つぶや)いた。

			「ふふん♪　そうでしょそうでしょ♪」

			　神精樹の丸太から半身を出し、マル子が得意気にしていた。

			　結構、嬉しそうだ。

			「しかし、丸太枕か」

			　実は、地球でも丸太型枕を持ってはいた。いや、丸太型のクッションだけど。見た目は、結構リアルな木目調丸太型枕だ。

			　半ひきこもりであった俺にとって強い味方である通販大手アマゾ○で、購入したアイテムである。

			　半分シャレで買った丸太型枕だったが、寝心地は結構良かった。

			　本物の丸太枕も、悪くないけどね。

			「柔らかさやフカフカさでは、以前使っていた枕丸太には劣(おと)るけど」

			　あっちと違い本物は木製だから、柔らかさで劣るのは当然だが。

			「む～～～」

			　マル子が頬(ほほ)をプクーとさせた。

			　俺の独り言が聞こえたようだ。

			「いや、でも、これぐらいの固さがある方が、俺は好きだけどな」

			　と、フォローしてみる。

			「す、好き？　ふ、ふ～～ん、へ、へぇ～、そ、そうなの」

			　とたんに機嫌が良くなる丸太精霊。

			　――チョロイ。

			　と、思ってしまったのは内緒だ。

			「さて……と」

			　これからどうしよう？

			　逃げ出した田舎町ルーアンの町民たちも、汚(オ)ベルが倒されたことを知ったら、戻ってくるだろう。

			　それまで、この町で待っておくべきかな？

			　それとも、すぐに迷宮都市ラナへ帰ろうかな？

			　ミリアやカチュアが、俺のことを心配しているだろうし。

			　昨日の夜、何も告げずにラナの街で宿屋から出たままだからな。

			　以前、数時間、俺の姿がなかっただけで、あれほど心配し、不安がっていた姉妹なのだ。

			「やっぱし、迷宮都市ラナに帰るか」

			　俺はそう決めた。

			　ただ、湖の女神ミレルの姿が見えない。あの女神に挨(あい)拶(さつ)はしたいのだが。

			　――１時間だけ、待つことにした。

			「ねぇ、マコト」

			「ん？」

			「アンタ、背が伸びてない？　それに、なんか体つきも逞(たくま)しくなっている気が…………」

			　マル子が俺を見あげながら指摘した。

			　確かにそう言われてみれば、視線の高さが昨日までと違う気がする。

			　それに、手足も一回り、いや二回りは太くなっていた。服の裾(すそ)をめくって腹筋を見たら、見事に割れていた。シックスパックである。

			　まるで中重量級のボクサーみたいな体格だ。それも、相当鍛えこまれた。

			　昨日までの俺は、体格的にはここまで逞しくはなかった。

			　一晩でこれほどの肉体変化、しかも数センチも背が伸びるなど異常事態だ。

			　…………ひょっとして…………。

			　俺は汚(オ)ベルを殺しまくった。

			　経験値が高そうな吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)となった汚(オ)ベルを、ひたすら殺しまくったのだ。

			　そのおかげで、現在のジョブである【狂戦士(バーサーカー)】のレベルも相当上がっていた。

			　昨日まではレベル26だったのに、一気にレベル55に上がっていた。

			　一日で一気に30レベル近くアップである。元のレベルの倍以上だ。

			「レベル55か……」

			　レベル55は、かなりの高レベルではないだろうか？

			　まぁ、師匠ことマスター・ギースのように、レベル80超えも、この世界には存在しているけど。

			　よく考えれば、吸血鬼化する前の【勇者】アベルはレベル49だったはずだ。

			　最初アベルに会った時、そのレベルの高さに俺は内心、かなりビビった。だが、既にそのレベルを超えている……のだ。

			「レベル50超えっていったら、世界でもそうはいないはずよ」

			　マル子が感心するように言った。

			　さらに、

			「半日でレベルが30近く上がったなんて、それこそ、かつてない現象かも」

			「ギネスブックに載るかな俺？」

			「ギネスブックが何かは知らないけど、新聞には載るかもね」

			　この世界には、ギネスブックはないのか。

			　新聞はあるようだが。地球では、活版印刷が可能になる15世紀以前にも手書きによる新聞はあったようだし、不思議ではない、か。

			　別に、新聞にのりたいわけではないが。

			「でも、マコト。いくらレベルが上がったからって、１日でそんなに身体が逞(たくま)しくなったり、背が伸びたりしないはずよ。…………何かのスキル？」

			「ああ、多分――」

			　昨日、【狂戦士(バーサーカー)】のレベルが上がりまくっていくうちに、新たなスキルもいくつか身についたようだ。【狂戦士(バーサーカー)】というジョブに関連したスキルが。

			　その中に、レベル30で習得した《肉体成長》というスキルがあった。

			　レベルが上昇するごとに肉体が成長する――と、ステータスには書いてあった。俺の身体が、睡眠後、逞しく成長したのはこのスキルのおかげであろう。

			　一気に変わりすぎの気はするが。

			　レベル30で《肉体成長》スキル習得してから、【狂戦士(バーサーカー)】のレベルが25も急成長したことで、肉体も急成長したのだろう。

			　しかし…………筋肉がつくのはまだ分かるけど。

			　背まで伸びるとは、予想していなかった。それも、５センチ――いや10センチ近く伸びた気がする。日本の高校生としては平均的身長くらいだった俺だが、１８０センチ近くになっている。

			　内心、結構嬉しい。

			　背が伸びたことも、身体が逞しくなったことも。

			　欲を言えば、後、数センチから10センチ、身長が欲しいけど。地球で、女子にモテモテだった高身長バスケットマンの同級生のように１８０センチ後半になれれば言うことなしだ。

			　なんなら、１９０センチ超えでもいい。

			　俺が好きな漫画ベル○ルクの主人公ガッツもそれぐらいみたいだし。巨大な大剣を背負うガッツは格好いいし、憧れている。

			　…………まぁ俺の場合は、大剣ドラゴン殺しの代わりに…………丸太を…………背負っている……けど…………。

			　それはともかくとして。

			　見た目だけではなく、筋力も上がっているようだ。ステータス上も【筋力値】が上がっている。ソウルランク上昇による筋力を含めた各種ステータス値ＵＰ、それに、狂戦士というジョブスキルによる補正で。

			　ステータス数値を再確認してみよう。

			　

			　　【筋　力　　27（＋５）

			器用度　　19

			敏捷度　　22

			知　力　　20（－４）

			生命力　　27（＋５）

			精神力　　30

			魔　力　　24

			　

			ジョブ　：狂戦士(バーサーカー)レベル55

			戦術士(ウオーリーダー)レベル19

			盗(とう)賊(ぞく)レベル２

			スキル　：神眼

			超・狂戦士化

			肉体成長

			痛覚遮断

			闘気術（狂戦士タイプ）

			逃亡率上昇（小）

			習得魔法：《魔法の矢》《眠りの雲》《明かり》

			《火弾》《炎属性付与》《風精霊の矢》

			《沈黙》《水浄化》《優しき水》《転倒》

			《アポート》《爆弾石(ストーンボム)》

			　

			　ソウルランク　　　37】

			　

			　ソウルランクが12成長したことで、各種ステータスも合計12成長していた。

			　特に、今回は、【精神力】の伸びが良い。

			　数分おきに生き返る相手を殺し続ける――という、ある意味で狂気じみた行為を行ったのが原因かもしれない。

			　アレのおかげで、精神的にある程度、タフになれた気もするし。

			　しかし…………【知力】は１ポイントも上がってないな。

			　それどころか、狂戦士のジョブ補正がマイナス４もかかって、実質的に下がっているぞ。

			　な、なんか、【知力】が下がるって嫌だなぁ。自分がドンドン馬鹿になっていくみたいで。

			　名作コンピューターＲＰＧのウィ○ードリィで、レベルアップ時に、他の能力は上がったけど知力だけ下がった時も、バカに近づいていく感じではあったが。

			　ま、まぁ、それはともかく。

			【狂戦士(バーサーカー)】ほどでなくても【戦術士(ウオーリーダー)】としてのレベルも、ある程度上がっていた。惜しくもレベル20にはなっていなかったが。【戦術士(ウオーリーダー)】のレベルが20になれば、スキル《支援（戦術）》が身につくらしいのに。

			　パーティーメンバーのステータス補正があるというスキルだけに、スキル《支援》は、ぜひ身につけたい。

			　今、レベル19ならじきに上がるだろうし、楽しみにしておこう。

			　それから――何気に【盗(とう)賊(ぞく)】のレベルが、１から２に上がっていた。

			　なぜだ？

			　…………あ。

			　ひょっとして、汚(オ)ベルが日光で消滅する際、あいつの牙(きば)を二本抜き取ったからか？

			　吸血鬼の牙は、貴重な素材アイテムだと博識なミリアから聞いていた。吸血鬼至高王(ヴアンパイア・ハイロード)の牙なら、それこそレア・アイテムだと思って抜いていたのだ。

			　いや、相手はモンスターだし、素材剥(は)ぎとりの感覚だったのだが。しかし、今から考えれば、あの時点の汚(オ)ベルは、もはや敵ですらなかった気もする。

			　戦闘意志などは、欠片(かけら)も残ってなかったし。

			　というか意志を完全になくし、まさに〝生きる屍(しかばね)〟であった。

			　そんな汚(オ)ベルさんから、どうせ消滅して消えるならと、勿(もつ)体(たい)ないので素材アイテムとして牙を抜いたのだ。

			　そのことが、あるいは窃(せつ)盗(とう)行為とみなされたのかもしれない。

			　もしくは、単純に、戦闘時における盗賊的アクションが盗むという行為にみなされ、それで【盗賊】のレベルが上がっただけ――かもしれないが。

			　ジョブとしての【盗賊】がレベル２になったおかげで、新しいスキルが身についていた。

			　逃亡率上昇（小）だ。

			　逃亡時に、敏(びん)捷(しよう)度がわずかに上昇し、逃げ足も多少速くなる――らしい。

			　しかし、なんというか。

			　狂戦士(バーサーカー)＆盗賊

			　どう考えても、英雄(ヒーロー)や勇者とは掛け離れているよね。

			　……………………ふぅ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は丸太（マル子）を置いたまま、立ち上がって数歩、大通りに向けて歩いた。

			「ちょ、ちょっと、ドコに行く気よ」

			　慌てて声をかけてくるマル子。

			「どこに行く気か知らないけど、アタシを連れていきなさいよっ」

			　マル子の声には、焦りの色が混じっていた。

			　捨てられるかもと危機感を覚えたのだろうか？

			　少し離れただけなのに、心配しすぎである。

			「すぐに戻って来るよ」

			「そ、そう」

			　マル子はホッとした顔をした後、

			「でも、アタシを置いていかなくていいでしょ。ホラッ、連れていきなさいよっ」

			　自分も連れていけと、主張してきた。

			　どれだけ寂(さび)しがり屋さんなのだろう。

			「連れていってもいいが、俺は小便にいくだけだぞ？」

			「っっっ！！！！」

			「どうしても連れていけというなら、一緒に連れていくが」

			「か……かかか、勝手に一人で行ってなさいよっ！！！　ば、バカっ」

			　マル子は真っ赤な顔で、丸太の中に隠れてしまった。

			　…………しかし、この町、公衆便所なんかなかったよな。

			　この世界、基本は中世ヨーロッパ的なので、下水環境があまりよろしくない。公衆トイレは、迷宮都市ラナのような大都市ですら、いくつかある程度なのだ。

			　田舎町ルーアンには、一つもなかった。

			　民家でも宿屋や裕福な者の家の中にはトイレがあるかもしれないが、無断で入って勝手に使っていいのだろうか？

			　ちゃんと断るべきだとは思う。だが断ろうにも、今、住人は誰もいないし。

			　……あ、でも待てよ。

			　俺は町の広場にあった〝穴〟を思い出した。

			　広場の隅に掘られた〝穴〟は、確か小便用だった。

			　一応、公衆トイレと言えないこともない。衝(つい)立(たて)も何もないので、外から丸見えではあったが。

			　どうせ今は誰も町にいない。

			　誰かに見られることはないのだ。

			　その辺で立ちションをするよりはマシな気もするので、俺は広場に移動した。

			　広場には数分で着いた。

			　すぐに、〝穴〟も発見した。

			　溜まっていた小水を排出するため、俺は自分の男性器(イチモツ)を出そうとして――

			「な、なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！」

			　

			〈『神眼の勇者』③に続く〉
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